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1 概要
S1C88650は、液晶表示付きの携帯機器向けにドッ
トマトリックスLCDコントローラ/ドライバおよび
漢字フォント用ROMを内蔵した8ビットマイクロ
コンピュータです。1.8Vで8.2MHzと高速で、スタ
ンバイ時は2.5µAと低消費電流です。
LCDコトローラ/ドライバは、LCD駆動電源回路を
内蔵しており、低消費電力で126×32のLCDパネル
を駆動することができます。
11×12のJIS第1水準、JIS第2水準、非漢字の漢字
フォントおよびユーザ外字を内蔵可能で、外付け
の漢字フォント用ROMを使わずに容易に漢字を表
示することができます("Appendix B 漢字フォント
の使用について"参照)。

本8ビットCPUは、最大16MBのアドレス空間をア
クセスすることができるため、大容量のデータ処
理なども容易にプログラミングすることができま
す。従来、専用のLCDドライバを使用する必要の
あったさまざまな表示モジュール、CD/MDプレー
ヤやソリッドオーディオ等の携帯オーディオ機器
の他、PDA、データバンク等、多彩な応用が可能
です。

1.1 特長
表1.1.1にS1C88650の特長を示します。

表1.1.1　特長
コアCPU 
メイン(OSC3)発振回路 
サブ(OSC1)発振回路 
命令セット 
最小命令実行時間 
内蔵ROM容量 
 
内蔵RAM容量 
バスライン 
 
 
 
 
入力ポート 
出力ポート 
 
入出力兼用ポート 
 
シリアルインタフェース 
タイマ 
 
LCDドライバ 
 
 
ウォッチドッグタイマ 
電源電圧検出回路 (SVD) 
割り込み 
 
 
電源電圧 
消費電流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出荷形態 

CMOS 8ビットコアCPU S1C88 (MODEL3) 
水晶発振回路/セラミック発振回路 8.2MHz (Max.)、またはCR発振回路 2.2MHz (Max.) 
水晶発振回路 32.768kHz (Typ.)、またはCR発振回路 200kHz (Max.) 
608種類 (乗除算命令使用可能) 
0.244µsec/8.2MHz (2クロック) 
48Kバイト/プログラムROM 
896Kバイト/漢字フォント用ROM (フォント未格納時、プログラムおよびデータ格納用として使用可能) 
8Kバイト/RAM　768バイト/表示メモリ 
アドレスバス: 
データバス: 
CE信号: 
WR信号: 
RD 信号: 
8ビット (4ビットをPWMタイマの源振クロック、1ビットをバスリクエスト信号入力として使用可能) 
0ビット～3ビット (外部バスを使用する場合) (1ビットをバスアクノリッジ信号出力に設定可能) 
26ビット (外部バスを使用しない場合) 
8ビット (外部バスを使用する場合) (シリアルI/F、FOUT、TOUT出力と端子を兼用) 
16ビット (外部バスを使用しない場合)  
1ch (クロック同期式/調歩同期式の選択が可能) 
プログラマブルタイマ: 16ビット(8ビット×2) 4ch (PWM機能付き) 
計時タイマ: 1ch 
ドットマトリクス方式 (16×16/5×8または12×12ドットフォント) 
126セグメント×32、16または8コモン (1/5バイアス) 
LCD電源回路内蔵 (5電位昇圧タイプ) 
内蔵 (1～8秒周期) 
13値プログラマブル (1.8～2.7V) 
外部割り込み: 入力割り込み 1系統 (8種類) 
内部割り込み: タイマ割り込み 2系統 (16種類) 
 シリアルインタフェース割り込み 1系統 (3種類) 
1.8V～3.6V 
SLEEP時: 1µA (Typ.) 
HALT時: 2.5µA (Typ.) 32kHz 水晶発振、LCD OFF 
 10µA (Typ.) 32kHz CR発振、LCD OFF 
 7.6µA (Typ.) 32kHz 水晶発振、LCD ON*、VDD=2.5～3.6V 
実行時: 9µA (Typ.) 32kHz 水晶発振、LCD OFF 
 15µA (Typ.) 32kHz CR発振、LCD OFF 
 1700µA (Typ.) 8MHz セラミック発振、LCD OFF 
 600µA (Typ.) 2MHz CR発振、LCD OFF 
 14µA (Typ.) 32kHz 水晶発振、LCD ON*、VDD=2.5～3.6V 
 19µA (Typ.) 32kHz 水晶発振、LCD ON*、VDD=1.8～2.5V、電源電圧昇圧回路ON 
 14µA (Typ.) 32kHz 水晶発振、SVD ON 
QFP22-256pinプラスチックパッケージまたはチップ 

20ビット    (バスとして使用しない場合は汎用出力ポートとして使用可能) 
8ビット      (バスとして使用しない場合は汎用入出力ポートとして使用可能) 
3ビット 
1ビット      (バスとして使用しない場合は汎用出力ポートとして使用可能) 
1ビット 

∗ LCD ON時の消費電流は、LCDCx = 全点灯、LCx = FH、パネル負荷なしの場合です。消費電流は表示パターン、 
パネル負荷によって増加します。 
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1.2 ブロック図

Core CPU S1C88

Interrupt Controller

System Controller Input Port

Oscillator
OSC1, 2

OSC3, 4

Reset/Test
RESET

TEST

Watchdog Timer

K00–K02
K03 (BREQ)
K04–K07

I/O Port

Serial Interface

External
Memory Interface

Output Port

Programmable Timer
/Event Counter

Clock Timer

Power Generator

RAM
8K bytes

EXCL0–EXCL3 (K04–K07)
TOUT0–TOUT3 (P14, P15)

TOUT2/TOUT3 (P17)
P00–P07 (D0–D7)

P10 (SIN)
P11 (SOUT)
P12 (SCLK)
P13 (SRDY)

R00–R07, R10–R17, R20–R23 
(A0–A7, A8–A15, A16–A19)
R24, R25 (RD, WR)
R30–R32 (CE0–CE2)
R33 (BACK)

SEG0–SEG125

COM0–COM31

P14 (TOUT0/TOUT1)
P15 (TOUT2/TOUT3)
P16 (FOUT)
P17 (TOUT2/TOUT3)

VDD

VSS

VD1

VD2

VC1–VC5

CA–CG

LCD Driver

ROM
48K bytes+896K bytes

Supply Voltage Detector

MCU/MPU
BREQ (K03)
BACK (R33)

図1.2.1　S1C88650ブロック図
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1.3 端子

1.3.1 端子配置図
QFP22-256pin 129192

65

128

INDEX

641

256

193

端子No. 端子名 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

端子No. 端子名 
SEG88
SEG89
SEG90
SEG91
SEG92
SEG93
SEG94
SEG95
SEG96
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
VSS

SEG97
SEG98
SEG99

SEG100
SEG101
SEG102
SEG103
SEG104
SEG105
SEG106
SEG107
SEG108
SEG109
SEG110
SEG111
SEG112
SEG113
SEG114
SEG115
SEG116
SEG117
SEG118
SEG119
SEG120
SEG121
SEG122
SEG123
SEG124
SEG125
COM31
COM30
COM29
COM28
COM27
COM26
COM25
COM24

N.C.
N.C.
TEST
SEG39
SEG40
SEG41
SEG42
SEG43
SEG44
SEG45
SEG46
SEG47
SEG48
SEG49
SEG50
SEG51
SEG52
SEG53
SEG54
SEG55
SEG56
SEG57
SEG58
SEG59
SEG60
SEG61
SEG62
SEG63
SEG64
SEG65
SEG66
SEG67
SEG68
SEG69
SEG70
SEG71
SEG72
SEG73
SEG74
SEG75
SEG76
SEG77
SEG78
SEG79
SEG80
SEG81
SEG82
SEG83
SEG84
SEG85
SEG86
SEG87

端子No. 端子名 
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156

COM23
COM22
COM21
COM20
COM19
COM18
COM17
COM16

VD2

CG
CF
CE
CD
CC
CB
CA
VC5

VC4

VC3

VC2

VC1

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
VDD

OSC3
OSC4
VSS

VD1

OSC1
OSC2
TEST

RESET
MCU/MPU
K07/EXCL3
K06/EXCL2
K05/EXCL1
K04/EXCL0
K03/BREQ

K02
K01
K00

P17/TOUT2/TOUT3
P16/FOUT

P15/TOUT2/TOUT3
P14/TOUT0/TOUT1

P13/SRDY
P12/SCLK
P11/SOUT
P10/SIN

端子No. 端子名 
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208

P07/D7
P06/D6
P05/D5
P04/D4
P03/D3
P02/D2
P01/D1
P00/D0
R00/A0
R01/A1
R02/A2
R03/A3
R04/A4
R05/A5
R06/A6
R07/A7
R10/A8
R11/A9

R12/A10
R13/A11
R14/A12
R15/A13
R16/A14
R17/A15
R20/A16
R21/A17
R22/A18
R23/A19
R24/RD
R25/WR
R30/CE0
R31/CE1

VDD

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
VSS

R32/CE2
R33/BACK

COM0
COM1
COM2
COM3
COM4
COM5
COM6
COM7
COM8
COM9

COM10

端子No. 端子名 
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
–
–
–
–

COM11
COM12
COM13
COM14
COM15
SEG0
SEG1
SEG2
SEG3
SEG4
SEG5
SEG6
SEG7
SEG8
SEG9

SEG10
SEG11
SEG12
SEG13
SEG14
SEG15
SEG16
SEG17
SEG18
SEG19
SEG20
SEG21
SEG22
SEG23
SEG24
SEG25
SEG26
SEG27
SEG28
SEG29
SEG30
SEG31
SEG32
SEG33
SEG34
SEG35
SEG36
SEG37
SEG38

VSS

N.C.
N.C.
N.C.

–
–
–
–

53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104

図1.3.1.1　S1C88650端子配置図
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1.3.2 端子説明

表1.3.2.1　S1C88650端子説明
端子No.

VDD

VSS

VD1

VD2

VC1~VC5

CA~CG
OSC1
OSC2
OSC3
OSC4
MCU/MPU
K00~K02
K03/BREQ
K04/EXCL0
K05/EXCL1
K06/EXCL2
K07/EXCL3
R00~R07/A0~A7
R10~R17/A8~A15
R20~R23/A16~A19
R24/RD
R25/WR
R30~R32/CE0~CE2
R33 (BACK)
P00~P07/D0~D7
P10/SIN
P11/SOUT
P12/SCLK
P13/SRDY
P14/TOUT0/TOUT1

P15/TOUT2/TOUT3

P16/FOUT
P17/TOUT2/TOUT3

COM0~COM31
SEG0~SEG125

RESET
TEST
TEST

端子名 In/Out 機　　　能 
131, 189

67, 134, 195, 253
135
113

125~121
120~114

136
137
132
133
140

148~146
145
144
143
142
141

165~172
173~180
181~184

185
186

187, 188, 196
197

164~157
156
155
154
153
152

151

150
149

198~213, 112~97
214~252, 4~61,

68~96
139
138

3

– 
–
–
–
– 
– 
I 
O 
I 
O 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
O 
I/O 
I/O 
I/O 
I/O 
I/O 
I/O 
 

I/O 
 

I/O 
I/O 
 
O 
O 
 
I 
I 
–

電源(＋)端子 
電源(GND)端子 
内部ロジックおよび発振系定電圧回路出力端子 
LCD回路用電源昇圧出力端子 
LCD系駆動電圧出力端子 
LCD昇圧コンデンサ接続端子/電源電圧昇圧コンデンサ接続端子 
OSC1発振入力端子(水晶/CR発振をマスクオプションで選択) 
OSC1発振出力端子 
OSC3発振入力端子(水晶/セラミック/CR発振をマスクオプションで選択) 
OSC3発振出力端子 
MCUモード/MPUモード設定端子 
入力ポート(K00～K02)端子 
入力ポート(K03)端子またはバスリクエスト信号(BREQ)入力端 
入力ポート(K04)端子またはプログラマブルタイマ外部クロック(EXCL0)入力端子 
入力ポート(K05)端子またはプログラマブルタイマ外部クロック(EXCL1)入力端子 
入力ポート(K06)端子またはプログラマブルタイマ外部クロック(EXCL2)入力端子 
入力ポート(K07)端子またはプログラマブルタイマ外部クロック(EXCL3)入力端子 
出力ポート(R00～R07)端子またはアドレスバス(A0～A7) 
出力ポート(R10～R17)端子またはアドレスバス(A8～A15) 
出力ポート(R20～R23)端子またはアドレスバス(A16～A19) 
出力ポート(R24)端子またはリード信号(RD)出力端子 
出力ポート(R25)端子またはライト信号(WR)出力端子 
出力ポート(R30～R32)端子またはチップイネーブル信号(CE0～CE2)出力端子 
出力ポート(R33)端子またはバスアクノリッジ信号(BACK)出力端子 
入出力兼用ポート(P00～P07)端子またはデータバス(D0～D7) 
入出力兼用ポート(P10)端子またはシリアルI/Fデータ入力(SIN)端子 
入出力兼用ポート(P11)端子またはシリアルI/Fデータ出力(SOUT)端子 
入出力兼用ポート(P12)端子またはシリアルI/Fクロック(SCLK)入出力端子 
入出力兼用ポート(P13)端子またはシリアルI/Fレディ信号(SRDY)出力端子 
入出力兼用ポート(P14)端子またはプログラマブルタイマアンダーフロー信号 
(TOUT0/TOUT1)出力端子 
入出力兼用ポート(P15)端子またはプログラマブルタイマアンダーフロー信号 
(TOUT2/TOUT3)出力端子 
入出力兼用ポート(P16)端子またはクロック(FOUT)出力端子 
入出力兼用ポート(P17)端子またはプログラマブルタイマアンダーフロー反転信号 
(TOUT2/TOUT3)出力端子 
LCDコモン出力端子 
LCDセグメント出力端子 
 
イニシャルリセット入力端子 
テスト用入力端子 
テスト端子(通常動作時はオープン)
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1.4 マスクオプション
S1C88650には以下に示すマスクオプションが設定
されています。
各マスクオプションには複数のハードウェア仕様が
用意されており、アプリケーションに合わせて選択
することができます。本マニュアルの回路説明を参
照してシステムに合った内容を選択し、□に印をつ
けてください。

なお、使用しない機能についても解説にしたがって
必ず記入してください。
このオプションリストを参照して、マスクオプショ
ン選択をファンクションオプションジェネレータ
winfogの画面上で行います。winfogによって作成し
たデータをもとに最終的なICのマスクパターンが生
成されます。winfogについては"S5U1C88000C
Manual II"を参照してください。

S1C88650マスクオプションリスト

ICのマスクパターンを生成するためのオプションリストです。ICEに組み込むPeripheral Circuit Boardに
おいては一部選択できない項目があります。

OSC1発振回路の種類を、水晶発振、CR発振から選択できま
す。詳細については、"5.4.3 OSC1発振回路"を参照してくだ
さい。

OSC3発振回路の種類を、水晶発振、セラミック発振、CR発
振から選択できます。詳細については、"5.4.4 OSC3発振回
路"を参照してください。

複数キーの同時押しによってICをリセットする機能を使用す
るかしないかをマスクオプションで選択できます。使用する
場合は、キーを接続する入力ポート(K00～K03)の組み合わせ
を選択します。詳細については"4.1.2 入力ポート(K00～K03)
の同時LOWレベル入力"を参照してください。

入力(K)ポートにプルアップ抵抗を付加するかしないか選択
できます。この選択は入力ポートの各ビットごとに行えま
す。詳細については"5.5 入力ポート(Kポート)"を参照してく
ださい。 _______ _________
また、MCU/MPU端子およびRESET端子にもプルアップ抵抗
を付加するかしないか選択できます。

1 OSC1発振回路
OSC1 SYSTEM CLOCK

□ 1. 水晶発振回路
□ 2. CR発振回路

2 OSC3発振回路
OSC3 SYSTEM CLOCK

□ 1. 水晶発振回路
□ 2. セラミック発振回路
□ 3. CR発振回路

3 キー同時押しリセット
MULTIPLE KEY ENTRY RESET
・組み合わせ .. □ 1. 使用しない

□ 2. 使用する K00, K01
□ 3. 使用する K00, K01, K02
□ 4. 使用する K00, K01, K02, K03

4 入力ポートプルアップ抵抗
 INPUT PORT PULL UP RESISTOR
・K00 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K01 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K02 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K03 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K04 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K05 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K06 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・K07 .............. □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし_______
・MCU/MPU ... □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし____________
・RESET ........ □ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし

RERIPHERAL CIRCUIT BOARDオプションリスト

ICE (S5U1C88000H5)に組み込むPeripheral Circuit Board (S5U1C88000P1&S5U1C88649P2)に対して設定で
きるオプションです。ICのマスクオプションには影響ありません。

A OSC1発振回路
OSC1 SYSTEM CLOCK

□ 1. 内部クロック
□ 2. ユーザクロック

B OSC3発振回路
OSC3 SYSTEM CLOCK

□ 1. 内部クロック
□ 2. ユーザクロック

ユーザクロックを選択した場合、OSC1端子から任意のク
ロックを入力してください。また、内部クロックを選択した
場合、ICのマスクオプションリストによって選択された発振
回路オプションにより、使用できる周波数が異なります。

ユーザクロックを選択した場合、OSC3端子から任意のク
ロックを入力してください。また、内部クロックを選択した
場合、ICのマスクオプションリストによって選択された発振
回路オプションにより、使用できる周波数が異なります。
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5 入出力兼用ポートプルアップ抵抗
 I/O PORT PULL UP RESISTOR
・P00 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P01 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P02 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P03 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P04 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P05 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P06 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P07 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P10 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P11 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P12 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P13 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P14 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P15 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P16 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし
・P17 ........□ 1. 抵抗あり □ 2. 抵抗なし

6 入力ポート入力インタフェースレベル
 INPUT PORT INPUT I/F LEVEL
・K00 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K01 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K02 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K03 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K04 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K05 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K06 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・K07 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット

7 入出力兼用ポート入力インタフェースレベル
 I/O PORT INPUT I/F LEVEL
・P10 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P11 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P12 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P13 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P14 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P15 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P16 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット
・P17 ........□ 1. CMOSレベル □ 2. CMOSシュミット

8
_______

ウォッチドッグタイマNMI発生周期_______
WATCHDOG TIMER NMI GENERATION CYCLE

□ 1. 32768/fOSC1
(fOSC1=32kHz時 0.75～1秒周期)

□ 2. 65536/fOSC1
(fOSC1=32kHz時 1.5～2秒周期)

□ 3. 131072/fOSC1
(fOSC1=32kHz時 3～4秒周期)

□ 4. 262144/fOSC1
(fOSC1=32kHz時 6～8秒周期)

入出力兼用(P)ポートが入力モード時に働くプルアップ
抵抗を付加するかしないか選択できます。この選択は
入出力兼用ポートの各ビットごとに行えます。詳細に
ついては"5.7 入出力兼用ポート(Pポート)"を参照して
ください。

入力(K)ポートの入力インタフェースレベルをCMOSレ
ベルにするか、CMOSシュミットレベルにするか選択
できます。この選択は入力ポートの各ビットごとに行
えます。詳細については"5.5 入力ポート(Kポート)"を
参照してください。
ICEでは、このオプションの選択にかかわらずCMOS
レベル固定になります。

入出力兼用(P)ポートの入力インタフェースレベルを
CMOSレベルにするか、CMOSシュミットレベルにす
るか選択できます。この選択は入出力兼用ポートの各
ビットごとに行えます。詳細については"5.7 入出力兼
用ポート(Pポート)"を参照してください。
ICEでは、このオプションの選択にかかわらずCMOS
レベル固定になります。

_______
ウォッチドッグタイマのNMI発生周期を選択すること
ができます。詳細については"5.3.1 ウォッチドッグタ
イマの構成"を参照してください。
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2 電源
ここでは、S1C88650の動作電圧、および内部電源回路の構成について説明します。

2.1 動作電圧
S1C88650の動作電源電圧は次のとおりです。

1.8V～3.6V

2.2 内部電源回路
S1C88650は図2.2.1に示す電源回路を内蔵してお
り、前記の範囲内の電圧をVDD(+)、VSS(GND)間に
供給することによって内部回路に必要なすべての電
圧をIC内部で発生します。

電源回路は大きく3つに分けられます。

表2.2.1　電源回路
回路系 

発振回路、内部回路 
LCD系定電圧回路 
LCDドライバ 

電源回路 
内部定電圧回路 
電源電圧昇圧回路 
LCD系定電圧回路 

出力電圧 
VD1

VDDまたはVD2

VC1–VC5

内部定電圧回路は、内部ロジック回路と発振回路の
動作電圧<VD1>を発生します。
VD1の電圧値は1.8V(Typ.)に固定されています。

電源電圧昇圧回路は、LCD系定電圧回路の動作電
圧<VD2>を発生します。

電源電圧<VDD>に応じて、LCD系定電圧回路の電
源として、<VDD>を供給するか<VD2>を供給するか
を選択します。

表2.2.2　LCD系定電圧回路の電源
電源電圧 VDD 
1.8～2.5V 
2.5～3.6V

LCD系定電圧回路電源 
VD2 
VDD

VD2の電圧値はVDDのおおよそ2倍の値になりま
す。詳細については"8 電気的特性"を参照してくだ
さい。

LCD系定電圧回路はLCDの1/5バイアス用駆動電圧
<VC1>、<VC2>、<VC3>、<VC4>、<VC5>を発生し
ます。各電圧値については"8 電気的特性"を参照し
てください。
S1C88650では、内蔵されたLCDドライバにこの
LCD駆動電圧が供給され、コモン/セグメント端子
に接続されたLCDパネルを駆動します。

注! • VD1、VD2、VC1、VC2、VC3、VC4、VC5端
子の出力を外部回路の駆動には絶対に使用
しないでください。

• VDD = 2.5V以下のときにLCD系定電圧回路
の電源としてVDDを使用すると、VC1～VC5
の電圧は正しい電圧とはなりません。

VDD

VD1

VD2

CF
CG

VC1

VC2

VC3

VC4

VC5

CA
CB
CC
CD
CE

VSS

内部定電圧回路 

LCD系定電圧回路 

発振回路 

LCDドライバ 

VD1

VC1~VC5

電源電圧 
昇圧回路 

外部電源 

OSC1, OSC2
OSC3, OSC4

COM0~COM31
SEG0~SEG125

内部回路 

VD2

図2.2.1　電源回路の構成
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3 CPUとバスの構成
ここでは、CPUと動作モード、およびバスの構成について説明します。

3.1 CPU
S1C88650はCPUとして8ビットコアCPU S1C88を
使用しており、レジスタ構成、命令等は他のS1C88
を使用したファミリプロセッサとほぼ同様です。
S1C88については"S1C88コアCPUマニュアル"を参
照してください。

使用しているS1C88のCPUモデルはMODEL3で、
S1C88650の場合、アドレス空間は最大1Mバイト×
3となっています。

3.2 内蔵メモリ
S1C88650は図3.2.1に示すROMおよびRAMを内蔵
しており、小規模なアプリケーションには1チップ
で対応することができます。この内蔵メモリは外
部メモリと合わせて使用可能です。また、内蔵
ROMをバスから切り離して、所定の空間を外部に
解放することもできます。

図3.2.1　内蔵メモリマップ

3.2.1 プログラムROM
内蔵プログラムROMの容量は48Kバイトで、
000000H～00BFFFHに配置されています。

_______
このROM領域はMCU/MPU端子の設定によって、
外部メモリに解放することができます("3.5 チップ
モード"参照)。

3.2.2 RAM
内蔵RAMの容量は8Kバイトで、00D800H～
00F7FFHに配置されています。
なお、内蔵RAM領域に外部メモリを拡張した場合
でも、この領域は外部メモリには解放されませ
ん。この領域のアクセスは常に内蔵RAMに対して
行われます。

3.2.3 I/Oメモリ
S1C88650では、内蔵する周辺回路とのインタ
フェースにメモリマップドI/O方式を採用していま
す。各周辺回路の制御ビットやデータレジスタは
メモリ空間上に配置され、通常のメモリアクセス
によって制御およびデータのやりとりが行えま
す。I/Oメモリが配置されている領域は00FF00H～
00FFFFHです。I/Oメモリの詳細については"5.1 I/O
メモリマップ"を参照してください。
なお、I/Oメモリ領域に外部メモリを拡張した場合
でも、この領域は外部メモリには解放されませ
ん。この領域のアクセスは常にI/Oメモリに対して
行われます。

3.2.4 表示メモリ
S1C88650はLCDドライバの表示データを保持する
表示メモリを内蔵しています。表示メモリが配置
されている領域は00Fx00H～00Fx7FH(x=8～DH)で
す。表示メモリの詳細については"5.11 LCDドライ
バ"を参照してください。
表示メモリの領域もI/Oメモリと同様に外部メモリ
には解放されません。

3.2.5 漢字フォント用ROM
S1C88650は、JIS第1水準、JIS第2水準、非漢字のフォ
ントおよびMusic shift JISフォントのデータを格納する
ための漢字フォント用ROMを内蔵しています。
ROMの容量は896Kバイトで、010000H～0EFFFFH
に配置されています。
このROMは、漢字フォントを使用しない場合や、
フォントデータの未使用領域をプログラムおよび
データ格納用として使用することができます(フォン
トデータの取り扱いに関しては、"S5U1C88xxxRx
Manual"を参照)。 _______
このROM領域はMCU/MPU端子の設定によって、
外部メモリに解放することができます("3.5 チップ
モード"参照)。

0EFFFFH

010000H
00FFFFH
00FF00H
00FD7FH
00F800H
00F7FFH
00D800H
00D7FFH

:
00C000H
00BFFFH

000000H

漢字フォント用 
ROM 

(896K bytes) 
 

I/Oメモリ 
 

表示メモリ 
 

RAM (8K bytes) 
 

未使用 
領域 

 
 
 

ROM 
(48K bytes)
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3.3 例外処理ベクタ
S 1C8 8 6 5 0ではプログラム領域の000 0 0 0H～
00004BHが例外処理ベクタとして割り当てられて
います。また、00004EH～0000FFHまでは任意の
偶数番地から始まる2バイトにソフトウェア割り込
みのベクタを割り付けることができます。
表3.3.1にベクタアドレスと例外処理要因の対応を
示します。

表3.3.1　ベクタアドレスと例外処理要因の対応

同時に複数の例外処理が発生した場合は優先順位
の高いものから先に実行されます。
なお、表3.3.1に示された割り込みの優先順位は、
割り込み優先レベルがすべて同じ場合のもので
す。各割り込みの優先レベルは系列ごとにソフト
ウェアで設定することができます。("5.14 割り込み
とスタンバイ状態"参照)

注! リセット以外の例外処理ではSC(システム
コンディションフラグ)およびPC(プログラ
ムカウンタ)をスタックに退避させ、各例外
処理ルーチンに分岐します。したがって、
例外処理ルーチンからメインルーチンに戻
す際にはRETE命令を使用してください。

例外処理要因発生時のCPUの動作については
"S1C88コアCPUマニュアル"を参照してください。

3.4 CC (カスタマイズコンディションフラグ)
S1C88650ではコアCPU内のカスタマイズコンディ
ションフラグ(CC)を使用していません。したがっ
て、条件付き分岐命令(JRS、CARS)の分岐条件と
して使用することはできません。

3.5 チップモード

3.5.1 MCUモードとMPUモード
_______

S1C88650はMCU/MPU端子によってチップの動作
モードを次の2種類に設定できます。

■ MCUモード ...
_______

MCU/MPU端子をHIGHに設定
内蔵ROMを使用する場合に設定します。内蔵
メモリ以外の領域については外部メモリの拡張
も行えます。メモリマップについては"3.5.2 バ
スモード"を参照してください。

MCUモードではイニシャルリセット時に内蔵メ
モリのみのシステムとして起動するようになっ
ています。内蔵プログラムROMはプログラムメ
モリのコモンエリア(論理空間の0000H～7FFFH)
部として常時固定となり、例外処理ベクタは内
蔵プログラムROM内に配置されます。また、リ
セット例外処理によって開始されるアプリケー
ションの初期化ルーチンについても、内蔵プロ
グラムROMに書き込んでおく必要があります。
外部に拡張したメモリに対応させるバス等の設
定はソフトウェアによって行えますので、内蔵
プログラムROMに書き込む初期化ルーチンの中
でこの処理を行います。このバスモードの設定
後、外部メモリのアクセスが行えるようになり
ます。

ベクタ 
アドレス 
000000H
000002H
000004H
000006H
000008H
00000AH
00000CH
00000EH
000010H
000012H
000014H
000016H
000018H
00001AH
00001CH
00001EH
000020H
000022H
000024H
000026H
000028H
00002AH
00002CH
00002EH
000030H
000032H
000034H
000036H
000038H
00003AH
00003CH
00003EH
000040H
000042H
000044H
000046H
000048H
00004AH
00004CH
00004EH

:
0000FEH

優先 
順位 
高い 
↑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 
低い 

 
 

なし 

例外処理要因 

リセット 
ゼロ除算 
ウォッチドッグタイマ (NMI) 
K07入力割り込み 
K06入力割り込み 
K05入力割り込み 
K04入力割り込み 
K03入力割り込み 
K02入力割り込み 
K01入力割り込み 
K00入力割り込み 
Pタイマ0アンダーフロー割り込み 
Pタイマ0コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ1アンダーフロー割り込み 
Pタイマ1コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ2アンダーフロー割り込み 
Pタイマ2コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ3アンダーフロー割り込み 
Pタイマ3コンペアマッチ割り込み 
システム予約 (使用不可) 
シリアルI/Fエラー割り込み 
シリアルI/F受信完了割り込み 
シリアルI/F送信完了割り込み 
システム予約 (使用不可) 
システム予約 (使用不可) 
システム予約 (使用不可) 
計時タイマ32Hz割り込み 
計時タイマ 8Hz割り込み 
計時タイマ 2Hz割り込み 
計時タイマ 1Hz割り込み 
Pタイマ4アンダーフロー割り込み 
Pタイマ4コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ5アンダーフロー割り込み 
Pタイマ5コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ6アンダーフロー割り込み 
Pタイマ6コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ7アンダーフロー割り込み 
Pタイマ7コンペアマッチ割り込み 
システム予約 (使用不可) 
 
ソフトウェア割り込み 

各ベクタアドレスとその次のアドレスに、例外処
理ルーチンの先頭アドレスを下位、上位の順に格
納しておきます。例外処理要因が発生すると、設
定されたアドレスから始まる例外処理ルーチンを
実行します。
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このモードでは内蔵メモリの領域をアクセスす
る際、外部メモリに対してチップイネーブル_____ _____ _____
(CE)信号およびリード(RD)/ライト(WR)信号が
出力されず、データバス(D0～D7)はハイイン
ピーダンス(またはプルアップ状態)となりま
す。したがって、外部メモリと内蔵メモリでア
ドレスが重複した場合、外部メモリのその領域
は無効となります。

■ MPUモード ...
_______

MCU/MPU端子をLOWに設定
内蔵ROM領域を外部に解放します。内蔵ROM
は使用できなくなり、この領域のアクセス時に_____
は外部メモリに対してチップイネーブル(CE)信_____ _____
号およびリード(RD)/ライト(WR)信号が出力さ
れ、データバス(D0～D7)がアクティブとなりま
す。他の内蔵メモリの領域をアクセスする際に
は、これらの信号は外部に出力されません。

MPUモードでは外部のメモリによってシステム
が起動します。

このモードで使用する場合、例外処理ベクタと
初期化ルーチンを、必ずコモンエリア(000000H
～007FFFH)内に配置する必要があります。

_______
MCU/MPU端子の内蔵プルアップ抵抗は、マスク
オプションで使用するかしないかを選択すること
ができます。

   入力ポートプルアップ抵抗
_______

MCU/MPU .......□抵抗あり □抵抗なし

注! •
_______ ___________

MCU/MPU端子の設定は、RESET端子の立
ち上がりエッジでラッチされますので、設

___________
定を変更する場合はRESET端子を再度LOW
レベルとする必要があります。

• 内蔵メモリアクセス時にデータバスをハイ
インピーダンスにするかプルアップするか
は、プルアップコントロールレジスタおよ
びマスクオプションによって選択すること
ができます。詳細は"5.7 入出力兼用ポート
(Pポート)"を参照してください。

3.5.2 バスモード
バスモードは外部に拡張したメモリの構成にバス
の仕様を合わせるための設定で、以下の2種類がソ
フトウェアによって選択できます。

■ シングルチップモード

0EFFFFH

010000H
00FFFFH
00FF00H
00FD7FH
00F800H
00F7FFH
00D800H
00D7FFH

:
00C000H
00BFFFH

000000H

- MCUモード -

漢字フォント用 
ROM 

(896K bytes) 
 

I/Oメモリ 
 

表示メモリ 
 

内蔵RAM 
 

未使用 
領域 

 
 
 
 

内蔵ROM

図3.5.2.1　シングルチップモードのメモリマップ

シングルチップモードは外部メモリの拡張を行
わずにS1C88650をシングルチップマイクロコ
ンピュータとして使用する場合に設定するモー
ドです。
このモードでは内蔵ROMを使用するため、前
項で示したMCUモードでのみ動作します。
MPUモードではシングルチップモードを設定す
ることはできません。

外部に対するバスラインが必要なくなるため、バ
ス用に設定されている端子は汎用の出力ポートあ
るいは入出力兼用ポートとして使用できます。

■ 拡張モード
拡張モードはS1C88650の外部に1Mバイト×3
以下のメモリを拡張して使用する場合に設定し
ます。このモードはMCU/MPUモードにかかわ
らず設定できます。

MCUモードでは内蔵ROMが有効となり、
100000Hから3FFFFFHまでの領域に外部メモリ
等を割り当てることができます。
MPUモードでは内蔵ROM領域が解放されます
ので、000000Hから2FFFFFHまでの領域に外部
メモリ等を割り当てることができます。
ただし、00C000Hから00FFFFHまでの領域は内
蔵RAM等に割り当てられており、外部デバイ
スをアクセスすることはできません。
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3FFFFFH

:

100000H
 

0F0000H
0EFFFFH

010000H
00FFFFH
00D800H
00D7FFH

:
00C000H
00BFFFH

000000H

内蔵メモリについては図3.2.1を参照 

- MPUモード -

外部 
メモリ領域 

外部 
メモリ領域 

内蔵メモリ 

- MCUモード -

外部 
メモリ領域 

内蔵メモリ 

内蔵メモリ 

未使用領域 

2FFFFFH

未使用領域 

図3.5.2.2　拡張モードのメモリマップ

各モードの設定方法については"5.2 システムコン
トローラとバスの制御"で説明します。

3.5.3 CPUモード
CPUの動作については、プログラミング領域に応
じて、以下の2種類がソフトウェアによって選択で
きます。

■ ミニマムモード
プログラム領域は、任意の1バンクエリアの64K
バイト以内に設定されます。ただし、CBレジス
タは任意の1バンクを設定しておく必要があり
ます。サブルーチンコール時にCBレジスタをス
タックしないため、スタック領域が節約できま
す。プログラム容量が小～中規模、データ容量
が大規模なシステムに適しています。

■ マキシマムモード
プログラム領域は、64Kバイトを越える領域で
使用することが可能です。ただし、64Kバイト
を越える領域をアクセスするためにはCBレジ
スタを設定しなくてはなりません。サブルーチ
ンコール時にCBレジスタをスタックします。プ
ログラム容量、データ容量ともに大規模なシス
テムに適しています。

3.6 外部バス
S1C88650は最大1Mバイト×3のアドレッシングが
可能なバス端子を持ち、前項に示した各バスモー
ドの範囲にしたがって、外部にメモリ等のデバイ
スを拡張することができます。

S1C88650

外部 
デバイス 

アドレスバス(A0～A19)

データバス(D0～D7)

RD

WR

CE0

CE1

CE2

BREQ

BACK
外部 

デバイス 
外部 

デバイス 

図3.6.1　外部バスライン

以下に外部バス端子の概要を説明します。制御方
法については"5.2 システムコントローラとバスの
制御"を参照してください。

3.6.1 データバス
S1C88650は8ビットの外部データバス(D0～D7)を
持っています。データバスD0～D7は、端子および
入出力回路が入出力兼用ポートP00～P07と共用さ
れており、バスモードの設定によって機能が切り
換わります。
シングルチップモードでは8ビットの端子がすべて
入出力兼用ポートP00～P07として設定され、拡張
モードではデータバス(D0～D7)に設定されます。
データバスに設定された場合、各入出力兼用ポー
トのデータレジスタとI/Oコントロールレジスタは
入出力回路から切り離され、リード/ライト可能な
汎用データレジスタとして使用できます。

このデータバスにおいては、入力モード時にプル
アップ抵抗をONするかしないかを、プルアップコ
ントロールレジスタおよびマスクオプションに
よって選択することができます。詳細は"5.7 入出
力兼用ポート(Pポート)"を参照してください。

I/O
ポート 

データ 
バス 

P00

P01

P02

P03

P04

P05

P06

P07

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

シングル 
チップ 拡張 

バスモード バスモード 

図3.6.1.1　データバスと入出力兼用ポートの対応
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3.6.2 アドレスバス
S1C88650は20ビットの外部アドレスバス(A0～
A19)を持っています。アドレスバスA0～A19は、
端子および出力回路が出力ポートR00～R07(A0～
A7)、R10～R17(A8～A15)、R20～R23(A16～A19)
と共用されており、バスモードの設定によって機
能が切り換わります。

シングルチップモードでは20ビットの端子がすべ
て出力ポートR00～R07、R10～R17、R20～R23と
して設定されます。
拡張モードでは20ビットの端子がすべてアドレス
バス(A0～A19)として設定されます。

アドレスバスに設定された場合、各出力ポートの
データレジスタとハイインピーダンス制御レジス
タは出力回路から切り離され、リード/ライト可能
な汎用データレジスタとして使用できます。

出力 
ポート 

アドレス 
バス 

R00

R01

R02

R03

R04

R05

R06

R07

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R16

R17

R20

R21

R22

R23

A0

A1

A2

A3

A4

A5

A6

A7

A8

A9

A10

A11

A12

A13

A14

A15

A16

A17

A18

A19

シングル 
チップ

バスモード 

拡張 

バスモード 

図3.6.2.1　アドレスバスと出力ポートの対応

  _______   ________

3.6.3 リード(RD)/ライト(WR)信号
_____ _____

外部デバイスに対するリード(RD)/ライト(WR)信号
の出力端子および出力回路はそれぞれ出力ポート
R24、R25と共用されており、バスモードの設定に
よって機能の切り換えが行われます。

シングルチップモードではどちらの端子も出力
ポート端子として設定され、拡張モードではリー_____ _____
ド(RD)/ライト(WR)信号出力端子に設定されます。

_____ _____
リード(RD)/ライト(WR)信号出力端子に設定された
場合、出力ポートR24、R25のデータレジスタとハ
イインピーダンス制御レジスタは出力回路から切
り離され、リード/ライト可能な汎用データレジス
タとして使用できます。

信号の出力タイミングについては"3.6.5 ウェイト制
御"を参照してください。

出力 
ポート 

RD/WR 
信号 

R24

R25

RD

WR

シングル 
チップ 拡張 

バスモード バスモード 

_____ _____
図3.6.3.1　リード(RD)/ライト(WR)信号　　　

　　と出力ポートの対応

  _______

3.6.4 チップイネーブル(CE)信号
_____

S1C88650はチップイネーブル(CE)信号を最大3本
出力することのできるアドレスデコーダを内蔵し
ています。これにより、外部にアドレスデコーダ_____
を設けることなしに、チップイネーブル(CE)また_____
はチップセレクト(CS)端子を持つ3個のデバイスを
直接、接続することができます。

_______ _______
3本のチップイネーブル(CE0～CE2)信号の出力端
子および出力回路は出力ポートR30～R32と共用さ
れており、シングルチップモード以外のモードの_____
場合に、チップイネーブル(CE)と出力ポートのど
ちらに設定するかをソフトウェアで3ビット個々に
選択することができます。_____
チップイネーブル(CE)出力に設定した場合、その
出力ポートのデータレジスタとハイインピーダン
ス制御レジスタは出力回路から切り離され、リー
ド/ライト可能な汎用データレジスタとして使用で
きます。
シングルチップモードの場合は出力ポートR30～
R32として固定されます。

出力 
ポート 

CE 
信号 

R30

R31

R32

CE0

CE1

CE2

シングル 
チップ 拡張 

バスモード バスモード 

_____
図3.6.4.1　CE信号と出力ポートの対応

表3.6.4.1に、拡張モードにおいて割り当てられる_____
チップイネーブル(CE)信号のアドレス範囲を示し
ます。
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_____
内蔵メモリ領域のアクセス時にはCE信号が出力さ
れません。その部分のアドレス範囲が変則的な設
定になりますので注意してください。
メモリ空間への外部デバイスの配置は必ずしも下
位アドレスから連続させる必要はなく、任意の
チップイネーブル信号を用いてその領域に割り当
てることができます。

注!
_____
CE信号はICがスタンバイモード(HALTモー
ドまたはSLEEPモード)になるとインアク
ティブとなります。

信号の出力タイミングについては"3.6.5 ウェイト制
御"を参照してください。

3.6.5 ウェイト制御
S1C88650は、高速動作時における外付け低速デバ
イスのアクセスを保証するため、アクセスタイム
伸長用のウェイト機能を内蔵しています。(ウェイ
ト機能の詳細は"S1C88コアCPUマニュアル"を参照
してください。)

挿入するウェイトステート数はソフトウェアによっ
て表3.6.5.1に示す8種類の中から選択できます。

_______ _______
表3.6.4.1　CE0～CE2のアドレス設定

300000H~3FFFFFH
100000H~1FFFFFH
200000H~2FFFFFH

000000H~00D7FFH, 010000H~0FFFFFH
100000H~1FFFFFH
200000H~2FFFFFH

MCUモード MPUモード 
アドレス範囲(拡張モード)

CE0
CE1
CE2

CE信号 

表3.6.5.1　選択可能なウェイトステート数

選択No. 
挿入ステート数 

1

0

2

2

3

4

4

6

5

8

6

10

7

12

8

14

* 1ステート長はクロックの1/2サイクルです。

ソフトウェアで設定したウェイトステートはバスサ
イクルのT3～T4ステート間に挿入されます。ただ
し、内部レジスタと内蔵メモリのアクセス時、およ
びOSC1発振回路("5.4 発振回路"参照)での動作時に
は、ウェイトは挿入されません。
したがって、シングルチップモードではウェイト
ステートの設定は意味を持ちません。

図3.6 .5 . 1にメモリリード/ライトのタイミング
チャートを示します。

CLK

A0~A19

CE0

CE1

WR

RD

D0~D7

T1

リードサイクル 

アドレス 

T2 T3 T4

リードデータ 

T1

ライトサイクル 

アドレス 

T2 T3 T4

ライトデータ 

(1) ノーウェイト

CLK

A0~A19

CE0

CE1

WR

RD

D0~D7

T1

リードサイクル 

アドレス 

T2 T3 T4

リードデータ 

T1

ライトサイクル 

アドレス 

T2 T3 T4

ライトデータ 

Tw2 Tw2Tw1 Tw1 Tw2 Tw2Tw1 Tw1

ウェイト(4ステート挿入) ウェイト(4ステート挿入)

(2) ウェイトステート挿入

図3.6.5.1　メモリリード/ライトサイクル
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3.6.6 バス権解放状態
S1C88650は、外部デバイスからの要求によるバス
権解放機能を持っており、外部デバイス間での
DMA(Direct Memory Access)転送が行えます。本機
能は内蔵メモリへのアクセスはできません。

この機能に使用する端子は、バス権解放要求信号________ ________
(BREQ)入力端子とバス権解放応答信号(BACK)出
力端子の2本が用意されています。________ ________
BREQ入力端子はK03入力ポート端子と、BACK出
力端子はR33出力ポート端子と共用されており、ソ________ ________
フトウェアによってBREQ/BACK端子に設定して
使用します。シングルチップモードの場合、また
はバス権解放の必要ないシステムにおいては、そ
れぞれを入力/出力ポートに設定してください。

入力 
ポート 
K03 
出力 

ポート 
R33

 
BREQ 
入力 

 
BACK 
出力 

_______ _______
図3.6.6.1　BREQ/BACK端子

________
外部デバイスからのバス権解放要求(BREQ=LOW)
を受け付けると、S1C88650はアドレスバス、デー_____ _____ _____
タバス、RD/WR信号、およびCE信号の各ラインを________
ハイインピーダンス状態に設定し、BACK端子に
LOWレべルを出力してバス権を解放します。外部________
デバイスはBACK端子にLOWレべルが出力された
時点から外部バスを使用することができ、DMA終________
了後にBREQ端子をHIGHレべルに戻すことでバス
権を放棄します。

図3.6.6.2にバス権解放のシーケンスを示します。

図3.6.6.2　バス権解放のシーケンス

バス権解放状態中、外部デバイスからは内蔵メモ
リをアクセスすることはできません。内蔵メモリ
の領域と重複した領域を持つ外部メモリがある場_____
合、外部デバイスが出力するCE信号にしたがって
外部メモリがアクセスされます。

注! バス権解放状態以外のときは外部デバイス
がバスマスタとならないようシステム上で
注意してください。
________ ________
BREQ端子をLOWレべルにした後BACK端

________
子がLOWレべルになるまで、BREQ端子の
LOWレべルを保持してください。
________
BACK端子がLOWレべルになる以前に
________
BREQ端子をHIGHレべルに戻すと、バス権
解放状態への移行が不確定となります。

CLK

A0~A19

D0~D7

WR

RD

BREQ

BACK

プログラム実行状態 

LD  [HL],[IX]

PCHL

ANY(IX)

Tw2 T4 T1 T2 T3 Tw1 Tw2 T4 Tz1 Tz2 Tz1 Tz2 Tz1 Tz2 Tz1 Tz2 T1 T2 T3

IX

(IX)

バス権解放状態 
プログラム 
実行状態 

L L L L H
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4 イニシャルリセット
S1C88650は回路を初期化するためにイニシャルリセットを必要とします。
ここでは、イニシャルリセットの要因と内部レジスタ等の初期設定について説明します。

4.1 イニシャルリセット要因
S1C88650のイニシャルリセット要因としては以下
の2種類があります。

(1)
___________
RESET端子による外部イニシャルリセット

(2) 入力ポート(K00～K03端子)の同時LOWレベル
入力による外部イニシャルリセット(マスクオ
プションで設定)

図4.1.1にイニシャルリセット回路の構成を示します。
イニシャルリセット要因によってCPUおよび周辺
回路が初期化され、要因が解除されるとCPUはリ
セット例外処理を開始します。("S1C88コアCPU マ
ニュアル"参照)
これによって、バンク0先頭(000000H～000001H)
のリセット例外処理ベクタが読み出され、その読
み出されたアドレスから始まるプログラム(初期化
ルーチン)の実行を開始します。

図4.1.1　イニシャルリセット回路の構成

内部イニシャル 
リセット 

fOSC3/1,024Hz

リセット信号 

fOSC1/256Hz

K00 入力ポートK00

K01 入力ポートK01

K02 入力ポートK02

K03 入力ポートK03

RESET

SLEEPステータス 
発振安定待ち 

OSC1 
発振回路 分周回路 

OSC2

OSC1

OSC3 
発振回路 分周回路 

セレクタ 

OSC4

OSC3

R Q

S

動作クロックステータス 

リセット解除 
クロック 

VDD

マスク 
オプション 

時間 
検定回路 

  _________________

4.1.1 RESET端子
___________

外部からRESET端子にLOWレベルを入力すること
でイニシャルリセットが行えます。
S1C88650を確実に初期化するため、電源電圧立ち___________
上がり後規定の時間RESET端子をLOWレベルに保
持してください。("8.6 AC特性"参照)
また、電源投入時の初回のイニシャルリセットは___________ ___________
必ずRESET端子を使用してください。RESET端子
の内蔵プルアップ抵抗はマスクオプションで使用
するかしないかを選択することができます。

入力ポートプルアップ抵抗
___________
RESET ...........□抵抗あり □抵抗なし
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PC PC PC 00-0000

Dummy Dummy VECL

512/fOSC3 [sec]

発振安定待ち時間 ダミーサイクル リセットによる例外処理 

fOSC3

リセット信号 

リセット解除クロック

内部イニシャルリセット 

内部アドレスバス 

内部データバス 

内部リード信号 

∗この間リセット状態を保 
  持します。 

内部イニシャルリセット解除 

リセット解除 

4.1.2 入力ポート(K00～K03)の同時
LOWレベル入力

マスクオプションで選択された入力ポート(K00～
K03)に、外部から同時にLOWレベルを入力するこ
とでイニシャルリセットが行えます。本イニシャ
ルリセット手段は時間検定回路を内蔵しているた
め、65536/fOSC1秒(発振周波数fOSC1=32.768kHzの
場合2秒)以上、指定入力ポート端子をLOWレベル
に保つ必要があります。
ただし、SLEEP(スタンバイ)状態時、および電源投
入時の発振安定待ち期間中は時間検定回路がバイ
パスされるため、指定入力ポートへのLOWレベル
同時入力直後にイニシャルリセットがかかります。
マスクオプションで選択できる入力ポート(K00～
K03)の組合せは次のとおりです。

キー同時押しリセット
□使用しない
□K00 & K01
□K00 & K01 & K02
□K00 & K01 & K02 & K03

たとえば、マスクオプションで"K00 & K01 & K02
& K03"を選択した場合、K00～K03の4ポートの入
力が同時にLOWレベルになったときにイニシャル
リセットがかかります。
この機能を使用する場合、通常動作時に指定入力
ポートが同時にLOWレベルにならないように注意
してください。

4.1.3 イニシャルリセットシーケンス
___________

電源投入時のRESET端子へのLOWレベル入力解除
後、発振安定待ち時間(512/fOSC3秒)が経過するま
でCPUの起動は待たされます。
図4.1.3.1にイニシャルリセット解除後の動作シーケ
ンスを示します。
CPUはリセット解除後fOSC3に同期して起動します。

なお、入力ポート(K00～K03)への同時LOWレベル
入力によるイニシャルリセット手段を使用する場
合は、次の点に注意してください。

(1) SLEEP状態時、および電源投入時の発振安定
待ち期間中は時間検定回路がバイパスされる
ため、LOWレベル同時入力直後にイニシャル
リセットがかかります。この場合、LOWレベ
ル同時入力解除後に発振安定時間を待って
CPUが起動します。

(2) (1)の状態以外はLOWレベル同時入力65536/
fOSC1秒後にイニシャルリセットがかかりま
す。この場合は、S1C88650内部でリセット微
分パルス(64/fOSC1秒)が発生されるため、LOW
レベル同時入力状態を解除しなくてもCPUは起
動します。

注! 発振安定待ち時間には、発振開始時間は含
まれていません。そのため、電源投入時や
SLEEP状態解除時の命令実行までの時間
は、下図よりも長くなる場合があります。

図4.1.3.1　イニシャルリセット解除後の動作シーケンス
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4.2 イニシャルリセット時の初期設定
イニシャルリセットによりCPUの内部レジスタは
以下のように初期化されます。

表4.2.1　初期設定値

レジスタ名称 

データレジスタA 
データレジスタB 
インデックス(データ)レジスタL 
インデックス(データ)レジスタH 
インデックスレジスタIX 
インデックスレジスタIY 
プログラムカウンタ 
スタックポインタ 

記号 

ベースレジスタ 
ゼロフラグ 
キャリーフラグ 
オーバーフローフラグ 
ネガティブフラグ 
デシマルフラグ 
アンパックフラグ 
インタラプトフラグ0 
インタラプトフラグ1 
 ニューコードバンクレジスタ 
コードバンクレジスタ 
エクスパンドページレジスタ 
IX用エクスパンドページレジスタ 
IY用エクスパンドページレジスタ 

ビット長 初期値 

A

B

L

H

IX

IY

PC

SP

BR

Z

C

V

N

D

U

I0

I1

NB

CB

EP

XP

YP

8

8

8

8

16

16

16

16

8

1

1

1

1

1

1

1

1

8

8

8

8

8

不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
不定 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
1 

01H 
不定 
00H 
00H 
00H

*

*

* リセット例外処理によって、0バンクのメモリ
の先頭(000000H～000001H)に格納されている
値がPCにロードされます。また、このとき同
時にNBの初期値01HがCBにロードされます。

イニシャルリセット時に初期化されない(不定)レジ
スタはソフトウェアで初期化してください。

内蔵RAMおよび表示メモリについてもイニシャル
リセット時に初期化されませんので、同様にソフ
トウェアで初期化してください。

内蔵の周辺回路については、それぞれ所定の初期
化が行われます。必要に応じてソフトウェアで初
期化してください。
イニシャルリセット時の初期値については、次章
のI/Oメモリマップまたは各周辺回路の説明を参照
してください。
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5 周辺回路と動作
S1C88650の周辺回路はメモリマップドI/O方式でCPUとインタフェースされています。このため、他のメ
モリアクセスと同様にI/Oメモリを操作して周辺回路を制御することができます。以下、各周辺回路別に
その動作と制御方法を説明します。

5.1 I/Oメモリマップ
表5.1.1(a)　I/Oメモリマップ(00FF00H～00FF03H)

注!
_______

アドレス"00FF00H"および"00FF01H"に任意の値をそれぞれ書き込むまで、NMIを含めたすべての割り込みはマス
クされます。

SR R/W1 0アドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 
00FF00

(MCU)

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

バスモード 
CPUモード 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
CE2 (R32) 
CE1 (R31) 
CE0 (R30)

 

 

予約レジスタ 

 

 

シングルチップ 

モードの場合、 

DC出力に固定 

CE信号出力 
DC出力(R3x)

拡張モード 

マキシマム 

1

1

1 

CE2有効 

CE1有効 

CE0有効 

シングルチップ 

ミニマム 

0

0

0 

CE2無効 

CE1無効 

CE0無効 

BUSMOD

CPUMOD

–

–

–

CE2

CE1

CE0

CE信号出力イネーブル 
有効: 
無効:

00FF00

(MPU)

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

1

0

0

0

0

0

0

1

R

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

バスモード 
CPUモード 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
CE2 (R32) 
CE1 (R31) 
CE0 (R30)

拡張モードに固定 

 

予約レジスタ 

CE信号出力 
DC出力(R3x)

拡張モード 

マキシマム 

1

1

1 

CE2有効 

CE1有効 

CE0有効 

– 

ミニマム 

0

0

0 

CE2無効 

CE1無効 

CE0無効 

BUSMOD

CPUMOD

–

–

–

CE2

CE1

CE0

CE信号出力イネーブル 
有効: 
無効:

00FF01 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

SPP7

SPP6

SPP5

SPP4

SPP3

SPP2

SPP1

SPP0

0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

0

0

0

0

0

0

0

0

スタックポインタページアドレス 
 
< SPページ割り付け可能アドレス > 
･ シングルチップモード: 
･ 拡張モード:

1

1

1

1

1

1

1

1

(MSB)

(LSB)

 
 
 
0ページのみ 
0～27Hページ 

00FF02 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

EBR

WT2

WT1

WT0

CLKCHG

SOSC3

–

–

0

0

0

0

1

1

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

BREQ

BACK

OSC3

On

1

1

WT2
1
1
1
1
0
0
0
0

WT1
1
1
0
0
1
1
0
0

WT0
1
0
1
0
1
0
1
0

ステート数 
14
12
10
8
6
4
2

入力ポート 

出力ポート

OSC1

Off

0

0

バス解放イネーブル 
(K03, R33端子仕様) 
ウェイトステート制御 
 
 
 
 
 
 
 
 
CPU動作クロック切り換え 
OSC3発振On/Off制御 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 

ノーウェイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約レジスタ 

00FF03 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

– 
液晶系定電圧回路用電源選択 
電源電圧昇圧回路On/Off制御 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

VD2 

On

–

–

–

–

–

– 

VDD 

Off

–

–

–

–

–

–

VDSEL

DBON

K03

R33
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表5.1.1(b)　I/Oメモリマップ(00FF10H～00FF14H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF10 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

HLMOD

SEGREV

–

–

–

DTFNT

LDUTY1

LDUTY0

重負荷保護モード
SEG出力対応反転 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
LCDドットフォント選択 
LCD駆動デューティ選択 

 

 

予約レジスタ 

0

0

0

0

0

0

1

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

反転 

1

1

1

12×12

Off

通常 

0

0

0

16×16/5×8

00FF11 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FRMCS

DSPAR

LCDC1

LCDC0

LC3

LC2

LC1

LC0

LCDフレーム周波数源振クロック選択 

LCDコントラスト調整 

 

 

SLP命令実行時に 

(0, 0)にリセット 

0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

Pタイマ fOSC1

LCDC1
1
1
0
0

LCDC0
1
0
1
0

LCD表示 
全点灯 
全消灯 
通常表示 
駆動Off

LDUTY1
1
1
0
0

LDUTY0
1
0
1
0

デューティ 
禁止 
1/16 
1/32 
1/8

LC3
1
1
:
0

LC2
1
1
:
0

LC1
1
1
:
0

LC0
1
0
:
0

コントラスト 
濃 
: 
: 
淡 

表示領域1 表示領域0LCD表示メモリ領域選択 
LCD表示制御 
 
 
 
 
 

00FF12 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF14 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT1

PST12

PST11

PST10

PRPRT0

PST02

PST01

PST00

プログラマブルタイマ1クロック制御 
プログラマブルタイマ1分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ0クロック制御 
プログラマブルタイマ0分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST12

1
1
1
1
0
0
0
0

PST11

1
1
0
0
1
1
0
0

PST10

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST02

1
1
1
1
0
0
0
0

PST01

1
1
0
0
1
1
0
0

PST00

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

–

–

SVDDT

SVDON

SVDS3

SVDS2

SVDS1

SVDS0

–

–

SVD検出データ
SVD回路On/Off 
SVD比較電圧設定 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

0

0

0

0

0

0

R

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

Low

On

–

–

Normal

Off

SVDS3
1
1
1
:
0

SVDS2
1
1
1
:
0

SVDS1
1
1
0
:
1

SVDS0
1
0
1
:
1

電圧(V) 
2.7
2.6
2.5
:

1.8
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表5.1.1(c)　I/Oメモリマップ(00FF15H～00FF18H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF15 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT3

PST32

PST31

PST30

PRPRT2

PST22

PST21

PST20

プログラマブルタイマ3クロック制御 
プログラマブルタイマ3分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ2クロック制御 
プログラマブルタイマ2分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST32

1
1
1
1
0
0
0
0

PST31

1
1
0
0
1
1
0
0

PST30

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST22

1
1
1
1
0
0
0
0

PST21

1
1
0
0
1
1
0
0

PST20

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

00FF17 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PRTF3

PRTF2

PRTF1

PRTF0

–

–

–

汎用レジスタ
プログラマブルタイマ3源振クロック選択 
プログラマブルタイマ2源振クロック選択 
プログラマブルタイマ1源振クロック選択 
プログラマブルタイマ0源振クロック選択 

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

–

1

fOSC1

fOSC1

fOSC1

fOSC1

–

–

–

0

fOSC3

fOSC3

fOSC3

fOSC3

00FF18 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT5

PST52

PST51

PST50

PRPRT4

PST42

PST41

PST40

プログラマブルタイマ5クロック制御 
プログラマブルタイマ5分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ4クロック制御 
プログラマブルタイマ4分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST52

1
1
1
1
0
0
0
0

PST51

1
1
0
0
1
1
0
0

PST50

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST42

1
1
1
1
0
0
0
0

PST41

1
1
0
0
1
1
0
0

PST40

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1
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表5.1.1(d)　I/Oメモリマップ(00FF19H～00FF22H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF19 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT7

PST72

PST71

PST70

PRPRT6

PST62

PST61

PST60

プログラマブルタイマ7クロック制御 
プログラマブルタイマ7分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ6クロック制御 
プログラマブルタイマ6分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST72

1
1
1
1
0
0
0
0

PST71

1
1
0
0
1
1
0
0

PST70

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST62

1
1
1
1
0
0
0
0

PST61

1
1
0
0
1
1
0
0

PST60

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

00FF1B D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PRTF7

PRTF6

PRTF5

PRTF4

–

–

–

–

プログラマブルタイマ7源振クロック選択 
プログラマブルタイマ6源振クロック選択 
プログラマブルタイマ5源振クロック選択 
プログラマブルタイマ4源振クロック選択 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

fOSC1

fOSC1

fOSC1

fOSC1

–

–

–

–

fOSC3

fOSC3

fOSC3

fOSC3

00FF20 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PK01

PK00

PSIF1

PSIF0

–

–

PTM1

PTM0

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

K00～K07割り込み 
プライオリティレジスタ 
シリアルインタフェース割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

– 
計時タイマ割り込み 
プライオリティレジスタ 

00FF21 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

PPT3

PPT2

PPT1

PPT0

–

–

読み出し時は 

常時"0" 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

PPT3
PPT1

1
1
0
0

PPT2
PPT0

1
0
1
0

–

– 
プログラマブルタイマ3-2割り込み 
プライオリティレジスタ 
プログラマブルタイマ1-0割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

–

優先 
レベル 

PK01
PSIF1

1
1
0
0

優先 
レベル 

PK00
PSIF0

1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

00FF22 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

ETM32

ETM8

ETM2

ETM1

–

–

–

– 
計時タイマ32Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ8Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ2Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ1Hz割り込みイネーブル 

–

–

–

–

0 R/W

– 

– 

– 

–

 

割り込み 

許可 

– 

– 

– 

– 

 

割り込み 

禁止 

0

0

R/W

R/W

読み出し時は 

常時"0"

PTM1
1
1
0
0

優先レベル PTM0
1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0
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表5.1.1(e)　I/Oメモリマップ(00FF23H～00FF28H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF23 –

–

–

–

–

ESERR

ESREC

ESTRA

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

– 
シリアルI/F(エラー)割り込みイネーブル 
シリアルI/F(受信)割り込みイネーブル 
シリアルI/F(送信)割り込みイネーブル 

–

–

–

–

– 

割り込み 

許可 

–

–

–

–

– 

割り込み 

禁止 

00FF24 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

EK07

EK06

EK05

EK04

EK03

EK02

EK01

EK00

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

ETC3

ETU3

ETC2

ETU2

ETC1

ETU1

ETC0

ETU0

PTM3コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM3アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM2コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM2アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM1コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM1アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM0コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM0アンダーフロー割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

FTM32

FTM8

FTM2

FTM1

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

– 
計時タイマ32Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ8Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ2Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ1Hz割り込み要因フラグ 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

FSERR

FSREC

FSTRA

–

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

– 
シリアルI/F(エラー)割り込み要因フラグ 
シリアルI/F(受信)割り込み要因フラグ 
シリアルI/F(送信)割り込み要因フラグ 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

(R) 
割り込みあり 

(W) 
リセット 

(R) 
割り込みなし 

(W) 
無効 

00FF25

00FF26

00FF27

K07割り込みイネーブル 
K06割り込みイネーブル 
K05割り込みイネーブル 
K04割り込みイネーブル 
K03割り込みイネーブル 
K02割り込みイネーブル 
K01割り込みイネーブル 
K00割り込みイネーブル 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FK07

FK06

FK05

FK04

FK03

FK02

FK01

FK00

K07割り込み要因フラグ 
K06割り込み要因フラグ 
K05割り込み要因フラグ 
K04割り込み要因フラグ 
K03割り込み要因フラグ 
K02割り込み要因フラグ 
K01割り込み要因フラグ 
K00割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし  

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

00FF28

(R) 
割り込みあり 

(W) 
リセット 

(R) 
割り込みなし 

(W) 
無効 
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表5.1.1(f)　I/Oメモリマップ(00FF29H～00FF31H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF29 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FTC3

FTU3

FTC2

FTU2

FTC1

FTU1

FTC0

FTU0

PTM3コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM3アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM2コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM2アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM1コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM1アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM0コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM0アンダーフロー割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし 

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

00FF2A D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PPT7

PPT6

PPT5

PPT4

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

–

–

–
PPT7
PPT5

1
1
0
0

PPT6
PPT4

1
0
1
0

–

–

–

– 
プログラマブルタイマ7-6割り込み 
プライオリティレジスタ 
プログラマブルタイマ5-4割り込み 
プライオリティレジスタ

優先 
レベル 
レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

ETC7

ETU7

ETC6

ETU6

ETC5

ETU5

ETC4

ETU4

PTM7コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM7アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM6コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM6アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM5コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM5アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM4コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM4アンダーフロー割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

00FF2C

00FF2E D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FTC7

FTU7

FTC6

FTU6

FTC5

FTU5

FTC4

FTU4

PTM7コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM7アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM6コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM6アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM5コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM5アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM4コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM4アンダーフロー割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし 

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF30 MODE16_A

PTNREN_A

–

–

PTOUT0

PTRUN0

PSET0

CKSEL0

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM0-1 8/16ビットモード選択
外部クロック0ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
PTM0クロック出力制御
PTM0 Run/Stop制御
PTM0プリセット
PTM0入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF31 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PTOUT1

PTRUN1

PSET1

CKSEL1

–

–

–

汎用レジスタ
PTM1クロック出力制御
PTM1 Run/Stop制御
PTM1プリセット
PTM1入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック
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表5.1.1(g)　I/Oメモリマップ(00FF32H～00FF37H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR07

RDR06

RDR05

RDR04

RDR03

RDR02

RDR01

RDR00

PTM0リロードデータD7 (MSB) 
PTM0リロードデータD6 
PTM0リロードデータD5 
PTM0リロードデータD4 
PTM0リロードデータD3 
PTM0リロードデータD2 
PTM0リロードデータD1 
PTM0リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF32

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR17

RDR16

RDR15

RDR14

RDR13

RDR12

RDR11

RDR10

PTM1リロードデータD7 (MSB) 
PTM1リロードデータD6 
PTM1リロードデータD5 
PTM1リロードデータD4 
PTM1リロードデータD3 
PTM1リロードデータD2 
PTM1リロードデータD1 
PTM1リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF33

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR07

CDR06

CDR05

CDR04

CDR03

CDR02

CDR01

CDR00

PTM0コンペアデータD7 (MSB) 
PTM0コンペアデータD6 
PTM0コンペアデータD5 
PTM0コンペアデータD4 
PTM0コンペアデータD3 
PTM0コンペアデータD2 
PTM0コンペアデータD1 
PTM0コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF34

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM07

PTM06

PTM05

PTM04

PTM03

PTM02

PTM01

PTM00

PTM0データD7 (MSB) 
PTM0データD6 
PTM0データD5 
PTM0データD4 
PTM0データD3 
PTM0データD2 
PTM0データD1 
PTM0データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FF36

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM17

PTM16

PTM15

PTM14

PTM13

PTM12

PTM11

PTM10

PTM1データD7 (MSB) 
PTM1データD6 
PTM1データD5 
PTM1データD4 
PTM1データD3 
PTM1データD2 
PTM1データD1 
PTM1データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FF37

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR17

CDR16

CDR15

CDR14

CDR13

CDR12

CDR11

CDR10

PTM1コンペアデータD7 (MSB) 
PTM1コンペアデータD6 
PTM1コンペアデータD5 
PTM1コンペアデータD4 
PTM1コンペアデータD3 
PTM1コンペアデータD2 
PTM1コンペアデータD1 
PTM1コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF35
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表5.1.1(h)　I/Oメモリマップ(00FF38H～00FF3DH)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF38 MODE16_B

PTNREN_B

–

RPTOUT2

PTOUT2

PTRUN2

PSET2

CKSEL2

 

 

読み出し時は"0" 

 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM2-3 8/16ビットモード選択
外部クロック1ノイズリジェクタ選択
–

PTM2反転クロック出力制御
PTM2クロック出力制御
PTM2 Run/Stop制御
PTM2プリセット
PTM2入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

On

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

Off

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF39 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

RPTOUT3

PTOUT3

PTRUN3

PSET3

CKSEL3

–

–

–

PTM3反転クロック出力制御
PTM3クロック出力制御
PTM3 Run/Stop制御
PTM3プリセット
PTM3入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

Off

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

On

On

Run

プリセット 

外部クロック

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR27

RDR26

RDR25

RDR24

RDR23

RDR22

RDR21

RDR20

PTM2リロードデータD7 (MSB) 
PTM2リロードデータD6 
PTM2リロードデータD5 
PTM2リロードデータD4 
PTM2リロードデータD3 
PTM2リロードデータD2 
PTM2リロードデータD1 
PTM2リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF3A

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR37

RDR36

RDR35

RDR34

RDR33

RDR32

RDR31

RDR30

PTM3リロードデータD7 (MSB) 
PTM3リロードデータD6 
PTM3リロードデータD5 
PTM3リロードデータD4 
PTM3リロードデータD3 
PTM3リロードデータD2 
PTM3リロードデータD1 
PTM3リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF3B

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR37

CDR36

CDR35

CDR34

CDR33

CDR32

CDR31

CDR30

PTM3コンペアデータD7 (MSB) 
PTM3コンペアデータD6 
PTM3コンペアデータD5 
PTM3コンペアデータD4 
PTM3コンペアデータD3 
PTM3コンペアデータD2 
PTM3コンペアデータD1 
PTM3コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF3D

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR27

CDR26

CDR25

CDR24

CDR23

CDR22

CDR21

CDR20

PTM2コンペアデータD7 (MSB) 
PTM2コンペアデータD6 
PTM2コンペアデータD5 
PTM2コンペアデータD4 
PTM2コンペアデータD3 
PTM2コンペアデータD2 
PTM2コンペアデータD1 
PTM2コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF3C
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表5.1.1(i)　I/Oメモリマップ(00FF3EH～00FF41H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM27

PTM26

PTM25

PTM24

PTM23

PTM22

PTM21

PTM20

PTM2データD7 (MSB) 
PTM2データD6 
PTM2データD5 
PTM2データD4 
PTM2データD3 
PTM2データD2 
PTM2データD1 
PTM2データD0 (LSB)

1 RHigh Low

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM37

PTM36

PTM35

PTM34

PTM33

PTM32

PTM31

PTM30

PTM3データD7 (MSB) 
PTM3データD6 
PTM3データD5 
PTM3データD4 
PTM3データD3 
PTM3データD2 
PTM3データD1 
PTM3データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FF3F

00FF3E

00FF40 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

WDEN

FOUT2

FOUT1

FOUT0

WDRST

TMRST

TMRUN

ウォッチドッグタイマイネーブル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

1

0

0

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

W

R/W

有効 無効 

FOUT2

1
1
1
1
0
0
0
0

FOUT1

1
1
0
0
1
1
0
0

FOUT0

1
0
1
0
1
0
1
0

周波数 
fOSC3 / 8
fOSC3 / 4
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

FOUT周波数選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
FOUT出力制御 
ウォッチドッグタイマリセット 
計時タイマリセット 
計時タイマRun/Stop制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

On 

リセット 

リセット 

Run

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Off 

無効 

無効 

Stop

FOUTON

00FF41 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

TMD7

TMD6

TMD5

TMD4

TMD3

TMD2

TMD1

TMD0

計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 

0 RHigh Low

1Hz

2Hz

4Hz

8Hz

16Hz

32Hz

64Hz

128Hz
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表5.1.1(j)　I/Oメモリマップ(00FF48H～00FF4BH)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF48 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

EPR

PMD

SCS1

SCS0

SMD1

SMD0

ESIF

– –

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

– –

SCS1

1

1

0

0

SCS0

1

0

1

0

クロック源 
プログラマブルタイマ 
fOSC3 / 4

fOSC3 / 8

fOSC3 / 16

SMD1

1

1

0

0

SMD0

1

0

1

0

モード 
調歩同期式8ビット 
調歩同期式7ビット 
クロック同期式スレーブ 
クロック同期式マスタ 

パリティイネーブルレジスタ 
パリティモード選択 
クロック源選択 
 
 
 
 
 
シリアルI/Fモード選択 
 
 
 
 
 
シリアルI/Fイネーブルレジスタ 

パリティ付き 

奇数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリアルI / F

パリティなし 

偶数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I / Oポート 

読み出し時は"0"  

調歩同期式のみ 

 

クロック同期式 

スレーブモード 

では外部クロック 

が選択される 

00FF49 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

FER

PER

OER

RXTRG

RXEN

TXTRG

TXEN

– 読み出し時は"0" 

調歩同期式のみ 

–

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

– –

R

W

R

W

R

W

R

W

R

W

シリアルI/F 
フレーミングエラーフラグ 
シリアルI/F 
パリティエラーフラグ 
シリアルI/F 
オーバーランエラーフラグ 
シリアルI/F受信トリガ/ステータス 
 
シリアルI/F受信許可 
シリアルI/F送信トリガ/ステータス 
 
シリアルI/F送信許可 

エラー 

リセット(0) 

エラー 

リセット(0) 

エラー 

リセット(0) 

受信中 

トリガ 

許可 

送信中 

トリガ 

許可 

エラーなし 

無効 

エラーなし 

無効 

エラーなし 

無効 

停止中 

無効 

禁止 

停止中 

無効 

禁止 

00FF4A D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

TRXD7

TRXD6

TRXD5

TRXD4

TRXD3

TRXD2

TRXD1

TRXD0

X R/WHigh Low

シリアルI/F送受信データD7 (MSB) 
シリアルI/F送受信データD6 
シリアルI/F送受信データD5 
シリアルI/F送受信データD4 
シリアルI/F送受信データD3 
シリアルI/F送受信データD2 
シリアルI/F送受信データD1 
シリアルI/F送受信データD0 (LSB)

00FF4B D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

–

STPB

SDP

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

– 
ストップビット選択 
データ入出力順列選択レジスタ 

–

–

–

–

–

–

2ビット

MSB先頭 

–

–

–

–

–

–

1ビット

LSB先頭 
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表5.1.1(k)　I/Oメモリマップ(00FF52H～00FF60H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF52 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

KCP07

KCP06

KCP05

KCP04

KCP03

KCP02

KCP01

KCP00

1 R/W

K07入力比較レジスタ 
K06入力比較レジスタ 
K05入力比較レジスタ 
K04入力比較レジスタ 
K03入力比較レジスタ 
K02入力比較レジスタ 
K01入力比較レジスタ 
K00入力比較レジスタ 

 

 

立ち下がり 

エッジで 

割り込み 

発生 

 

 

立ち上がり 

エッジで 

割り込み 

発生 

00FF54 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

K07D

K06D

K05D

K04D

K03D

K02D

K01D

K00D

– R

K07入力ポートデータ 
K06入力ポートデータ 
K05入力ポートデータ 
K04入力ポートデータ 
K03入力ポートデータ 
K02入力ポートデータ 
K01入力ポートデータ 
K00入力ポートデータ 

 

 

 

Highレベル 

入力 

 

 

 

Lowレベル 

入力 

00FF56 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PULK07

PULK06

PULK05

PULK04

PULK03

PULK02

PULK01

PULK00

1 R/W

K07プルアップコントロールレジスタ 
K06プルアップコントロールレジスタ 
K05プルアップコントロールレジスタ 
K04プルアップコントロールレジスタ 
K03プルアップコントロールレジスタ 
K02プルアップコントロールレジスタ 
K01プルアップコントロールレジスタ 
K00プルアップコントロールレジスタ 

 

 

 

On

 

 

 

Off

00FF58 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

CTK02H

CTK01H

CTK00H

–

CTK02L

CTK01L

CTK00L

–

K04～K07ポートチャタリング防止 
(入力レベル検定時間)

–

K00～K03ポートチャタリング防止 
(入力レベル検定時間)

読み出し時は"0" 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み出し時は"0"

–

0

0

0

–

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

CTK02H
1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01H
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00H
1
0
1
0
1
0
1
0

検定時間[秒] 
4/fOSC3
2/fOSC3
1/fOSC3

4096/fOSC1
2048/fOSC1
512/fOSC1
128/fOSC1

なし 

CTK02L
1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01L
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00L
1
0
1
0
1
0
1
0

検定時間[秒] 
4/fOSC3
2/fOSC3
1/fOSC3

4096/fOSC1
2048/fOSC1
512/fOSC1
128/fOSC1

なし 
00FF60 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

IOC07

IOC06

IOC05

IOC04

IOC03

IOC02

IOC01

IOC00

P07 I/Oコントロールレジスタ 
P06 I/Oコントロールレジスタ 
P05 I/Oコントロールレジスタ 
P04 I/Oコントロールレジスタ 
P03 I/Oコントロールレジスタ 
P02 I/Oコントロールレジスタ 
P01 I/Oコントロールレジスタ 
P00 I/Oコントロールレジスタ 

0 R/W出力 入力 
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表5.1.1(l)　I/Oメモリマップ(00FF61H～00FF70H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF61 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

IOC17

IOC16

IOC15

IOC14

IOC13

IOC12

IOC11

IOC10

0 R/W出力 入力 

P17 I/Oコントロールレジスタ 
P16 I/Oコントロールレジスタ 
P15 I/Oコントロールレジスタ 
P14 I/Oコントロールレジスタ 
P13 I/Oコントロールレジスタ 
P12 I/Oコントロールレジスタ 
P11 I/Oコントロールレジスタ 
P10 I/Oコントロールレジスタ 

00FF62 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

P07D

P06D

P05D

P04D

P03D

P02D

P01D

P00D

P07入出力兼用ポートデータ 
P06入出力兼用ポートデータ 
P05入出力兼用ポートデータ 
P04入出力兼用ポートデータ 
P03入出力兼用ポートデータ 
P02入出力兼用ポートデータ 
P01入出力兼用ポートデータ 
P00入出力兼用ポートデータ 

1 R/WHigh Low

00FF63 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

P17D

P16D

P15D

P14D

P13D

P12D

P11D

P10D

1 R/WHigh Low

P17入出力兼用ポートデータ 
P16入出力兼用ポートデータ 
P15入出力兼用ポートデータ 
P14入出力兼用ポートデータ 
P13入出力兼用ポートデータ 
P12入出力兼用ポートデータ 
P11入出力兼用ポートデータ 
P10入出力兼用ポートデータ 

00FF64 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PULP07

PULP06

PULP05

PULP04

PULP03

PULP02

PULP01

PULP00

1 R/WOn Off

P07プルアップコントロールレジスタ 
P06プルアップコントロールレジスタ 
P05プルアップコントロールレジスタ 
P04プルアップコントロールレジスタ 
P03プルアップコントロールレジスタ 
P02プルアップコントロールレジスタ 
P01プルアップコントロールレジスタ 
P00プルアップコントロールレジスタ 

00FF65 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PULP17

PULP16

PULP15

PULP14

PULP13

PULP12

PULP11

PULP10

1 R/WOn Off

P17プルアップコントロールレジスタ 
P16プルアップコントロールレジスタ 
P15プルアップコントロールレジスタ 
P14プルアップコントロールレジスタ 
P13プルアップコントロールレジスタ 
P12プルアップコントロールレジスタ 
P11プルアップコントロールレジスタ 
P10プルアップコントロールレジスタ 

00FF70 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

HZR1H

HZR1L

HZR0H

HZR0L

汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ 
R14～R17ハイインピーダンス制御 
R10～R13ハイインピーダンス制御 
R04～R07ハイインピーダンス制御 
R00～R03ハイインピーダンス制御 

予約レジスタ 0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

1

1

1

1

 

ハイインピ 

ーダンス 

0

0

0

0

 

コンプリ 

メンタリ 
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表5.1.1(m)　I/Oメモリマップ(00FF71H～00FF76H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
予約レジスタ 00FF71 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

HZR25

HZR24

HZR23

HZR22

HZR21

HZR20

汎用レジスタ
汎用レジスタ
R25ハイインピーダンス制御 
R24ハイインピーダンス制御 
R23ハイインピーダンス制御 
R22ハイインピーダンス制御 
R21ハイインピーダンス制御 
R20ハイインピーダンス制御 

0

0

0

R/W

R/W

R/W

1

1 

 

 

ハイインピ 

ーダンス 

0

0

 

 

コンプリ 

メンタリ 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

予約レジスタ 0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

1

1

1

1

 

ハイインピ 

ーダンス 

0

0

0

0

 

コンプリ 

メンタリ 

00FF72 –

–

–

–

HZR33

HZR32

HZR31

HZR30

汎用レジスタ
汎用レジスタ 
汎用レジスタ
汎用レジスタ 
R33ハイインピーダンス制御 
R32ハイインピーダンス制御 
R31ハイインピーダンス制御 
R30ハイインピーダンス制御 

00FF74 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

R17D

R16D

R15D

R14D

R13D

R12D

R11D

R10D

1 R/WHigh Low

00FF75 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

R25D

R24D

R23D

R22D

R21D

R20D

00FF73 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

R07D

R06D

R05D

R04D

R03D

R02D

R01D

R00D

R07出力ポートデータ 
R06出力ポートデータ 
R05出力ポートデータ 
R04出力ポートデータ 
R03出力ポートデータ 
R02出力ポートデータ 
R01出力ポートデータ 
R00出力ポートデータ 

1 R/WHigh Low

R17出力ポートデータ 
R16出力ポートデータ 
R15出力ポートデータ 
R14出力ポートデータ 
R13出力ポートデータ 
R12出力ポートデータ 
R11出力ポートデータ 
R10出力ポートデータ 

00FF76 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

R33D

R32D

R31D

R30D

汎用レジスタ
汎用レジスタ 
汎用レジスタ
汎用レジスタ 
R33出力ポートデータ 
R32出力ポートデータ 
R31出力ポートデータ 
R30出力ポートデータ 

予約レジスタ 0

0

0

0

1

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

1

1

1

1

High

0

0

0

0

Low

予約レジスタ 汎用レジスタ
汎用レジスタ
R25出力ポートデータ 
R24出力ポートデータ 
R23出力ポートデータ 
R22出力ポートデータ 
R21出力ポートデータ 
R20出力ポートデータ 

0

0

1

R/W

R/W

R/W

1

1

High

0

0

Low
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表5.1.1(n)　I/Oメモリマップ(00FFB0H～00FFB5H)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FFB0 MODE16_C

PTNREN_C

–

–

–

PTRUN4

PSET4

CKSEL4

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM4-5 8/16ビットモード選択
外部クロック2ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM4 Run/Stop制御
PTM4プリセット
PTM4入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

00FFB1 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

PTRUN5

PSET5

CKSEL5

–

–

–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM5 Run/Stop制御
PTM5プリセット
PTM5入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR47

RDR46

RDR45

RDR44

RDR43

RDR42

RDR41

RDR40

PTM4リロードデータD7 (MSB) 
PTM4リロードデータD6 
PTM4リロードデータD5 
PTM4リロードデータD4 
PTM4リロードデータD3 
PTM4リロードデータD2 
PTM4リロードデータD1 
PTM4リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFB2

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR57

RDR56

RDR55

RDR54

RDR53

RDR52

RDR51

RDR50

PTM5リロードデータD7 (MSB) 
PTM5リロードデータD6 
PTM5リロードデータD5 
PTM5リロードデータD4 
PTM5リロードデータD3 
PTM5リロードデータD2 
PTM5リロードデータD1 
PTM5リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFB3

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR57

CDR56

CDR55

CDR54

CDR53

CDR52

CDR51

CDR50

PTM5コンペアデータD7 (MSB) 
PTM5コンペアデータD6 
PTM5コンペアデータD5 
PTM5コンペアデータD4 
PTM5コンペアデータD3 
PTM5コンペアデータD2 
PTM5コンペアデータD1 
PTM5コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFB5

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR47

CDR46

CDR45

CDR44

CDR43

CDR42

CDR41

CDR40

PTM4コンペアデータD7 (MSB) 
PTM4コンペアデータD6 
PTM4コンペアデータD5 
PTM4コンペアデータD4 
PTM4コンペアデータD3 
PTM4コンペアデータD2 
PTM4コンペアデータD1 
PTM4コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFB4
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表5.1.1(o)　I/Oメモリマップ(00FFB6H～00FFBBH)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM57

PTM56

PTM55

PTM54

PTM53

PTM52

PTM51

PTM50

PTM5データD7 (MSB) 
PTM5データD6 
PTM5データD5 
PTM5データD4 
PTM5データD3 
PTM5データD2 
PTM5データD1 
PTM5データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFB7

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM47

PTM46

PTM45

PTM44

PTM43

PTM42

PTM41

PTM40

PTM4データD7 (MSB) 
PTM4データD6 
PTM4データD5 
PTM4データD4 
PTM4データD3 
PTM4データD2 
PTM4データD1 
PTM4データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFB6

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FFB8 MODE16_D

PTNREN_D

–

–

–

PTRUN6

PSET6

CKSEL6

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM6-7 8/16ビットモード選択
外部クロック3ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM6 Run/Stop制御
PTM6プリセット
PTM6入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

00FFB9 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

PTRUN7

PSET7

CKSEL7

–

–

–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM7 Run/Stop制御
PTM7プリセット
PTM7入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR67

RDR66

RDR65

RDR64

RDR63

RDR62

RDR61

RDR60

PTM6リロードデータD7 (MSB) 
PTM6リロードデータD6 
PTM6リロードデータD5 
PTM6リロードデータD4 
PTM6リロードデータD3 
PTM6リロードデータD2 
PTM6リロードデータD1 
PTM6リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFBA

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR77

RDR76

RDR75

RDR74

RDR73

RDR72

RDR71

RDR70

PTM7リロードデータD7 (MSB) 
PTM7リロードデータD6 
PTM7リロードデータD5 
PTM7リロードデータD4 
PTM7リロードデータD3 
PTM7リロードデータD2 
PTM7リロードデータD1 
PTM7リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFBB
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表5.1.1(p)　I/Oメモリマップ(00FFBCH～00FFBFH)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR67

CDR66

CDR65

CDR64

CDR63

CDR62

CDR61

CDR60

PTM6コンペアデータD7 (MSB) 
PTM6コンペアデータD6 
PTM6コンペアデータD5 
PTM6コンペアデータD4 
PTM6コンペアデータD3 
PTM6コンペアデータD2 
PTM6コンペアデータD1 
PTM6コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFBC

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR77

CDR76

CDR75

CDR74

CDR73

CDR72

CDR71

CDR70

PTM7コンペアデータD7 (MSB) 
PTM7コンペアデータD6 
PTM7コンペアデータD5 
PTM7コンペアデータD4 
PTM7コンペアデータD3 
PTM7コンペアデータD2 
PTM7コンペアデータD1 
PTM7コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFBD

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM77

PTM76

PTM75

PTM74

PTM73

PTM72

PTM71

PTM70

PTM7データD7 (MSB) 
PTM7データD6 
PTM7データD5 
PTM7データD4 
PTM7データD3 
PTM7データD2 
PTM7データD1 
PTM7データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFBF

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM67

PTM66

PTM65

PTM64

PTM63

PTM62

PTM61

PTM60

PTM6データD7 (MSB) 
PTM6データD6 
PTM6データD5 
PTM6データD4 
PTM6データD3 
PTM6データD2 
PTM6データD1 
PTM6データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFBE
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5.2 システムコントローラとバスの制御
システムコントローラはメモリなどのシステム構
成にしたがって、バスモード等の設定を行う管理
ユニットです。
システムを制御するために、以下の設定がソフト
ウェアによって行えます。

(1) バスモードとCPUモードの設定
(2) チップイネーブル(CE)出力の設定
(3) 外部メモリに対するウェイトステートの設定
(4) スタックポインタのページアドレスの設定

以下、これらの設定方法について説明します。

5.2.1 バスモードとCPUモードの設定
S1C88650はそれぞれ2種類のバスモードとCPUモー
ドを持ち、外部に接続するメモリの容量にしたがっ
てソフトウェアによる設定が必要となります。

この設定は表5.2.1.1に示すとおり、BUSMODおよ
びCPUMODレジスタに各モードの設定値を書き込
むことによって行います。

表5.2.1.1　バスモードとCPUモードの設定

1

1

0

0

1

1

0

0

拡張 
 
シングル 
チップ 
拡張 

バスモード 
設定値 MCU/MPU 

端子 
1(MCUモード) 

 
 
 

0(MPUモード)

BUSMOD

マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 

CPUモード 

1

0

1

0

1

0

1

0

CPUMOD
外部メモリの構成 

ROM+RAM>64Kバイト(プログラム≥64Kバイト) 
ROM+RAM>64Kバイト(プログラム<64Kバイト) 
なし(プログラム≥64Kバイト) 
なし(プログラム<64Kバイト) 
ROM+RAM>64Kバイト(プログラム≥64Kバイト) 
ROM+RAM>64Kバイト(プログラム<64Kバイト) 
ROM+RAM>64Kバイト(プログラム≥64Kバイト) 
ROM+RAM>64Kバイト(プログラム<64Kバイト)

R00
R01
R02
R03
R04
R05
R06
R07
R10
R11
R12
R13
R14
R15
R16
R17
R20
R21
R22
R23
R24
R25
P00
P01
P02
P03
P04
P05
P06
P07

出力ポートR00 
出力ポートR01 
出力ポートR02 
出力ポートR03 
出力ポートR04 
出力ポートR05 
出力ポートR06 
出力ポートR07 
出力ポートR10 
出力ポートR11 
出力ポートR12 
出力ポートR13 
出力ポートR14 
出力ポートR15 
出力ポートR16 
出力ポートR17 
出力ポートR20 
出力ポートR21 
出力ポートR22 
出力ポートR23 
出力ポートR24 
出力ポートR25 

入出力兼用ポートP00 
入出力兼用ポートP01 
入出力兼用ポートP02 
入出力兼用ポートP03 
入出力兼用ポートP04 
入出力兼用ポートP05 
入出力兼用ポートP06 
入出力兼用ポートP07

シングルチップ 
バスモード 

端子 拡張 
アドレスバスA0 
アドレスバスA1 
アドレスバスA2 
アドレスバスA3 
アドレスバスA4 
アドレスバスA5 
アドレスバスA6 
アドレスバスA7 
アドレスバスA8 
アドレスバスA9 
アドレスバスA10 
アドレスバスA11 
アドレスバスA12 
アドレスバスA13 
アドレスバスA14 
アドレスバスA15 
アドレスバスA16 
アドレスバスA17 
アドレスバスA18 
アドレスバスA19 

RD信号 
WR信号 

データバスD0 
データバスD1 
データバスD2 
データバスD3 
データバスD4 
データバスD5 
データバスD6 
データバスD7

表5.2.1.2　入出力端子の設定 モードの選択にしたがって入出力端子の機能が表
5.2.1.2のとおりに設定されます。
イニシャルリセット時、バスモード(CPUモード)は
以下のように設定されます。

  • MCUモードの場合
イニシャルリセット時、シングルチップモード
(ミニマム)に設定されます。
したがって、MCUモードでは外部にメモリを
拡張している場合でも内蔵ROMに書き込まれ
たプログラムにより起動します。
外部にメモリを拡張しているシステムでは、内
蔵ROM上の初期化ルーチンで該当するバス
モードの設定を行ってください。

  • MPUモードの場合
イニシャルリセット時、拡張モード(ミニマム)
に設定されます。
したがって、内蔵ROMは無効となります。

  _______

5.2.2 アドレスデコーダ(CE出力)の設定
_____

S1C88650は"3.6.4 チップイネーブル(CE)信号"で説
明したとおり、外部デバイスに対するチップイ_______ _______
ネーブル信号を最大3本(CE0～CE2)出力すること
のできるアドレスデコーダを内蔵しています。
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_______ _______
CE0～CE2の出力端子および出力回路は出力ポート
R30～R32と共用となっており、イニシャルリセッ
ト時には出力ポート端子に設定されます。このた
め、シングルチップモード以外の場合は使用する_____
CE端子の設定を行う必要があります。この設定は
ソフトウェアによってレジスタCE0～CE2で行い、_____
使用するCE信号に対応するレジスタに"1"を書き込
みます。

_____
3本のチップイネーブル(CE)信号に割り当てられる
アドレス範囲を表5.2.2.1に示します。
メモリ空間への外部デバイスの配置は必ずしも下
位アドレスから連続させる必要はなく、任意の
チップイネーブル信号を用いてその領域に割り当
てることができます。ただし、MPUモードの場合_______
は必ずCE0にプログラムメモリを割り当てておく必
要があります。_____
CE信号は所定の外部メモリ領域をアクセスする場
合にのみ出力され、内蔵メモリのアクセス時には
出力されません。

5.2.3 ウェイトステートの設定
S1C88650は外付け低速デバイスのアクセスを保証
するために、アクセスタイム伸長用のウェイト機
能を内蔵しています。
挿入するウェイトステート数はレジスタWT0～
WT2によって表5.2.3.1に示す8種類の中から選択で
きます。

表5.2.3.1　ウェイトステート数の設定

WT2

1

1

1

1

0

0

0

0

挿入ステート数 
14 
12 
10 
8 
6 
4 
2 

ノーウェイト 

WT1

1

1

0

0

1

1

0

0

WT0

1

0

1

0

1

0

1

0

* 1ステート長はクロックの1/2サイクルです。

ソフトウェアで設定したウェイトステートはバス
サイクルのT3～T4ステート間に挿入されます。た
だし、内部レジスタと内蔵メモリのアクセス時、
およびOSC1発振回路("5.4 発振回路"参照)での動作
時には、ウェイトは挿入されません。

CE0

CE1

CE2

300000H~3FFFFFH

100000H~1FFFFFH

200000H~2FFFFFH

000000H~00D7FFH, 010000H~0FFFFFH

100000H~1FFFFFH

200000H~2FFFFFH

アドレス範囲(拡張モード)
CE信号 

MCUモード MPUモード 

_______ _______
表5.2.2.1　CE0～CE2のアドレス設定

したがって、シングルチップモードではウェイト
ステートの設定は意味を持ちません。
ウェイト挿入のタイミングについては"3.6.5 ウェイ
ト制御"を参照してください。

5.2.4 バス権解放要求信号の設定
DMA転送を行うシステムの場合、バス権解放要求_________ _________
信号(BREQ)入力端子、および応答信号(BACK)出
力端子を設定する必要があります。_________ _________
BREQ入力端子はK03入力ポート端子と、BACK出
力端子はR33出力ポート端子と共用されており、イ
ニシャルリセット時はそれぞれ入力ポート端子、
出力ポート端子に設定されます。_________ _________
BREQ/BACK端子への機能変更はレジスタEBRに
"1"を書き込むことによって行います。

バス権解放の詳細については"3.6.6 バス権解放状
態"および"S1C88コアCPUマニュアル"を参照して
ください。

5.2.5 スタックページの設定
サブルーチンコール時のレジスタ退避などに使用
されるスタック領域は、スタックポインタSPに
よってデータRAM上の任意のエリアに確保できま
すが、このページアドレスはI/Oメモリ上のレジス
タSPP0～SPP7によって設定されます。

イニシャルリセット時はSPP0～SPP7が"00H"(0
ページ)に設定されます。

内蔵RAMが0ページ(00D800H～00F7FFH)に配置さ
れているため、シングルチップモードでのスタッ
ク領域は必然的に0ページとなります。内蔵RAM
の最終アドレスからスタック領域を設定する場合
はSPに"F800H"を初期設定します。(SPはプリデク
リメント)

拡張モードで外部拡張したRAMにスタック領域を
設定する場合は、SPP0～SPP7に該当するページを
設定します。SPP0～SPP7に設定可能なページアド
レスは00H～27Hで、必ずRAMが配置されている
領域内で設定を行う必要があります。

* ページはデータメモリを0番地から64Kバイト
ごとに分割したそれぞれの領域のことです。



5　周辺回路と動作（システムコントローラとバスの制御）

36 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

5.2.6 システムコントローラの制御方法
表5.2.6.1にシステムコントローラの制御ビットを示します。

表5.2.6.1　システムコントローラの制御ビット

注!
_______

アドレス"00FF00H"および"00FF01H"に任意の値をそれぞれ書き込むまで、NMIを含めたすべての
割り込みはマスクされます。

SR R/W1 0アドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 
00FF00

(MCU)

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

バスモード 
CPUモード 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
CE2 (R32) 
CE1 (R31) 
CE0 (R30)

 

 

予約レジスタ 

 

 

シングルチップ 

モードの場合、 

DC出力に固定 

CE信号出力 
DC出力(R3x)

拡張モード 

マキシマム 

1

1

1 

CE2有効 

CE1有効 

CE0有効 

シングルチップ 

ミニマム 

0

0

0 

CE2無効 

CE1無効 

CE0無効 

BUSMOD

CPUMOD

–

–

–

CE2

CE1

CE0

CE信号出力イネーブル 
有効: 
無効:

00FF00

(MPU)

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

1

0

0

0

0

0

0

1

R

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

バスモード 
CPUモード 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
CE2 (R32) 
CE1 (R31) 
CE0 (R30)

拡張モードに固定 

 

予約レジスタ 

CE信号出力 
DC出力(R3x)

拡張モード 

マキシマム 

1

1

1 

CE2有効 

CE1有効 

CE0有効 

– 

ミニマム 

0

0

0 

CE2無効 

CE1無効 

CE0無効 

BUSMOD

CPUMOD

–

–

–

CE2

CE1

CE0

CE信号出力イネーブル 
有効: 
無効:

00FF01 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

SPP7

SPP6

SPP5

SPP4

SPP3

SPP2

SPP1

SPP0

0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

0

0

0

0

0

0

0

0

スタックポインタページアドレス 
 
< SPページ割り付け可能アドレス > 
･ シングルチップモード: 
･ 拡張モード:

1

1

1

1

1

1

1

1

(MSB)

(LSB)

 
 
 
0ページのみ 
0～27Hページ 

00FF02 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

EBR

WT2

WT1

WT0

CLKCHG

SOSC3

–

–

0

0

0

0

1

1

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

BREQ

BACK

OSC3

On

1

1

WT2
1
1
1
1
0
0
0
0

WT1
1
1
0
0
1
1
0
0

WT0
1
0
1
0
1
0
1
0

ステート数 
14
12
10
8
6
4
2

入力ポート 

出力ポート

OSC1

Off

0

0

バス解放イネーブル 
(K03, R33端子仕様) 
ウェイトステート制御 
 
 
 
 
 
 
 
 
CPU動作クロック切り換え 
OSC3発振On/Off制御 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 

ノーウェイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約レジスタ 

K03

R33
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BUSMOD, CPUMOD: 00FF00H·D7, D6
バスモードとCPUモードを表5.2.6.2のとおりに設
定します。

表5.2.6.2　バスモードとCPUモードの設定

1

1

0

0

1

1

0

0

拡張 
 
シングル 
チップ 
拡張 

バスモード 
設定値 MCU/MPU 

端子 
1(MCUモード) 

 
 
 

0(MPUモード)

BUSMOD

マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 

CPUモード 

1

0

1

0

1

0

1

0

CPUMOD

シングルチップモードは本ICをMCUモードで使用
する場合にのみ設定可能です。MPUモードでは内
蔵ROMを使用しないため、シングルチップモード
は設定できません。
イニシャルリセット時、MCUモードではシングル
チップミニマムモードに、MPUモードでは拡張ミ
ニマムモードにそれぞれ設定されます。

CE0~CE2: 00FF00H·D0~D2
_____

使用するCE出力端子を設定します。

"1"書き込み:
_____
CE出力イネーブル

"0"書き込み:
_____
CE出力ディセーブル

読み出し: 可能
_____

使用するCE出力に対応するレジスタCE0～CE2に_____
"1"を書き込みCE出力をイネーブルに設定します。

_____
"0"を書き込んだCE信号の出力はディセーブルとな
り、その端子は出力ポートR30～R32として機能し
ます。
イニシャルリセット時、レジスタCE0はMCUモー
ドでは"0"に、MPUモードでは"1"にそれぞれ設定
され、レジスタCE1～CE2はMCU/MPUモードにか
かわらず常時"0"に設定されます。

注! バスの構成を初期設定するまでの割り込み
発生によるシステムの誤動作を回避するた
め、アドレス"00FF00H"に任意の値を書き

_______
込むまで、NMIを含めたすべての割り込み
はマスクされます。

SPP0~SPP7: 00FF01H
スタック領域のページアドレスを設定します。
シングルチップモードの場合は"00H"を設定しま
す。拡張モードの場合は"00H"～"27H"の範囲内で
任意の値を設定できます。

スタックポインタSPのキャリー/ボローは本レジス
タSPPへは反映されませんので、連続的に使用でき
るスタック領域の上限は64Kバイトとなります。
イニシャルリセット時、本レジスタは"00H"(0ペー
ジ)に設定されます。

注! スタック領域を設定するまでの割り込み発
生によるシステムの誤動作を回避するた
め、アドレス"00FF01H"に任意の値を書き

_______
込むまで、NMIを含めたすべての割り込み
はマスクされます。また、スタック領域設
定の継ぎ目で割り込みが発生するのを回避
するため、アドレス"00FF01H"への書き込

_______
み後1命令実行期間、NMIを含めたすべての
割り込みはマスクされます。

WT0~WT2: 00FF02H·D4~D6
ウェイトステートの設定を行います。
レジスタの設定により挿入されるウェイトステー
ト数は表5.2.6.3のとおりです。

表5.2.6.3　ウェイトステートの設定

WT2

1

1

1

1

0

0

0

0

挿入ステート数 
14 
12 
10 
8 
6 
4 
2 

ノーウェイト 

WT1

1

1

0

0

1

1

0

0

WT0

1

0

1

0

1

0

1

0

* 1ステート長はクロックの1/2サイクルです。

イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(ノーウェ
イト)に設定されます。

EBR: 00FF02H·D7
_________ _________
BREQ/BACK端子を設定します。

"1"書き込み:
_________ _________
BREQ/BACKイネーブル

"0"書き込み:
_________ _________
BREQ/BACKディセーブル

読み出し: 可能
_________ _________
BREQ端子、BACK端子の機能を設定します。_________ _________
EBRに"1"を書き込んだ場合BREQ/BACKの入出力
がイネーブルとなります。"0"を書き込んだ場合は_________
ディセーブルとなり、BREQ端子がK03入力ポー_________
ト端子、BACK端子がR33出力ポート端子に設定
されます。

_________ _________
イニシャルリセット時、EBRは"0"(BREQ/BACK
ディセーブル)に設定されます。
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5.2.7 プログラミング上の注意事項
(1) アドレス"00FF00H"および"00FF01H"に任意の_______

値をそれぞれ書き込むまで、NMIを含めたすべ
ての割り込みはマスクされます。したがって、
本アドレスの内容を変更しない(初期値をその
まま使用する)場合でも、書き込み動作は初期
化ルーチン内で必ず行ってください。

(2) スタック領域をページアドレスも含めて変更す
る場合は、レジスタSPP("00FF01H")、スタック
ポインタSPの順で書き換えを行ってください。

例: アドレス"178000H"を設定する場合
LD EP,#00H
LD HL,#0FF01H
LD [HL],#17H
LD SP,#8000H

_______
この間割り込み(NMIを
含む)がマスクされます。



5　周辺回路と動作（ウォッチドッグタイマ）

S1C88650 TECHNICAL MANUAL EPSON 39

5.3 ウォッチドッグタイマ

5.3.1 ウォッチドッグタイマの構成
S1C88650はOSC1発振回路を原振とするウォッチ
ドッグタイマを内蔵しています。ウォッチドッグ
タイマはソフトウェアによって周期的にリセット
する必要があり、設定した周期内にリセットが行
われない場合、CPUに対してノンマスカブルイン
タラプトを発生します。ウォッチドッグタイマは
イニシャルリセット時に動作状態に設定されます
が、ソフトウェアにより動作を停止させることも
できます。

_______
ウォッチドッグタイマのNMI発生周期はマスクオ
プションによって選択することができます。

_______

   ウォッチドッグタイマのNMI発生周期
□ 32768/fOSC1 (fOSC1=32kHz時 0.75～1秒周期)
□ 65536/fOSC1 (fOSC1=32kHz時 1.5～2秒周期)
□ 131072/fOSC1 (fOSC1=32kHz時 3～4秒周期)
□ 262144/fOSC1 (fOSC1=32kHz時 6～8秒周期)

図5.3.1.1にウォッチドッグタイマのブロック図を示
します。
プログラムのメインルーチン上でウォッチドッグタ
イマのリセット処理をすることにより、メインルー
チンのウォッチドッグタイマ処理を通らないような
プログラムの暴走を検出することができます。

通常はこのルーチンを定期的に処理される箇所に
組み込みます。

図5.3.1.1　ウォッチドッグタイマのブロック図

なお、ウォッチドッグタイマはHALT時も動作して
おり、HALT状態を設定した周期以上続けるとCPU
は例外処理に移行します。
SLEEP時はウォッチドッグタイマも停止します。

注!
_______

マスクオプションリストのNMI発生周期は最
大値です。実際の周期はウォッチドッグタイ
マをリセットするタイミングにより最大でマ
イナス(マスクオプション選択周期/4)秒の誤
差を生じます。たとえば、マスクオプション_______
で131072/fOSC1を選択した場合、実際のNMI
発生周期は98304/fOSC1～131072/fOSC1秒の
間になります。

5.3.2 割り込み機能
ウォッチドッグタイマがソフトウェアによって周
期的にリセットされない場合、ウォッチドッグタ_______
イマはコアCPUのNMI(レベル4)入力に対して割り
込み信号を出力します。この割り込みはマスクが
不可能で、他の割り込みに優先して例外処理が発_______
生します。NMI例外処理の詳細については"S1C88
コアCPUマニュアル"を参照してください。
本例外処理ベクタアドレスは、000004Hに設定され
ています。

ウォッチドッグタイマ 
リセット信号 

ウォッチドッグタイマ 
イネーブル信号 

ノンマスカブル 
割り込み (NMI)

ウォッチドッグタイマ 
1/4

WDRST

WDEN

1/16384
1/32768
1/65536
1/131072

分周回路 
fOSC1OSC1 

発振回路 

マスクオプション 
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5.3.3 ウォッチドッグタイマの制御方法
表5.3.3.1にウォッチドッグタイマの制御ビットを示します。

表5.3.3.1　ウォッチドッグタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF40 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

WDEN

FOUT2

FOUT1

FOUT0

WDRST

TMRST

TMRUN

ウォッチドッグタイマイネーブル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

1

0

0

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

W

R/W

有効 無効 

FOUT周波数選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
FOUT出力制御 
ウォッチドッグタイマリセット 
計時タイマリセット 
計時タイマRun/Stop制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

On 

リセット 

リセット 

Run

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Off 

無効 

無効 

Stop

FOUTON

FOUT2

1
1
1
1
0
0
0
0

FOUT1

1
1
0
0
1
1
0
0

FOUT0

1
0
1
0
1
0
1
0

周波数 
fOSC3 / 8
fOSC3 / 4
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

WDEN: 00FF40H·D7
ウォッチドッグタイマを使用するかしないか選択
します。

"1"書き込み: 有効
"0"書き込み: 無効

読み出し: 可能

WDENに"1"を書き込むことによりウォッチドッグ
タイマは有効となり、カウント動作を行います。"0"
を書き込んだ場合は無効となります。カウント動作_______
が停止するため割り込み(NMI)も発生しません。
イニシャルリセット時、このレジスタは"1"にセッ
トされます。

WDRST: 00FF40H·D2
ウォッチドッグタイマをリセットします。

"1"書き込み: ウォッチドッグタイマリセット
"0"書き込み: ノーオペレーション

読み出し: 常時"0"

WDRSTに"1"を書き込むことによりウォッチドッ
グタイマはリセットされ、その直後リスタートし
ます。"0"の書き込みはノーオペレーションとなり
ます。
WDRSTは書き込み専用のため、読み出し時は常時
"0"となります。

5.3.4 プログラミング上の注意事項
(1) ウォッチドッグタイマを使用する場合は、マス

クオプションで設定した周期以内に必ずソフト
ウェアでリセットをする必要があります。

(2)
_______
NMI割り込み発生から2msec以内はSLP命令を
実行しないでください。(fOSC1=32.768kHzの場
合)

(3) イニシャルリセットによりウォッチドッグタイ
マは動作状態に設定されますので、使用しない_______
場合は割り込み(NMI)発生前にウォッチドッグ
タイマを無効に設定してください。

(4)
_______

マスクオプションリストのNMI発生周期は最大
値です。実際の周期はウォッチドッグタイマを
リセットするタイミングにより最大でマイナス
(マスクオプション選択周期/4)秒の誤差を生じ
ます。たとえば、マスクオプションで131072/_______
fOSC1を選択した場合、実際のNMI発生周期は
98304/fOSC1～131072/fOSC1秒の間になります。
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5.4 発振回路

5.4.1 発振回路の構成
S1C88650は2種類の発振回路(OSC1およびOSC3)を
内蔵したツインクロック仕様となっています。
OSC3発振回路はCPUや一部の周辺回路を高速動作
させるためのメインクロック(Max. 8.2MHz)を、
OSC1発振回路は低電力動作用のサブクロック(Typ.
32.768kHz)を発生します。
図5.4.1.1に発振回路の構成を示します。

CPUへ 

OSC1 
発振回路 

クロック 
切り換え 

OSC3 
発振回路 

周辺回路ヘ 

SOSC3

発振回路 
制御信号 

CLKCHG

CPUクロック 
選択信号 

一部の 
周辺回路へ 

SLEEP 
ステータス 

プリ 
スケーラ 

 (fOSC3)

 (fOSC1)

図5.4.1.1　発振回路の構成

イニシャルリセット時、CPUの動作クロックには
OSC3発振回路が選択されます。
OSC3発振回路のON/OFFとシステムクロックの切
り換え(OSC3↔OSC1)はソフトウェアによって制御
できます。OSC3発振回路はCPUや一部の周辺回路
の高速動作が必要な場合に使用します。それ以外
の場合は消費電流を低減させるためにOSC3発振を
停止させ、OSC1を動作クロックとして使用してく
ださい。

5.4.2 マスクオプション

   OSC1発振回路
□水晶発振回路
□CR発振回路

   OSC3発振回路
□水晶発振回路
□セラミック発振回路
□CR発振回路

OSC1発振回路の種類としては水晶発振またはCR発
振のいずれかをマスクオプションで選択できます。
OSC3発振回路の種類としては水晶発振、セラミッ
ク発振、CR発振のいずれかをOSC1同様にマスク
オプションで選択できます。

注! OSC3水晶発振回路を使用する場合は、
OSC1 CR 発振回路を選択しないでくださ
い。OSC3の発振が安定する前に、内部へ
OSC3クロックが供給されてしまう可能性
があります。

5.4.3 OSC1発振回路
OSC1発振回路は32.768kHz(Typ.)のシステムクロッ
クを発生します。
OSC1発振クロックはCPUおよび周辺回路の低速
(低消費電力)動作時のシステムクロックとして使用
されます。また、OSC3をシステムクロックとして
使用する場合にも、計時タイマやストップウォッ
チタイマの原振として使用されます。
本発振回路は、SLP命令実行時に発振停止状態とな
ります。
発振回路の種類としては、水晶発振またはCR発振
のいずれかをマスクオプションで選択できます。
図5.4.3.1にOSC1発振回路の構造を示します。

VSS
VSS

OSC2

OSC1

X'tal1

CG1

SLEEPステータス 

fOSC1

(1) 水晶発振回路

OSC2

OSC1

RCR1

fOSC1

SLEEPステータス 

(2) CR発振回路

図5.4.3.1　OSC1発振回路

水晶発振回路を選択した場合は、OSC1端子とOSC2
端子間に水晶振動子X'tal 1(Typ. 32.768kHz)を、OSC1
端子とVSS間にトリマキャパシタCG1(5～25pF)をそ
れぞれ接続することにより、容易に水晶発振回路を
構成できます。
CR発振を選択した場合は、OSC1端子とOSC2端子
間に抵抗(RCR1)を接続するだけでCR発振回路(Max.
200kHz)を構成できます。
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5.4.4 OSC3発振回路
OSC3発振回路はCPUや一部の周辺回路を高速動作
させる場合のシステムクロックを発生します。
本発振回路はSLP命令実行時、またはレジスタ
SOSC3に"0"設定時に発振停止状態となります。
発振回路の種類としては水晶発振、セラミック発
振、CR発振のいずれかをマスクオプションで選択
できます。
図5.4.4.1にOSC3発振回路の構造を示します。

VSS

OSC4

OSC3

Rf

CD2

CG2

発振回路制御信号 
SLEEPステータス 

X'tal 2
   or
Ceramic

fOSC3

(1) 水晶/セラミック発振回路

OSC4

OSC3

RCR3

発振回路制御信号 
SLEEPステータス 

fOSC3

(2) CR発振回路

図5.4.4.1　OSC3発振回路

水晶/セラミック発振回路を選択した場合は、OSC3
端子とOSC4端子間に水晶振動子(X'tal 2)またはセ
ラミック振動子(Ceramic)と帰還抵抗(Rf)を、同
OSC3、OSC4端子とVSS間にキャパシタを2個
(CG2、CD2)それぞれ接続することで水晶またはセ
ラミック発振回路(Max. 8.2MHz)を構成できます。
CR発振を選択した場合はOSC3端子とOSC4端子間
に抵抗(RCR3)を接続するだけでCR発振回路(Max.
2.2MHz)を構成できます。

5.4.5 CPUクロックの切り換え
OSC1とOSC3のどちらをCPUのシステムクロック
として使用するかを、ソフトウェアによって切り
換えることができます。
OSC1でCPUが動作している間は、OSC3発振回路を
OFFさせることでパワーセーブが実現できます。
OSC3での動作が必要な場合にOSC3発振回路をON
させ、システムクロックを切り換えることで高速動
作が実現できます。この場合、OSC3発振回路をON
にしてから発振が安定するまでに数msec～数10msec
の時間を必要としますので、その時間が経過した後
にクロックの切り換えを行ってください。
OSC3からOSC1に切り換える場合は、クロック切り
換えの直後にOSC3発振回路をOFFしてください。
また、電源投入時にOSC3からOSC1へ切り換える場
合は、OSC1の発振が十分安定するまでに数10msec
～数秒の時間を必要としますので、その時間が経過
した後にクロックの切り換えを行ってください。
(発振開始時間は発振子、外付け部品によって変動
します。"8 電気的特性"に発振開始時間の一例を示
しますので参照してください。)

図5.4.5.1にクロック切り換えの状態遷移図を示し
ます。

* スタンバイ状態からの復帰先は、スタンバイ状態へ遷移する以前のプログラム実行状態となります。

図5.4.5.1　クロック切り換えの状態遷移図

 
発振 

発振 or 停止 
停止 

HALT状態 
OSC1 
OSC3 
CPUクロック 

 
停止 
停止 
停止 

SLEEP状態 
OSC1 
OSC3 
CPUクロック 

プログラム実行状態 

スタンバイ状態 

HALT命令 SLP命令 *割り込み *割り込み 
(入力割り込み)

リセット 

SOSC3=1

SOSC3=0

CLKCHG=1

CLKCHG=0 
発振 
発振 
OSC3

 
発振 
発振 
OSC1

 
発振 
停止 
OSC1

高速動作 低速動作 低速・低電力動作 
OSC1 
OSC3 
CPUクロック 

OSC1 
OSC3 
CPUクロック 

OSC1 
OSC3 
CPUクロック 
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SOSC3: 00FF02H·D2
OSC3発振回路の発振ON、OFFを制御します。

"1"書き込み: OSC3発振ON
"0"書き込み: OSC3発振OFF

読み出し: 可能

CPUや一部の周辺回路を高速動作させる必要のある
場合にSOSC3を"1"とし、それ以外の場合は、低消
費電力化のため"0"としてください。
イニシャルリセット時、SOSC3は"1"(OSC3発振
ON)に設定されます。

CLKCHG: 00FF02H·D3
CPUの動作クロックを選択します。

"1"書き込み: OSC3クロック
"0"書き込み: OSC1クロック

読み出し: 可能

CPUの動作クロックはCLKCHGに"1"を設定した場
合OSC3、"0"を設定した場合OSC1となります。
イニシャルリセット時、CLKCHGは"1"(OSC3ク
ロック)に設定されます。

5.4.6 発振回路の制御方法
表5.4.6.1に発振回路の制御ビットを示します。

表5.4.6.1　発振回路の制御ビット

SR R/W1 0アドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 
00FF02 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

EBR

WT2

WT1

WT0

CLKCHG

SOSC3

–

–

0

0

0

0

1

1

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

BREQ

BACK

OSC3

On

1

1

WT2
1
1
1
1
0
0
0
0

WT1
1
1
0
0
1
1
0
0

WT0
1
0
1
0
1
0
1
0

ステート数 
14
12
10
8
6
4
2

入力ポート 

出力ポート

OSC1

Off

0

0

バス解放イネーブル 
(K03, R33端子仕様) 
ウェイトステート制御 
 
 
 
 
 
 
 
 
CPU動作クロック切り換え 
OSC3発振On/Off制御 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 

ノーウェイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予約レジスタ 

K03

R33

5.4.7 プログラミング上の注意事項
(1) CPUの高速動作を必要としない場合は低消費電

力化のため、以下に示す設定内容にしたがって
周辺回路を動作させてください。
• CPU動作クロック.... OSC1
• OSC3発振回路 .......... OFF

(一部の周辺回路に対して
OSC3クロックが必要ない
場合)

(2) OSC3発振回路をONにしてから発振が安定する
までに、数msec～数10msecの時間を必要とし
ます。したがって、CPUの動作クロック切り換
え(OSC1→OSC3)はOSC3発振ONの後、充分な
待ち時間をおいてから行ってください。(発振
開始時間は発振子、外付け部品によって変動し
ます。"8 電気的特性"に発振開始時間の一例を
示しますので参照してください。)

(3) OSC3からOSC1へのクロック切り換えと、
OSC3発振OFFは別々の命令で行ってくださ
い。1命令で同時に処理すると、CPUの誤動作
につながります。

(4) 電源投入時にOSC3からOSC1へ切り換える場合
は、OSC1の発振が十分安定するまでに数10msec
～数秒の時間を必要としますので、その時間が
経過した後にクロックの切り換えを行ってくだ
さい。(発振開始時間は発振子、外付け部品に
よって変動します。"8 電気的特性"に発振開始
時間の一例を示しますので参照してくださ
い。)
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5.5 入力ポート (Kポート)

5.5.1 入力ポートの構成
S1C88650は8ビット(K00～K07)の入力ポートを内蔵
しており、これらのポートはすべて割り込み機能を
持つ汎用入力ポート端子として使用できます。
K04～K07入力ポート端子はプログラマブルタイマ
(イベントカウンタ)の外部クロック(EXCL0～
EXCL3)入力端子も兼ねており、入力ポート機能は
そのままに入力信号が共有されます。("5.10 プログ
ラマブルタイマ"参照)
また、K03入力ポート端子はバス権解放要求信号_________
(BREQ)入力端子と共用となっており、ソフトウェ
アによってどちらの機能を使用するか選択できま_________
す。BREQ信号を選択した場合は、K03を入力ポー
トとして使用することはできません。("5.2 システ
ムコントローラとバスの制御"参照)
以降の説明はK03を入力ポートとして使用するもの
として行います。
図5.5.1.1に入力ポートの構造を示します。

入力割り込み 
回路 

VDD

VSS

デ
ー
タ
バ
ス
 

Kxx KxxD

アドレス 

アドレス 

プルアップ 
コントロール 
レジスタ 

マスク 
オプション 

マスク 
オプション 

図5.5.1.1　入力ポートの構造

各入力ポート端子は3ステートバッファを通して直
接データバスに接続されており、入力ポート読み
出し時点での入力信号の状態がそのままデータと
して読み込まれます。

5.5.2 マスクオプション

入力ポートプルアップ抵抗
K00 □抵抗あり □抵抗なし
K01 □抵抗あり □抵抗なし
K02 □抵抗あり □抵抗なし
K03 □抵抗あり □抵抗なし
K04 □抵抗あり □抵抗なし
K05 □抵抗あり □抵抗なし
K06 □抵抗あり □抵抗なし
K07 □抵抗あり □抵抗なし

入力ポート入力インタフェースレベル
K00 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K01 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K02 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K03 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K04 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K05 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K06 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット
K07 ...... □CMOSレベル □CMOSシュミット

入力ポートK00～K07にはプルアップ抵抗が内蔵さ
れており、マスクオプションでこれを使用するか
しないかを各ポート(1ビット)ごとに選択できま
す。また、入力インタフェースレベルについても
CMOSレベルまたはCMOSシュミットレベルを各
ポート(1ビット)ごとに選択できます。
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5.5.3 プルアップ制御
マスクオプションでプルアップ抵抗ありを選択し
た場合、これを使用するかしないかを各ポート(1
ビット)ごとにソフトウェアで選択できます。
各ポートに対応したプルアップコントロールレジ
スタPULK0xに"1"を書き込むことによりプルアッ
プ抵抗が有効になり、入力ラインがプルアップさ
れます。"0"を書き込んだ場合、プルアップは行わ
れません。
マスクオプションでプルアップ抵抗なしを選択し
た場合、レジスタの設定は無効になり汎用レジス
タとして使用することができます。
イニシャルリセット時、プルアップコントロール
レジスタは"1"(プルアップ)に設定されます。

プルアップ付きポートはプッシュスイッチ、キー
マトリクス等の入力に適当です。
内蔵プルアップ抵抗によって、入力端子をLOWレ
ベルからHIGHレベルに変化させる場合、プルアッ
プ抵抗と端子の負荷容量等の時定数によって波形
立ち上がりに遅延が生じます。このため、入力
ポートの取り込みには適切な待ち時間の設定が必
要となります。これについては特に、キーマトリ
クス構成時のキースキャン等に注意が必要です。
待ち時間は以下の式で求められる値以上を設定し
てください。

待ち時間 = RIN × (CIN + 基板上の負荷容量) × 1.6 [sec]
RIN: プルアップ抵抗Max.値
CIN: 端子容量Max.値

プルアップなしのポートは、スライドスイッチ入
力、他LSIとのインタフェースなどに適当となりま
す。この場合は、入力にフローティング状態が発
生しないよう注意してください。

使用しない入力ポートについてはマスクオプショ
ンデフォルトの"抵抗あり"を選択し、プルアップコ
ントロールレジスタを有効に設定してください。

5.5.4 割り込み機能と入力比較レジスタ
入力ポートK00～K07は、すべて割り込み機能を
持っており、端子ごとに割り込み発生条件をソフ
トウェアで設定することができます。
端子ごとに設定した割り込み発生条件が成立する
と、それぞれに対応した割り込み要因フラグFK00～
FK07が"1"にセットされ、割り込みが発生します。
K00～K07に対応した割り込みイネーブルレジスタ
EK00～EK07の設定により、CPUに対する割り込み
を許可/禁止することができます。
また、CPUに対する入力割り込みの優先レベル
を、割り込みプライオリティレジスタPK00～PK01
によって、任意のレベル(0～3)に設定できます。
上記、割り込み制御レジスタの詳細と割り込み発
生後の動作については"5.14 割り込みとスタンバイ
状態"を参照してください。
入力割り込みの例外処理ベクタは、それぞれ以下
のとおり設定されています。

K07入力割り込み: 000006H
K06入力割り込み: 000008H
K05入力割り込み: 00000AH
K04入力割り込み: 00000CH
K03入力割り込み: 00000EH
K02入力割り込み: 000010H
K01入力割り込み: 000012H
K00入力割り込み: 000014H

図5.5.4.1に入力割り込み回路の構成を示します。
入力比較レジスタKCPは、各入力ポートの割り込
みを入力の立ち上がりエッジで発生させるか、立
ち下がりエッジで発生させるかを選択します。
入力端子K0xが入力比較レジスタKCP0xで指定され
た状態に変化すると、割り込み要因フラグFK0xが
"1"にセットされ、割り込みが発生します。
なお、各入力ポートにはチャタリングによる誤っ
た割り込み発生を防止するため、チャタリング除
去回路が設けられ、入力レベルを検定していま
す。チャタリング除去は、K00～K03、K04～K07
に対して、それぞれに設定することが可能です。
また、検定時間をCTK00x～CTK02xレジスタによっ
て表5.5.4.1に示すとおり選択することができます。
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K03

デ
ー
タ
バ
ス
 K02

K00

入力比較レジスタ 
KCP00

アドレス 

K01

入力ポート 
K00D

チャタリング 
除去回路 

除去時間設定レジスタ 
CTK00L~CTK02L

割り込み優先 
レベル判定回路 

割り込み 
要求 

割り込み要因フラグ 
FK00

アドレス 

アドレス 

アドレス 

アドレス 

割り込み 
プライオリティ 
レジスタ 
PK00, PK01

割り込みイネーブル 
レジスタ　EK00

K07
K06

K04

入力比較レジスタ 
KCP04

アドレス 

K05

チャタリング 
除去回路 

除去時間設定レジスタ 
CTK00H~CTK02H

割り込み要因フラグ 
FK04

アドレス 

アドレス 

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ　EK04

分周回路 fOSC1

入力ポート 
K04D

OSC1 
発振回路 

分周回路 fOSC3 OSC3 
発振回路 

表5.5.4.1　入力検定時間の設定

CTK02x
1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01x
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00x
1
0
1
0
1
0
1
0

 検定時間 (∗) 
4/fOSC3 (2µs)
2/fOSC3 (1µs)
1/fOSC3 (0.5µs)

4096/fOSC1 (128ms)
2048/fOSC1 (64ms)
512/fOSC1 (16ms)
128/fOSC1 (4ms)

 なし –

∗: OSC1=32kHz, OSC3=2MHz時 

注! ･CTK0xレジスタの設定変更は、必ず割り込
みが禁止されている状態で行ってくださ
い。割り込みイネーブルレジスタEK0xに
よって割り込みが許可されている状態で設
定を変更すると、割り込みが誤って発生す
る場合があります。

･チャタリング除去の検定時間とは、除去で
きる最大パルス幅のことを指します。ポー
トの割り込みを有効にしたい場合は、最小
で検定時間、最大で検定時間の2倍の入力時
間が必要になります。

･入力信号の立ち上がり/立ち下がり時間が遅
い場合、信号がしきい値を通過するまでに
時間がかかり、内部信号が発振する現象が
起こる可能性があります。この場合、入力
割り込みは誤動作しますので、入力信号の
立ち上がり/立ち下がり時間は25nsec以下を
目安に設定してください。

図5.5.4.1　入力割り込み回路の構成
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5.5.5 入力ポートの制御方法
表5.5.5.1に入力ポートの制御ビットを示します。

表5.5.5.1(a)　入力ポートの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF52 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

KCP07

KCP06

KCP05

KCP04

KCP03

KCP02

KCP01

KCP00

1 R/W

K07入力比較レジスタ 
K06入力比較レジスタ 
K05入力比較レジスタ 
K04入力比較レジスタ 
K03入力比較レジスタ 
K02入力比較レジスタ 
K01入力比較レジスタ 
K00入力比較レジスタ 

 

 

立ち下がり 

エッジで 

割り込み 

発生 

 

 

立ち上がり 

エッジで 

割り込み 

発生 

00FF54 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

K07D

K06D

K05D

K04D

K03D

K02D

K01D

K00D

– R

K07入力ポートデータ 
K06入力ポートデータ 
K05入力ポートデータ 
K04入力ポートデータ 
K03入力ポートデータ 
K02入力ポートデータ 
K01入力ポートデータ 
K00入力ポートデータ 

 

 

 

Highレベル 

入力 

 

 

 

Lowレベル 

入力 

00FF56 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PULK07

PULK06

PULK05

PULK04

PULK03

PULK02

PULK01

PULK00

1 R/W

K07プルアップコントロールレジスタ 
K06プルアップコントロールレジスタ 
K05プルアップコントロールレジスタ 
K04プルアップコントロールレジスタ 
K03プルアップコントロールレジスタ 
K02プルアップコントロールレジスタ 
K01プルアップコントロールレジスタ 
K00プルアップコントロールレジスタ 

 

 

 

On

 

 

 

Off

00FF58 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

CTK02H

CTK01H

CTK00H

–

CTK02L

CTK01L

CTK00L

–

K04～K07ポートチャタリング防止 
(入力レベル検定時間)

–

K00～K03ポートチャタリング防止 
(入力レベル検定時間)

読み出し時は"0" 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み出し時は"0"

–

0

0

0

–

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

CTK02H
1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01H
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00H
1
0
1
0
1
0
1
0

検定時間[秒] 
4/fOSC3
2/fOSC3
1/fOSC3

4096/fOSC1
2048/fOSC1
512/fOSC1
128/fOSC1

なし 

CTK02L
1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01L
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00L
1
0
1
0
1
0
1
0

検定時間[秒] 
4/fOSC3
2/fOSC3
1/fOSC3

4096/fOSC1
2048/fOSC1
512/fOSC1
128/fOSC1

なし 
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表5.5.5.1(b)　入力ポートの制御ビット

K00D~K07D: 00FF54H
K0x入力ポート端子の入力データが読み出せます。

"1"読み出し: HIGHレベル
"0"読み出し: LOWレベル

書き込み: 無効

入力ポートK00～K07の端子電圧がそれぞれHIGH
(VDD)レベルのとき"1"、LOW(VSS)レベルのとき"0"
として直接読み出せます。
本ビットは読み出し専用のため、書き込み動作は
無効となります。

PULK00~PULK07: 00FF56H
入力プルアップ抵抗を制御します。

"1"書き込み: プルアップON
"0"書き込み: プルアップOFF

読み出し: 可能

PULK0xは各入力ポートK0xに対応するプルアップ
コントロールレジスタで、各入力ポートに内蔵さ
れたプルアップ抵抗をON/OFFします。
マスクオプションでプルアップ抵抗なしを選択し
た場合、レジスタの設定は無効になり汎用レジス
タとして使用することができます。
PULK0xに"1"を書き込むことにより、対応する入
力ポートK0xがプルアップされます。"0"を書き込
んだ場合、プルアップは行われません。
イニシャルリセット時、本レジスタは"1"(プルアッ
プON)に設定されます。

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF20 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PK01

PK00

PSIF1

PSIF0

–

–

PTM1

PTM0

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

K00～K07割り込み 
プライオリティレジスタ 
シリアルインタフェース割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

– 
計時タイマ割り込み 
プライオリティレジスタ 

PK01
PSIF1

1
1
0
0

優先 
レベル 

PK00
PSIF0

1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

PTM1
1
1
0
0

優先レベル PTM0
1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

00FF24 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

EK07

EK06

EK05

EK04

EK03

EK02

EK01

EK00

K07割り込みイネーブル 
K06割り込みイネーブル 
K05割り込みイネーブル 
K04割り込みイネーブル 
K03割り込みイネーブル 
K02割り込みイネーブル 
K01割り込みイネーブル 
K00割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

00FF28 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FK07

FK06

FK05

FK04

FK03

FK02

FK01

FK00

K07割り込み要因フラグ 
K06割り込み要因フラグ 
K05割り込み要因フラグ 
K04割り込み要因フラグ 
K03割り込み要因フラグ 
K02割り込み要因フラグ 
K01割り込み要因フラグ 
K00割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし  

(W) 

リセット 

(W) 

無効 
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KCP00~KCP07: 00FF52H
K00～K07入力ポート端子の割り込み発生条件(割
り込み発生タイミング)を設定します。

"1"書き込み: 立ち下がりエッジ
"0"書き込み: 立ち上がりエッジ

読み出し: 可能

KCP0xは各入力ポートK0xに対応する入力比較レジ
スタで、"1"に設定した入力ポートの割り込みは入
力の立ち下がりエッジで、"0"に設定した入力ポー
トの割り込みは入力の立ち上がりエッジでそれぞ
れ発生します。
イニシャルリセット時、本レジスタは"1"(立ち下が
りエッジ)に設定されます。

CTK00L~CTK02L: 00FF58H·D0~D2
K00～K03入力ポート割り込み用チャタリング除去
回路の入力レベル検定時間を表5.5.5.2のとおり設定
します。

表5.5.5.2　入力検定時間の設定
CTK02L

1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01L
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00L
1
0
1
0
1
0
1
0

入力レベル検定時間[秒] 
4/fOSC3

2/fOSC3

1/fOSC3

4096/fOSC1

2048/fOSC1

512/fOSC1

128/fOSC1

 なし 

本レジスタの設定変更は、必ず割り込みが禁止さ
れている状態で行ってください。
割り込みイネーブルレジスタEK0xによって割り込
みが許可されている状態で設定を変更すると、割
り込みが誤って発生する場合があります。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(なし)に
設定されます。

CTK00H~CTK02H: 00FF58H·D4~D6
K04～K07入力ポート割り込み用チャタリング除去
回路の入力レベル検定時間を表5.5.5.3のとおり設定
します。

表5.5.5.3　入力検定時間の設定
CTK02H

1
1
1
1
0
0
0
0

CTK01H
1
1
0
0
1
1
0
0

CTK00H
1
0
1
0
1
0
1
0

入力レベル検定時間[秒] 
4/fOSC3

2/fOSC3

1/fOSC3

4096/fOSC1

2048/fOSC1

512/fOSC1

128/fOSC1

 なし 

本レジスタの設定変更は、必ず割り込みが禁止さ
れている状態で行ってください。

割り込みイネーブルレジスタEK0xによって割り込
みが許可されている状態で設定を変更すると、割
り込みが誤って発生する場合があります。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(なし)に
設定されます。

PK00, PK01: 00FF20H·D6, D7
入力割り込みの優先レベルを設定します。
PK00、PK01は入力割り込みに対応した割り込みプ
ライオリティレジスタです。
本レジスタによって設定できる割り込み優先レベ
ルは表5.5.5.4のとおりです。

表5.5.5.4　割り込み優先レベルの設定

PK01

1

1

0

0

割り込み優先レベル 

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

PK00

1

0

1

0

(IRQ3) 
(IRQ2) 
(IRQ1) 
(なし)

イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(レベル0)
に設定されます。

EK00~EK07: 00FF24H
CPUに対する割り込みの発生を許可または禁止し
ます。

"1"書き込み: 割り込み許可
"0"書き込み: 割り込み禁止

読み出し: 可能

EK0xは各入力ポートK0xに対応する割り込みイ
ネーブルレジスタで、"1"に設定した端子の割り込
みが許可され、"0"に設定した端子の割り込みが禁
止されます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(割り込み
禁止)に設定されます。

FK00~FK07: 00FF28H
入力割り込みの発生状態を示します。

"1"読み出し: 割り込み要因あり
"0"読み出し: 割り込み要因なし

"1"書き込み: 要因フラグをリセット
"0"書き込み: 無効

FK0xは各入力ポートK0xに対応する割り込み要因
フラグで、割り込み発生条件の成立により"1"に
セットされます。このとき、対応する割り込みイ
ネーブルレジスタが"1"で、かつ対応する割り込みプ
ライオリティレジスタがインタラプトフラグ(I0、
I1)より高いレベルに設定されている場合、CPUに対
し割り込みが発生します。
割り込み要因フラグは割り込みイネーブルレジス
タや割り込みプライオリティレジスタの設定にか
かわらず、割り込み発生条件の成立により"1"に
セットされます。
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割り込み発生後、次の割り込みを受け付けるに
は、インタラプトフラグの再設定(割り込みプライ
オリティレジスタが示すレベルより低いレベルを
インタラプトフラグに設定するか、RETE命令を実
行する。)と割り込み要因フラグのリセットが必要
で、割り込み要因フラグは"1"を書き込むことに
よって"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、本フラグはすべて"0"にリ
セットされます。

5.5.6 プログラミング上の注意事項
(1) 入力ポートをLOWレベルからプルアップ抵抗

でHIGHレベルに変化させる場合、プルアップ
抵抗と端子の負荷容量等の時定数によって波形
立ち上がりに遅延が生じます。このため、入力
ポートの取り込みには適切な待ち時間の設定が
必要となります。これについては特に、キーマ
トリクス構成時のキースキャン等に注意が必要
です。待ち時間は以下の式で求められる値以上
を設定してください。

待ち時間 = RIN × (CIN + 基板上の負荷容量)
 × 1.6 [sec]

RIN: プルアップ抵抗Max.値
CIN: 端子容量Max.値

(2) CTK0xレジスタの設定変更は、必ず割り込みが
禁止されている状態で行ってください。割り込
みイネーブルレジスタEK0xによって割り込み
が許可されている状態で設定を変更すると、割
り込みが誤って発生する場合があります。
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5.6 出力ポート (Rポート)

5.6.1 出力ポートの構成
S1C88650は26ビット(R00～R07、R10～R17、R20～
R25、R30～R33)の出力ポートを内蔵しています。
出力ポートの構成はバスモードの設定により、以
下のとおり異なります。

表5.6.1.1　出力ポートの構成

R00

R01

R02

R03

R04

R05

R06

R07

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R16

R17

R20

R21

R22

R23

R24

R25

R30

R31

R32

R33

出力ポートR00 
出力ポートR01 
出力ポートR02 
出力ポートR03 
出力ポートR04 
出力ポートR05 
出力ポートR06 
出力ポートR07 
出力ポートR10 
出力ポートR11 
出力ポートR12 
出力ポートR13 
出力ポートR14 
出力ポートR15 
出力ポートR16 
出力ポートR17 
出力ポートR20 
出力ポートR21 
出力ポートR22 
出力ポートR23 
出力ポートR24 
出力ポートR25 
出力ポートR30 
出力ポートR31 
出力ポートR32 
出力ポートR33

シングルチップ 
バスモード 

端子 
拡張 

アドレスA0 
アドレスA1 
アドレスA2 
アドレスA3 
アドレスA4 
アドレスA5 
アドレスA6 
アドレスA7 
アドレスA8 
アドレスA9 
アドレスA10 
アドレスA11 
アドレスA12 
アドレスA13 
アドレスA14 
アドレスA15 
アドレスA16 
アドレスA17 
アドレスA18 
アドレスA19 

RD信号 
WR信号 

出力ポートR30/CE0信号 
出力ポートR31/CE1信号 
出力ポートR32/CE2信号 
出力ポートR33/BACK信号 

ここではシングルチップモード時の構成として出
力ポートのみの説明を行います。バスの制御につ
いては"5.2 システムコントローラとバスの制御"を
参照してください。

図5.6.1.1に出力ポートの基本構造を示します。

VDD

VSS

Rxx

デ
ー
タ
バ
ス

アドレス

データレジスタ

アドレス

ハイインピーダンス
制御レジスタ

図5.6.1.1　出力ポートの構造

拡張モードの場合、バス機能に使用される出力
ポートのデータレジスタとハイインピーダンス制
御レジスタはリード/ライト可能な汎用レジスタと
して使用することができ、バス信号の出力には影
響を与えません。
各出力ポートはソフトウェアによってハイイン
ピーダンス制御が可能です。

5.6.2 ハイインピーダンス制御
各出力ポートはソフトウェアによってハイイン
ピーダンス制御が可能です。
これにより、出力信号ラインを他の外部デバイス
と共有することも可能となります。

出力ポートには以下に示す端子系列ごとのハイイ
ンピーダンス制御レジスタが設けられており、こ
のレジスタによってコンプリメンタリ出力、また
はハイインピーダンス状態のいずれかが選択でき
ます。

表5.6.2.1　ハイインピーダンス制御レジスタ
レジスタ 
HZR0L

HZR0H

HZR1L

HZR1H

HZR20

HZR21

HZR22

HZR23

HZR24

HZR25

HZR30

HZR31

HZR32

HZR33

出力ポート端子 
R00~R03

R04~R07

R10~R13

R14~R17

R20

R21

R22

R23

R24

R25

R30

R31

R32

R33

ハイインピーダンス制御レジスタHZRxxに"1"を設
定すると対応する出力ポート端子がハイインピー
ダンス状態となり、"0"を設定するとコンプリメン
タリ出力となります。

5.6.3 DC出力
図5.6.1.1に示すように、出力ポートのデータレジス
タに"1"を書き込むと出力端子がHIGH(VDD)レベル
となり、"0"を書き込むとLOW(VSS)レベルとなり
ます。出力がハイインピーダンス状態の場合に
データレジスタに書き込まれたデータは、出力を
コンプリメンタリに切り換えた時点で端子から出
力されます。
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5.6.4 出力ポートの制御方法
表5.6.4.1に出力ポートの制御ビットを示します。

表5.6.4.1(a)　出力ポートの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF70 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

HZR1H

HZR1L

HZR0H

HZR0L

汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ 
R14～R17ハイインピーダンス制御 
R10～R13ハイインピーダンス制御 
R04～R07ハイインピーダンス制御 
R00～R03ハイインピーダンス制御 

予約レジスタ 0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

1

1

1

1

 

ハイインピ 

ーダンス 

 

コンプリ 

メンタリ 

予約レジスタ 0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

1

1

1

1

 

ハイインピ 

ーダンス 

0

0

0

0

 

コンプリ 

メンタリ 

00FF71 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

HZR25

HZR24

HZR23

HZR22

HZR21

HZR20

00FF72 –

–

–

–

HZR33

HZR32

HZR31

HZR30

汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ 
R33ハイインピーダンス制御 
R32ハイインピーダンス制御 
R31ハイインピーダンス制御 
R30ハイインピーダンス制御 

00FF74 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

R17D

R16D

R15D

R14D

R13D

R12D

R11D

R10D

1 R/WHigh Low

00FF75 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

R25D

R24D

R23D

R22D

R21D

R20D

00FF73 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

R07D

R06D

R05D

R04D

R03D

R02D

R01D

R00D

R07出力ポートデータ 
R06出力ポートデータ 
R05出力ポートデータ 
R04出力ポートデータ 
R03出力ポートデータ 
R02出力ポートデータ 
R01出力ポートデータ 
R00出力ポートデータ 

1 R/WHigh Low

R17出力ポートデータ 
R16出力ポートデータ 
R15出力ポートデータ 
R14出力ポートデータ 
R13出力ポートデータ 
R12出力ポートデータ 
R11出力ポートデータ 
R10出力ポートデータ 

予約レジスタ 汎用レジスタ
汎用レジスタ
R25ハイインピーダンス制御 
R24ハイインピーダンス制御 
R23ハイインピーダンス制御 
R22ハイインピーダンス制御 
R21ハイインピーダンス制御 
R20ハイインピーダンス制御 

0

0

0

R/W

R/W

R/W

1

1

 
 

ハイインピ 

ーダンス 

0

0

 
 

コンプリ 

メンタリ 

予約レジスタ 0

0

1

R/W

R/W

R/W

1

1

High

0

0

Low

汎用レジスタ
汎用レジスタ
R25出力ポートデータ 
R24出力ポートデータ 
R23出力ポートデータ 
R22出力ポートデータ 
R21出力ポートデータ 
R20出力ポートデータ 

0

0

0

0
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HZR0L, HZR0H: 00FF70H·D0, D1
HZR1L, HZR1H: 00FF70H·D2, D3
HZR20~HZR25: 00FF71H·D0~D5
HZR30~HZR33: 00FF72H·D0~D3
各出力端子をハイインピーダンスに設定します。

"1"書き込み: ハイインピーダンス
"0"書き込み: コンプリメンタリ

読み出し: 可能

HZRxxは出力ポート端子のハイインピーダンス制
御レジスタで、表5.6.2.1に示すとおり各出力ポート
端子に対応しています。
HZRxxに"1"を設定すると対応する出力ポート端子
がハイインピーダンス状態となり、"0"を設定する
とコンプリメンタリ出力となります。
イニシャルリセット時、本レジスタはすべて"0"(コ
ンプリメンタリ)に設定されます。

表5.6.4.1(b)　出力ポートの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF76 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

R33D

R32D

R31D

R30D

汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ
汎用レジスタ 
R33出力ポートデータ 
R32出力ポートデータ 
R31出力ポートデータ 
R30出力ポートデータ 

予約レジスタ 0

0

0

0

1

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

1

1

1

1

High

0

0

0

0

Low

R00D~R07D: 00FF73H
R10D~R17D: 00FF74H
R20D~R25D: 00FF75H·D0~D5
R30D~R33D: 00FF76H·D0~D3
Rxx出力ポート端子の出力データを設定します。

"1"書き込み: HIGHレベル出力
"0"書き込み: LOWレベル出力

読み出し: 可能

RxxDは各出力ポートのデータレジスタで、"1"を設
定すると対応する出力ポート端子がHIGH(VDD)レ
ベルとなり、"0"を設定するとLOW(VSS)レベルと
なります。
イニシャルリセット時、本レジスタはすべて"1"
(HIGHレベル出力)に設定されます。

バス信号の出力に設定されている出力ポートの
データレジスタは、出力端子に影響を与えない
リード/ライト可能な汎用レジスタとして使用する
ことができます。
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5.7 入出力兼用ポート (Pポート)

5.7.1 入出力兼用ポートの構成
S1C88650は16ビット(P00～P07、P10～P17)の入出
力兼用(I/O)ポートを内蔵しています。
入出力兼用ポートの構成はバスモードにより、以
下のとおり異なります。

表5.7.1.1　入出力兼用(I/O)ポートの構成

P00

P01

P02

P03

P04

P05

P06

P07

P10

P11

P12

P13

P14

P15

P16

P17

I/OポートP00 
I/OポートP01 
I/OポートP02 
I/OポートP03 
I/OポートP04 
I/OポートP05 
I/OポートP06 
I/OポートP07 

 

シングルチップ 
バスモード 

端子 
拡張 

データバスD0 
データバスD1 
データバスD2 
データバスD3 
データバスD4 
データバスD5 
データバスD6 
データバスD7

I/OポートP10 (SIN) 
I/OポートP11 (SOUT) 
I/OポートP12 (SCLK) 
I/OポートP13 (SRDY) 
I/OポートP14 (TOUT0/TOUT1) 
I/OポートP15 (TOUT2/TOUT3) 
I/OポートP16 (FOUT) 
I/OポートP17 (TOUT2/TOUT3)

データバスについては"5.2 システムコントローラ
とバスの制御"を参照してください。
図5.7.1.1に入出力兼用ポートの構造を示します。

入力 
制御 

VDD

VSS

デ
ー
タ
バ
ス
 

Pxxデータ 
レジスタ 

I / O コントロール 
レジスタ 

プルアップコント 
ロールレジスタ 

*1

*2

*3 ∗1: 出力モード時 ∗3: P10~P17はマスクオプションで 
∗2: 入力モード時       シュミット入力を選択可能 

マスク 
オプション 

図5.7.1.1　入出力兼用ポートの構造

入出力兼用ポートは1ビットごとに入力モード、ま
たは出力モードを設定することができます。この
設定はI/Oコントロールレジスタにデータを書き込
むことによって行います。

入出力兼用ポートP10～P13はシリアルインタ
フェースの入出力端子と共用されており、どの用
途で使用するかをソフトウェアによって選択する
ことができます。

シリアルインタフェースの詳細については"5.8 シ
リアルインタフェース"を参照してください。

データバスとシリアルインタフェースの出力端子
に設定される入出力兼用ポートのデータレジスタ
とI/Oコントロールレジスタは、端子の入出力には
影響を与えないリード/ライト可能な汎用レジスタ
として使用することができます。また、シリアル
インタフェースの入力端子に設定される入出力兼
用ポートのI/Oコントロールレジスタも同様に、汎
用レジスタとして使用することができます。

入出力兼用ポートP14～P17は汎用DC入出力のほか
に特殊出力機能を持っており、ソフトウェアによっ
てどちらを使用するかを選択することができます。

5.7.2 マスクオプション

入出力兼用ポートプルアップ抵抗
P00 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P01 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P02 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P03 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P04 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P05 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P06 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P07 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし

P10 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P11 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P12 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P13 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P14 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P15 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P16 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし
P17 ....... □ 抵抗あり □ 抵抗なし

入出力兼用ポート入力インタフェースレベル
P10 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P11 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P12 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P13 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P14 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P15 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P16 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット
P17 ....... □ CMOSレベル □ CMOSシュミット

入出力兼用ポートP00～P07、P10～P17には入力
モード時においてONするプルアップ抵抗が内蔵さ
れており、これを使用するかしないかを各ポート(1
ビット)ごとに選択することができます。また、
P10～P17については、インタフェースレベルを
CMOSレベルまたはCMOSシュミットレベルから各
ポート(1ビット)ごとに選択できます。
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5.7.3 I/Oコントロールレジスタと
入力/出力モード

入出力兼用ポートP00～P07とP10～P17は、それぞ
れのビットに対応したI/Oコントロールレジスタ
IOC00～IOC07とIOC10～IOC17にデータを書き込
むことによって、入力モードあるいは出力モード
に設定されます。
入力モードに設定する場合はI/Oコントロールレジ
スタに"0"を書き込みます。入力モードに設定され
た入出力兼用ポートは、ハイインピーダンス状態
となり入力ポートとして機能します。
入力モード時の読み出しでは入力端子の状態が直
接読み込まれ、そのデータは入力端子がHIGH
(VDD)レベルのときに"1"、LOW(VSS)レベルのとき
に"0"となります。
ソフトウェアで内蔵プルアップ抵抗を有効に設定
しておくと、入力モード時にポート端子がプル
アップされます。
入力モード時においても、端子の状態に影響を与
えることなくデータレジスタに対して書き込みは
行えます。
出力モードに設定する場合はI/Oコントロールレジ
スタに"1"を書き込みます。出力モードに設定され
た入出力兼用ポートは出力ポートとして機能し、
ポート出力データが"1"の場合にHIGH(VDD)レベ
ル、"0"の場合にLOW(VSS)レベルを出力します。
出力モード時の読み出しでは、データレジスタの
内容が読み込まれます。
イニシャルリセット時、I/Oコントロールレジスタ
は"0"(入出力兼用ポートは入力モード)に設定され
ます。

5.7.4 プルアップ制御
マスクオプションでプルアップ抵抗ありを選択し
た場合、これを使用するかしないかを各ポート(1
ビット)ごとに選択することができます。
各ポートに対応したプルアップコントロールレジ
スタPULPxxに"1"を書き込むことによりプルアッ
プ抵抗が有効になり、入力モード時にPxx端子がプ
ルアップされます。"0"を書き込んだ場合、プル
アップは行われません。
マスクオプションでプルアップ抵抗なしを選択し
た場合、レジスタの設定は無効になり汎用レジス
タとして使用することができます。
出力モード時には、プルアップコントロールレジ
スタの設定は無効になります(出力時にはプルアッ
プされません)。
イニシャルリセット時、プルアップコントロール
レジスタは"1"(プルアップ)に設定されます。

内蔵プルアップ抵抗によって、ポート端子をLOW
レベルからHIGHレベルに変化させる場合、プル
アップ抵抗と端子の負荷容量等の時定数によって
波形立ち上がりに遅延が生じます。このため、入
出力兼用ポートの取り込みには適切な待ち時間の
設定が必要となります。待ち時間は以下の式で求
められる値以上を設定してください。

待ち時間 = RIN × (CIN + 基板上の負荷容量) × 1.6 [sec]
RIN: プルアップ抵抗Max.値
CIN: 端子容量Max.値

使用しない入出力兼用ポートについてはマスクオ
プションデフォルトの"抵抗あり"を選択し、プル
アップコントロールレジスタを有効に設定してく
ださい。

5.7.5 特殊出力
入出力兼用ポートP14～P17は汎用DC入出力のほか
に表5.7.5.1に示す特殊出力をソフトウェアによって
選択することができます。

表5.7.5.1　特殊出力ポート

出力ポート 
P14

P15

P16

P17

特殊出力 
TOUT0/TOUT1出力 
TOUT2/TOUT3出力 

FOUT出力 
TOUT2/TOUT3出力 

P14～P17を特殊出力ポートとして使用する場合
は、対応するI/Oコントロールレジスタ(IOC14～
IOC17)に"1"を書き込み、ポートを出力モードに設
定してください。

■ TOUT出力(P14, P15)
S1C88650は外部デバイスに対してクロックを
供給する場合などのために、TOUTx信号(プロ
グラマブルタイマの出力クロック)をP14、P15
端子から出力させることができます。

TOUTx信号(x=0～3)の出力はレジスタPTOUTx
によって制御します。PTOUTxに"1"を設定する
とTOUTx信号が対応するポート端子から出力
され、"0"を設定するとDC出力を行います。こ
のとき、I /OコントロールレジスタIOC14 /
IOC15およびデータレジスタP14D/P15Dの設定
は無効になります。

TOUT0～TOUT3信号はプログラマブルタイマ0
～3のアンダーフローおよびコンペアマッチに
よって生成されたタイマ出力信号です。周波数
の制御等については"5.10 プログラマブルタイ
マ"を参照してください。



5　周辺回路と動作（入出力兼用ポート）

56 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

なお、TOUTx信号はレジスタPTOUTxとは非同
期に発生していますので、レジスタの設定によ
る信号のON/OFF時には1/2サイクル以内のハ
ザードが生じます。
図5.7.5.1にTOUT信号の出力波形を示します。

PTOUTx

TOUTx出力(P14/15)

0 1

図5.7.5.1　TOUT信号の出力波形

注! PTOUT0とPTOUT1を同時に設定した場合は
PTOUT1が、PTOUT2とPTOUT3を同時に
設定した場合はPTOUT3が有効になります。

■ FOUT出力(P16)
S1C88650は外部デバイスに対してクロックを
供給する場合などのために、FOUT信号(発振ク
ロックfOSC1またはfOSC3の分周クロック)をP16
ポート端子から出力させることができます。

FOUT信号の出力はレジスタFOUTONによって
制御します。FOUTONに"1 "を設定すると
FOUT信号がP16ポート端子から出力され、"0"
を設定するとDC出力を行います。このとき、I/
OコントロールレジスタIOC16およびデータレ
ジスタP16Dの設定は無効になります。
FOUT信号の周波数はソフトウェアによるレジ
スタFOUT0～FOUT2への設定によって、表
5.7.5.2に示す8種類の中から1つを選択すること
ができます。

表5.7.5.2　FOUT周波数の設定

FOUT2
1
1
1
1
0
0
0
0

FOUT周波数 
fOSC3 / 8
fOSC3 / 4
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

FOUT1
1
1
0
0
1
1
0
0

FOUT0
1
0
1
0
1
0
1
0

(fOSC1:  OSC1発振周波数、fOSC3:  OSC3発振周波数)

FOUTの周波数を"fOSC3/n "とする場合は、
FOUTを出力する以前にOSC3の発振をONさせ
る必要があります。
なお、OSC3発振回路をONにしてから発振が安
定するまでに数msec～数10msecの時間を必要
とします。したがって、不安定なFOUT信号が
外部に出力されることで不具合が生じる場合は
OSC3発振ONの後、充分な待ち時間をおいてか
らFOUTの出力を行ってください。(発振開始時
間は発振子、外付け部品によって変動します。
"8 電気的特性"に発振開始時間の一例を示しま
すので参照してください。)

なお、FOUT信号はレジスタFOUTONとは非同
期に発生していますので、レジスタの設定によ
る信号のON/OFF時には1/2サイクル以内のハ
ザードが生じます。
図5.7.5.2にFOUT信号の出力波形を示します。

FOUTON

FOUT出力(P16)

0 1

図5.7.5.2　FOUT信号の出力波形

■ 反転TOUT出力(P17)
S1C88650は外部デバイスに対してクロックを供
給する場合やブザーを駆動するために、TOUT2
またはTOUT3信号(プログラマブルタイマの出
力クロック)の反転出力を行うことができます。

P15のTOUT2またはTOUT3と組み合わせてブ
ザーに接続することにより、より大きなバイア
スをかけることが可能です。
__________
TOUTx信号(x=2、3)の出力はレジスタRPTOUTx
によって制御します。RPTOUTxに"1"を設定す__________
るとTOUTx信号が対応するポート端子から出力
され、"0"を設定するとDC出力を行います。こ
のとき、I/OコントロールレジスタIOC17および
データレジスタP17Dの設定は無効になります。
__________ __________
TOUT2とTOUT3信号はプログラマブルタイマ2
と3のアンダーフローおよびコンペアマッチに
よって生成されたタイマ出力信号です。周波数
の制御等については"5.10 プログラマブルタイ
マ"を参照してください。__________
なお、TOUTx信号はレジスタRPTOUTxとは非
同期に発生していますので、レジスタの設定に
よる信号のON/OFF時には1/2サイクル以内のハ
ザードが生じます。__________
図5.7.5.3にTOUT信号の出力波形を示します。

RPTOUTx

TOUTx出力(P17)

0 1

__________
図5.7.5.3　TOUT信号の出力波形

注! RPTOUT2とRPTOUT3を同時に設定した場
合はRPTOUT3が有効になります。
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5.7.6 入出力兼用ポートの制御方法
表5.7.6.1に入出力兼用ポートの制御ビットを示します。

表5.7.6.1(a)　入出力兼用ポートの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF60 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

IOC07

IOC06

IOC05

IOC04

IOC03

IOC02

IOC01

IOC00

P07 I/Oコントロールレジスタ 
P06 I/Oコントロールレジスタ 
P05 I/Oコントロールレジスタ 
P04 I/Oコントロールレジスタ 
P03 I/Oコントロールレジスタ 
P02 I/Oコントロールレジスタ 
P01 I/Oコントロールレジスタ 
P00 I/Oコントロールレジスタ 

0 R/W出力 入力 

00FF61 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

IOC17

IOC16

IOC15

IOC14

IOC13

IOC12

IOC11

IOC10

0 R/W

00FF62 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

P07D

P06D

P05D

P04D

P03D

P02D

P01D

P00D

P07入出力兼用ポートデータ 
P06入出力兼用ポートデータ 
P05入出力兼用ポートデータ 
P04入出力兼用ポートデータ 
P03入出力兼用ポートデータ 
P02入出力兼用ポートデータ 
P01入出力兼用ポートデータ 
P00入出力兼用ポートデータ 

1 R/WHigh Low

出力 入力 

P17 I/Oコントロールレジスタ 
P16 I/Oコントロールレジスタ 
P15 I/Oコントロールレジスタ 
P14 I/Oコントロールレジスタ 
P13 I/Oコントロールレジスタ 
P12 I/Oコントロールレジスタ 
P11 I/Oコントロールレジスタ 
P10 I/Oコントロールレジスタ 

00FF63 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

P17D

P16D

P15D

P14D

P13D

P12D

P11D

P10D

1 R/WHigh Low

P17入出力兼用ポートデータ 
P16入出力兼用ポートデータ 
P15入出力兼用ポートデータ 
P14入出力兼用ポートデータ 
P13入出力兼用ポートデータ 
P12入出力兼用ポートデータ 
P11入出力兼用ポートデータ 
P10入出力兼用ポートデータ 

00FF64 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PULP07

PULP06

PULP05

PULP04

PULP03

PULP02

PULP01

PULP00

1 R/WOn Off

P07プルアップコントロールレジスタ 
P06プルアップコントロールレジスタ 
P05プルアップコントロールレジスタ 
P04プルアップコントロールレジスタ 
P03プルアップコントロールレジスタ 
P02プルアップコントロールレジスタ 
P01プルアップコントロールレジスタ 
P00プルアップコントロールレジスタ 

00FF65 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PULP17

PULP16

PULP15

PULP14

PULP13

PULP12

PULP11

PULP10

1 R/WOn Off

P17プルアップコントロールレジスタ 
P16プルアップコントロールレジスタ 
P15プルアップコントロールレジスタ 
P14プルアップコントロールレジスタ 
P13プルアップコントロールレジスタ 
P12プルアップコントロールレジスタ 
P11プルアップコントロールレジスタ 
P10プルアップコントロールレジスタ 
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表5.7.6.1(b)　入出力兼用ポートの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF30 MODE16_A

PTNREN_A

–

–

PTOUT0

PTRUN0

PSET0

CKSEL0

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM0-1 8/16ビットモード選択
外部クロック0ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
PTM0クロック出力制御
PTM0 Run/Stop制御
PTM0プリセット
PTM0入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF31 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PTOUT1

PTRUN1

PSET1

CKSEL1

–

–

–

汎用レジスタ
PTM1クロック出力制御
PTM1 Run/Stop制御
PTM1プリセット
PTM1入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF38 MODE16_B

PTNREN_B

–

RPTOUT2

PTOUT2

PTRUN2

PSET2

CKSEL2

 

 

読み出し時は"0" 

 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM2-3 8/16ビットモード選択
外部クロック1ノイズリジェクタ選択
–

PTM2反転クロック出力制御
PTM2クロック出力制御
PTM2 Run/Stop制御
PTM2プリセット
PTM2入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

On

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

Off

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF39 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

RPTOUT3

PTOUT3

PTRUN3

PSET3

CKSEL3

–

–

–

PTM3反転クロック出力制御
PTM3クロック出力制御
PTM3 Run/Stop制御
PTM3プリセット
PTM3入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

Off

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

On

On

Run

プリセット 

外部クロック

00FF40 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

WDEN

FOUT2

FOUT1

FOUT0

WDRST

TMRST

TMRUN

ウォッチドッグタイマイネーブル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

1

0

0

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

W

R/W

有効 無効 

FOUT2

1
1
1
1
0
0
0
0

FOUT1

1
1
0
0
1
1
0
0

FOUT0

1
0
1
0
1
0
1
0

周波数 
fOSC3 / 8
fOSC3 / 4
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

FOUT周波数選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
FOUT出力制御 
ウォッチドッグタイマリセット 
計時タイマリセット 
計時タイマRun/Stop制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

On 

リセット 

リセット 

Run

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Off 

無効 

無効 

Stop

FOUTON
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■ DC出力制御

P00D~P07D: 00FF62H
P10D~P17D: 00FF63H
Pxx入出力兼用ポート端子のデータの読み出し、お
よび出力データの設定を行います。

データ書き込み時

"1"書き込み: HIGHレベル
"0"書き込み: LOWレベル

入出力兼用ポートが出力モードに設定されている
場合、書き込んだデータがそのまま入出力兼用
ポート端子に出力されます。ポートデータとして
"1"を書き込んだ場合はポート端子はHIGH(VDD)レ
ベルとなり、"0"を書き込んだ場合はLOW(VSS)レ
ベルとなります。
入力モードの場合もポートデータの書き込みは行
えます。

データ読み出し時

"1"読み出し: HIGHレベル ("1")
"0"読み出し: LOWレベル ("0")

入出力兼用ポートが入力モードの場合はポート端
子に入力されている電圧レベルが読み出されま
す。端子電圧がHIGH(VDD)レベルの場合は"1"、
LOW(VSS)レベルの場合は"0"がそれぞれ入力デー
タとして読み出されます。
また、出力モードの場合はデータレジスタの内容
が読み出されます。
イニシャルリセット時、本レジスタはすべて"1"
(HIGHレベル)に設定されます。

注! 特殊出力およびデータバスとシリアルインタ
フェースの出力端子に設定される入出力兼用
ポートのデータレジスタは、端子の入出力に
は影響を与えないリード/ライト可能な汎用
レジスタとして使用することができます。

IOC00~IOC07: 00FF60H
IOC10~IOC17: 00FF61H
入出力兼用ポートの入力/出力モードを設定します。

"1"書き込み: 出力モード
"0"書き込み: 入力モード

読み出し: 可能

IOCxxは各入出力兼用ポートにビット単位で対応す
るI/Oコントロールレジスタです。IOCxxに"1"を書
き込むと対応する入出力兼用ポートPxxが出力モー
ドとなり、"0"を書き込むと入力モードとなります。
なお、特殊出力を使用する場合は、出力端子とな
る入出力兼用ポートのI/Oコントロールレジスタ
(IOC14～IOC17)に常時"1"を設定する必要があり
ます。

イニシャルリセット時、本レジスタはすべて"0"(入
力モード)に設定されます。

注! 特殊出力およびデータバスとシリアルイン
タフェースの入出力端子に設定される入出
力兼用ポートのI/Oコントロールレジスタ
は、端子の入出力には影響を与えないリー
ド/ライト可能な汎用レジスタとして使用
することができます。

PULP00~PULP07: 00FF64H
PULP10~PULP17: 00FF65H
入力モード時のプルアップを設定します。

"1"書き込み: プルアップON
"0"書き込み: プルアップOFF

読み出し: 可能

PULPxxは各入出力兼用ポートにビット単位で対応
するプルアップコントロールレジスタです。
マスクオプションでプルアップ抵抗なしを選択し
た場合、レジスタの設定は無効になり汎用レジス
タとして使用することができます。
PULPxxに"1"を書き込むことにより、対応する入
出力兼用ポートが入力モード時にプルアップがON
となります。"0"を書き込んだ場合、プルアップは
行われません。
イニシャルリセット時、これらのレジスタは"1"に設
定され、プルアップ抵抗がすべてONになります。

注! 特殊出力およびシリアルインタフェースの
出力端子に設定される入出力兼用ポートの
プルアップコントロールレジスタは、プル
アップには影響を与えないリード/ライト可
能な汎用レジスタとして使用することができ
ます。シリアル入力に用いられるポートの
プルアップコントロールレジスタは入出力
兼用ポートの場合と同様に機能します。

■ 特殊出力制御

PTOUT0: 00FF30H·D3
PTOUT1: 00FF31H·D3
PTOUT2: 00FF38H·D3
PTOUT3: 00FF39H·D3
TOUT(プログラマブルタイマ出力クロック)信号の
出力制御を行います。

"1"書き込み: TOUT信号出力
"0"書き込み: DC出力

読み出し: 可能

PTOUT0～PTOUT3はTOUT0～TOUT3信号の出力
制御レジスタです。"1"を設定するとTOUT0または
TOUT1信号はP14ポート端子から、TOUT2または
TOUT3信号はP15ポート端子から出力され、"0"を
設定するとDC出力を行います。
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このとき、I/OコントロールレジスタIOC14/IOC15
およびデータレジスタP14D/P15Dの設定は無効に
なります。
イニシャルリセット時、PTOUTは"0"(DC出力)に設
定されます。

注! PTOUT0とPTOUT1を同時に設定した場合は
PTOUT1が、PTOUT2とPTOUT3を同時に
設定した場合はPTOUT3が有効になります。
なお、プログラマブルタイマを16ビット
モードに設定した場合、TOUT0、TOUT2
を出力することはできません。

RPTOUT2: 00FF38H·D4
RPTOUT3: 00FF39H·D4
__________ __________
TOUT2/TOUT3信号(TOUT2/TOUT3反転信号)の出
力制御を行います。

"1"書き込み:
__________
TOUT信号出力

"0"書き込み: DC出力
読み出し: 可能

__________ __________
RPTOUT2とRPTOUT3はTOUT2またはTOUT3信号__________
の出力制御レジスタです。"1"を設定するとTOUT2__________
またはTOUT3信号がP17ポート端子から出力され、
"0"を設定するとDC出力を行います。
このとき、I/OコントロールレジスタIOC17および
データレジスタP17Dの設定は無効になります。
イニシャルリセット時、RPTOUTは"0"(DC出力)に
設定されます。

注! RPTOUT2とRPTOUT3を同時に設定した場
合はRPTOUT3が有効になります。なお、プ
ログラマブルタイマを16ビットモードに設

_________
定した場合、TOUT2を出力することはでき
ません。

FOUTON: 00FF40H·D3
FOUT(fOSC1/fOSC3分周クロック)信号の出力制御を
行います。

"1"書き込み: FOUT信号出力
"0"書き込み: DC出力

読み出し: 可能

FOUTONはFOUT信号の出力制御レジスタで、"1"
を設定するとFOUT信号がP16ポート端子から出力
され、"0"を設定するとDC出力を行います。
このとき、I/OコントロールレジスタIOC16および
データレジスタP16Dの設定は無効になります。
イニシャルリセット時、FOUTONは"0"(DC出力)に
設定されます。

FOUT0~FOUT2: 00FF40H·D4~D6
FOUT信号の周波数を表5.7.6.2のとおり設定します。

表5.7.6.2　FOUT周波数の設定
FOUT2

1
1
1
1
0
0
0
0

FOUT周波数 
fOSC3 / 8
fOSC3 / 4
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

FOUT1
1
1
0
0
1
1
0
0

FOUT0
1
0
1
0
1
0
1
0

(fOSC1:  OSC1発振周波数、fOSC3:  OSC3発振周波数)

イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(fOSC1/1)
に設定されます。

5.7.7 プログラミング上の注意事項
(1) プルアップ抵抗を有効に設定したポート端子を

LOWレベルからHIGHレベルに変化させる場
合、プルアップ抵抗と端子の負荷容量等の時定
数によって波形立ち上がりに遅延が生じます。
このため、入出力兼用ポートの取り込みには適
切な待ち時間の設定が必要となります。
待ち時間は以下の式で求められる値以上を設定
してください。

待ち時間 = RIN × (CIN + 基板上の負荷容量) × 1.6 [sec]
RIN: プルアップ抵抗Max.値
CIN: 端子容量Max.値

(2)
__________ __________

特殊出力(TOUT0～3、TOUT2またはTOUT3、
FOUT)信号は出力制御レジスタ(PTOUT0～3、
RPTOUT2～3、FOUTON)とは非同期に発生し
ていますので、出力制御レジスタの設定による
信号のON/OFF時には1/2サイクル以内のハザー
ドが生じます。

(3) FOUTの周波数を"fOSC3/n"とする場合は、
FOUTを出力する以前にOSC3の発振をONさせ
る必要があります。
なお、OSC3発振回路をONにしてから発振が安
定するまでに数msec～数10msecの時間を必要
とします。したがって、不安定なFOUT信号が
外部に出力されることで不具合が生じる場合は
OSC3発振ONの後、充分な待ち時間をおいてか
らFOUTの出力を行ってください。(発振開始時
間は発振子、外付け部品によって変動します。
"8 電気的特性"に発振開始時間の一例を示しま
すので参照してください。)

(4)
__________ __________

特殊出力(TOUT0～3、TOUT2またはTOUT3、
FOUT)信号がイネーブルの状態でSLP命令を実
行した場合は、SLEEP状態からの復帰時に特殊
出力に不安定なクロックが出力されます。した
がって、SLEEP状態へ移行する場合は、SLP命
令の実行以前に特殊出力信号をディセーブル状
態に設定してください。
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5.8 シリアルインタフェース

5.8.1 シリアルインタフェースの構成
S1C88650はクロック同期式または調歩同期式の選
択が可能な全二重方式(調歩同期式選択時)のシリア
ルインタフェースを内蔵しています。
転送方式はソフトウェアによって選択でき、ク
ロック同期式を選択した場合は8ビットのデータ転
送が可能です。調歩同期式では7ビットまたは8
ビットのデータ転送が可能で、受信データのパリ
ティチェックおよび送信データへのパリティビッ
トの付加もソフトウェア選択によって自動的に行
えます。
図5.8.1.1にシリアルインタフェースの構成を示し
ます。

図5.8.1.1　シリアルインタフェースの構成

5.8.2 端子機能の切り換え
シリアルインタフェースの入出力端子S I N、_________ _________
SOUT、SCLK、SRDYは入出力兼用ポートP10～
P13と共用されており、シリアルインタフェースの
入出力端子として用いる場合はレジスタESIFに"1"
を書き込む必要があります。イニシャルリセット時
は入出力兼用ポート端子に設定されます。
シリアルインタフェースの入出力端子に設定され
る入出力兼用ポート端子はそれぞれの信号と転送
モードによって入出力方向が設定され、対応する
入出力兼用ポートのI/Oコントロールレジスタの設
定は無効となります。

表5.8.2.1　入出力端子の構成

端子 
P10

P11

P12

P13

シリアルインタフェース選択時 
SIN

SOUT

SCLK

SRDY

∗  転送モードにより使用する端子が異なります。

データバス 

SOUT(P11)

シリアル入出力制御 
&ステータスレジスタ 

受信データ 
バッファ 

割り込み 
制御回路 

シリアル入力 
制御回路 

受信データ 
シフトレジスタ 

送信データ 
シフトレジスタ 

シリアル出力 
制御回路 SIN(P10)

クロック 
制御回路 

READY出力 
制御回路 

SCLK(P12)

エラー 
検出回路 

SRDY(P13)スタートビット 
検出回路 

プログラマブルタイマ1アンダーフロー信号 

割り込み要求 
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使用する端子の構成は、レジスタSMD0および
SMD1によって設定する転送モードによって決まり
ます。
SIN、SOUTはそれぞれシリアルデータの入力、出
力端子で、クロック同期式および調歩同期式とも_________
に共通です。SCLKはクロック同期式専用で、同期_________
クロックの入出力端子となります。SRDYはクロッ
ク同期式スレーブモード専用で、送受信レディ信
号の出力端子となっています。調歩同期式を選択_________ _________
した場合はSCLKおよびSRDYを使用しませんの
で、P12、P13入出力兼用ポート端子は入出力兼用
ポートとして使用することができます。
同様に、クロック同期式マスタモードを選択した_________
場合はSRDYを使用しませんので、P13入出力兼用
ポート端子は入出力兼用ポートとして使用するこ
とができます。

5.8.3 転送モード
シリアルインタフェースの転送モードは、モード
選択レジスタSMD0およびSMD1の2ビットの設定
によって以下の4種類が選択できます。

表5.8.3.1　転送モード

モード 
調歩同期式8ビット 
調歩同期式7ビット 
クロック同期式スレーブ 
クロック同期式マスタ 

SMD1

1

1

0

0

SMD0

1

0

1

0

表5.8.3.2　転送モードによる端子設定

モード 
調歩同期式8ビット 
調歩同期式7ビット 
クロック同期式スレーブ 
クロック同期式マスタ 

SRDY

P13 
P13 
出力 
P13

SCLK

P12 
P12 
入力 
出力 

SOUT

出力 
出力 
出力 
出力 

SIN

入力 
入力 
入力 
入力 

イニシャルリセット時はクロック同期式マスタ
モードに設定されます。

■ クロック同期式マスタモード
本モードでは、内蔵シフトレジスタの同期ク
ロックとして内部クロックを使用する、本シリ
アルインタフェースをマスタとしたクロック同
期式8ビットシリアル転送が行えます。_________
同期クロックはSCLK端子からも出力され、外
部(スレーブ側)のシリアル入出力デバイスを制
御することができます。_________
このモードではSRDY端子を使用しませんの
で、この端子を入出力兼用ポートとして使用す
ることができます。
図5.8.3.1(a)にクロック同期式マスタモードにお
ける入出力端子の接続例を示します。

■ クロック同期式スレーブモード
本モードでは、 外部 (マスタ側) のシリアル入
出力デバイスから供給される同期クロックを使
用する、本シリアルインタフェースをスレーブ
としたクロック同期式8ビットシリアル転送が
行えます。 _________
同期クロックはSCLK端子より入力し、本シリ
アルインタフェースの同期クロックとして使用
します。_________
また、SRDY端子からは送受信レディ状態を示_________
すSRDY信号がシリアルインタフェースの動作
状態にしたがって出力されます。
スレーブモードではクロック源を選択するレジ
スタSCS0、SCS1の設定が無効となります。
図5.8.3.1(b)にクロック同期式スレーブモードに
おける入出力端子の接続例を示します。

■ 調歩同期式7ビットモード
このモードでは、調歩同期式7ビット転送が行
えます。データ受信時のパリティチェックおよ
びデータ送信時のパリティビットの付加(奇数/
偶数/なし)を指定でき、データをパリティなし7
ビットまたはパリティ付き7ビットとして処理
できます。このモードでは内部クロックを使用_________
しますので、SCLK端子は使用しません。ま_________
た、SRDY端子も使用しませんので、この2つ
の端子は入出力兼用ポートとして使用すること
ができます。
図5.8.3.1(c)に調歩同期式モードにおける入出力
端子の接続例を示します。

■ 調歩同期式8ビットモード
このモードでは、調歩同期式8ビット転送が行
えます。データ受信時のパリティチェックおよ
びデータ送信時のパリティビットの付加(奇数/
偶数/なし)を指定でき、データをパリティなし8
ビットまたはパリティ付き8ビットとして処理
できます。このモードでは内部クロックを使用_________
しますので、SCLK端子は使用しません。ま_________
た、SRDY端子も使用しませんので、この2つ
の端子は入出力兼用ポートとして使用すること
ができます。
図5.8.3.1(c)に調歩同期式モードにおける入出力
端子の接続例を示します。
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クロック同期式スレーブモードでは本レジスタの_________
設定は無効となり、SCLK端子より入力される外部
クロックが使用されます。

"プログラマブルタイマ"を選択した場合は、プログ
ラマブルタイマ1のアンダーフローを1/2分周した信
号がクロック源として使用されます。転送速度設
定の詳細については"5.10 プログラマブルタイマ"
を参照してください。
イニシャルリセット時は"fOSC3/16"が設定されます。

選択したクロックはさらに1/16に分周され、同期ク
ロックとして使用されます。 _________
また、クロック同期式スレーブモードのSCLKは外
部からの入力がそのまま使用されます。

表5.8.4.2にプログラマブルタイマをクロック源とした
場合の転送速度とOSC3発振周波数の例を示します。

OSC3発振回路の分周信号をクロック源とする場合
は、シリアルインタフェースを使用する以前に
OSC3の発振をONさせる必要があります。
なお、OSC3発振回路をONにしてから発振が安定
するまでに数msec～数10msecの時間を必要としま
す。したがって、シリアルインタフェースの送受
信開始はOSC3発振ONの後、充分な待ち時間をお
いてから行ってください。(発振開始時間は発振
子、外付け部品によって変動します。"8 電気的特
性"に発振開始時間の一例を示しますので参照して
ください。)
イニシャルリセット時、OSC3発振回路はON状態
に設定されます。

データ入力 

データ出力 

CLOCK入力 

READY出力 

SIN(P10)

SOUT(P11)

SCLK(P12)

入力ポート(Kxx)

外部シリアル 
デバイス 

S1C88650

(a)　クロック同期式マスタモード

SIN(P10)

SOUT(P11)

SCLK(P12)

SRDY(P13)

データ入力 

データ出力 

CLOCK出力 

READY入力 

外部シリアル 
デバイス 

S1C88650

(b)　クロック同期式スレーブモード

SIN(P10)

SOUT(P11)

データ入力 

データ出力 

外部シリアル 
デバイス 

S1C88650

(c)　調歩同期式  7ビット/8ビットモード

図5.8.3.1　シリアルインタフェース入出力端子の接続例

5.8.4 クロック源
クロック源はクロック選択レジスタSCS0、SCS1の2
ビットの設定によって以下の4種類が選択できます。

表5.8.4.1　クロック源

プログラマブルタイマ 
fOSC3 / 4 
fOSC3 / 8 
fOSC3 / 16

SCS1

1

1

0

0

SCS0

1

0

1

0

クロック源 

表5.8.4.2　転送速度とOSC3発振周波数

図5.8.4.1
同期クロックの分周

fOSC3

1/4
1/8
1/16

1/16
同期 
クロック 

SCLK
(クロック同期式スレーブモード)

分周 
回路 セレクタ セレクタ 

1/2プログラマブルタイマ1 
アンダーフロー信号 

OSC3 
発振回路 

転送速度 
(bps)

19,200

9,600

4,800

2,400

1,200

600

300

150

PST1X

00H

00H

00H

00H

00H

00H

02H

02H

RDR1X

03H

07H

0FH

1FH

3FH

7FH

1FH

3FH

PST1X

00H

00H

00H

00H

00H

00H

03H

03H

RDR1X

04H

09H

13H

27H

4FH

9FH

09H

13H

PST1X

00H

00H

00H

00H

00H

00H

01H

02H

RDR1X

05H

0BH

17H

2FH

5FH

BFH

BFH

5FH

fOSC3=2.4756MHz fOSC3=3.0720MHz fOSC3=3.6864MHz

OSC3発振周波数/プログラマブルタイマの設定 

∗  アンダーフロー信号を用いるためCDR1Xの値は影響しません。
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5.8.5 送受信の制御
以下に送受信の制御を行うレジスタ等を説明しま
す。送受信の制御手順と動作については次項より
モード別に説明しますので、そちらを参照してく
ださい。

■ シフトレジスタと受信データバッファ
本シリアルインタフェースには、送信と受信それ
ぞれに専用のシフトレジスタが設けられていま
す。このため、調歩同期式モード選択時には送信
と受信を同時に行う全二重通信が可能です。

TRXD0～TRXD7に書き込まれた送信データは
シフトレジスタによってシリアル変換され、
SOUT端子から出力されます。

受信部にはシフトレジスタとは別に受信データ
バッファが設けられています。
受信時には、SIN端子から入力されたデータ
が、シフトレジスタによってパラレル変換さ
れ、受信データバッファに書き込まれます。
受信データバッファの読み出しをシリアル入力
とは非同期にその動作中に行えるため、効率の
よい連続受信が行えます。
ただし、クロック同期式モードではバッファ機
能を使用しませんので、次のデータ受信が始ま
る前にデータを読み出す必要があります。

■ 送信許可レジスタ、送信制御ビット
送信の制御には、送信許可レジスタTXENと送
信制御ビットTXTRGを使用します。

送信許可レジスタTXENは送信の許可/禁止状態
を設定するレジスタです。このレジスタに"1"
を書き込んで送信を許可状態にすると、シフト
レジスタへのクロック入力がイネーブルとな
り、データの送信が行える状態となります。ク_________
ロック同期式モードでは、SCLK端子の同期ク
ロック入出力もイネーブルとなります。

送信制御ビットTXTRGは送信開始のトリガと
して使用します。
送信シフトレジスタに送信データを書き込み、
送信準備ができたところでTXTRGに"1"を書き
込み送信を開始させます。
割り込みを許可している場合は、送信が終了し
た時点で割り込みが発生します。
次の送信データがある場合は、この割り込み
を利用してデータの書き込みを行うことがで
きます。

また、TXTRGはステータスとして読み出しが
可能で、"1"の場合は送信動作中、"0"の場合は
送信停止中を示します。
詳細タイミングについては、各モードのタイミ
ングチャートをそれぞれ参照してください。

なお、送信を行わない場合はTXENを"0"とし
て、送信禁止状態に設定してください。

■ 受信許可レジスタ、受信制御ビット
受信の制御には、受信許可レジスタRXENと受
信制御ビットRXTRGを使用します。

受信許可レジスタRXENは受信の許可/禁止状態
を設定するレジスタです。このレジスタに"1"
を書き込んで受信を許可状態にすると、シフト
レジスタへのクロック入力がイネーブルとな
り、データの受信が行える状態となります。ク_________
ロック同期式モードでは、SCLK端子の同期ク
ロック入出力もイネーブルとなります。
これによって受信を開始し、SIN端子から入力
されるシリアルデータをシフトレジスタに取り
込みます。

受信制御ビットRXTRGは、クロック同期式と
調歩同期式で若干動作が異なります。

クロック同期式でのRXTRGは受信開始のトリ
ガとして使用します。
受信データを読み出し、次の受信準備ができた
ところでRXTRGに"1"を書き込み受信を開始さ
せます。(スレーブモードではRXTRGに"1"を書_________
き込んだところでSRDYが"0"となります。)

調歩同期式でのRXTRGは、次のデータの受信
準備に使用します。受信データバッファにある
受信データを読み出し、バッファが空となった
ことを知らせるためRXTRGに"1"を書き込みま
す。RXTRGに"1"を書き込まなかった場合は、
次の受信が終了した時点でオーバーランエラー
フラグOERが"1"にセットされます。(受信デー
タを読み出す動作とRXTRGに"1"を書き込む動
作との間に受信を終了した場合は、オーバーラ
ンエラーとなります。)

また、RXTRGはステータスとして読み出しが
可能で、クロック同期式、調歩同期式どちらの
モードでも"1"の場合は受信動作中、"0"の場合
は受信停止中を示します。
詳細タイミングについては、各モードのタイミ
ングチャートをそれぞれ参照してください。

なお、受信を行わない場合はRXENを"0"とし
て、受信禁止状態に設定してください。
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5.8.6 クロック同期式転送の動作
クロック同期式転送は8ビットデータを8個のク
ロックに同期させて転送する方式で、送信側、受
信側で同じ同期クロックを使用します。
本シリアルインタフェースをマスタモードで使用
する場合はSCS0、SCS1で選択したクロックを1/16
に分周したものが同期クロックとして使用され、_________
さらにSCLK端子を通してスレーブ側(外部のシリ
アル入出力デバイス)に出力されます。スレーブ
モードで使用する場合は、マスタ側(外部のシリア_________
ル入出力デバイス)からSCLK端子に入力されたク
ロックを同期クロックとして使用します。

クロック同期式モードでは1本のクロックライン_________
(SCLK)を送受信で共用するため、送信と受信を同
時に行うことはできません。(クロック同期式モー
ドでは半二重通信となります。)

転送データは8ビット固定で、LSB(ビット0)を先頭
にするかMSB(ビット7)を先頭にするかは、レジス
タにより切り換えることができます。

SCLK

LSB先頭 

データ D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7
LSB MSB

SCLK

MSB先頭 

データ D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
MSB LSB

図5.8.6.1　クロック同期式の転送データフォーマット

以下にクロック同期式転送を行う場合の初期化お
よび送受信の制御手順と動作について説明しま
す。シリアルインタフェース割り込みについては
"5.8.8 割り込み機能"を参照してください。

■ シリアルインタフェースの初期化
クロック同期式転送を行う場合には以下の初期
設定を行う必要があります。

(1) 送受信禁止に設定
シリアルインタフェースの設定は、送信許可レ
ジスタTXENおよび受信許可レジスタRXENに
それぞれ"0"を書き込んで、送受信を禁止にし
た状態で行ってください。
なお、この2つのレジスタは実際にデータ転送を
開始するまで、禁止状態に固定してください。

(2) ポート選択
イニシャルリセット時、シリアルインタフェー_________ _________
スの入出力端子SIN、SOUT、SCLK、SRDYは
入出力兼用ポート端子P10～P13に設定されます
ので、シリアルインタフェースイネーブルレジ
スタESIFに"1"を書き込んでこれらの端子をシ
リアルインタフェース用に設定します。

(3) 転送モードの設定
モード選択レジスタSMD0およびSMD1の2ビッ
トに以下のデータを書き込んでクロック同期式
モードを選択します。
マスタモード SMD0 = "0"、SMD1 = "0"
スレーブモード SMD0 = "1"、SMD1 = "0"

(4) クロック源の選択
マスタモードの場合はクロック源選択レジスタ
SCS0、SCS1の2ビットにデータを書き込んで同
期クロック源を選択します。(表5.8.4.1参照)
スレーブモードでは、この選択は不要です。

(2)～(4)の各レジスタは同一アドレス上に割り
付けられていますので、1命令で一度に設定が
可能です。
なお、このアドレスにはパリティイネーブルレ
ジスタEPRも割り付けられていますが、クロッ
ク同期式モードではパリティを必要としないた
め、その設定内容にかかわらずパリティチェッ
クは行われません。

(5) クロック源の制御
マスタモードを選択し、クロック源にプログラ
マブルタイマを選択した場合は、プログラマブ
ルタイマ側で転送速度の設定を行ってくださ
い。("5.10 プログラマブルタイマ"参照)
OSC3発振回路の分周信号をクロック源として
選択した場合は、データ転送を開始する以前に
OSC3の発振をONさせる必要があります。("5.4
発振回路"参照)

(6) シリアルデータの入出力順列
データ入出力順列選択レジスタSDPにより、シ
リアルデータの入出力の順列をLSBを先頭にす
るか、MSBを先頭にするか切り換えることがで
きます。SDPの設定はTRXD0～TRXD7にデー
タを設定する前に行ってください。
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■ データの送信手順
送信時の制御手順と動作は以下のとおりです。

(1) 送信許可レジスタTXENおよび受信許可レジス
タRXENに"0"を書き込み、シリアルインタ
フェースをリセットします。

(2) 送信許可レジスタTXENに"1"を書き込み、送信
許可状態に設定します。

(3) 送信するデータをTRXD0～TRXD7に書き込み
ます。

(4) マスタモードの場合は、必要に応じてスレーブ
側(外部シリアル入出力デバイス)の受信レディ
状態を確認してください。受信レディ状態にな
るまで待ちます。

(5) 送信制御ビットTXTRGに"1"を書き込み、送信
を開始させます。

マスタモードであれば、この制御によって同期
クロックがイネーブルとなり、送信用シフトレ_________
ジスタに供給されるとともにSCLK端子から出
力されます。 _________
スレーブモードでは、SCLK端子に同期クロッ
クが入力されるのを待ちます。
シフトレジスタの送信データは同期クロックの
各立ち下がりエッジで1ビットずつシフトさ
れ、SOUT端子より出力されます。最後のビッ
ト(LSB先頭の場合はMSB、MSB先頭の場合は
LSB)が出力されると、次の送信が開始されるま
でSOUT端子はそのレベルを保持します。

シフトレジスタのデータ送信が終了したところ
で、送信完了割り込み要因フラグFSTRAが"1"
にセットされます。割り込みが許可されている
場合は、この時点で送信完了割り込みが発生し
ます。
本割り込みを利用して次の送信データをセット
してください。

(6) 送信データのバイト数だけ(3)～(5)を繰り返
し、送信が終了した時点で送信許可レジスタ
TXENに"0"を書き込み、送信禁止状態に設定し
ます。

データ送信 

End

TXEN ← 0,

No

Yes

送信終了 ?

送信データをTRXD0 
～TRXD7にセット 

No

Yes

FSTRA = 1 ?

TXEN ← 0

TXTRG ←1

TXEN ←1

No

Yes

受信側レディ ?
マスタモードの場合 

RXEN ← 0

図5.8.6.2　クロック同期式の送信手順
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■ データの受信手順
受信時の制御手順と動作は以下のとおりです。

(1) 受信許可レジスタRXENおよび送信許可レジス
タTXENに"0"を書き込み、シリアルインタ
フェースをリセットします。

(2) 受信許可レジスタRXENに"1"を書き込み、受信
許可状態に設定します。

(3) マスタモードの場合は、必要に応じてスレーブ
側(外部シリアル入出力デバイス)の送信レディ
状態を確認してください。送信レディ状態にな
るまで待ちます。

(4) 受信制御ビットRXTRGに"1"を書き込み、受信
を開始させます。

マスタモードであれば、この制御によって同期
クロックがイネーブルとなり、受信用シフトレ_________
ジスタに供給されるとともにSCLK端子から出
力されます。

_________
スレーブモードでは、SCLK端子に同期クロッ
クが入力されるのを待ちます。
SIN端子から入力される受信データは同期ク
ロックの立ち上がりエッジに同期して順次シフ
トレジスタ内に取り込まれます。
8ビット目のデータが同期クロック最後(8個目)
の立ち上がりエッジで取り込まれたところで、
シフトレジスタ内のデータが受信データバッ
ファに転送され、受信完了割り込み要因フラグ
FSRECが"1"にセットされます。割り込みが許
可されている場合は、この時点で受信完了割り
込みが発生します。

(5) 受信完了割り込みを利用して、受信データを
TRXD0～TRXD7から読み出します。

(6) 受信データのバイト数だけ(3)～(5)を繰り返
し、受信が終了した時点で受信許可レジスタ
RXENに"0"を書き込み、受信禁止状態に設定し
ます。

データ受信 

End

RXEN ← 0,

No

Yes

受信終了 ?

TRXD0～TRXD7から 
受信データ読み出し 

No

Yes

FSREC = 1 ?

RXEN ← 0

RXTRG ←1

RXEN ←1

No

Yes

送信側レディ ?
マスタモードの場合 

TXEN ← 0

図5.8.6.3　クロック同期式の受信手順
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■
_________

送受信レディ(SRDY)信号
本シリアルインタフェースをクロック同期式ス
レーブモード(外部クロック入力)で使用する場
合は、マスタ側(外部のシリアル入出力デバイ
ス)に対して本シリアルインタフェースが送受_________
信可能かどうかを示すSRDY信号が出力されま_________
す。この信号はSRDY端子から出力され、本イ
ンタフェースが送信または受信可能なREADY
状態のときに"0"(LOWレベル)、送受信動作時
などのBUSY状態のときに"1"(HIGHレベル)と
なリます。_________
SRDY信号は送信制御ビットTXTRG、または受
信制御ビットRXTRGに"1"を書き込んだ直後に
"1"から"0"に変化し、初の同期クロックが入力
された時点(立ち下がりエッジ)で"0"から"1"に
戻ります。

マスタモードに設定した場合は、スレーブ側か
ら同様の信号を入力ポートまたは入出力兼用
ポートを使用して取り込み、転送の制御を行っ_________
てください。この場合、SRDY端子は設定され
ずP13端子が入出力兼用ポートとして機能しま
すので、このポートをその制御にあてることも
できます。

SCLK

RXTRG (RD)

SIN D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

RXEN

割り込み 

RXTRG (WR)

TRXD 7F 1stデータ 

SRDY

7F

SCLK

TXTRG (RD)

SOUT D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

TXEN

割り込み 

TXTRG (WR)

SRDY

(b) スレーブモード送信タイミング (d) スレーブモード受信タイミング

図5.8.6.4　タイミングチャート(クロック同期式転送、LSB先頭の場合)

SCLK

RXTRG (RD)

SIN D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

RXEN

割り込み 

RXTRG (WR)

TRXD 7F 1stデータ 

SCLK

TXTRG (RD)

SOUT D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

TXEN

割り込み 

TXTRG (WR)

(a) マスタモード送信タイミング (c) マスタモード受信タイミング

■ タイミングチャート
クロック同期式転送のタイミングチャートを
図5.8.6.4に示します。
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5.8.7 調歩同期式転送の動作
調歩同期式転送は、シリアル変換した各データの
前後にスタートビットとストップビットを付加し
て転送を行う方式です。この方式では、送信側、
受信側それぞれで完全に同期の一致したクロック
を用いる必要はなく、各データの前後に付けられ
たスタート/ストップビットで同期をとりながら転
送を行います。この転送モードを選択することに
よって、RS-232Cインタフェース機能などを容易に
実現することができます。
本インタフェースは送受信個別にシフトレジスタ
を持っており、送受信が同時に行える全二重方式
の転送が可能となっています。

転送データは、調歩同期式7ビットモードでは7ビッ
トデータ(パリティなし)または7ビットデータ+パリ
ティビットのいずれかが選択できます。調歩同期式
8ビットモードでは8ビットデータ(パリティなし)ま
たは8ビットデータ+パリティビットのいずれかが
同様に選択できます。パリティには偶数または奇数
が選択でき、受信データのパリティチェックおよび
送信データへのパリティビット付加を自動的に行い
ます。したがって、プログラムでパリティデータそ
のものを意識する必要はありません。
スタートビットは1ビット固定、ストップビットは
ストップビット選択レジスタSTPBにより、1ビッ
トまたは2ビットを選択できます。また、LSB(ビッ
ト0)を先頭とするかMSB(ビット7)を先頭とするか
は、データ入出力順列選択レジスタSDPにより切
り換えることができます。

サンプリング 
クロック 

8ビットデータ D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0s1 s2

7ビットデータ 
+パリティ D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 ps1 s2

8ビットデータ 
+パリティ D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0s1 p s2

s1 
s2 
p

:  スタートビット(Lowレベル, 1ビット) 
:  ストップビット(Highレベル, 1ビットまたは2ビット) 
:  パリティビット 

7ビットデータ D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0s1 s2

サンプリング 
クロック 

LSB先頭の場合 

MSB先頭の場合 

8ビットデータ D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7s1 s2

7ビットデータ 
+パリティ D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 ps1 s2

8ビットデータ 
+パリティ D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7s1 p s2

7ビットデータ D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6s1 s2

図5.8.7.1　調歩同期式の転送データフォーマット

以下に調歩同期式転送を行う場合の初期化および
送受信の制御手順と動作について説明します。
シリアルインタフェース割り込みについては"5.8.8
割り込み機能"を参照してください。

■ シリアルインタフェースの初期化
調歩同期式転送を行う場合には以下の初期設定
を行う必要があります。

(1) 送受信禁止に設定
シリアルインタフェースの設定は、送信許可レ
ジスタTXENおよび受信許可レジスタRXENに
それぞれ"0"を書き込んで、送受信を禁止にし
た状態で行ってください。
なお、この2つのレジスタは実際にデータ転送を
開始するまで、禁止状態に固定してください。

(2) ポート選択
イニシャルリセット時、シリアルインタフェー
スの入出力端子SIN、SOUTは入出力兼用ポー
ト端子P10、P11に設定されますので、シリアル
インタフェースイネーブルレジスタESIFに"1"
を書き込んでこれらの端子をシリアルインタ
フェース用に設定します。
クロック同期式モードにおいて設定される_________ _________
SCLK、SRDY端子は調歩同期式モードでは使
用しません。これらの端子は入出力兼用ポート
端子P12、P13として機能します。

(3) 転送モードの設定
モード選択レジスタSMD0およびSMD1の2ビッ
トに以下のデータを書き込んで調歩同期式モー
ドを選択します。
7ビットモード SMD0 = "0"、SMD1 = "1"
8ビットモード SMD0 = "1"、SMD1 = "1"

(4) パリティビットの選択
パリティビットをチェックおよび付加する場合
はパリティイネーブルレジスタEPRに"1"を書
き込んで"パリティチェックあり"に設定してく
ださい。この設定によって、調歩同期式7ビッ
トモードでは7ビットデータ+パリティビットの
データ構成に、調歩同期式8ビットモードでは8
ビットデータ+パリティビットのデータ構成に
それぞれ設定されます。この場合、受信時のパ
リティチェックと送信時のパリティビット付加
は、ハードウェアによって自動的に行われま
す。また、"パリティチェックあり"とした場合
は、さらにパリティモード選択レジスタPMDに
よって、パリティを"奇数"とするか"偶数"とす
るかを、選択する必要があります。

レジスタPMDに"0"を書き込んで"パリティ
チェックなし"を選択すると、調歩同期式7ビッ
トモードでは7ビットデータ(パリティなし)の
データ構成に、調歩同期式8ビットモードでは8
ビットデータ(パリティなし)のデータ構成にそ
れぞれ設定され、パリティチェックおよびパリ
ティビットの付加は行われません。



5　周辺回路と動作（シリアルインタフェース）

70 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

(5) クロック源の選択
クロック源選択レジスタSCS0およびSCS1の2
ビットにデータを書き込んでクロック源を選択
します。(表5.8.4.1参照)

(2)～(5)の各レジスタは同一アドレス上に割り
付けられていますので、1命令で一度に設定が
可能です。

(6) クロック源の制御
クロック源にプログラマブルタイマを選択した
場合は、プログラマブルタイマ側で転送速度の
設定を行ってください。("5.10 プログラマブル
タイマ"参照)
OSC3発振回路の分周信号をクロック源として
選択した場合は、データ転送を開始する以前に
OSC3の発振をONさせる必要があります。("5.4
発振回路"参照)

(7) ストップビット長の選択
ストップビット選択レジスタSTPBにより、ス
トップビットを1ビットにするか2ビットにする
かを選択することができます。

表5.8.7.1　ストップビットとパリティビットの設定

EPR

1

0

1

0

STPB

1

0

PMD

1

0

–

1

0

–

ストップビット
2ビット 
2ビット 
2ビット 
1ビット 
1ビット 
1ビット 

パリティビット
奇数 
偶数 
なし 
奇数 
偶数 
なし 

設　定

(8) シリアルデータの入出力順列
データ入出力順列選択レジスタSDPにより、シ
リアルデータの入出力の順列をLSBを先頭にす
るか、MSBを先頭にするか切り換えることがで
きます。SDPの設定はTRXD0～TRXD7にデー
タを設定する前に行ってください。

■ データの送信
送信時の制御手順と動作は以下のとおりです。

(1) 送信許可レジスタTXENに"0"を書き込み、シリ
アルインタフェースをリセットします。

(2) 送信許可レジスタTXENに"1"を書き込み、送信
許可状態に設定します。

(3) 送信するデータをTRXD0～TRXD7に書き込み
ます。
なお、7ビットデータ選択時は、TRXD7のデー
タは無効となります。

データ送信 

End

TXEN ← 0

No

Yes

送信終了 ?

送信データをTRXD0 
～TRXD7にセット 

No

Yes

FSTRA = 1 ?

TXEN ← 0

TXTRG ←1

TXEN ←1

(4) 送信制御ビットTXTRGに"1"を書き込み、送信
を開始させます。
この制御によってシフトクロックがイネーブル
となり、その立ち下がりエッジに同期してス
タートビット(LOW)がSOUT端子に出力されま
す。シフトレジスタに設定された送信データ
は、その後のクロックの各立ち下がりエッジで
1ビットずつシフトされSOUT端子より出力され
ます。データ出力後はストップビット(HIGH)
が出力され、次のスタートビットの出力まで
HIGHレベルが保持されます。
送信が終了したところで、送信完了割り込み要
因フラグFSTRAが"1"にセットされます。割り
込みが許可されている場合は、この時点で送信
完了割り込みが発生します。
本割り込みを利用して次の送信データをセット
してください。

(5) 送信データのバイト数だけ(3)～(4)を繰り返
し、送信が終了した時点で送信許可レジスタ
TXENに"0"を書き込み、送信禁止状態に設定し
ます。

図5.8.7.2　調歩同期式の送信手順
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■ データの受信
受信時の制御手順と動作は以下のとおりです。

(1) 受信許可レジスタRXENに"0"を書き込んで受信
禁止状態に設定し、パリティエラー、オーバー
ランエラー、フレーミングエラーの発生を示す
PERフラグ、OERフラグ、FERフラグをそれぞ
れリセットします。

(2) 受信許可レジスタRXENに"1"を書き込み、受信
許可状態に設定します。

(3) SIN端子にスタートビット(LOW)が入力された
時点からシフトクロックがイネーブルとなり、
受信データが2個目以降のクロックの立ち上が
りエッジに同期して順次シフトレジスタ内に取
り込まれます。

データビットが取り込まれた後、ストップビッ
トがチェックされ、HIGHレベルでない場合に
はフレーミングエラーとなり、エラー割り込み
要因フラグFSERRが"1"にセットされます。割
り込みが許可されている場合には、この時点で
エラー割り込みが発生します。

受信が終了すると、シフトレジスタ内のデータ
が受信データバッファに転送され、受信完了割
り込み要因フラグFSRECが"1"にセットされま
す。割り込みが許可されている場合には、この
時点で受信完了割り込みが発生します。(オー
バーランエラー発生時は割り込み要因フラグ
FSRECは"1"にセットされず、受信完了割り込
みも発生しません。)

また、"パリティチェックあり"を選択している
場合は、シフトレジスタから受信データバッ
ファにデータが転送される際にパリティチェッ
クが行われ、パリティエラーが検出された場合
にはエラー割り込み要因フラグFSERRが"1"に
セットされます。割り込みを許可している場合
には、前記フレーミングエラー同様この時点で
エラー割り込みが発生します。

(4) 受信完了割り込みを利用して、受信データを
TRXD0～TRXD7から読み出します。

End

RXEN ←1

No

Yes

受信割り込み?

Yes

受信終了 ?

TRXD0～TRXD7から 
受信データ読み出し 

RXEN ← 0

RXTRG ←1

No

Yesエラー発生 ?

エラー処理 

データ受信 

RXEN ← 0

PER, OER, FER 
エラーフラグをリセット 

No

図5.8.7.3　調歩同期式の受信手順

(5) 受信制御ビットRXTRGに"1"を書き込み、受信
データが読み出されたことを知らせます。

RXTRGに"1"を書き込む以前に次のデータを受
信すると、オーバーランエラーと認識され、エ
ラー割り込み要因フラグFSERRが"1"にセット
されます。割り込みを許可している場合には、
前記フレーミングエラー、パリティエラー同様
この時点でエラー割り込みが発生します。

(6) 受信データのバイト数だけ(3)～(5)を繰り返
し、受信が終了した時点で受信許可レジスタ
RXENに"0"を書き込み、受信禁止状態に設定し
ます。
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■ 受信エラー
受信時には以下の3種類のエラーを、割り込み
によって検出することができます。

(1) パリティエラー
レジスタEPRに"1"を書き込んで"パリティ
チェックあり"を選択した場合には、受信時に
パリティチェック(垂直パリティチェック)が行
われます。これは送信データ(1キャラクタ)中の
"1"のビット数の合計にパリティを加え、その
数が奇数か偶数かをパリティビットにのせて送
信し、それを受信側でチェックする方式です。
パリティチェックはシフトレジスタに受信され
たデータが受信データバッファに転送される際
に行われ、データ(パリティビット含)中の"1"の
ビット数がレジスタPMDで設定した奇数または
偶数パリティと整合がとれるかをチェックしま
す。このとき、不整合となった場合にはパリ
ティエラーと認識され、パリティエラーフラグ
PERおよびエラー割り込み要因フラグFSERRが
"1"にセットされます。割り込みを許可してい
る場合は、この時点でエラー割り込みが発生し
ます。なお、フラグPERは"1"を書き込むこと
によって"0"にリセットされます。
本エラーが発生した場合でも、その受信データ
は受信データバッファに転送され、受信動作も
継続されます。ただし、その時点での受信デー
タはパリティエラーのため保証されません。

(2) フレーミングエラー
調歩同期式転送ではスタートビット("0")とストッ
プビット("1")で1キャラクタごとに同期をとって
います。ストップビットを"0"として受信した場
合、シリアルインタフェースは同期ずれと判断し
てフレーミングエラーを発生します。
本エラーが発生すると、フレーミングエラーフ
ラグFERおよびエラー割り込み要因フラグ
FSERRが"1"にセットされます。割り込みを許
可している場合は、この時点でエラー割り込み
が発生します。なお、フラグFERは"1"を書き
込むことによって"0"にリセットされます。
本エラーが発生した場合でも、その受信データ
は受信データバッファに転送され、受信動作も
継続されます。ただし、以後のデータ受信でフ
レーミングエラ－とならない場合でも、それら
のデータは保証されません。

(3) オーバーランエラー
RXTRGに"1"を書き込む前に次のデータを受信
すると、前回の受信データが上書きされるため
オーバーランエラーが発生します。
本エラーが発生すると、オーバーランエラーフ
ラグOERおよびエラー割り込み要因フラグ
FSERRが"1"にセットされます。割り込みを許
可している場合は、この時点でエラー割り込み
が発生します。なお、フラグOERは"1"を書き
込むことによって"0"にリセットされます。
本エラーが発生した場合でも、その受信データ
は受信データバッファに転送され、受信動作も
継続されます。なお、RXTRGに"1"を書き込む
タイミングと受信データが受信データバッファ
に転送されるタイミングが重なった場合は、
オーバーランエラーと認識されます。

■ タイミングチャート
調歩同期式転送のタイミングチャートを図
5.8.7.4に示します。
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TXEN 
 
TXTRG (RD) 
 
TXTRG (WR) 
 
 
 
SOUT 
 
割り込み 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

 (8ビットモード/パリティなし)

サンプリング 
クロック 

5.8.8 割り込み機能
本シリアルインタフェースには以下に示す3種類の
割り込みを発生させる機能があります。

•  送信完了割り込み
•  受信完了割り込み
•  エラー割り込み

それぞれの割り込み要因に対して割り込み要因フ
ラグFSxxxと割り込みイネーブルレジスタESxxxが
設けられており、割り込みの許可/禁止をソフト
ウェアによって設定することができます。また、
CPUに対するシリアルインタフェース割り込みの
優先レベルを割り込みプライオリティレジスタ
PSIF0、PSIF1によって任意のレベル(0～3)に設定
できます。
上記、割り込み制御レジスタの詳細と割り込み発
生後の動作については、"5.14 割り込みとスタンバ
イ状態"を参照してください。
図5.8.8.1にシリアルインタフェース割り込み回路の
構成を示します。

■ 送信完了割り込み
本割り込み要因は、シフトレジスタに書き込ん
だデータの送信が終了した時点で発生し、割り
込み要因フラグFSTRAを"1"にセットします。
このとき、割り込みイネーブルレジスタ
ESTRAが"1"で、かつ割り込みプライオリティ
レジスタPSIF0、PSIF1がインタラプトフラグ
(I0、I1)より高いレベルに設定されている場
合、CPUに対し割り込みが発生します。
割り込みイネーブルレジスタESTRAに"0"が設
定され、割り込みが禁止されている場合は、
CPUに対する割り込みは発生しません。ただ
し、この場合でも割り込み要因フラグFSTRAは
"1"にセットされます。
割り込み要因フラグFSTRAは"1"を書き込むこ
とによって"0"にリセットされます。

本割り込み要因の発生によって、次の送信デー
タのセットと送信開始の制御(TXTRGに"1"を書
き込む)を行うことができます。

本割り込み要因の例外処理ベクタアドレスは、
次のとおり設定されています。

送信完了割り込み: 00002CH

RXEN 
 
RXTRG (RD) 
 
RXTRG (WR) 
 
 
 
SIN 
 
TRXD 
 
OER制御信号 
 
OER 
 
割り込み 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7D2 D3 D4 D5

1stデータ 2ndデータ 
 (8ビットモード/パリティなし)

サンプリング 
クロック 

(a) 送信タイミング

(b) 受信タイミング

図5.8.7.4　タイミングチャート(調歩同期式転送、LSB先頭、ストップビット=1ビットの場合)
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図5.8.8.1　シリアルインタフェース割り込み回路の構成

デ
ー
タ
バ
ス
 

割り込み 
要求 

アドレス 

エラー発生 割り込み要因 
フラグ  FSERR

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ESERR

アドレス 

受信終了 割り込み要因 
フラグ  FSREC

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ESREC

アドレス 

送信終了 割り込み要因 
フラグ  FSTRA

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ESTRA

割り込み優先 
レベル判定回路 

アドレス 

割り込みプライオリティ 
レジスタ  PSIF0, PSIF1

■ 受信完了割り込み
本割り込み要因は、受信が完了してシフトレジ
スタに取り込まれた受信データが受信データ
バッファに転送された時点で発生し、割り込み
要因フラグFSRECを"1"にセットします。この
とき、割り込みイネーブルレジスタESRECが
"1"で、かつ割り込みプライオリティレジスタ
PSIF0、PSIF1がインタラプトフラグ(I0、I1)よ
り高いレベルに設定されている場合、CPUに対
し割り込みが発生します。
割り込みイネーブルレジスタESRECに"0"が設
定され、割り込みが禁止されている場合は、
CPUに対する割り込みは発生しません。ただ
し、この場合でも割り込み要因フラグFSRECは
"1"にセットされます。
割り込み要因フラグFSRECは"1"を書き込むこ
とによって"0"にリセットされます。

本割り込み要因の発生により、受信データの読
み出しが可能となります。
なお、パリティエラーおよびフレーミングエ
ラー発生時にも割り込み要因フラグFSRECは
"1"にセットされます。

本割り込み要因の例外処理ベクタアドレスは、
次のとおり設定されています。

受信完了割り込み: 00002AH

■ エラー割り込み
本割り込み要因は、受信時にパリティエラー、
フレーミングエラー、オーバーランエラーが検
出された時点で発生し、割り込み要因フラグ
FSERRを"1"にセットします。このとき、割り
込みイネーブルレジスタESERRが"1"で、かつ
割り込みプライオリティレジスタPSIF0、PSIF1
がインタラプトフラグ(I0、I1)より高いレベル
に設定されている場合、CPUに対し割り込みが
発生します。
割り込みイネーブルレジスタESERRに"0"が設
定され、割り込みが禁止されている場合は、
CPUに対する割り込みは発生しません。ただ
し、この場合でも割り込み要因フラグFSERRは
"1"にセットされます。
割り込み要因フラグFSERRは"1"を書き込むこ
とによって"0"にリセットされます。

3種類のエラーとも同一の割り込み要因となっ
ていますので、発生したエラーの識別はエラー
フラグPER(パリティエラー)、OER(オーバーラ
ンエラー)、FER(フレーミングエラー)で行って
ください。

本割り込み要因の例外処理ベクタアドレスは、
次のとおり設定されています。

エラー割り込み: 000028H
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5.8.9 シリアルインタフェースの制御方法
表5.8.9.1にシリアルインタフェースの制御ビットを示します。

表5.8.9.1(a)　シリアルインタフェースの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF48 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

EPR

PMD

SCS1

SCS0

SMD1

SMD0

ESIF

– –

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

– –

SCS1

1

1

0

0

SCS0

1

0

1

0

クロック源 
プログラマブルタイマ 
fOSC3 / 4

fOSC3 / 8

fOSC3 / 16

SMD1

1

1

0

0

SMD0

1

0

1

0

モード 
調歩同期式8ビット 
調歩同期式7ビット 
クロック同期式スレーブ 
クロック同期式マスタ 

パリティイネーブルレジスタ 
パリティモード選択 
クロック源選択 
 
 
 
 
 
シリアルI/Fモード選択 
 
 
 
 
 
シリアルI/Fイネーブルレジスタ 

パリティ付き 

奇数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリアルI / F

パリティなし 

偶数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I / Oポート 

読み出し時は"0"  

調歩同期式のみ 

 

クロック同期式 

スレーブモード 

では外部クロック 

が選択される 

00FF49 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

FER

PER

OER

RXTRG

RXEN

TXTRG

TXEN

– 読み出し時は"0" 

調歩同期式のみ 

–

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

– –

R

W

R

W

R

W

R

W

R

W

シリアルI/F 
フレーミングエラーフラグ 
シリアルI/F 
パリティエラーフラグ 
シリアルI/F 
オーバーランエラーフラグ 
シリアルI/F受信トリガ/ステータス 
 
シリアルI/F受信許可 
シリアルI/F送信トリガ/ステータス 
 
シリアルI/F送信許可 

エラー 

リセット(0) 

エラー 

リセット(0) 

エラー 

リセット(0) 

受信中 

トリガ 

許可 

送信中 

トリガ 

許可 

エラーなし 

無効 

エラーなし 

無効 

エラーなし 

無効 

停止中 

無効 

禁止 

停止中 

無効 

禁止 

00FF4A D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

TRXD7

TRXD6

TRXD5

TRXD4

TRXD3

TRXD2

TRXD1

TRXD0

X R/WHigh Low

シリアルI/F送受信データD7 (MSB) 
シリアルI/F送受信データD6 
シリアルI/F送受信データD5 
シリアルI/F送受信データD4 
シリアルI/F送受信データD3 
シリアルI/F送受信データD2 
シリアルI/F送受信データD1 
シリアルI/F送受信データD0 (LSB)

00FF4B D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

–

STPB

SDP

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

– 
ストップビット選択 
データ入出力順列選択レジスタ 

–

–

–

–

–

–

2ビット

MSB先頭 

–

–

–

–

–

–

1ビット

LSB先頭 
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表5.8.9.1(b)　シリアルインタフェースの制御ビット

ESIF: 00FF48H·D0
シリアルインタフェース用端子(P10～P13)の設定
を行います。

"1"書き込み: シリアル入出力端子
"0"書き込み: 入出力兼用ポート端子

読み出し: 可能

ESIFはシリアルインタフェースイネーブルレジス
タで、"1"を書き込んだ場合はP10～P13端子がシリ_________ _________
アル入出力端子(SIN、SOUT、SCLK、SRDY)とな
り、"0"を書き込んだ場合は入出力兼用ポート端子
となります。
なお、転送モードによる端子の設定は表5.8.3.2を参
照してください。
イニシャルリセット時、ESIFは"0"(入出力兼用ポー
ト)に設定されます。

SMD0, SMD1: 00FF48H·D1, D2
転送モードを表5.8.9.2のとおり設定します。

表5.8.9.2　転送モードの設定

モード 
調歩同期式8ビット 
調歩同期式7ビット 
クロック同期式スレーブ 
クロック同期式マスタ 

SMD1

1

1

0

0

SMD0

1

0

1

0

SMD0、SMD1は読み出しも可能です。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(クロック
同期式マスタモード)に設定されます。

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF20 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PK01

PK00

PSIF1

PSIF0

–

–

PTM1

PTM0

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

K00～K07割り込み 
プライオリティレジスタ 
シリアルインタフェース割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

– 
計時タイマ割り込み 
プライオリティレジスタ 

PK01
PSIF1

1
1
0
0

優先 
レベル 

PK00
PSIF0

1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

PTM1
1
1
0
0

優先レベル PTM0
1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF23 –

–

–

–

–

ESERR

ESREC

ESTRA

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

– 
シリアルI/F(エラー)割り込みイネーブル 
シリアルI/F(受信)割り込みイネーブル 
シリアルI/F(送信)割り込みイネーブル 

–

–

–

–

– 

割り込み 

許可 

–

–

–

–

– 

割り込み 

禁止 

00FF27 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

FSERR

FSREC

FSTRA

–

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

– 
シリアルI/F(エラー)割り込み要因フラグ 
シリアルI/F(受信)割り込み要因フラグ 
シリアルI/F(送信)割り込み要因フラグ 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

(R) 
割り込みあり 

(W) 
リセット 

(R) 
割り込みなし 

(W) 
無効 
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SCS0, SCS1: 00FF48H·D3, D4
クロック源を表5.8.9.3のとおり選択します。

表5.8.9.3　クロック源の選択

プログラマブルタイマ 
fOSC3 / 4 
fOSC3 / 8 
fOSC3 / 16

SCS1

1

1

0

0

SCS0

1

0

1

0

クロック源 

SCS0、SCS1は読み出しも可能です。
クロック同期式スレーブモードでは、本レジスタ
の設定は無効です。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(fOSC3/16)
に設定されます。

SDP: 00FF4BH·D0
シリアルデータの入出力順列を選択します。

"1"書き込み: MSB先頭
"0"書き込み: LSB先頭

読み出し: 可能

データの入出力をMSB先頭で行うか、LSB先頭で
行うか選択します。
イニシャルリセット時、SDPは"0"(LSB先頭)に設定
されます。

STPB: 00FF4BH·D1
調歩同期式転送を行う場合のストップビット長を
選択します。

"1"書き込み: 2ビット
"0"書き込み: 1ビット

読み出し: 可能

STPBは調歩同期式転送時にのみ有効なストップ
ビット選択レジスタです。"1"を書き込むとストッ
プビットが2ビットに、"0"を書き込むと1ビットに
なります。スタートビットは1ビットに固定です。
クロック同期式転送を行う場合、スタート/ストッ
プビットを付加することはできません。よって、
STPBの設定も無効となります。
イニシャルリセット時、STPBは"0"(1ビット)に設
定されます。

EPR: 00FF48H·D6
パリティ機能を選択します。

"1"書き込み: パリティあり
"0"書き込み: パリティなし

読み出し: 可能

受信データのパリティチェックおよび送信データへ
のパリティビットの付加を行うか行わないかを選択
します。EPRに"1"を書き込むと受信データの最上位
ビットがパリティビットと見なされてパリティ
チェックが行われます。

送信データに対してはパリティビットが自動的に付
加されます。"0"を書き込んだ場合はチェックおよび
付加は行われません。
パリティは調歩同期式モードの場合にのみ有効
で、クロック同期式モードではEPRの設定は無効
となります。
イニシャルリセット時、EPRは"0"(パリティなし)
に設定されます。

PMD: 00FF48H·D5
奇数パリティ/偶数パリティを選択します。

"1"書き込み: 奇数パリティ
"0"書き込み: 偶数パリティ

読み出し: 可能

PMDに"1"を書き込むと奇数パリティが選択され、
"0"を書き込むと偶数パリティが選択されます。パリ
ティチェックおよびパリティビットの付加はEPRに
"1"が書き込まれている場合にのみ有効で、EPRに
"0"が書き込まれている場合は、PMDによる奇数パ
リティ/偶数パリティの設定は無効となります。
イニシャルリセット時、PMDは"0"(偶数パリティ)
に設定されます。

TXEN: 00FF49H·D0
シリアルインタフェースを送信許可状態に設定し
ます。

"1"書き込み: 送信許可
"0"書き込み: 送信禁止

読み出し: 可能

TXENに"1"を書き込むとシリアルインタフェース
が送信許可状態となり、"0"を書き込むと送信禁止
状態となります。
シリアルインタフェースのモード初期設定等を行
う場合は、TXENを"0"に設定してください。
イニシャルリセット時、TXENは"0"(送信禁止)に設
定されます。

TXTRG: 00FF49H·D1
送信開始のトリガ/動作状態(送信中/停止中)を示す
ステータスとして機能します。

"1"読み出し: 送信中
"0"読み出し: 停止中

"1"書き込み: 送信開始
"0"書き込み: 無効

送信データを書き込んだ後、TXTRGに"1"を書き込
むことで送信処理を開始します。
TXTRGはステータスとして読み出しが可能で、"1"
の場合は送信動作中、"0"の場合は送信停止中を示
します。
イニシャルリセット時、TXTRGは"0"(停止中)に設
定されます。



5　周辺回路と動作（シリアルインタフェース）

78 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

RXEN: 00FF49H·D2
シリアルインタフェースを受信許可状態に設定し
ます。

"1"書き込み: 受信許可
"0"書き込み: 受信禁止

読み出し: 可能

RXENに"1"を書き込むとシリアルインタフェース
が受信許可状態となり、"0"を書き込むと受信禁止
状態となります。
シリアルインタフェースのモード初期設定等を行
う場合は、RXENを"0"に設定してください。
イニシャルリセット時、RXENは"0"(受信禁止)に
設定されます。

RXTRG: 00FF49H·D3
受信開始のトリガ/次のデータの受信準備/動作状態(受
信中/停止中)を示すステータスとして機能します。

"1"読み出し: 受信中
"0"読み出し: 停止中

"1"書き込み: 受信開始/次のデータの受信準備
"0"書き込み: 無効

RXTRGは、クロック同期式と調歩同期式で若干動
作が異なります。

クロック同期式でのRXTRGは受信開始のトリガと
して使用します。
受信データを読み出し、次の受信準備ができたと
ころでRXTRGに"1"を書き込み受信を開始させま
す。(スレーブモードではRXTRGに"1"を書き込ん_________
だところでSRDYが"0"となります。)

調歩同期式でのRXTRGは、次のデータの受信準備
に使用します。受信データバッファにある受信
データを読み出し、バッファが空となったことを
知らせるためRXTRGに"1 "を書き込みます。
RXTRGに"1"を書き込まなかった場合、次の受信
が終了した時点でオーバーランエラーフラグOER
が"1"にセットされます。(受信データを読み出す動
作とRXTRGに"1"を書き込む動作との間に受信を
終了した場合はオーバーランエラーとなります。)

また、RXTRGはステータスとして読み出しが可能
で、クロック同期式、調歩同期式どちらのモード
でも"1"の場合は受信動作中、"0"の場合は受信停止
中を示します。
イニシャルリセット時、RXTRGは"0"(停止中)に設
定されます。

TRXD0~TRXD7: 00FF4AH

送信時
送信データを送信シフトレジスタに書き込みます。

"1"書き込み: HIGHレベル
"0"書き込み: LOWレベル

送信開始前に送信データを書き込みます。
連続送信の場合、データの書き込みは送信完了割
り込みを待ってから行ってください。
調歩同期式7ビットモードにおいてはTRXD7が無効
となります。
SOUT端子からはシリアル変換されたデータが、
"1"に設定されたビットがHIGH(VDD)レベル、"0"
に設定されたビットがLOW(VSS)レベルとして出力
されます。

受信時
受信データを読み出します。

"1"読み出し: HIGHレベル
"0"読み出し: LOWレベル

受信データバッファのデータが読み出せます。
シフトレジスタが本バッファとは別に設けられて
いますので、調歩同期式モードでは受信動作中に
データの読み出しが行えます。(クロック同期式
モードではバッファ機能を使用しません。)
データの読み出しは受信完了割り込みを待ってか
ら行ってください。
調歩同期式7ビットモードにおいてパリティチェッ
クを行っている場合、パリティビットに対応する8
ビット目(TRXD7)には"0"がロードされます。
SIN端子から入力されたシリアルデータはHIGH
(VDD)レベルのビットを"1"、LOW(VSS)レベルの
ビットを"0"としてパラレル変換され、本バッファ
にロードされます。
イニシャルリセット時、バッファの内容は不定と
なります。

OER: 00FF49H·D4
オーバーランエラーの発生を示します。

"1"読み出し: エラーあり
"0"読み出し: エラーなし

"1"書き込み: "0"にリセット
"0"書き込み: 無効

OERはオーバーランエラーの発生を示すエラーフ
ラグで、エラーが発生した場合に"1"となります。
オーバーランエラーは調歩同期式モードの受信に
おいて、RXTRGに"1"を書き込む前に次のデータ
の受信を完了した場合に発生します。
OERは"1"を書き込むことで"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、およびRXENが"0"のとき
OERは"0"(エラーなし)に設定されます。
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PER: 00FF49H·D5
パリティエラーの発生を示します。

"1"読み出し: エラーあり
"0"読み出し: エラーなし

"1"書き込み: "0"にリセット
"0"書き込み: 無効

PERはパリティエラーの発生を示すエラーフラグ
で、エラーが発生した場合に"1"となります。
パリティエラーは調歩同期式モードでパリティ
チェックを行っている場合に、パリティの合って
いないデータを受信すると発生します。
PERは"1"を書き込むことで"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、およびRXENが"0"のと
き、PERは"0"(エラーなし)に設定されます。

FER: 00FF49H·D6
フレーミングエラーの発生を示します。

"1"読み出し: エラーあり
"0"読み出し: エラーなし

"1"書き込み: "0"にリセット
"0"書き込み: 無効

FERはフレーミングエラーの発生を示すエラーフ
ラグで、エラーが発生した場合に"1"となります。
フレーミングエラーは調歩同期式モードの受信に
おいて、ストップビットが"0"になっていた場合に
発生します。
FERは"1"を書き込むことで"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、およびRXENが"0"のとき
FERは"0"(エラーなし)に設定されます。

PSIF0, PSIF1: 00FF20H·D4, D5
シリアルインタフェース割り込みの優先レベルを
設定します。
PSIF0、PSIF1はシリアルインタフェース割り込み
に対応した割り込みプライオリティレジスタで、
設定できる割り込み優先レベルは表5.8.9.4のとおり
です。

表5.8.9.4　割り込み優先レベルの設定

PSIF1

1

1

0

0

割り込み優先レベル 

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

PSIF0

1

0

1

0

(IRQ3) 
(IRQ2) 
(IRQ1) 
(なし)

イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(レベル0)
に設定されます。

ESTRA, ESREC, ESERR: 00FF23H·D0, D1, D2
CPUに対する割り込みの発生を許可または禁止し
ます。

"1"書き込み: 割り込み許可
"0"書き込み: 割り込み禁止

読み出し: 可能

ESTRA、ESREC、ESERRはそれぞれ送信完了、受
信完了、受信エラーの割り込み要因に対応する割
り込みイネーブルレジスタで、"1"に設定した割り
込みが許可され、"0"に設定した割り込みが禁止さ
れます。
イニシャルリセット時、本レジスタはすべて"0"(割
り込み禁止)に設定されます。

FSTRA, FSREC, FSERR: 00FF27H·D0, D1, D2
シリアルインタフェース割り込みの発生状態を示
します。

"1"読み出し: 割り込み要因あり
"0"読み出し: 割り込み要因なし

"1"書き込み: 要因フラグをリセット
"0"書き込み: 無効

FSTRA、FSREC、FSERRはそれぞれ送信完了、受
信完了、受信エラーの割り込みに対応する割り込
み要因フラグで、それぞれの要因の発生により"1"
にセットされます。
送信完了割り込み要因は、シフトレジスタのデー
タ送信が終了したところで発生します。
受信完了割り込み要因は、受信データが受信デー
タバッファに転送されたところで発生します。
受信エラー割り込み要因は、データ受信時にパリ
ティエラー、フレーミングエラー、オーバーラン
エラーが検出された場合に発生します。
このとき、対応する割り込みイネーブルレジスタ
が"1"で、かつ対応する割り込みプライオリティレ
ジスタがインタラプトフラグ(I0、I1)より高いレベ
ルに設定されている場合、CPUに対し割り込みが
発生します。
割り込み要因フラグは割り込みイネーブルレジス
タや割り込みプライオリティレジスタの設定にか
かわらず、割り込み発生条件の成立により"1"に
セットされます。
割り込み発生後、次の割り込みを受け付けるに
は、インタラプトフラグの再設定(割り込みプライ
オリティレジスタが示すレベルより低いレベルを
インタラプトフラグに設定するか、RETE命令を実
行する。)と割り込み要因フラグのリセットが必要
で、割り込み要因フラグは"1"を書き込むことに
よって"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、本フラグはすべて"0"にリ
セットされます。
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5.8.10 プログラミング上の注意事項
(1) シリアルインタフェースのモード初期設定は、

送受信が禁止の状態(TXEN=RXEN="0")で行っ
てください。

(2) シリアルインタフェースが送信(受信)中のとき
は、TXTRG(RXTRG)に対して二重トリガ("1"書
き込み)は行わないでください。また、SLP命令
も実行しないでください。(SLP命令を実行する
場合はTXEN=RXEN="0"としてください。)

(3) クロック同期式モードでは1本のクロックライ_________
ン(SCLK)を送受信で共用するため、送信と受
信を同時に行うことはできません。したがっ
て、TXTRG(RXTRG)が"1"の最中はRXTRG
(TXTRG)に"1"は書き込まないでください。

(4) 調歩同期式モードにおいて、受信時にパリティ
エラーおよびフレーミングエラーが発生した場
合は受信エラー割り込み要因フラグFSERRは、
受信完了割り込み要因フラグFSRECに対して表
5.8.10.1に示す時間早く"1"にセットされます。
したがって、エラー処理ルーチン等で待ち時間
を設けて、受信完了割り込み要因フラグFSREC
を"0"にリセットしてください。
なお、オーバーランエラー発生時には受信完了
割り込み要因フラグFSRECは"1"にセットされ
ず、受信完了割り込みも発生しません。

表5.8.10.1　エラー発生時のFSERRとFSRECの時間差

クロック源 
fOSC3 / n 
プログラマブルタイマ 

時間差 
fOSC3 / n の1/2周期 
タイマ1アンダーフローの1周期 

(5) OSC3発振回路の分周信号をクロック源とする場
合は、シリアルインタフェースを使用する以前
にOSC3の発振をONさせる必要があります。
なお、OSC3発振回路をONにしてから発振が安
定するまでに数msec～数10msecの時間を必要
とします。したがって、シリアルインタフェー
スの送受信開始はOSC3発振ONの後、充分な待
ち時間をおいてから行ってください。(発振開
始時間は発振子、外付け部品によって変動しま
す。"8 電気的特性"に発振開始時間の一例を示
しますので参照してください。)
イニシャルリセット時、OSC3発振回路はON状
態に設定されます。
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5.9 計時タイマ

5.9.1 計時タイマの構成
S1C88650はOSC1発振回路を原振とする計時タイ
マを内蔵しています。計時タイマはfOSC1を分周し
た256Hz信号を入力クロックとする8ビットのバイ
ナリカウンタで構成され、各ビット(128～1Hz)の
データをソフトウェアによって読み出すことがで
きます。
通常はこの計時タイマを、時計などのような各種
の計時機能に使用します。
図5.9.1.1に計時タイマの構成を示します。

5.9.2 割り込み機能
計時タイマは32Hz、8Hz、2Hz、1Hzの各信号に
よって割り込みを発生させることができます。
図5.9.2.1に計時タイマ割り込み回路の構成を示します。

32Hz、8Hz、2Hz、1Hz信号の立ち下がりエッジ
で、それぞれに対応する割り込み要因フラグ
FTM32、FTM8、FTM2、FTM1が"1"にセットさ
れ、割り込みが発生します。各割り込み要因フラ
グに対応した割り込みイネーブルレジスタ
ETM32、ETM8、ETM2、ETM1の設定により、割
り込みを禁止することもできます。
また、CPUに対する計時タイマ割り込みの優先レベ
ルを割り込みプライオリティレジスタPTM0、PTM1
によって任意のレベル(0～3)に設定できます。
上記、割り込み制御レジスタの詳細と割り込み発
生後の動作については"5.14 割り込みとスタンバイ
状態"を参照してください。

各割り込み要因の例外処理ベクタアドレスは、そ
れぞれ以下のとおり設定されています。

32Hz割り込み: 000034H
  8Hz割り込み: 000036H
  2Hz割り込み: 000038H
  1Hz割り込み: 00003AH

図5.9.2.2に計時タイマのタイミングチャートを示し
ます。

図5.9.1.1　計時タイマの構成

データバス

割り込み
要求割り込み制御回路

分周回路 64
Hz

32
Hz

16
Hz

8
Hz

4
Hz

2
Hz

1
Hz

128
Hz

計時タイマリセット
TMRST

計時タイマ TMD0~TMD7

TMRUN

OSC1
発振回路

fOSC1

計時タイマRun/Stop

256Hz
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デ
ー
タ
バ
ス
 

割り込み 
要求 

アドレス 

32Hz立ち下がりエッジ 割り込み要因 
フラグ  FTM32

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETM32

アドレス 

8Hz立ち下がりエッジ 割り込み要因 
フラグ  FTM8

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETM8

アドレス 

2Hz立ち下がりエッジ 割り込み要因 
フラグ  FTM2

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETM2

割り込み優先 
レベル判定回路 

アドレス 

割り込みプライオリティ 
レジスタ  PTM0, PTM1

アドレス 

1Hz立ち下がりエッジ 割り込み要因 
フラグ  FTM1

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETM1

図5.9.2.1　計時タイマ割り込み回路の構成

256Hz 

128Hz 

64Hz 

32Hz 

16Hz 

8Hz 

4Hz 

2Hz 

1Hz 

32Hz割り込み 

8Hz割り込み 

2Hz割り込み 

1Hz割り込み 

OSC1/128

TMD0

TMD1

TMD2

TMD3

TMD4

TMD5

TMD6

TMD7

図5.9.2.2　計時タイマのタイミングチャート
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5.9.3 計時タイマの制御方法
表5.9.3.1に計時タイマの制御ビットを示します。

表5.9.3.1　計時タイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF40 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

WDEN

FOUT2

FOUT1

FOUT0

WDRST

TMRST

TMRUN

ウォッチドッグタイマイネーブル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

1

0

0

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

W

R/W

有効 無効 

00FF41 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

TMD7

TMD6

TMD5

TMD4

TMD3

TMD2

TMD1

TMD0

計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 
計時タイマデータ 

0 RHigh Low

1Hz

2Hz

4Hz

8Hz

16Hz

32Hz

64Hz

128Hz

FOUT周波数選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
FOUT出力制御 
ウォッチドッグタイマリセット 
計時タイマリセット 
計時タイマRun/Stop制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

On 

リセット 

リセット 

Run

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Off 

無効 

無効 

Stop

FOUTON

FOUT2

1
1
1
1
0
0
0
0

FOUT1

1
1
0
0
1
1
0
0

FOUT0

1
0
1
0
1
0
1
0

周波数 
fOSC3 / 8
fOSC3 / 4
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

00FF20 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PK01

PK00

PSIF1

PSIF0

–

–

PTM1

PTM0

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

K00～K07割り込み 
プライオリティレジスタ 
シリアルインタフェース割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

– 
計時タイマ割り込み 
プライオリティレジスタ 

PK01
PSIF1

1
1
0
0

優先 
レベル 

PK00
PSIF0

1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

00FF22 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

ETM32

ETM8

ETM2

ETM1

–

–

–

– 
計時タイマ32Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ8Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ2Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ1Hz割り込みイネーブル 

–

–

–

–

0 R/W

– 

– 

– 

–

 

割り込み 

許可 

– 

– 

– 

– 

 

割り込み 

禁止 

読み出し時は 

常時"0"

PTM1
1
1
0
0

優先レベル PTM0
1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

FTM32

FTM8

FTM2

FTM1

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

– 
計時タイマ32Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ8Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ2Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ1Hz割り込み要因フラグ 

00FF26

(R) 
割り込みあり 

(W) 
リセット 

(R) 
割り込みなし 

(W) 
無効 
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TMD0~TMD7: 00FF41H
計時タイマのデータが読み出せます。
各ビットと周波数との対応は以下のとおりです。

TMD0: 128Hz TMD4: 8Hz
TMD1: 64Hz TMD5: 4Hz
TMD2: 32Hz TMD6: 2Hz
TMD3: 16Hz TMD7: 1Hz

TMD0～TMD7は読み出し専用のため、書き込み動
作は無効となります。
イニシャルリセット時、タイマデータは"00H"に設
定されます。

TMRST: 00FF40H·D1
計時タイマをリセットします。

"1"書き込み: 計時タイマリセット
"0"書き込み: ノーオペレーション

読み出し: 常時"0"

計時タイマはTMRSTに"1"を書き込むことによって
リセットされます。計時タイマがRUN状態でリ
セットを行うとリセット直後にリスタートしま
す。また、STOP状態の場合はリセットデータ
"00H"が保持されます。
"0"の書き込みはノーオペレーションとなります。
TMRSTは書き込み専用のため、読み出し時は常時
"0"となります。

TMRUN: 00FF40H·D0
計時タイマのRUN/STOPを制御します。

"1"書き込み: RUN
"0"書き込み: STOP

読み出し: 可能

計時タイマはTMRUNに"1"を書き込むことによっ
てアップカウントを開始し、"0"の書き込みにより
停止します。
STOP状態ではリセットか次にRUN状態にするま
で、タイマのデータは保持されます。また、STOP
状態からRUN状態にすることによって、保持して
いたデータから継続してカウントを進めることが
できます。
イニシャルリセット時、TMRUNは"0"(STOP)に設
定されます。

PTM0, PTM1: 00FF20H·D0, D1
計時タイマ割り込みの優先レベルを設定します。
PTM0、PTM1は計時タイマ割り込みに対応した割
り込みプライオリティレジスタで、設定できる割
り込み優先レベルは表5.9.3.2のとおりです。

表5.9.3.2　割り込み優先レベルの設定

PTM1

1

1

0

0

割り込み優先レベル 

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

PTM0

1

0

1

0

(IRQ3) 
(IRQ2) 
(IRQ1) 
(なし)

イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(レベル0)
に設定されます。

ETM1, ETM2, ETM8, ETM32: 00FF22H·D0~D3
CPUに対する割り込みの発生を許可または禁止し
ます。

"1"書き込み: 割り込み許可
"0"書き込み: 割り込み禁止

読み出し: 可能

ETM1、ETM2、ETM8、ETM32はそれぞれ1Hz、
2Hz、8Hz、32Hzの割り込み要因に対応する割り込
みイネーブルレジスタで、"1"に設定した割り込みが
許可され、"0"に設定した割り込みが禁止されます。
イニシャルリセット時、本レジスタはすべて"0"(割
り込み禁止)に設定されます。

FTM1, FTM2, FTM8, FTM32: 00FF26H·D0~D3
計時タイマ割り込みの発生状態を示します。

"1"読み出し: 割り込み要因あり
"0"読み出し: 割り込み要因なし

"1"書き込み: 要因フラグをリセット
"0"書き込み: 無効

FTM1、FTM2、FTM8、FTM32はそれぞれ1Hz、
2Hz、8Hz、32Hzの割り込みに対応する割り込み要
因フラグで、各信号の立ち下がりエッジに同期し
て"1"にセットされます。
このとき、対応する割り込みイネーブルレジスタ
が"1"で、かつ対応する割り込みプライオリティレ
ジスタがインタラプトフラグ(I0、I1)より高いレベ
ルに設定されている場合、CPUに対し割り込みが
発生します。
割り込み要因フラグは割り込みイネーブルレジス
タや割り込みプライオリティレジスタの設定にか
かわらず、割り込み発生条件の成立により"1"に
セットされます。
割り込み発生後、次の割り込みを受け付けるに
は、インタラプトフラグの再設定(割り込みプライ
オリティレジスタが示すレベルより低いレベルを
インタラプトフラグに設定するか、RETE命令を実
行する。)と割り込み要因フラグのリセットが必要
で、割り込み要因フラグは"1"を書き込むことに
よって"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、本フラグはすべて"0"にリ
セットされます。
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5.9.4 プログラミング上の注意事項
(1) 計時タイマはレジスタTMRUNへの書き込みに

対して、256Hz信号の立ち下がりエッジに同期
して実際にRUN/STOP状態となります。
したがって、TMRUNに"0"を書き込んだ場合
は、"+1"余分にカウントしたところでタイマが
停止状態となります。また、このときTMRUN
は実際にタイマがSTOP状態となるまで、読み
出しに対して"1"を保持します。
図5.9.4.1にRUN/STOP制御のタイミングチャー
トを示します。

TMRUN(WR)

TMDX 57H 58H 59H 5AH 5BH 5CH

TMRUN(RD)

256Hz

図5.9.4.1　RUN/STOP制御のタイミングチャート

(2) 計時タイマがRUNしている状態(TMRUN="1")
でSLP命令を実行した場合は、SLEEP状態から
の復帰時に計時タイマが不安定な動作となりま
す。したがって、SLEEP状態へ移行する場合
は、SLP命令の実行以前に計時タイマをSTOP
状態(TMRUN="0")に設定してください。



86 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

5　周辺回路と動作(プログラマブルタイマ)

5.10 プログラマブルタイマ

5.10.1 プログラマブルタイマの構成
S1C88650は16ビットのプログラマブルタイマを4
系統内蔵しています。それぞれの系統のタイマは
16ビットプリセッタブルダウンカウンタで構成さ
れ、16ビット×1チャネルあるいは8ビット×2チャ
ネルのプログラマブルタイマとして使用すること
ができます。また、入力ポート端子を使用したイ
ベントカウンタ機能も合わせ持っています。
図5.10.1.1と図5.10.1.2に16ビットプログラマブルタ
イマの構成を示します。

各系統の16ビットプログラマブルタイマには、8
ビットのダウンカウンタ2本と、それぞれのダウン
カウンタに対応した8ビットのリロードデータレジ
スタRDRおよび8ビットのコンペアデータレジスタ
CDRが設けられています。
リロードデータレジスタはダウンカウンタの初期
値を設定するレジスタです。コンペアデータレジ
スタはダウンカウンタの内容と比較するための
データを格納するレジスタです。
これらのレジスタの設定により、PWM波形を生成
し、TOUT0～3信号として外部デバイスに対して出
力することもできます。また、タイマ1のアンダー
フローからシリアルインタフェースのクロックが生
成されます。タイマ5のアンダーフローでLCDドラ
イバのフレーム周波数を設定することも可能です。

図5.10.1.1　16ビットプログラマブルタイマの構成(タイマ1～3)

デ
ー
タ
バ
ス
 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR0)

8ビットダウンカウンタ(PTM0)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR0)

タイマ0制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

クロック出力回路 
比較器 

アンダーフロー 

アンダーフロー信号 

INCL0
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K04)

クロック出力 

EXCL0

TOUT0

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

コンペアマッチ 

タイマ0

割り込み回路 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR1)

8ビットダウンカウンタ(PTM1)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR1)

タイマ1制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

クロック出力回路 
比較器 

アンダーフロー 

INCL1
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K04)

クロック出力 

EXCL0

TOUT1

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

シリアルI/Fへ 
コンペアマッチ 

タイマ1

割り込み回路 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR2)

8ビットダウンカウンタ(PTM2)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR2)

タイマ2制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

クロック出力回路 
比較器 

アンダーフロー 

アンダーフロー信号 

INCL2
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K05)

クロック出力 

EXCL1

TOUT2

TOUT2

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

コンペアマッチ 

タイマ2

割り込み回路 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR3)

8ビットダウンカウンタ(PTM3)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR3)

タイマ3制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

クロック出力回路 
比較器 

アンダーフロー 

INCL3
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K05)

クロック出力 

EXCL1

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

コンペアマッチ 

タイマ3

割り込み回路 

TOUT3

TOUT3
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5.10.2 動作モード
タイマ0と1、タイマ2と3、タイマ4と5、タイマ6と
7はそれぞれ2チャネルの8ビットタイマまたは1
チャネルの16ビットタイマとして使用することが
できます。これに対応する2種類の動作モードが設
定されており、8/16ビットモード選択レジスタ
MODE16_A(タイマ0–1用)～MODE16_D(タイマ6–7
用)によって選択することができます。MODE16_A
を"0"に設定するとタイマ0と1は8ビットモード(8
ビット×2チャネル)、"1"を設定すると16ビット
モード(16ビット×1チャネル)になります。

8ビットモードでは、タイマ0と1をそれぞれ個別に
制御することができます。

16ビットモードでは、タイマ0のアンダーフロー信
号がタイマ1の入力クロックとなり、16ビットの連
続したダウンカウンタとして動作します。
16ビットモード時のタイマの制御は、クロック出
力を除き、タイマ0の制御レジスタによって行い
ます。
MODE16_B～MODE16_Dも同様です。

動作モードによるタイマ構成を図5.10.2.1に、制御
レジスタの構成を表5.10.2.1に示します。

図5.10.1.2　16ビットプログラマブルタイマの構成(タイマ4～7)

デ
ー
タ
バ
ス
 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR4)

8ビットダウンカウンタ(PTM4)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR4)

タイマ4制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

比較器 
アンダーフロー 

アンダーフロー信号 

INCL4
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K06)
EXCL2

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

コンペアマッチ 

タイマ4

割り込み回路 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR5)

8ビットダウンカウンタ(PTM5)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR5)

タイマ5制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

比較器 
アンダーフロー 

INCL5
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K06)

LCDドライバへ 

EXCL2

コンペアマッチ 

タイマ5

8ビットリロードデータレジスタ(RDR6)

8ビットダウンカウンタ(PTM6)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR6)

タイマ6制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

比較器 
アンダーフロー 

アンダーフロー信号 

INCL6
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K07)
EXCL3

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

コンペアマッチ 

タイマ6

割り込み回路 

8ビットリロードデータレジスタ(RDR7)

8ビットダウンカウンタ(PTM7)

8ビットコンペアデータレジスタ(CDR7)

タイマ7制御レジスタ 

 
 
 

制御回路 

クロック選択回路 プリスケーラ/ 
クロック制御回路 

比較器 
アンダーフロー 

INCL7
fOSC3/fOSC1

入力ポート(K07)
EXCL3

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

コンペアマッチ 

タイマ7

割り込み回路 

アンダーフロー 
割り込み 

コンペアマッチ 
割り込み 

割り込み回路 
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8ビットデータ 上位8ビットデータ 

[8ビットモード] 8ビットデータ 

タイマ0入力クロック 

タイマ1入力クロック 

割り込み要求 
TOUT出力 

割り込み要求 
TOUT出力 

[16ビットモード] 下位8ビットデータ 

タイマ0入力クロック 

タイマ0 
アンダーフロー信号 

割り込み要求 
TOUT出力 

タイマ0

タイマ1

タイマ0

タイマ1

図5.10.2.1　8/16ビットモードのカウンタ構成(タイマ0と1の例)

表5.10.2.1(a)　8ビットモード時の制御レジスタ(タイマ0と1の例)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF30 MODE16_A

PTNREN_A

–

–

PTOUT0

PTRUN0

PSET0

CKSEL0

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM0-1 8/16ビットモード選択
外部クロック0ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
PTM0クロック出力制御
PTM0 Run/Stop制御
PTM0プリセット
PTM0入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF31 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PTOUT1

PTRUN1

PSET1

CKSEL1

–

–

–

汎用レジスタ
PTM1クロック出力制御
PTM1 Run/Stop制御
PTM1プリセット
PTM1入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック

表5.10.2.1(b)　16ビットモード時の制御レジスタ(タイマ0と1の例)

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF30 MODE16_A

PTNREN_A

–

–

PTOUT0

PTRUN0

PSET0

CKSEL0

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM0-1 8/16ビットモード選択
外部クロック0ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
無効(0固定) 
PTM0 Run/Stop制御
PTM0プリセット
PTM0入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

無効

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

"0"固定 

Stop

無効 

内部クロック 

00FF31 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PTOUT1

PTRUN1

PSET1

CKSEL1

–

–

–

汎用レジスタ
PTM1クロック出力制御
無効(0固定) 
無効(0固定) 
無効(0固定)

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

Off

"0"固定 

"0"固定 

"0"固定 

–

–

–

1

On

無効 

無効 

無効 

注! レジスタ名にはタイマ番号を示す数値(0～7)が付けられています。以降の説明では特に必要な場合
を除き、これを"x"と記述します。たとえば、PTRUNxはPTRUN0～PTRUN7を表します。また、
16ビットモード時の説明には1対のタイマをタイマ(L)とタイマ(H)と記述します。

タイマ(L) = タイマ0、タイマ2、タイマ4、タイマ6
タイマ(H) = タイマ1、タイマ3、タイマ5、タイマ7

レジスタ名も同様です。
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5.10.3 入力クロックの設定
カウンタに入力するクロックは、各タイマごとに
設けられた入力クロック選択レジスタ(CKSEL)に
よって内部クロックまたは外部クロックから選択
できます。内部クロックはプリスケーラの出力で
す。外部クロックはイベントカウンタとして使用
するためのもので、入力ポートの信号をカウント
クロックとして使用します。
各タイマの入力クロック選択レジスタと入力ク
ロックを表5.10.3.1に示します。

表5.10.3.1　入力クロックの選択
タイマ 
タイマ0

タイマ1

タイマ2

タイマ3

タイマ4

タイマ5

タイマ6

タイマ7

レジスタ設定 
CKSEL0 = "0"
CKSEL0 = "1"
CKSEL1 = "0"
CKSEL1 = "1"
CKSEL2 = "0"
CKSEL2 = "1"
CKSEL3 = "0"
CKSEL3 = "1"
CKSEL4 = "0"
CKSEL4 = "1"
CKSEL5 = "0"
CKSEL5 = "1"
CKSEL6 = "0"
CKSEL6 = "1"
CKSEL7 = "0"
CKSEL7 = "1"

入力クロック 
INCL0 (プリスケーラ)
EXCL0 (K04入力)
INCL1 (プリスケーラ)
EXCL0 (K04入力)
INCL2 (プリスケーラ)
EXCL1 (K05入力)
INCL3 (プリスケーラ)
EXCL1 (K05入力)
INCL4 (プリスケーラ)
EXCL2 (K06入力)
INCL5 (プリスケーラ)
EXCL2 (K06入力)
INCL6 (プリスケーラ)
EXCL3 (K07入力)
INCL7 (プリスケーラ)
EXCL3 (K07入力)

外部クロックを選択した場合は、入力ポートの信
号がプログラマブルタイマに入力されます。
この外部クロック入力部にはノイズリジェクタが設
けられており、EXCL0～EXCL3に対応する外部ク
ロックノイズリジェクタ選択レジスタPTNREN_A～
PTNREN_Dによって個々に使用するかしないかを選
択することができます。PTNREN_A(～D)に"1"を書
き込むことによって、外部クロックEXCL0(～3)の
ノイズリジェクタが有効となります。これにより、
16/fOSC1秒以下のパルスはノイズとみなされて除去
されます(クロックとしては最低2倍以上のパルス幅
が必要です)。PTNREN_A(～D)が"0"の場合、外部ク
ロックはノイズリジェクタをバイパスします。

内部クロックを使用する場合、タイマごとに源振
クロックとプリスケーラの分周比を選択して、ク
ロック周波数を設定します。
源振クロックは、タイマ個々に用意された源振ク
ロック選択レジスタPRTFxで指定します。PRTFxに
"1"を書き込むとタイマxの源振クロックとして
OSC1クロックが、"0"を書き込むとOSC3クロックが
選択されます。OSC3クロックを使用する場合は、
OSC3発振回路をONにしておく必要があります。
OSC3発振回路の制御については"5.4 発振回路"を参
照してください。

プリスケーラにはタイマ個別に分周比選択レジス
タPSTx0～PSTx2が設けられています。なお、分周
比は源振によって設定内容が変わりますので注意
してください。

表5.10.3.2　分周比と制御レジスタ

(OSC1) 
fOSC1/128
fOSC1/64
fOSC1/32
fOSC1/16
fOSC1/8
fOSC1/4
fOSC1/2
fOSC1/1

(OSC3)
fOSC3/4096
fOSC3/1024
fOSC3/256
fOSC3/64
fOSC3/32
fOSC3/8
fOSC3/2
fOSC3/1

PSTx2
1
1
1
1
0
0
0
0

分周比選択レジスタ 分周比 
PSTx1

1
1
0
0
1
1
0
0

PSTx0
1
0
1
0
1
0
1
0

設定したクロックはクロック出力ON/OFF制御レジ
スタPRPRTxに"1"を書き込むことにより、タイマx
に出力されます。

16ビットモードを選択している場合は、タイマ(L)
の入力クロックで動作し、タイマ(H)にはタイマ(L)
のアンダーフロー信号がクロックとして入力され
ます。したがって、タイマ(H)の入力クロックの設
定は無効となります。

5.10.4 タイマの動作と制御
■ リロードデータレジスタと初期値の設定
リロードデータレジスタ(RDRx)はダウンカウンタ
の初期値を設定するレジスタです。
8ビットモード時はタイマごとに独立した8ビット
レジスタRDRxとして使用します。
16ビットモード時はRDR(L)レジスタがリロード
データの下位8ビット、RDR(H)レジスタが上位8
ビットとして扱われます。

リロードデータレジスタは読み出し/書き込み可能
で、イニシャルリセット時はすべてFFHに設定さ
れます。

ここに書き込んだデータがダウンカウンタにプリ
セットされ、その値からダウンカウントが行われ
ます。
ダウンカウンタへのプリセットは、次の2つの場合
に行われます

1) ソフトウェアでプリセットを行った場合
ソフトウェアによるプリセットはタイマxに対
応するプリセット制御ビットPSETxによって行
います。このビットに"1"を書き込むと、その
時点でリロードデータレジスタの内容がダウン
カウンタにロードされます。
16ビットモード時はPSET(L)によって16ビット
リロードデータが1度にロードされます。この場
合、PSET(H)への書き込みは無効となります。

2) ダウンカウンタがカウント中にアンダーフロー
した場合
ダウンカウンタはそのアンダーフローによりリ
ロードデータをプリセットしますので、リロー
ドデータレジスタの設定値により、アンダーフ
ロー周期が決定します。このアンダーフローは
割り込みを発生するとともに外部へのクロック
(TOUTx信号)出力を制御します。
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■ コンペアデータレジスタ
プログラマブルタイマにはデータの比較器が内蔵
されており、カウントデータを任意の値と比較す
ることができます。この値を設定するレジスタが
コンペアデータレジスタ(CDRx)です。
8ビットモード時はタイマごとに独立した8ビット
レジスタCDRxとして使用します。
16ビットモード時はCDR(L)レジスタがコンペア
データの下位8ビット、CDR(H)レジスタが上位8
ビットとして扱われます。

コンペアデータレジスタは読み出し/書き込み可能
で、イニシャルリセット時はすべて00Hに設定され
ます。

プログラマブルタイマはコンペアデータレジスタ
(CDRx)とカウントデータを比較し、同じ値になっ
たところでコンペアマッチ信号を発生します。こ
のコンペアマッチ信号は割り込みを発生するとと
もに外部へのクロック(TOUTx信号)出力を制御し
ます。

■ タイマの動作
タイマにはそれぞれ、RUN/STOPを制御するレジ
スタPTRUNxが設けられています。タイマxは
PTRUNxに"1"を書き込むことによってダウンカウ
ントを開始します。

なお、カウントを始める前に、入力クロックの制
御とリロードデータをプリセットしておく必要が
あります。
PTRUNxレジスタに"0"を書き込むとクロックの入
力が禁止され、カウントは停止します。
このRUN/STOPの制御はカウンタのデータには影
響を与えません。カウントの停止中もカウンタの
データは保持されており、そのデータから継続し
てカウントを開始させることができます。
8ビットモード時はPTRUNxレジスタにより、タイ
マ個別に制御可能です。
16ビットモード時はPTRUN(L)レジスタにより16
ビットを一括して制御します。この場合、PTRUN
(H)レジスタの制御は無効となります。

カウンタにはバッファPTMxが付属しており、任意
のタイミングで読み出しが可能です。

ダウンカウント中にカウンタがコンペアデータレ
ジスタの設定値と一致すると、コンペアマッチ割
り込みを発生します。
また、カウンタがアンダーフローすると、アン
ダーフロー割り込みが発生するとともに、リロー
ドデータレジスタに設定された初期値をカウンタ
にリロードします。
どちらの割り込みが発生した場合もダウンカウン
トはそのまま継続します。アンダーフロー割り込
みの場合はリロードされた初期値からのカウント
となります。

PTRUNx

PSETx

RDRx

CDRx

入力クロック

PTMx7

PTMx6

PTMx5

PTMx4

PTMx3

PTMx2

PTMx1

PTMx0

A6H

58H

A6H

58H 58H

F3H

プリセット アンダーフロー 
割り込み発生 

リロード 

∗1

コンペアマッチ 
割り込み発生 

図5.10.4.1　カウンタの基本動作タイミング(8ビットモードの例)

注! プログラマブルタイマは入力クロックの立ち下がりエッジでダウンカウントを行い、そこでアン
ダーフローが発生した場合は同時に割り込みを発生します。その後、リロードデータをカウンタ
にセットする動作を開始し、入力クロックの次の立ち上がりエッジでカウンタデータが確定しま
す(∗1の区間)。リロードデータを正しくカウンタにセットするために、割り込み発生後は∗1の区間
を含め、カウンタデータが確定するまではリロードデータの書き換えを行わないでください。入
力クロックの源振にOSC1(低速クロック)を使用し、CPUがOSC3(高速クロック)で動作している
場合は、特に注意が必要です。
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5.10.5 割り込み機能
16ビットプログラマブルタイマは、各タイマのコ
ンペアマッチ信号およびアンダーフロー信号に
よって割り込みを発生させることができます。
図5.10.5.1に16ビットプログラマブルタイマ割り込
み回路の構成を示します。

各タイマのコンペアマッチ信号およびアンダーフ
ロー信号によって、それぞれに対応する割り込み
要因フラグが"1"にセットされ、割り込みが発生し
ます。各割り込み要因フラグに対応した割り込み
イネーブルレジスタの設定により、割り込みを禁
止することもできます。
また、CPUに対する割り込みの優先レベルを割り
込みプライオリティレジスタによって任意のレベ
ル(0～3)に設定できます。
それぞれの割り込み要因に対応する割り込み要因フ
ラグ、割り込みイネーブルレジスタ、割り込みプラ
イオリティレジスタは表5.10.5.1のとおりです。

8ビットモード時はタイマ個別にコンペアマッチ割
り込み要因フラグとアンダーフロー割り込み要因
フラグがセットされます。

16ビットモード時は16ビットのコンペアマッチ、
アンダーフローによりタイマ(H)の割り込み要因フ
ラグがセットされます。

上記、割り込み制御レジスタの詳細と割り込み発
生後の動作については"5.14 割り込みとスタンバイ
状態"を参照してください。

各割り込み要因の例外処理ベクタアドレスは、そ
れぞれ以下のとおり設定されています。

タイマ0アンダーフロー割り込み: 000016H
タイマ0コンペアマッチ割り込み: 000018H
タイマ1アンダーフロー割り込み: 00001AH
タイマ1コンペアマッチ割り込み: 00001CH
タイマ2アンダーフロー割り込み: 00001EH
タイマ2コンペアマッチ割り込み: 000020H
タイマ3アンダーフロー割り込み: 000022H
タイマ3コンペアマッチ割り込み: 000024H
タイマ4アンダーフロー割り込み: 00003CH
タイマ4コンペアマッチ割り込み: 00003EH
タイマ5アンダーフロー割り込み: 000040H
タイマ5コンペアマッチ割り込み: 000042H
タイマ6アンダーフロー割り込み: 000044H
タイマ6コンペアマッチ割り込み: 000046H
タイマ7アンダーフロー割り込み: 000048H
タイマ7コンペアマッチ割り込み: 00004AH

表5.10.5.1　割り込み制御レジスタ

タイマ0 
 
タイマ1 
 
タイマ2 
 
タイマ3 
 
タイマ4 
 
タイマ5 
 
タイマ6 
 
タイマ7

 
割り込み要因 

 
割り込み要因フラグ 

カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 
カウンタのアンダーフロー 
コンペアマッチ 

名称
FTU0
FTC0
FTU1
FTC1
FTU2
FTC2
FTU3
FTC3
FTU4
FTC4
FTU5
FTC5
FTU6
FTC6
FTU7
FTC7

アドレス·Dx
00FF29H·D0
00FF29H·D1
00FF29H·D2
00FF29H·D3
00FF29H·D4
00FF29H·D5
00FF29H·D6
00FF29H·D7
00FF2EH·D0
00FF2EH·D1
00FF2EH·D2
00FF2EH·D3
00FF2EH·D4
00FF2EH·D5
00FF2EH·D6
00FF2EH·D7

割り込みイネーブル 
レジスタ 

名称
ETU0
ETC0
ETU1
ETC1
ETU2
ETC2
ETU3
ETC3
ETU4
ETC4
ETU5
ETC5
ETU6
ETC6
ETU7
ETC7

アドレス·Dx
00FF25H·D0
00FF25H·D1
00FF25H·D2
00FF25H·D3
00FF25H·D4
00FF25H·D5
00FF25H·D6
00FF25H·D7
00FF2CH·D0
00FF2CH·D1
00FF2CH·D2
00FF2CH·D3
00FF2CH·D4
00FF2CH·D5
00FF2CH·D6
00FF2CH·D7

割り込みプライオリティ 
レジスタ 

名称
PPT0
PPT1

PPT2
PPT3

PPT4
PPT5

PPT6
PPT7

アドレス·Dx
00FF21H·D2
00FF21H·D3

00FF21H·D4
00FF21H·D5

00FF2AH·D0
00FF2AH·D1

00FF2AH·D2
00FF2AH·D3
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タイマ1

デ
ー
タ
バ
ス
 

タイマ0 
割り込み要求 

アドレス 

アンダーフロー 割り込み要因 
フラグ  FTU0

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETU0

タイマ1 
割り込み要求 アドレス 

コンペアマッチ 割り込み要因 
フラグ  FTC0

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETC0

割り込み優先 
レベル判定回路 

アドレス 

割り込みプライオリティ 
レジスタ PPT0, PPT1

 タイマ0

タイマ3

タイマ2 
割り込み要求 

アドレス 

アンダーフロー 割り込み要因 
フラグ  FTU2

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETU2

タイマ3 
割り込み要求 アドレス 

コンペアマッチ 割り込み要因 
フラグ  FTC2

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETC2

割り込み優先 
レベル判定回路 

アドレス 

割り込みプライオリティ 
レジスタ PPT2, PPT3

 タイマ2

タイマ5

タイマ4 
割り込み要求 

アドレス 

アンダーフロー 割り込み要因 
フラグ  FTU4

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETU4

タイマ5 
割り込み要求 アドレス 

コンペアマッチ 割り込み要因 
フラグ  FTC4

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETC4

割り込み優先 
レベル判定回路 

アドレス 

割り込みプライオリティ 
レジスタ PPT4, PPT5

 タイマ4

タイマ7

タイマ6 
割り込み要求 

アドレス 

アンダーフロー 割り込み要因 
フラグ  FTU6

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETU6

タイマ7 
割り込み要求 アドレス 

コンペアマッチ 割り込み要因 
フラグ  FTC6

アドレス 

割り込みイネーブル 
レジスタ  ETC6

割り込み優先 
レベル判定回路 

アドレス 

割り込みプライオリティ 
レジスタ PPT6, PPT7

 タイマ6

図5.10.5.1　16ビットプログラマブルタイマ割り込み回路の構成
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5.10.6 TOUT出力の設定
16ビットプログラマブルタイマは、タイマ0～タイ
マ3のアンダーフローおよびコンペアマッチ信号に
よってTOUT信号を発生させることができます。こ
こで発生したTOUT信号は、表5.10.6.1に示す入出
力兼用ポート端子から出力させることができ、外
部デバイスへのクロック供給やPWM波形出力とし
て利用できます。

表5.10.6.1　TOUT出力端子

タイマ 
タイマ0

タイマ1

タイマ2

タイマ3

出力クロック名 
TOUT0

TOUT1

TOUT2

TOUT2

TOUT3

TOUT3

出力端子 
P14

P14

P15

P17

P15

P17

TOUT信号はアンダーフロー信号の立ち下がりエッ
ジで立ち上がり、コンペアマッチ信号の立ち下が_________
りエッジで立ち下がります。TOUT信号はその反転
波形です。したがって、リロードデータレジスタ
(RDR)とコンペアデータレジスタ(CDR)の設定によ
りTOUT信号の周波数とデューティ比を変化させる
ことができます。

ただし、条件としてRDR>CDR、CDR≠0としてお
く必要があります。RDR≤CDRの場合、TOUT信号
は"1"に固定されます。

TOUT出力は各タイマのクロック出力制御レジスタ_________
PTOUTxによって、TOUT出力はタイマ2とタイマ3
の反転クロック出力制御レジスタRPTOUTxによっ
てON/OFFを制御できます。
PTOUTx(RPTOUTx)に"1"を設定するとTOUTx___________
(TOUTx)信号が対応するポート端子から出力さ
れ、"0"を設定するとDC出力を行います。このと
き、I/OコントロールレジスタIOC14/IOC15/IOC17
およびデータレジスタP14D/P15D/P17Dの設定は無
効になります。

注! PTOUT0とPTOUT1を同時に設定した場合は
PTOUT1が、PTOUT2(RPTOUT2)と
PTOUT3(RPTOUT3)を同時に設定した場合
はPTOUT3(RPTOUT3)が有効になります。

16ビットモード時はタイマ(H)の制御レジスタ
PTOUT(H)によって出力を制御します。クロック出
力もタイマ(H)から行われます。___________
なお、TOUTx(TOUTx)信号はレジスタPTOUTx
(RPTOUTx)とは非同期に発生していますので、レ
ジスタの設定による信号のON/OFF時には1/2サイ
クル以内のハザードが生じます。

図5.10.6.1にTOUT信号の出力波形を示します。

入力クロック

RDRxレジスタ

CDRxレジスタ

ダウンカウント値

コンペアマッチ信号 

アンダーフロー信号 

TOUTx信号 

 

 

PTOUTx/RPTOUTx 

TOUTx(P14/P15)端子出力 

TOUTx(P17)端子出力 

7

6

70 6 5 4 3 2 1 0 7 6 5 4

CDRレジスタ値 

3 2 1 0 7 6 5 4 3 2 1

RDRレジスタ値 + 1

図5.10.6.1　TOUT信号の出力波形
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タイマ1のアンダーフロー信号をシリアルインタ
フェースのクロック源として使用することができ
ます。
この場合の転送速度の設定はレジスタPST1X、
RDR1Xによって行います(アンダーフロー信号を用
いるためCDR1Xの値は影響しません。任意の値に
設定してください)。

5.10.7 シリアルインタフェースの転送速度設定
タイマ1のアンダーフロー信号はシリアルインタ
フェース内で1/32分周されるため、転送速度に対す
るレジスタRDR1Xへの設定値は次式のようになり
ます。

fdivRDR1X = ________ - 132 × bps
fdiv: 入力クロック周波数(PST1Xの設定)
bps: 転送速度

タイマ5のアンダーフロー信号をLCDドライバのフ
レーム周波数を決定するクロック源として使用す
ることができます。
この場合の周波数の設定はレジスタPST5X、
RDR5Xによって行います(アンダーフロー信号を用
いるためCDR5Xの値は影響しません。任意の値に
設定してください)。
タイマ5のアンダーフロー信号はLCDドライバ内で
1/128分周(1/16、1/32デューティ)または1/256分周
(1/8デューティ)されるため、レジスタRDR5Xへの
設定値は次式のようになります。

(1/16、1/32デューティ)
fdivRDR5X = __________ - 1128 × fFRM

fdiv: 入力クロック周波数(PST5Xの設定)
fFRM: フレーム周波数(Hz)

表5.10.7.1　転送速度とOSC3発振周波数

転送速度 
(bps)

19,200

9,600

4,800

2,400

1,200

600

300

150

PST1X

00H

00H

00H

00H

00H

00H

02H

02H

RDR1X

03H

07H

0FH

1FH

3FH

7FH

1FH

3FH

PST1X

00H

00H

00H

00H

00H

00H

03H

03H

RDR1X

04H

09H

13H

27H

4FH

9FH

09H

13H

PST1X

00H

00H

00H

00H

00H

00H

01H

02H

RDR1X

05H

0BH

17H

2FH

5FH

BFH

BFH

5FH

fOSC3=2.4756MHz fOSC3=3.0720MHz fOSC3=3.6864MHz

OSC3発振周波数/プログラマブルタイマの設定 

∗ アンダーフロー信号を用いるためCDR1Xの値は影響しません。

5.10.8 LCDドライバ用フレーム周波数の設定

(1/8デューティ)
fdivRDR5X = __________ - 1256 × fFRM
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5.10.9 プログラマブルタイマの制御方法
表5.10.9.1にプログラマブルタイマの制御ビットを示します。

表5.10.9.1(a)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF14 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT1

PST12

PST11

PST10

PRPRT0

PST02

PST01

PST00

プログラマブルタイマ1クロック制御 
プログラマブルタイマ1分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ0クロック制御 
プログラマブルタイマ0分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST12

1
1
1
1
0
0
0
0

PST11

1
1
0
0
1
1
0
0

PST10

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST02

1
1
1
1
0
0
0
0

PST01

1
1
0
0
1
1
0
0

PST00

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

00FF15 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT3

PST32

PST31

PST30

PRPRT2

PST22

PST21

PST20

プログラマブルタイマ3クロック制御 
プログラマブルタイマ3分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ2クロック制御 
プログラマブルタイマ2分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST32

1
1
1
1
0
0
0
0

PST31

1
1
0
0
1
1
0
0

PST30

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST22

1
1
1
1
0
0
0
0

PST21

1
1
0
0
1
1
0
0

PST20

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

00FF18 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT5

PST52

PST51

PST50

PRPRT4

PST42

PST41

PST40

プログラマブルタイマ5クロック制御 
プログラマブルタイマ5分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ4クロック制御 
プログラマブルタイマ4分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST52

1
1
1
1
0
0
0
0

PST51

1
1
0
0
1
1
0
0

PST50

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST42

1
1
1
1
0
0
0
0

PST41

1
1
0
0
1
1
0
0

PST40

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1



96 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

5　周辺回路と動作(プログラマブルタイマ)

表5.10.9.1(b)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF19 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PRPRT7

PST72

PST71

PST70

PRPRT6

PST62

PST61

PST60

プログラマブルタイマ7クロック制御 
プログラマブルタイマ7分周比 
 
 
 
 
 
 
 
プログラマブルタイマ6クロック制御 
プログラマブルタイマ6分周比 

 0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

On

Off

Off

PST72

1
1
1
1
0
0
0
0

PST71

1
1
0
0
1
1
0
0

PST70

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

PST62

1
1
1
1
0
0
0
0

PST61

1
1
0
0
1
1
0
0

PST60

1
0
1
0
1
0
1
0

(OSC3) 
fOSC3 / 4096
fOSC3 / 1024
fOSC3 / 256
fOSC3 / 64
fOSC3 / 32
fOSC3 / 8
fOSC3 / 2
fOSC3 / 1

(OSC1) 
fOSC1 / 128
fOSC1 / 64
fOSC1 / 32
fOSC1 / 16
fOSC1 / 8
fOSC1 / 4
fOSC1 / 2
fOSC1 / 1

00FF17 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PRTF3

PRTF2

PRTF1

PRTF0

–

–

–

汎用レジスタ
プログラマブルタイマ3源振クロック選択 
プログラマブルタイマ2源振クロック選択 
プログラマブルタイマ1源振クロック選択 
プログラマブルタイマ0源振クロック選択 

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

–

1

fOSC1

fOSC1

fOSC1

fOSC1

–

–

–

0

fOSC3

fOSC3

fOSC3

fOSC3

00FF1B D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PRTF7

PRTF6

PRTF5

PRTF4

–

–

–

–

プログラマブルタイマ7源振クロック選択 
プログラマブルタイマ6源振クロック選択 
プログラマブルタイマ5源振クロック選択 
プログラマブルタイマ4源振クロック選択 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

fOSC1

fOSC1

fOSC1

fOSC1

–

–

–

–

fOSC3

fOSC3

fOSC3

fOSC3

00FF21 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

PPT3

PPT2

PPT1

PPT0

–

–

読み出し時は 

常時"0" 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

PPT3
PPT1

1
1
0
0

PPT2
PPT0

1
0
1
0

–

– 
プログラマブルタイマ3-2割り込み 
プライオリティレジスタ 
プログラマブルタイマ1-0割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

–

優先 
レベル 
レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

0

0

R/W

R/W

00FF2A D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PPT7

PPT6

PPT5

PPT4

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

–

–

–
PPT7
PPT5

1
1
0
0

PPT6
PPT4

1
0
1
0

–

–

–

– 
プログラマブルタイマ7-6割り込み 
プライオリティレジスタ 
プログラマブルタイマ5-4割り込み 
プライオリティレジスタ

優先 
レベル 
レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0



S1C88650 TECHNICAL MANUAL EPSON 97

5　周辺回路と動作(プログラマブルタイマ)

表5.10.9.1(c)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF25 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

ETC3

ETU3

ETC2

ETU2

ETC1

ETU1

ETC0

ETU0

PTM3コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM3アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM2コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM2アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM1コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM1アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM0コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM0アンダーフロー割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

00FF29 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FTC3

FTU3

FTC2

FTU2

FTC1

FTU1

FTC0

FTU0

PTM3コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM3アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM2コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM2アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM1コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM1アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM0コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM0アンダーフロー割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし  

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

ETC7

ETU7

ETC6

ETU6

ETC5

ETU5

ETC4

ETU4

PTM7コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM7アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM6コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM6アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM5コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM5アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM4コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM4アンダーフロー割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

00FF2C

00FF2E D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FTC7

FTU7

FTC6

FTU6

FTC5

FTU5

FTC4

FTU4

PTM7コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM7アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM6コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM6アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM5コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM5アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM4コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM4アンダーフロー割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし 

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF30 MODE16_A

PTNREN_A

–

–

PTOUT0

PTRUN0

PSET0

CKSEL0

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM0-1 8/16ビットモード選択
外部クロック0ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
PTM0クロック出力制御
PTM0 Run/Stop制御
PTM0プリセット
PTM0入力クロック選択

16ビット×1

有効 

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効 

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF31 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PTOUT1

PTRUN1

PSET1

CKSEL1

–

–

–

汎用レジスタ
PTM1クロック出力制御
PTM1 Run/Stop制御
PTM1プリセット
PTM1入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

On

Run

プリセット 

外部クロック
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5　周辺回路と動作(プログラマブルタイマ)

表5.10.9.1(d)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR07

RDR06

RDR05

RDR04

RDR03

RDR02

RDR01

RDR00

PTM0リロードデータD7 (MSB) 
PTM0リロードデータD6 
PTM0リロードデータD5 
PTM0リロードデータD4 
PTM0リロードデータD3 
PTM0リロードデータD2 
PTM0リロードデータD1 
PTM0リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF32

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR17

RDR16

RDR15

RDR14

RDR13

RDR12

RDR11

RDR10

PTM1リロードデータD7 (MSB) 
PTM1リロードデータD6 
PTM1リロードデータD5 
PTM1リロードデータD4 
PTM1リロードデータD3 
PTM1リロードデータD2 
PTM1リロードデータD1 
PTM1リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF33

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR07

CDR06

CDR05

CDR04

CDR03

CDR02

CDR01

CDR00

PTM0コンペアデータD7 (MSB) 
PTM0コンペアデータD6 
PTM0コンペアデータD5 
PTM0コンペアデータD4 
PTM0コンペアデータD3 
PTM0コンペアデータD2 
PTM0コンペアデータD1 
PTM0コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF34

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM07

PTM06

PTM05

PTM04

PTM03

PTM02

PTM01

PTM00

PTM0データD7 (MSB) 
PTM0データD6 
PTM0データD5 
PTM0データD4 
PTM0データD3 
PTM0データD2 
PTM0データD1 
PTM0データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FF36

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM17

PTM16

PTM15

PTM14

PTM13

PTM12

PTM11

PTM10

PTM1データD7 (MSB) 
PTM1データD6 
PTM1データD5 
PTM1データD4 
PTM1データD3 
PTM1データD2 
PTM1データD1 
PTM1データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FF37

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR17

CDR16

CDR15

CDR14

CDR13

CDR12

CDR11

CDR10

PTM1コンペアデータD7 (MSB) 
PTM1コンペアデータD6 
PTM1コンペアデータD5 
PTM1コンペアデータD4 
PTM1コンペアデータD3 
PTM1コンペアデータD2 
PTM1コンペアデータD1 
PTM1コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF35
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5　周辺回路と動作(プログラマブルタイマ)

表5.10.9.1(e)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF38 MODE16_B

PTNREN_B

–

RPTOUT2

PTOUT2

PTRUN2

PSET2

CKSEL2

 

 

読み出し時は"0" 

 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM2-3 8/16ビットモード選択
外部クロック1ノイズリジェクタ選択
–

PTM2反転クロック出力制御
PTM2クロック出力制御
PTM2 Run/Stop制御
PTM2プリセット
PTM2入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

On

On

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

Off

Off

Stop

無効 

内部クロック 

00FF39 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

RPTOUT3

PTOUT3

PTRUN3

PSET3

CKSEL3

–

–

–

PTM3反転クロック出力制御
PTM3クロック出力制御
PTM3 Run/Stop制御
PTM3プリセット
PTM3入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

Off

Off

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

On

On

Run

プリセット 

外部クロック

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR27

RDR26

RDR25

RDR24

RDR23

RDR22

RDR21

RDR20

PTM2リロードデータD7 (MSB) 
PTM2リロードデータD6 
PTM2リロードデータD5 
PTM2リロードデータD4 
PTM2リロードデータD3 
PTM2リロードデータD2 
PTM2リロードデータD1 
PTM2リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF3A

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR37

RDR36

RDR35

RDR34

RDR33

RDR32

RDR31

RDR30

PTM3リロードデータD7 (MSB) 
PTM3リロードデータD6 
PTM3リロードデータD5 
PTM3リロードデータD4 
PTM3リロードデータD3 
PTM3リロードデータD2 
PTM3リロードデータD1 
PTM3リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FF3B

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR37

CDR36

CDR35

CDR34

CDR33

CDR32

CDR31

CDR30

PTM3コンペアデータD7 (MSB) 
PTM3コンペアデータD6 
PTM3コンペアデータD5 
PTM3コンペアデータD4 
PTM3コンペアデータD3 
PTM3コンペアデータD2 
PTM3コンペアデータD1 
PTM3コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF3D

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR27

CDR26

CDR25

CDR24

CDR23

CDR22

CDR21

CDR20

PTM2コンペアデータD7 (MSB) 
PTM2コンペアデータD6 
PTM2コンペアデータD5 
PTM2コンペアデータD4 
PTM2コンペアデータD3 
PTM2コンペアデータD2 
PTM2コンペアデータD1 
PTM2コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FF3C
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5　周辺回路と動作(プログラマブルタイマ)

表5.10.9.1(f)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM27

PTM26

PTM25

PTM24

PTM23

PTM22

PTM21

PTM20

PTM2データD7 (MSB) 
PTM2データD6 
PTM2データD5 
PTM2データD4 
PTM2データD3 
PTM2データD2 
PTM2データD1 
PTM2データD0 (LSB)

1 RHigh Low

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM37

PTM36

PTM35

PTM34

PTM33

PTM32

PTM31

PTM30

PTM3データD7 (MSB) 
PTM3データD6 
PTM3データD5 
PTM3データD4 
PTM3データD3 
PTM3データD2 
PTM3データD1 
PTM3データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FF3F

00FF3E

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FFB0 MODE16_C

PTNREN_C

–

–

–

PTRUN4

PSET4

CKSEL4

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM4-5 8/16ビットモード選択
外部クロック2ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM4 Run/Stop制御
PTM4プリセット
PTM4入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

00FFB1 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

PTRUN5

PSET5

CKSEL5

–

–

–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM5 Run/Stop制御
PTM5プリセット
PTM5入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR47

RDR46

RDR45

RDR44

RDR43

RDR42

RDR41

RDR40

PTM4リロードデータD7 (MSB) 
PTM4リロードデータD6 
PTM4リロードデータD5 
PTM4リロードデータD4 
PTM4リロードデータD3 
PTM4リロードデータD2 
PTM4リロードデータD1 
PTM4リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFB2

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR57

RDR56

RDR55

RDR54

RDR53

RDR52

RDR51

RDR50

PTM5リロードデータD7 (MSB) 
PTM5リロードデータD6 
PTM5リロードデータD5 
PTM5リロードデータD4 
PTM5リロードデータD3 
PTM5リロードデータD2 
PTM5リロードデータD1 
PTM5リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFB3
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表5.10.9.1(g)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR57

CDR56

CDR55

CDR54

CDR53

CDR52

CDR51

CDR50

PTM5コンペアデータD7 (MSB) 
PTM5コンペアデータD6 
PTM5コンペアデータD5 
PTM5コンペアデータD4 
PTM5コンペアデータD3 
PTM5コンペアデータD2 
PTM5コンペアデータD1 
PTM5コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFB5

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR47

CDR46

CDR45

CDR44

CDR43

CDR42

CDR41

CDR40

PTM4コンペアデータD7 (MSB) 
PTM4コンペアデータD6 
PTM4コンペアデータD5 
PTM4コンペアデータD4 
PTM4コンペアデータD3 
PTM4コンペアデータD2 
PTM4コンペアデータD1 
PTM4コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFB4

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM57

PTM56

PTM55

PTM54

PTM53

PTM52

PTM51

PTM50

PTM5データD7 (MSB) 
PTM5データD6 
PTM5データD5 
PTM5データD4 
PTM5データD3 
PTM5データD2 
PTM5データD1 
PTM5データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFB7

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM47

PTM46

PTM45

PTM44

PTM43

PTM42

PTM41

PTM40

PTM4データD7 (MSB) 
PTM4データD6 
PTM4データD5 
PTM4データD4 
PTM4データD3 
PTM4データD2 
PTM4データD1 
PTM4データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFB6

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FFB8 MODE16_D

PTNREN_D

–

–

–

PTRUN6

PSET6

CKSEL6

 

 

読み出し時は"0" 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

0

0

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

W

R/W

PTM6-7 8/16ビットモード選択
外部クロック3ノイズリジェクタ選択
–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM6 Run/Stop制御
PTM6プリセット
PTM6入力クロック選択

16ビット×1

有効

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック

8ビット×2

無効

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

00FFB9 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

PTRUN7

PSET7

CKSEL7

–

–

–

汎用レジスタ
汎用レジスタ
PTM7 Run/Stop制御
PTM7プリセット
PTM7入力クロック選択

読み出し時は 

常時"0" 

 

予約レジスタ 

 

 

読み出し時は"0"

–

–

–

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

W

R/W

–

–

–

0

0

Stop

無効 

内部クロック 

–

–

–

1

1

Run

プリセット 

外部クロック
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表5.10.9.1(h)　プログラマブルタイマの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR67

RDR66

RDR65

RDR64

RDR63

RDR62

RDR61

RDR60

PTM6リロードデータD7 (MSB) 
PTM6リロードデータD6 
PTM6リロードデータD5 
PTM6リロードデータD4 
PTM6リロードデータD3 
PTM6リロードデータD2 
PTM6リロードデータD1 
PTM6リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFBA

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

RDR77

RDR76

RDR75

RDR74

RDR73

RDR72

RDR71

RDR70

PTM7リロードデータD7 (MSB) 
PTM7リロードデータD6 
PTM7リロードデータD5 
PTM7リロードデータD4 
PTM7リロードデータD3 
PTM7リロードデータD2 
PTM7リロードデータD1 
PTM7リロードデータD0 (LSB)

1 R/WHigh Low

00FFBB

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR67

CDR66

CDR65

CDR64

CDR63

CDR62

CDR61

CDR60

PTM6コンペアデータD7 (MSB) 
PTM6コンペアデータD6 
PTM6コンペアデータD5 
PTM6コンペアデータD4 
PTM6コンペアデータD3 
PTM6コンペアデータD2 
PTM6コンペアデータD1 
PTM6コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFBC

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

CDR77

CDR76

CDR75

CDR74

CDR73

CDR72

CDR71

CDR70

PTM7コンペアデータD7 (MSB) 
PTM7コンペアデータD6 
PTM7コンペアデータD5 
PTM7コンペアデータD4 
PTM7コンペアデータD3 
PTM7コンペアデータD2 
PTM7コンペアデータD1 
PTM7コンペアデータD0 (LSB)

0 R/WHigh Low

00FFBD

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM77

PTM76

PTM75

PTM74

PTM73

PTM72

PTM71

PTM70

PTM7データD7 (MSB) 
PTM7データD6 
PTM7データD5 
PTM7データD4 
PTM7データD3 
PTM7データD2 
PTM7データD1 
PTM7データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFBF

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PTM67

PTM66

PTM65

PTM64

PTM63

PTM62

PTM61

PTM60

PTM6データD7 (MSB) 
PTM6データD6 
PTM6データD5 
PTM6データD4 
PTM6データD3 
PTM6データD2 
PTM6データD1 
PTM6データD0 (LSB)

1 RHigh Low

00FFBE
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MODE16_A: 00FF30H·D7
MODE16_B: 00FF38H·D7
MODE16_C: 00FFB0H·D7
MODE16_D: 00FFB8H·D7
8/16ビットモードを選択します。

"1"書き込み: 16ビット×1チャネル
"0"書き込み: 8ビット×2チャネル

読み出し: 可能

MODE16_Aはタイマ0-1、MODE16_Bはタイマ2-
3、MODE16_Cはタイマ4-5、MODE16_Dはタイマ
6-7に対応する8/16ビットモード選択レジスタで、
タイマ(L)とタイマ(H)を独立した2チャネルの8ビッ
トタイマとして使用するか、組み合わせた1チャネ
ルの16ビットタイマとして使用するか選択しま
す。MODE16_A(～D)に"0"を書き込んだ場合は8
ビット×2チャネル、"1"を書き込んだ場合は16
ビット×1チャネルがそれぞれ選択されます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(8ビット
×2チャネル)に設定されます。

PTNREN_A: 00FF30H·D6
PTNREN_B: 00FF38H·D6
PTNREN_C: 00FFB0H·D6
PTNREN_D: 00FFB8H·D6
外部クロック入力部のノイズリジェクタを有効/無
効にします。

"1"書き込み: 有効
"0"書き込み: 無効

読み出し: 可能

PTNREN_A(～D)に"1"を書き込むことによって、
外部クロックEXCL0(～3)のノイズリジェクタが有
効となります。これにより、16/fOSC1以下のパルス
はノイズとみなされて除去されます。PTNREN_A
(～D)が"0"の場合、外部クロックはノイズリジェク
タをバイパスします。
イニシャルリセット時、PTNREN_A(～D)は"0"(無
効)に設定されます。

CKSEL0: 00FF30H·D0
CKSEL1: 00FF31H·D0
CKSEL2: 00FF38H·D0
CKSEL3: 00FF39H·D0
CKSEL4: 00FFB0H·D0
CKSEL5: 00FFB1H·D0
CKSEL6: 00FFB8H·D0
CKSEL7: 00FFB9H·D0
各タイマの入力クロックを選択します。

"1"書き込み: 外部クロック
"0"書き込み: 内部クロック

読み出し: 可能

各タイマの入力クロックを外部クロック(入力ポー
トの入力信号)とするか内部クロック(プリスケーラ
の出力クロック)とするかを選択します。

CKSELxに"0"を書き込んだ場合はタイマxの入力ク
ロックとして内部クロック(プリスケーラ出力
INCLx)が選択されます。
"1"を書き込んだ場合は外部クロック(タイマ0と1は
K04入力EXCL0、タイマ2と3はK05入力EXCL1、
タイマ4と5はK06入力EXCL2、タイマ6と7はK07
入力EXCL3)が選択され、イベントカウンタとして
機能します。
なお、16ビットモードではCKSEL(H)の設定が無効
となります。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(内部ク
ロック)に設定されます。

PRTF0: 00FF17H·D0
PRTF1: 00FF17H·D1
PRTF2: 00FF17H·D2
PRTF3: 00FF17H·D3
PRTF4: 00FF1BH·D0
PRTF5: 00FF1BH·D1
PRTF6: 00FF1BH·D2
PRTF7: 00FF1BH·D3
各タイマの原振クロックを選択します(内部クロッ
ク使用時)。

"1"書き込み: fOSC1

"0"書き込み: fOSC3

読み出し: 可能

PRTFxに"1"を書き込むことにより、OSC1クロッ
クがタイマxの原振として選択されます。"0"を書
き込むと、OSC3クロックが選択されます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(fOSC3)に
設定されます。

PST00~PST02: 00FF14H·D0~D2
PST10~PST12: 00FF14H·D4~D6
PST20~PST22: 00FF15H·D0~D2
PST30~PST32: 00FF15H·D4~D6
PST40~PST42: 00FF18H·D0~D2
PST50~PST52: 00FF18H·D4~D6
PST60~PST62: 00FF19H·D0~D2
PST70~PST72: 00FF19H·D4~D6
各タイマの入力クロックを設定します(内部クロッ
ク使用時)。
表5.10.9.1(a)、(b)に示した8種類の分周比の中から
選択できます。
本レジスタは読み出しも可能です。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"に設定さ
れます。
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PRPRT0: 00FF14H·D3
PRPRT1: 00FF14H·D7
PRPRT2: 00FF15H·D3
PRPRT3: 00FF15H·D7
PRPRT4: 00FF18H·D3
PRPRT5: 00FF18H·D7
PRPRT6: 00FF19H·D3
PRPRT7: 00FF19H·D7
各タイマへのクロック供給を制御します(内部ク
ロック使用時)。

"1"書き込み: ON
"0"書き込み: OFF

読み出し: 可能

PRPRTxレジスタに"1"を書き込むことにより、
PSTxレジスタで選択したクロックがタイマxに出力
されます。
"0"を書き込むと、クロックは出力されません。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(OFF)に
設定されます。

RDR00~RDR07: 00FF32H
RDR10~RDR17: 00FF33H
RDR20~RDR27: 00FF3AH
RDR30~RDR37: 00FF3BH
RDR40~RDR47: 00FFB2H
RDR50~RDR57: 00FFB3H
RDR60~RDR67: 00FFBAH
RDR70~RDR77: 00FFBBH
各タイマのカウンタの初期値を設定します。
本レジスタに設定したリロードデータがそれぞれ
のカウンタにロードされ、それを初期値としてダ
ウンカウントが行われます。
リロードデータがカウンタにロードされる条件は
PSETxに"1"を書き込んでプリセットを行う場合
と、カウンタのアンダーフローによって自動的に
リロードが行われる場合です。
本レジスタは読み出しも可能です。
イニシャルリセット時、本レジスタは"FFH"に設定
されます。

CDR00~CDR07: 00FF34H
CDR10~CDR17: 00FF35H
CDR20~CDR27: 00FF3CH
CDR30~CDR37: 00FF3DH
CDR40~CDR47: 00FFB4H
CDR50~CDR57: 00FFB5H
CDR60~CDR67: 00FFBCH
CDR70~CDR77: 00FFBDH
各タイマのコンペアデータを設定します。
本レジスタに設定したデータがそれぞれのカウン
タデータと比較され、内容が一致したところでコ
ンペアマッチ信号を出力します。コンペアマッチ
信号は割り込みとTOUT出力波形を制御します。

本レジスタは読み出しも可能です。
イニシャルリセット時、本レジスタは"00H"に設定
されます。

PTM00~PTM07: 00FF36H
PTM10~PTM17: 00FF37H
PTM20~PTM27: 00FF3EH
PTM30~PTM37: 00FF3FH
PTM40~PTM47: 00FFB6H
PTM50~PTM57: 00FFB7H
PTM60~PTM67: 00FFBEH
PTM70~PTM77: 00FFBFH
各タイマのカウンタデータが読み出せます。
データは任意のタイミングで読み出しが可能です。
ただし、16ビットモードでは、 PTM(L)の読み出し
によるPTM(H)のタイマ(H)カウンタデータのラッチ
は行われません。
タイマ(L)からタイマ(H)へのボロー発生を回避する
必要がある場合は、PTRUN(L)に"0"を書き込み、タ
イマをストップしてからカウンタデータの読み出し
を行ってください。
PTMxは読み出し専用のため、書き込み動作は無効
となります。
イニシャルリセット時、PTMxは"FFH"に設定され
ます。

PSET0: 00FF30H·D1
PSET1: 00FF31H·D1
PSET2: 00FF38H·D1
PSET3: 00FF39H·D1
PSET4: 00FFB0H·D1
PSET5: 00FFB1H·D1
PSET6: 00FFB8H·D1
PSET7: 00FFB9H·D1
リロードデータをカウンタにプリセットします。

"1"書き込み: プリセット
"0"書き込み: 無効

読み出し: 常時"0"

PSETxに"1"を書き込むことによって、RDRxのリ
ロードデータがタイマxのカウンタにプリセットさ
れます。タイマxのカウンタがRUN状態のときにプ
リセットを行うとリロードデータのプリセット直
後にリスタートします。
また、STOP状態の場合はプリセットされたリロー
ドデータがそのまま保持されます。
"0"の書き込みはノーオペレーションとなります。
なお、16ビットモードを選択している場合はPSET
(L)によって16ビットのプリセットが行われるため、
PSET(H)への"1"書き込みは無効となります。
PSETxは書き込み専用のため、読み出しは常時"0"
となります。
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PTRUN0: 00FF30H·D2
PTRUN1: 00FF31H·D2
PTRUN2: 00FF38H·D2
PTRUN3: 00FF39H·D2
PTRUN4: 00FFB0H·D2
PTRUN5: 00FFB1H·D2
PTRUN6: 00FFB8H·D2
PTRUN7: 00FFB9H·D2
カウンタのRUN/STOPを制御します。

"1"書き込み: RUN
"0"書き込み: STOP

読み出し: 可能

タイマxのカウンタはPTRUNxに"1"を書き込むこと
によってダウンカウントを開始し、"0"の書き込み
により停止します。
STOP状態ではプリセットか次にRUN状態にするま
で、カウンタのデータは保持されます。また、
STOP状態からRUN状態にすることによって、保持
していたデータから継続してカウントを進めるこ
とができます。
なお、16ビットモードを選択している場合はPTRUN
(L)によって制御します。その場合、PTRUN(H)は"0"
に固定されます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(STOP)に
設定されます。

PTOUT0: 00FF30H·D3
PTOUT1: 00FF31H·D3
PTOUT2: 00FF38H·D3
PTOUT3: 00FF39H·D3
TOUT信号の出力制御を行います。

"1"書き込み: TOUT信号出力
"0"書き込み: DC出力

読み出し: 可能

PTOUTxはTOUTx信号(タイマx出力クロック)の出
力制御レジスタです。"1"を設定するとTOUT0また
はTOUT1信号はP14ポート端子から、TOUT2また
はTOUT3信号はP15ポート端子から出力され、"0"
を設定するとDC出力を行います。
このとき、I/OコントロールレジスタIOC14/IOC15
およびデータレジスタP14D/P15Dの設定は無効に
なります。
16ビットモードを選択している場合はPTOUT(H)に
よって制御します。その場合、PTOUT(L)は"0"に
固定されます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(DC出力)
に設定されます。

注! PTOUT0とPTOUT1を同時に設定した場合は
PTOUT1が、PTOUT2とPTOUT3を同時に
設定した場合はPTOUT3が有効になります。
なお、プログラマブルタイマを16ビット
モードに設定した場合、TOUT0、TOUT2
を出力することはできません。

RPTOUT2: 00FF38H·D4
RPTOUT3: 00FF39H·D4
_________
TOUT信号の出力制御を行います。

"1"書き込み:
_________
TOUT信号出力

"0"書き込み: DC出力
読み出し: 可能

__________
RPTOUTxはTOUTx信号(タイマx出力反転クロッ
ク)の出力制御レジスタです。"1"を設定すると__________ __________
TOUT2またはTOUT3信号はP17ポート端子から出
力され、"0"を設定するとDC出力を行います。
このとき、I/OコントロールレジスタIOC17および
データレジスタP17Dの設定は無効になります。
16ビットモードを選択している場合はRPTOUT3に
よって制御します。その場合、RPTOUT2は"0"に
固定されます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(DC出力)
に設定されます。

注! RPTOUT2とRPTOUT3を同時に設定した場
合はRPTOUT3が有効になります。

PPT0, PPT1: 00FF21H·D2, D3
PPT2, PPT3: 00FF21H·D4, D5
PPT4, PPT5: 00FF2AH·D0, D1
PPT6, PPT7: 00FF2AH·D2, D3
プログラマブルタイマ割り込みの優先レベルを設
定します。
PPT0とPPT1はタイマ0と1、PPT2とPPT3はタイマ2
と3、PPT4とPPT5はタイマ4と5、PPT6とPPT7はタ
イマ6と7の割り込みに対応した割り込みプライオ
リティレジスタです。
設定できる割り込み優先レベルは表5.10.9.2のとお
りです。

表5.10.9.2　割り込み優先レベルの設定

PPT7

PPT5

PPT3

PPT1

1

1

0

0

割り込み優先レベル 

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

PPT6

PPT4

PPT2

PPT0

1

0

1

0

(IRQ3) 
(IRQ2) 
(IRQ1) 
(なし)

イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(レベル0)
に設定されます。
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ETU0: 00FF25H·D0
ETU1: 00FF25H·D2
ETU2: 00FF25H·D4
ETU3: 00FF25H·D6
ETU4: 00FF2CH·D0
ETU5: 00FF2CH·D2
ETU6: 00FF2CH·D4
ETU7: 00FF2CH·D6
CPUに対するアンダーフロー割り込みの発生を許
可または禁止します。

"1"書き込み: 割り込み許可
"0"書き込み: 割り込み禁止

読み出し: 可能

ETUxレジスタはタイマxのアンダーフロー割り込
み要因に対応する割り込みイネーブルレジスタ
で、"1"に設定した割り込みが許可され、"0"に設定
した割り込みが禁止されます。
なお、16ビットモードを選択している場合はETU
(L)の設定は無効となります。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(割り込み
禁止)に設定されます。

ETC0: 00FF25H·D1
ETC1: 00FF25H·D3
ETC2: 00FF25H·D5
ETC3: 00FF25H·D7
ETC4: 00FF2CH·D1
ETC5: 00FF2CH·D3
ETC6: 00FF2CH·D5
ETC7: 00FF2CH·D7
CPUに対するコンペアマッチ割り込みの発生を許
可または禁止します。

"1"書き込み: 割り込み許可
"0"書き込み: 割り込み禁止

読み出し: 可能

ETCxレジスタはタイマxのコンペアマッチ割り込
み要因に対応する割り込みイネーブルレジスタ
で、"1"に設定した割り込みが許可され、"0"に設定
した割り込みが禁止されます。
なお、16ビットモードを選択している場合はETC
(L)の設定は無効となります。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"(割り込み
禁止)に設定されます。

FTU0: 00FF29H·D0
FTU1: 00FF29H·D2
FTU2: 00FF29H·D4
FTU3: 00FF29H·D6
FTU4: 00FF2EH·D0
FTU5: 00FF2EH·D2
FTU6: 00FF2EH·D4
FTU7: 00FF2EH·D6
アンダーフロー割り込みの発生状態を示します。

"1"読み出し: 割り込み要因あり
"0"読み出し: 割り込み要因なし

"1"書き込み: 要因フラグをリセット
"0"書き込み: 無効

FTUxはタイマxの割り込みに対応する割り込み要
因フラグで、それぞれのカウンタのアンダーフ
ローに同期して"1"にセットされます。
このとき、対応する割り込みイネーブルレジスタ
が"1"で、かつ対応する割り込みプライオリティレ
ジスタがインタラプトフラグ(I0、I1)より高いレベ
ルに設定されている場合、CPUに対し割り込みが
発生します。
割り込み要因フラグは割り込みイネーブルレジス
タや割り込みプライオリティレジスタの設定にか
かわらず、割り込み発生条件の成立により"1"に
セットされます。
割り込み発生後、次の割り込みを受け付けるに
は、インタラプトフラグの再設定(割り込みプライ
オリティレジスタが示すレベルより低いレベルを
インタラプトフラグに設定するか、RETE命令を実
行する。)と割り込み要因フラグのリセットが必要
で、割り込み要因フラグは"1"を書き込むことに
よって"0"にリセットされます。
なお、16ビットモードを選択している場合は割り込
み要因フラグFTU(L)は"1"にセットされず、タイマ
(L)の割り込みも発生しません。16ビットモード時
は、16ビットカウンタのアンダーフローによって割
り込み要因フラグFTU(H)が"1"にセットされます。
イニシャルリセット時、本フラグは"0"にリセット
されます。
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FTC0: 00FF29H·D1
FTC1: 00FF29H·D3
FTC2: 00FF29H·D5
FTC3: 00FF29H·D7
FTC4: 00FF2EH·D1
FTC5: 00FF2EH·D3
FTC6: 00FF2EH·D5
FTC7: 00FF2EH·D7
コンペアマッチ割り込みの発生状態を示します。

"1"読み出し: 割り込み要因あり
"0"読み出し: 割り込み要因なし

"1"書き込み: 要因フラグをリセット
"0"書き込み: 無効

FTCxはタイマxの割り込みに対応する割り込み要
因フラグで、それぞれのカウンタのコンペアマッ
チ信号に同期して"1"にセットされます。
このとき、対応する割り込みイネーブルレジスタ
が"1"で、かつ対応する割り込みプライオリティレ
ジスタがインタラプトフラグ(I0、I1)より高いレベ
ルに設定されている場合、CPUに対し割り込みが
発生します。
割り込み要因フラグは割り込みイネーブルレジス
タや割り込みプライオリティレジスタの設定にか
かわらず、割り込み発生条件の成立により"1"に
セットされます。
割り込み発生後、次の割り込みを受け付けるに
は、インタラプトフラグの再設定(割り込みプライ
オリティレジスタが示すレベルより低いレベルを
インタラプトフラグに設定するか、RETE命令を実
行する。)と割り込み要因フラグのリセットが必要
で、割り込み要因フラグは"1"を書き込むことに
よって"0"にリセットされます。
なお、16ビットモードを選択している場合は割り込
み要因フラグFTC(L)は"1"にセットされず、タイマ
(L)の割り込みも発生しません。16ビットモード時
は、16ビットカウンタのコンペアマッチによって割
り込み要因フラグFTC(H)が"1"にセットされます。
イニシャルリセット時、本フラグは"0"にリセット
されます。

5.10.10 プログラミング上の注意事項
(1) プログラマブルタイマはレジスタPTRUNxへの

書き込みに対して、入力クロックの立ち下がり
エッジに同期して実際にRUN/STOP状態となり
ます。
したがって、PTRUNxに"0"を書き込んだ場合
は、"-1"余分にカウントしたところでタイマが
停止状態となります。また、このときPTRUNx
は実際にタイマがSTOP状態となるまで、読み
出しに対して"1"を保持します。
図5.10.10.1にRUN/STOP制御のタイミング
チャートを示します。

PTRUNx(WR)

PTMx 42H 41H 40H 3FH 3EH 3DH

PTRUNx(RD)

入力クロック 

図5.10.10.1　RUN/STOP制御のタイミングチャート

(2) プログラマブルタイマがRUNしている状態
(PTRUNx="1")でSLP命令を実行した場合は、
SLEEP状態からの復帰時にプログラマブルタイ
マが不安定な動作となります。したがって、
SLEEP状態へ移行する場合は、SLP命令の実行
以前にプログラマブルタイマをSTOP状態
(PTRUNx="0")に設定してください。
また、同様にクロック出力ポート端子に不安定
なクロックが出力されないようTOUT信号を
ディセーブル状態(PTOUTx="0")に設定してく
ださい。

(3) 16ビットモードでは、 PTM(L)の読み出しによ
るPTM(H)のタイマ(H)カウンタデータのラッチ
は行われません。タイマ(L)からタイマ(H)への
ボロー発生を回避する必要がある場合は、
PTRUN(L)に"0"を書き込み、タイマをストップ
してからカウンタデータの読み出しを行ってく
ださい。

(4) プログラマブルタイマ動作中にプログラマブル
タイマ割り込み発生間隔を変更する場合、以下
の理由によりリロードデータを書き込むタイミ
ングに注意が必要です。
プログラマブルタイマは入力クロックの立ち下
がりエッジでダウンカウントを行い、そこでア
ンダーフローが発生した場合は同時に割り込み
を発生します。その後、リロードデータをカウ
ンタにセットする動作を開始し、入力クロック
の次の立ち上がりエッジでカウンタデータが確
定します(①の区間)。

入力クロック 

カウンタデータ 
(連続モード)

(リロードデータ = 25H)

03H 02H 01H 00H 25H 24H

アンダーフロー(割り込み発生)
リロードデータからカウンタデータ確定 

① 

図5.10.10.2　プログラマブルタイマリロードタイミング

リロードデータを正しくカウンタにセットする
ために、割り込み発生後は①の区間を含め、カ
ウンタデータが確定するまではリロードデータ
の書き換えを行わないでください。入力クロッ
クの源振にOSC1(低速クロック)を使用し、CPU
がOSC3(高速クロック)で動作している場合は、
特に注意が必要です。
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5.11 LCDドライバ

5.11.1 LCDドライバの構成
S1C88650は最大4,032ドット(126セグメント×32
コモン)のLCDパネルが駆動可能なドットマトリ
クスLCDドライバを内蔵しています。図5.11.1.1に
LCDドライバと駆動電源の構成を示します。

5.11.2 LCD電源
LCD系の駆動電圧VC1～VC5は、内部のLCD系定電
圧回路によって発生します。外部より印加する必
要はありません。また、この内部発生電圧で外部
の負荷を駆動することはできません。
LCD系定電圧回路は電源電圧によりVDDまたはVD2

で駆動できるようになっており、この切り換えを
液晶系定電圧回路用電源選択レジスタVDSELによ
り行います。VDSELが"0"の場合はVDDが、"1"の
場合はVD2が選択されます。VD2はVDDを電源電圧
昇圧回路により約2倍に昇圧した電圧です。VD2を
使用するにはVD2に切り換える前に電源電圧昇圧回
路ON/OFF制御レジスタDBONに"1"を書き込み、
電源電圧昇圧回路をONしておく必要があります。

VC1

VD2

VC3

VC4

VC5

CA
CB
CC
CD
CE

CF
CG

COM0~COM31
SEG0~SEG125

VSS

LCD系 
定電圧回路 

VC2

LCDコントラスト 
調整回路 

LC3

FRMCS

LC2

LC1

LC0

LCDドライバ 

DTFNT

VC1–VC5

LCDC1

LCDC0

LDUTY1

LDUTY0

表示メモリ 

SEGREV

電源電圧 
昇圧回路 

クロック 
制御回路 

VDDVD2

fOSC1
分周回路 OSC1発振回路 

プログラマブルタイマ5 
アンダーフロー信号 

DSPAR

VDSEL

DBON

図5.11.1.1　LCDドライバと駆動電源の構成
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LDUTY1

1 
1 
0 
0

LDUTY0

1 
0 
1 
0

デューティ 
禁止 
1/16

1/32

1/8

コモン端子 
–

COM0~COM15

COM0~COM31

COM0~COM7

セグメント端子 
–

SEG0~SEG125

SEG0~SEG125

SEG0~SEG125

最大表示ドット数 
–

2,016ドット 
4,032ドット 
1,008ドット 

5.11.3 フレーム周波数
本LCDドライバはフレーム信号を生成するための
源振クロックを、OSC1発振クロック(fOSC1)または
プログラマブルタイマ5のアンダーフロー信号から
選択できます。プログラマブルタイマ5を使用する
と、フレーム周波数を細かく調整可能です。設定
値については、"5.10.8 LCDドライバ用フレーム周
波数の設定"を参照してください。
源振クロックはLCDフレーム周波数源振クロック選
択レジスタFRMCSによって選択します。FRMCSが
"0"の場合がfOSC1、"1"の場合がプログラマブルタイ
マ5となります。源振クロックにfOSC1を選択した場
合 の フ レ ー ム 周 波 数 は 以 下 の と お り で す
(fOSC1=32.768kHzの場合)。
1/8デューティ: 64Hz
1/16デューティ: 32Hz
1/32デューティ: 32Hz

5.11.4 駆動デューティの切り換え
S1C88650はソフトウェアにより駆動デューティを
1/8、1/16、1/32の3種類に切り換えることができま
す。この設定はレジスタLDUTY0、1によって行い
ます。
表5.11.4.1にLDUTYの設定と駆動デューティ、最
大表示ドット数の対応を示します。
1/32デューティ選択時は126セグメント×32コモン
(最大4,032ドット)のLCDパネルが駆動可能となり
ます。
1/16デューティ選択時は126セグメント×16コモン
(最大2,016ドット)のLCDパネルが駆動可能となり
ます。なお、1/16デューティ選択時はCOM16～
COM31端子が常時OFF信号を出力する無効な端子
となります。
1/8デューティ選択時は126セグメント×8コモン(最
大1,008ドット)のLCDパネルが駆動可能となりま
す。なお、1/8デューティ選択時はCOM8～COM31
端子が常時OFF信号を出力する無効な端子となり
ます。
1/32、1/16、1/8デューティいずれも駆動バイアスは
1/5(VC1、VC2、VC3、VC4、VC5による5電位)で、
駆動波形はそれぞれ図5.11.4.1～図5.11.4.3に示すと
おりとなります。

表5.11.4.1　LDUTYの設定と駆動デューティ、最大表示ドット数の対応

図5.11.3.1　フレーム周波数源振クロックの分周

fOSC1 1/16 フレーム 
周波数 

1/64(1/32, 1/16デューティ) 
1/128(1/8デューティ)

分周回路 セレクタ 

1/2プログラマブルタイマ5 
アンダーフロー信号 

OSC1 
発振回路 
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図5.11.4.1　1/32デューティの駆動波形
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∗ fOSC1(32.768kHz)を源振クロックに選択した場合(FRMCS="0")
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図5.11.4.2　1/16デューティの駆動波形
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∗ fOSC1(32.768kHz)を源振クロックに選択した場合(FRMCS="0")
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図5.11.4.3　1/8デューティの駆動波形
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-VC2
-VC3
-VC4
-VC5

-VC1
-VC2
-VC3
-VC4
-VC5

64Hz*
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5.11.5 表示メモリ
S1C88650は768バイトの表示メモリを内蔵してい
ます。表示メモリはアドレスFx00H～Fx7FH(x=8～
DH)に割り付けられており、メモリビットとコモ
ン/セグメント端子の対応は次に示す項目の選択状
態にしたがって変化します。

(1) 駆動デューティ(1/32、1/16または1/8デューティ)
(2) ドットフォント(16×16/5×8または12×12ドット)
(3) SEG端子割り付け(通常または反転)

駆動デューティとして1/16または1/8デューティを
選択した場合は2画面分のメモリを確保することが
でき、表示メモリ領域選択レジスタDSPARによっ
て画面の切り換えを行うことができます。DSPAR
に"0"を書き込んだ場合は表示領域0、"1"を書き込
んだ場合は表示領域1がそれぞれ選択されます。
また、12×12ドットフォントのLCDパネルにソフ
トウェアで容易にキャラクタを表示できるよう16
×16/5×8ドットと12×12ドット間で別々のメモリ
配置を選択することができます。
この選択はドットフォント選択レジスタDTFNTに
よって行われ、DTFNTに"0"を書き込んだ場合は16
×16/5×8ドット、"1"を書き込んだ場合は12×12
ドットがそれぞれ選択されます。

SEG端子に対応するメモリの割り付けをSEG出力
対応反転レジスタSEGREVで反転することもでき
ます。

表5.11.5.1　SEG端子割り付けの反転

SEGREV

1

0

割り付け 
反転 
通常 

Fx00H

SEG125

SEG0

Fx70H

SEG0

SEG125

駆動デューティとドットフォントの選択にした
がった表示メモリのビットとコモン/セグメント端
子の対応を図5.11.5.1～図15.11.5.6にそれぞれ示し
ます。
LCDパネル上のドットに対応する表示メモリの
ビットに"1"を書き込むとそのドットがONし、"0"
を書き込むとOFFします。表示メモリはリード/ラ
イト可能なRAM構造となっているため、論理演算
命令等(リードモディファイライト命令)によるビッ
ト単位の制御を行うことができます。
768バイトの表示メモリ中で表示領域に割り当てら
れないビットは、リード/ライト可能な汎用RAMと
して使用することができます。なお、表示メモリ
領域に外部メモリを拡張した場合でも、この領域
は外部メモリには解放されません。この領域のア
クセスは常に表示メモリに対して行われます。
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図5.11.5.1　1/32デューティ、16×16/5×8ドット表示メモリマップ

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

表示領域 

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

表示領域 

表示領域 

表示領域 

0–15
125–112

SEG(通常)*1

SEG(反転)*2

16–31
111–96

32–47
95–80

48–63
79–64

64–79
63–48

80–95
47–32

96–111
31–16

112–125
15–0

0
0–F COM

1
0–F

2
0–F

3
0–F

4
0–F

5
0–F

6
0–F

7
0–D

00F800H

|

00F87DH

00F900H

|

00F97DH

00FA00H

|

00FA7DH

00FB00H

|

00FB7DH

00FC00H

|

00FC7DH

00FD00H

|

00FD7DH

∗1: SEGREV = "0" ∗2: SEGREV = "1"

アドレス /  
データビット 
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図5.11.5.2　1/32デューティ、12×12ドット表示メモリマップ

表示領域 

表示領域 

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

0–15
125–112

SEG(通常)*1

SEG(反転)*2

16–31
111–96

32–47
95–80

48–63
79–64

64–79
63–48

80–95
47–32

96–111
31–16

112–125
15–0

0
0–F COM

1
0–F

2
0–F

3
0–F

4
0–F

5
0–F

6
0–F

7
0–D

00F800H

|

00F87DH

00F900H

|

00F97DH

00FA00H

|

00FA7DH

00FB00H

|

00FB7DH

00FC00H

|

00FC7DH

00FD00H

|

00FD7DH

∗1: SEGREV = "0" ∗2: SEGREV = "1"

アドレス /  
データビット 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28
29
30
31

表示領域 

表示領域 
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図5.11.5.3　1/16デューティ、16×16/5×8ドット表示メモリマップ

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

表示領域0(DSPARに"0"が設定されている場合)

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

表示領域0(DSPARに"0"が設定されている場合)

表示領域1(DSPARに"1"が設定されている場合)

表示領域1(DSPARに"1"が設定されている場合)

0–15
125–112

SEG(通常)*1

SEG(反転)*2

16–31
111–96

32–47
95–80

48–63
79–64

64–79
63–48

80–95
47–32

96–111
31–16

112–125
15–0

0
0–F COM

1
0–F

2
0–F

3
0–F

4
0–F

5
0–F

6
0–F

7
0–D

00F800H

|

00F87DH

00F900H

|

00F97DH

00FA00H

|

00FA7DH

00FB00H

|

00FB7DH

00FC00H

|

00FC7DH

00FD00H

|

00FD7DH

∗1: SEGREV = "0" ∗2: SEGREV = "1"

アドレス /  
データビット 
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図5.11.5.4　1/16デューティ、12×12ドット表示メモリマップ

表示領域0(DSPARに"0"が設定されている場合)

表示領域1(DSPARに"1"が設定されている場合)

D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
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D3
D4
D5
D6
D7
D0
D1
D2
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D4
D5
D6
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D0
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D3
D4
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D6
D7
D0
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7

0–15
125–112

SEG(通常)*1

SEG(反転)*2

16–31
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32–47
95–80

48–63
79–64
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63–48

80–95
47–32

96–111
31–16

112–125
15–0

0
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1
0–F

2
0–F

3
0–F

4
0–F

5
0–F

6
0–F

7
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|
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|
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00FD00H

|

00FD7DH

∗1: SEGREV = "0" ∗2: SEGREV = "1"

アドレス /  
データビット 

表示領域0(DSPARに"0"が設定されている場合)

表示領域1(DSPARに"1"が設定されている場合)

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
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図5.11.5.5　1/8デューティ、5×8ドット表示メモリマップ
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表示領域0(DSPARに"0"が設定されている場合)
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0
1
2
3
4
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7

表示領域1(DSPARに"1"が設定されている場合)

0–15
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SEG(通常)*1

SEG(反転)*2
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32–47
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0
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∗1: SEGREV = "0" ∗2: SEGREV = "1"

アドレス /  
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図5.11.5.6　1/8デューティ、12×12ドット表示メモリマップ
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表示領域1(DSPARに"1"が設定されている場合)
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SEG(反転)*2
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0
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|
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∗1: SEGREV = "0" ∗2: SEGREV = "1"
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5.11.6 表示の制御
内蔵LCDドライバの表示状態とコントラストの調
整を内蔵のLCDドライバによって制御することが
できます。
LCDの表示状態は表示制御レジスタLCDC0、
LCDC1によって選択され、設定値と表示状態が表
5.11.6.1に示すとおり対応しています。

表5.11.6.1　LCD表示制御

全点灯 (スタティック) 
全消灯 (ダイナミック) 
通常表示 
駆動 OFF

LCDC1

1

1

0

0

LCDC0

1

0

1

0

LCD表示 

全点灯および全消灯はLCDドライバが出力する駆
動波形を直接制御するもので、表示メモリのデー
タは変更されません。また、このときのコモン端
子はそれぞれ全点灯ではスタティック駆動、全消
灯ではダイナミック駆動となるため、次のような
用途にこの機能を使用することができます。

(1) 全点灯はスタティック駆動による2値(VC5と
VSS)出力となるため、コモン/セグメント端子
をOSC1発振周波数の周波数調整用モニタ端子
として使用することができます。

(2) 全消灯はダイナミック駆動のため、LCD表示全
体を点滅させたい場合に表示メモリのデータを
変更せずに点滅を実現することができます。

LC3

1

1

1

:

0

0

0

コントラスト 
濃 
 
 
 
 
 

淡 

LC2

1

1

1

:

0

0

0

LC1

1

1

0

:

1

0

0

LC0

1

0

1

:

0

1

0

↑

↓

駆動OFFを選択した場合はLCD駆動電源回路がOFF
となり、VC1～VC5端子はすべてVSSレベルとなり
ます。
なお、レジスタLCDC0、LCDC1はSLP命令が実行
されることで、自動的にハードウェアによって"0"
にリセット("駆動OFF"に設定)されます。

LCDのコントラストは16段階の調整が可能です。
この調整はコントラスト調整レジスタLC0～LC3に
よって行われ、設定値とコントラストの濃淡が表
5.11.6.2に示すとおり対応しています。

表5.11.6.2　LCDのコントラスト調整
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5.11.7 LCDドライバの制御方法
表5.11.7.1にLCDドライバの制御ビットを示します。

表5.11.7.1　LCDドライバの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF03 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

– 
液晶系定電圧回路用電源選択 
電源電圧昇圧回路On/Off制御 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

VD2 

On

–

–

–

–

–

– 

VDD 

Off

–

–

–

–

–

–

VDSEL

DBON

00FF10 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

HLMOD

SEGREV

–

–

–

DTFNT

LDUTY1

LDUTY0

重負荷保護モード
SEG出力対応反転 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
LCDドットフォント選択 
LCD駆動デューティ選択 

 

 

予約レジスタ 

 

0

0

0

0

0

0

1

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

反転 

1

1

1

12×12

Off

通常 

0

0

0

16×16/5×8

00FF11 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FRMCS

DSPAR

LCDC1

LCDC0

LC3

LC2

LC1

LC0

LCDフレーム周波数源振クロック選択 

LCDコントラスト調整 

 

 

SLP命令実行時に 

(0, 0)にリセット 

0

0

0

0

0

0

0

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

Pタイマ fOSC1

LCDC1
1
1
0
0

LCDC0
1
0
1
0

LCD表示 
全点灯 
全消灯 
通常表示 
駆動Off

LDUTY1
1
1
0
0

LDUTY0
1
0
1
0

デューティ 
禁止 
1/16 
1/32 
1/8

LC3
1
1
:
0

LC2
1
1
:
0

LC1
1
1
:
0

LC0
1
0
:
0

コントラスト 
濃 
: 
: 
淡 

表示領域1 表示領域0LCD表示メモリ領域選択 
LCD表示制御 
 
 
 
 
 

LDUTY0, LDUTY1: 00FF10H·D0, D1
駆動デューティを選択します。

表5.11.7.2　駆動デューティの設定

LDUTY1

1 
1 
0 
0

LDUTY0

1 
0 
1 
0

デューティ 
禁止 
1/16

1/32

1/8

コモン端子 
–

COM0~COM15

COM0~COM31

COM0~COM7

セグメント端子 
–

SEG0~SEG125

SEG0~SEG125

SEG0~SEG125

最大表示ドット数 
–

2,016ドット 
4,032ドット 
1,008ドット 

イニシャルリセット時、LDUTYは"10"(1/16デューティ)に設定されます。
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DTFNT: 00FF10H·D2
ドットフォントを選択します。

"1"書き込み: 12×12ドット
"0"書き込み: 16×16/5×8ドット

読み出し: 可能

表示メモリ上の表示領域を16×16/5×8ドットに適
合させるか、12×12ドットに適合させるかを選択
します。DTFNTに"0"を書き込むと16×16/5×8
ドット、"1"を書き込むと12×12ドットがそれぞれ
選択されます。
ドットフォントの選択にしたがった表示メモリの
ビットとコモン/セグメント端子の対応について
は、図5.11.5.1～図5.11.5.5を参照してください。
イニシャルリセット時、DTFNTは"0"(16×16/5×8
ドット)に設定されます。

SEGREV: 00FF10H·D6
SEG端子に対するメモリの割り付けを反転します。

表5.11.7.3　SEG端子割り付けの反転

SEGREV

1

0

割り付け 
反転 
通常 

Fx00H

SEG125

SEG0

Fx70H

SEG0

SEG125

イニシャルリセット時、SEGREVは"0"(通常)に設
定されます。

DSPAR: 00FF11H·D6
表示領域を選択します。

"1"書き込み: 表示領域1
"0"書き込み: 表示領域0

読み出し: 可能

表示メモリ中に2画面分確保される表示領域のどち
らを表示させるかを選択します。DSPARに"0"を書
き込むと表示領域0、"1"を書き込むと表示領域1が
それぞれ選択されます。
表示領域の選択にしたがった表示メモリのビット
とコモン/セグメント端子の対応については、図
5.11.5.1～図5.11.5.5を参照してください。
イニシャルリセット時、DSPARは"0"(表示領域0)
に設定されます。

LCDC0, LCDC1: 00FF11H·D4, D5
LCDの表示を制御します。

表5.11.7.4　LCDの表示制御

全点灯 (スタティック) 
全消灯 (ダイナミック) 
通常表示 
駆動 OFF

LCDC1

1

1

0

0

LCDC0

1

0

1

0

LCD表示 

上記4種類の状態を表示メモリのデータを変更せず
に設定することができます。
イニシャルリセット時、およびSLEEP状態のとき
本レジスタは"0"(駆動OFF)に設定されます。

LC0~LC3: 00FF11H·D0~D3
LCDのコントラストを調整します。

表5.11.7.5　LCDのコントラスト調整

LC3

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

コントラスト 
濃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

淡 

LC2

1

1

1

1

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

LC1

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

LC0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

↑

↓

コントラストは上記16段階の調整を行うことがで
き、これによってLCD駆動電圧VC1～VC5が変化し
ます。
イニシャルリセット時、本レジスタは"0"に設定さ
れます。

FRMCS: 00FF11H·D7
フレーム信号を生成するための源振クロックを選
択します。

"1"書き込み: プログラマブルタイマ5
"0"書き込み: fOSC1

読み出し: 可能

FRMCSに"0"を書き込むとfOSC1、"1"を書き込むとプ
ログラマブルタイマ5が選択されます。
イニシャルリセット時、FRMCSは"0"(fOSC1)に設定
されます。
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DBON: 00FF03H·D0
電源電圧昇圧回路を制御します。

"1"書き込み: ON
"0"書き込み: OFF

読み出し: 可能

DBONに"1"を書き込むと電源電圧昇圧回路がON
し、VDDを約2倍に昇圧したVD2を出力します。VD2

でLCD系定電圧回路を駆動する場合にONします。
DBONに"0"を書き込むと電源電圧昇圧回路はOFF
します。消費電流を低減するため、VDDでLCD系
定電圧回路を駆動する場合はOFFにして使用して
ください。
イニシャルリセット時、DBONは"0"(OFF)に設定
されます。

VDSEL: 00FF03H·D1
LCD系定電圧回路の電源電圧を選択します。

"1"書き込み: VD2

"0"書き込み: VDD

読み出し: 可能

VDSELに"1"を書き込むと電源電圧昇圧回路が出力
するVD2でLCD系定電圧回路が動作します。この設
定の前に、DBONに"1"を書き込み、電源電圧昇圧
回路をONしておく必要があります。なお、電源電
圧昇圧回路をONしてから電圧が安定するまでの約
1msecの間はVD2に切り換えないでください。
VDSELに"0"を書き込んだ場合は、VDDでLCD系定
電圧回路が動作します。
イニシャルリセット時、VDSELは"0"(VDD)に設定
されます。

5.11.8 プログラミング上の注意事項
(1) 表示制御レジスタLCDC0、LCDC1はSLP命令

が実行されることで、自動的にハードウェアに
よって"0"にリセットされます。

(2) LCD系定電圧回路をVD2で動作させる場合、電
源電圧昇圧回路をONしてから電圧が安定する
までの約1msecの間は、LCD系定電圧回路の電
源電圧をVDSELによってVD2に切り換えないで
ください。
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5.12 電源電圧検出(SVD)回路

5.12.1 SVD回路の構成
S1C88650は、SVD(電源電圧検出)回路が内蔵され
ており、ソフトウェアによって電源電圧低下を知
ることができます。
SVD回路のON/OFFおよび比較電圧の設定はソフ
トウェアによって行えます。
図5.12.1.1にSVD回路の構成を示します。

表5.12.2.1　比較電圧の設定

SVDS3

1

1

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

比較電圧 (V)
2.7

2.6

2.5

2.4

2.3

2.2

2.1

2.05

2.0

1.95

1.9

1.85

1.8

–

–

–

SVDS2

1

1

1

1

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

SVDS1

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

SVDS0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

SVD回路による電源電圧の検出動作はレジスタ
SVDONに"1"を書き込むことによって開始します。
その後SVDONに"0"を書き込むことにより、SVD
回路は検出結果をSVDDTラッチにセットして検出
動作を停止(回路をOFF)します。
なお、安定した検出結果を得るためには少なくと
も500µsec以上SVD回路をONにする必要がありま
す。したがって、電源電圧の検出は次のシーケン
スで行ってください。
1. SVDONを"1"にセット
2. 500µsec以上保持
3. SVDONを"0"にセット
4. SVDDTの読み出し

なお、SVD動作時は消費電流が大きくなりますの
で、必要なとき以外は必ずSVD回路をOFFに設定
してください。

図5.12.1.1　SVD回路の構成

5.12.2 SVD動作
SVD回路はソフトウェアによって設定した比較電
圧と電源電圧(VDD–VSS)の比較を行い、その結果を
SVDDTラッチにセットします。このSVDDTラッ
チのデータを読み出すことにより、電源電圧が正
常か、あるいは低下していることをソフトウェア
によって判断できます。
比較電圧はレジスタSVDS3～SVDS0によって表
5.12.2.1の13種類に設定できます。

VDD

デ
ー
タ
バ
ス
 

比較電圧 
設定回路 

検出出力 

SVDON

SVDS3 
¦ 

SVDS0

SVDDTSVD回路 

VSS
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5.12.3 SVD回路の制御方法
表5.12.3.1にSVD回路の制御ビットを示します。

表5.12.3.1　SVD回路の制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF12 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

SVDDT

SVDON

SVDS3

SVDS2

SVDS1

SVDS0

–

–

SVD検出データ
SVD回路On/Off 
SVD比較電圧設定 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

0

0

0

0

0

0

R

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

–

–

Low

On

–

–

Normal

Off

SVDS3
1
1
1
:
0

SVDS2
1
1
1
:
0

SVDS1
1
1
0
:
1

SVDS0
1
0
1
:
1

電圧(V) 
2.7
2.6
2.5
:

1.8

SVDS3~SVDS0: 00FF12H·D3~D0
SVDの比較電圧を表5.12.2.1に示すとおり設定します。
イニシャルリセット時、このレジスタは"0"に設定
されます。

SVDON: 00FF12H·D4
SVD回路のON/OFFを制御します。

"1"書き込み: SVD回路 ON
"0"書き込み: SVD回路 OFF

読み出し: 可能

SVDONを"1"にセットすることによりSVD検出が
行われ、SVDONを"0 "にリセットした直後に
SVDDTラッチへ検出結果が書き込まれます。
なお、安定したSVD検出結果を得るためには、少
なくとも500µsec以上SVD回路をONにする必要が
あります。
イニシャルリセット時、このレジスタは"0"に設定
されます。

SVDDT: 00FF12H·D5
SVDによる検出結果がセットされます。

"0"読み出し: 比較電圧より電源電圧(VDD–VSS)が
高い

"1"読み出し: 比較電圧より電源電圧(VDD–VSS)が
低い

書き込み: 無効

SVDONを"0"にした時点の検出結果を読み出すこ
とができます。
イニシャルリセット時、SVDDTは"0"に設定されます。

5.12.4 プログラミング上の注意事項
(1) SVD回路はONさせてから安定した結果が得ら

れるまでに500µsecの時間を必要とします。こ
のため、SVDONに"1"を書き込み後、500µsec
以上経過後にSVDONに" 0 "を書き込んで
SVDDTを読み出してください。

(2) SVD検出動作時は消費電流が大きくなりますの
で、必要なとき以外は必ずSVD検出をOFFに設
定してください。
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5.13 重負荷保護機能

5.13.1 重負荷保護モード
S1C88650は、外付けランプ点灯時やOSC3高速駆
動時など電池の負荷が重くなり電源電圧が変動す
る場合に備えて、重負荷保護機能を持っていま
す。この重負荷保護機能が働いているモードを重
負荷保護モードと呼びます。液晶の表示の濃淡が
現れる場合などにも、重負荷保護モードを適用し
てください。通常動作モードから重負荷保護モー
ドへは、ソフトウェアでHLMODを"1"にセットし
た場合に移行します。

注! 重負荷保護モードでは、通常動作モードよ
り消費電流が多くなります。したがって、
必要なとき以外はソフトウェアで重負荷保
護モードに設定しないように注意してくだ
さい。

5.13.2 重負荷保護機能の制御
表5.13.2.1に重負荷保護機能の制御ビットを示します。

表5.13.2.1　重負荷保護機能の制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF10 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

HLMOD

SEGREV

–

–

–

DTFNT

LDUTY1

LDUTY0

重負荷保護モード
SEG出力対応反転 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
汎用レジスタ 
LCDドットフォント選択 
LCD駆動デューティ選択 

 

 

予約レジスタ 

 

0

0

0

0

0

0

1

0

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

R/W

On

反転 

1

1

1

12×12

Off

通常 

0

0

0

16×16/5×8

LDUTY1
1
1
0
0

LDUTY0
1
0
1
0

デューティ 
禁止 
1/16 
1/32 
1/8

HLMOD: 00FF10H·D7
重負荷保護機能を制御します。

"1"書き込み: 重負荷保護モード ON
"0"書き込み: 重負荷保護モード OFF

読み出し: 可能

HLMODに"1"を書き込むと重負荷保護モードにな
り、"0"を書き込むと通常モードに戻ります。重負
荷保護モードは消費電流が大きくなりますので、
必要なとき以外はソフトウェアにより重負荷保護
モードに設定しないでください。
イニシャル時、このレジスタは"0"に設定されます。

5.13.3 プログラミング上の注意事項
重負荷保護モードでは、通常モードよりも消費電
流が大きくなります。必要なとき以外はソフト
ウェアで重負荷保護モードに設定しないように注
意してください。
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5.14 割り込みとスタンバイ状態

■ 割り込みの種類
S1C88650には以下に示す4系統31種類の割り込
みが用意されています。

外部割り込み
• K00～K07入力割り込み(8種類)

内部割り込み
• 計時タイマ割り込み(4種類)
• プログラマブルタイマ割り込み(16種類)
• シリアルインタフェース割り込み(3種類)

それぞれの割り込みには、割り込み要因の発生
を示す割り込み要因フラグと割り込み要求の許
可/禁止を設定する割り込みイネーブルレジス
タが設けられており、個々の要因に対して割り
込みの発生を任意に設定することができます。
また、割り込みの各系統には割り込みプライオ
リティレジスタが設けられており、各系統ごと
に割り込み処理の優先度を3レベルまで設定す
ることができます。
図5.14.1に割り込み回路の構成を示します。
各割り込みの詳細については、それぞれの周辺
回路の説明を参照してください。

■ HALT状態
プログラム上でHALT命令を実行することで、
S1C88650はHALT状態となります。HALT状態
ではCPUの動作が停止するため、周辺回路のみ
の動作による低消費電力化が実現できます。
HALT状態の解除はイニシャルリセット、また
は任意の割り込み要求によって行われ、CPUは
例外処理ルーチンからプログラムの実行を再開
します。HALT状態と再起動のシーケンスにつ
いては、"S1C88コアCPUマニュアル"を参照し
てください。

■ SLEEP状態
プログラム上でSLP命令を実行することで、
S1C88650はSLEEP状態となります。SLEEP状態
ではCPUと周辺回路が完全に動作を停止するた
め、HALT状態以上の低消費電力が実現できま
す。SLEEP状態の解除はイニシャルリセット、
または入力ポートからの入力割り込みによって
行われ、128/fOSC1秒もしくは512/fOSC3秒の発振
安定待ち時間後にCPUは再起動します(発振安定
待ち時間は、SLP命令実行時の動作クロックに
よって異なります)。このとき、CPUは例外処理
ルーチン(入力割り込みルーチン)からプログラ
ムの実行を再開します。

注! SLEEP状態からの再起動時は、しばらくの間
発振が不安定となるため、128/fOSC1秒もしく
は512/fOSC3秒以上かかる場合があります。

5.14.1 割り込み発生条件
先に示した4系統31種類の割り込みには、それぞれ
の割り込み要因の発生を示す割り込み要因フラグ
が設けられており、要因の発生によって"1"にセッ
トされます。
また、各割り込み要因フラグには1対1に対応する
割り込みイネーブルレジスタが設けられており、
"1"を書き込むと割り込み許可、"0"を書き込むと割
り込み禁止となります。
CPUは割り込み要求の許可/禁止を割り込み優先レ
ベルによって管理しています。4系統の各割り込み
には優先レベルを設定する割り込みプライオリ
ティレジスタが設けられており、CPUはインタラ
プトフラグ(I0、I1)が示すレベルより高いレベルの
割り込みのみ受け付けます。
したがって、実際にCPUが割り込みを受け付ける
には、以下の3条件の成立が必要です。

(1) 割り込み要因の発生によって、割り込み要因フ
ラグが"1"にセットされている。

(2) 先に対応する割り込みイネーブルレジスタが
"1"に設定されている。

(3) 先に対応する割り込みプライオリティレジスタ
が、インタラプトフラグ(I0、I1)より高い割り
込み優先レベルに設定されている。

CPUは各命令の第1オペコードフェッチサイクルの
最初で割り込みのサンプリングを行います。ここ
で上記の条件が成立していると、CPUは例外処理
に移行します。
例外処理のシーケンスについては"S1C88コアCPU
マニュアル"を参照してください。
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図5.14.1　割り込み回路の構成
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5.14.2 割り込み要因フラグ
注! 割り込み発生後、割り込み要因フラグをリ

セットせずにRETE命令を実行すると、再
度同一の割り込みが発生してしまいます。
したがって、割り込み処理ルーチン内で
は、そのルーチンに対応する割り込み要因
フラグのリセット("1"書き込み)を必ず行っ
てください。

K07入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP07で指定) 
K06入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP06で指定) 
K05入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP05で指定) 
K04入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP04で指定) 
K03入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP03で指定) 
K02入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP02で指定) 
K01入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP01で指定) 
K00入力の立ち下がりまたは立ち上がり(KCP00で指定) 
プログラマブルタイマ0のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ0のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ1のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ1のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ2のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ2のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ3のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ3のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ4のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ4のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ5のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ5のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ6のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ6のコンペアマッチ 
プログラマブルタイマ7のアンダーフロー 
プログラマブルタイマ7のコンペアマッチ 
シリアルインタフェースの受信エラー (調歩同期式モード時) 
シリアルインタフェースの受信完了 
シリアルインタフェースの送信完了 
計時タイマ32Hz信号の立ち下がりエッジ 
計時タイマ8Hz信号の立ち下がりエッジ 
計時タイマ2Hz信号の立ち下がりエッジ 
計時タイマ1Hz信号の立ち下がりエッジ 

割り込み要因フラグ 
FK07
FK06
FK05
FK04
FK03
FK02
FK01
FK00
FTU0
FTC0
FTU1
FTC1
FTU2
FTC2
FTU3
FTC3
FTU4
FTC4
FTU5
FTC5
FTU6
FTC6
FTU7
FTC7
FSERR
FSREC
FSTRA
FTM32
FTM8
FTM2
FTM1

00FF28H·D7
00FF28H·D6
00FF28H·D5
00FF28H·D4
00FF28H·D3
00FF28H·D2
00FF28H·D1
00FF28H·D0
00FF29H·D0
00FF29H·D1
00FF29H·D2
00FF29H·D3
00FF29H·D4
00FF29H·D5
00FF29H·D6
00FF29H·D7
00FF2EH·D0
00FF2EH·D1
00FF2EH·D2
00FF2EH·D3
00FF2EH·D4
00FF2EH·D5
00FF2EH·D6
00FF2EH·D7
00FF27H·D2
00FF27H·D1
00FF27H·D0
00FF26H·D3
00FF26H·D2
00FF26H·D1
00FF26H·D0

割り込み要因 

表5.14.2.1　割り込み要因

割り込みを発生する要因と割り込み要因フラグの
対応を表5.14.2.1に示します。
それぞれの割り込み要因の発生によって、対応す
る割り込み要因フラグが"1"にセットされます。
ソフトウェアによってこのフラグを読み出すこと
で、発生した割り込み要因の種類を確認すること
ができます。
"1"にセットされた割り込み要因フラグは、"1"を書
き込むことで"0"にリセットされます。
イニシャルリセット時、割り込み要因フラグは"0"
にリセットされます。
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このレジスタは読み出しも可能で、その時点の設
定状態を確認することもできます。
イニシャルリセット時、割り込みイネーブルレジ
スタは"0"に設定され、割り込み禁止状態となりま
す。表5.14.3.1に割り込みイネーブルレジスタと割
り込み要因フラグの対応を示します。

表5.14.3.1　割り込みイネーブルレジスタと割り込み要因フラグ

割り込み 
K07入力 
K06入力 
K05入力 
K04入力 
K03入力 
K02入力 
K01入力 
K00入力 
タイマ0のアンダーフロー 
タイマ0のコンペアマッチ 
タイマ1のアンダーフロー 
タイマ1のコンペアマッチ 
タイマ2のアンダーフロー 
タイマ2のコンペアマッチ 
タイマ3のアンダーフロー 
タイマ3のコンペアマッチ 
タイマ4のアンダーフロー 
タイマ4のコンペアマッチ 
タイマ5のアンダーフロー 
タイマ5のコンペアマッチ 
タイマ6のアンダーフロー 
タイマ6のコンペアマッチ 
タイマ7のアンダーフロー 
タイマ7のコンペアマッチ 
シリアルI/F受信エラー 
シリアルI/F受信完了 
シリアルI/F送信完了 
計時タイマ32Hz 
計時タイマ8Hz 
計時タイマ2Hz 
計時タイマ1Hz

割り込みイネーブルレジスタ 
FK07
FK06
FK05
FK04
FK03
FK02
FK01
FK00
FTU0
FTC0
FTU1
FTC1
FTU2
FTC2
FTU3
FTC3
FTU4
FTC4
FTU5
FTC5
FTU6
FTC6
FTU7
FTC7
FSERR
FSREC
FSTRA
FTM32
FTM8
FTM2
FTM1

00FF28H·D7
00FF28H·D6
00FF28H·D5
00FF28H·D4
00FF28H·D3
00FF28H·D2
00FF28H·D1
00FF28H·D0
00FF29H·D0
00FF29H·D1
00FF29H·D2
00FF29H·D3
00FF29H·D4
00FF29H·D5
00FF29H·D6
00FF29H·D7
00FF2EH·D0
00FF2EH·D1
00FF2EH·D2
00FF2EH·D3
00FF2EH·D4
00FF2EH·D5
00FF2EH·D6
00FF2EH·D7
00FF27H·D2
00FF27H·D1
00FF27H·D0
00FF26H·D3
00FF26H·D2
00FF26H·D1
00FF26H·D0

割り込み要因フラグ 
EK07
EK06
EK05
EK04
EK03
EK02
EK01
EK00
ETU0
ETC0
ETU1
ETC1
ETU2
ETC2
ETU3
ETC3
ETU4
ETC4
ETU5
ETC5
ETU6
ETC6
ETU7
ETC7
ESERR
ESREC
ESTRA
ETM32
ETM8
ETM2
ETM1

00FF24H·D7
00FF24H·D6
00FF24H·D5
00FF24H·D4
00FF24H·D3
00FF24H·D2
00FF24H·D1
00FF24H·D0
00FF25H·D0
00FF25H·D1
00FF25H·D2
00FF25H·D3
00FF25H·D4
00FF25H·D5
00FF25H·D6
00FF25H·D7
00FF2CH·D0
00FF2CH·D1
00FF2CH·D2
00FF2CH·D3
00FF2CH·D4
00FF2CH·D5
00FF2CH·D6
00FF2CH·D7
00FF23H·D2
00FF23H·D1
00FF23H·D0
00FF22H·D3
00FF22H·D2
00FF22H·D1
00FF22H·D0

5.14.3 割り込みイネーブルレジスタ
割り込みイネーブルレジスタは各割り込み要因フ
ラグに1対1で対応しており、個々に割り込み要求
の許可/禁止を設定することができます。

割り込みイネーブルレジスタに"1"を書き込むと割
り込み要求が許可され、"0"を書き込むと禁止され
ます。
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割り込みの各系列には、表5.14.4.1に示す割り込み
プライオリティレジスタが設けられており、CPU
に対する割り込みの優先レベル(0～3)を任意に設定
することができます。
これによって、割り込みの優先処理順位をシステ
ムに適合させた多重割り込みが可能となります。

各系列間の割り込み優先レベルは、割り込みプラ
イオリティレジスタによって任意に3レベルまで設
定できます。ただし、複数の系列を同一の優先レ
ベルに設定した場合は、デフォルトの優先順位に
したがって処理されます。

表5.14.4.2　割り込み優先レベルの設定

P  1

1

1

0

0

割り込み優先レベル 

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

P  0

1

0

1

0

(IRQ3) 
(IRQ2) 
(IRQ1) 
(なし)

* *

イニシャルリセット時、割り込みプライオリティ
レジスタはすべて"0"に設定され、各割り込みはレ
ベル0となります。
なお、各系列内での優先レベルはあらかじめ決め
られており、これを変更することはできません。

CPUはインタラプトフラグ(I0、I1)の設定によって
各割り込みをマスクすることができます。各系列
の割り込み優先レベルとインタラプトフラグの関
係は表5.14.4.3のとおりで、CPUはインタラプトフ
ラグが示すレベルより高い優先レベルの割り込み
のみ受け付けます。このうち、レベル4の優先度を_______
持っているNMI(ウォッチドッグタイマ)は、インタ
ラプトフラグの設定にかかわらず常時受け付けら
れます。

表5.14.4.3　CPUの割り込みマスク設定

I1

1

1

0

0

受け付け可能な割り込み 

レベル4 (NMI) 
レベル4、レベル3 (IRQ3) 
レベル4、レベル3、レベル2 (IRQ2) 
レベル4、レベル3、レベル2、レベル1 (IRQ1)

I0

1

0

1

0

割り込みが受け付けられた後は、表5.14.4.4に示す
とおりインタラプトフラグが受け付けた割り込み_______
と同じレベルに書き換えられます。ただし、NMI
受け付け後のインタラプトフラグの書き換えはレ
ベル3(I0=I1="1")となります。

表5.14.4.4　割り込み受け付け後のインタラプトフラグ

I1

1

1

1

0

受け付けた割り込みの優先レベル 

レベル4 
レベル3 
レベル2 
レベル1

I0

1

1

0

1

(NMI) 
(IRQ3) 
(IRQ2) 
(IRQ1)

インタラプトフラグは、割り込み処理ルーチンか
らの復帰時に、設定が元の値に戻されます。した
がって、3レベルまでの多重割り込みは、割り込み
プライオリティレジスタへの初期設定のみで制御
することができます。また、それ以上の多重化
は、インタラプトフラグと割り込みイネーブルレ
ジスタを割り込み処理ルーチン内で書き換えるこ
とで実現できます。

注! 割り込み発生後、割り込み要因フラグをリ
セットする前にインタラプトフラグを書き
換える(低い優先レベルに設定する)と、再
度同一の割り込みが発生してしまいますの
で注意してください。

5.14.4 割り込みプライオリティレジスタと割り込み優先レベル

表5.14.4.1　割り込みプライオリティレジスタ

割り込み 
K00～K07入力 
プログラマブルタイマ1-0 
プログラマブルタイマ3-2 
プログラマブルタイマ5-4 
プログラマブルタイマ7-6 
シリアルインタフェース 
計時タイマ 

PK00, PK01 
PPT0, PPT1 
PPT2, PPT3 
PPT4, PPT5 
PPT6, PPT7 
PSIF0, PSIF1 
PTM0, PTM1

00FF20·D6, D7 
00FF21·D2, D3 
00FF21·D4, D5 
00FF2A·D0, D1 
00FF2A·D2, D3 
00FF20·D4, D5 
00FF20·D0, D1

割り込みプライオリティレジスタ 
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表5.14.5.1　ベクタアドレスと例外処理要因の対応

5.14.5 例外処理ベクタ
CPUが割り込みを受け付けると、実行中の命令の終
了後に例外処理を開始します。例外処理ではプログ
ラム分岐のために、以下の操作が行われます。

(1) ミニマムモードではプログラムカウンタ(PC)と
システムコンディションフラグ(SC)を、マキシ
マムモードではコードバンクレジスタ(CB)と
PC、およびSCをスタックに退避。

(2) 各例外処理(割り込み)要因に対応する例外処理
ベクタから分岐先アドレスを読み出し、PCに
セット。

例外処理ベクタは、各例外(割り込み)処理ルーチン
の先頭アドレスを格納している2バイトのデータ
で、ベクタアドレスと例外処理要因は表5.14.5.1の
とおり対応しています。

注! 例外処理ベクタは2バイトに固定されたデー
タで、分岐先のバンクアドレスを指定する
ことはできません。したがって、複数のバ
ンクから共通の例外処理ルーチンに分岐さ
せるためには、例外処理ルーチンの先頭部
分をコモンエリア内(000000H～007FFFH)
に記述しておく必要があります。

ベクタ 
アドレス 
000000H
000002H
000004H
000006H
000008H
00000AH
00000CH
00000EH
000010H
000012H
000014H
000016H
000018H
00001AH
00001CH
00001EH
000020H
000022H
000024H
000026H
000028H
00002AH
00002CH
00002EH
000030H
000032H
000034H
000036H
000038H
00003AH
00003CH
00003EH
000040H
000042H
000044H
000046H
000048H
00004AH
00004CH
00004EH

:
0000FEH

優先 
順位 
高い 
↑ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 
低い 

 
 

なし 

例外処理要因 

リセット 
ゼロ除算 
ウォッチドッグタイマ (NMI) 
K07入力割り込み 
K06入力割り込み 
K05入力割り込み 
K04入力割り込み 
K03入力割り込み 
K02入力割り込み 
K01入力割り込み 
K00入力割り込み 
Pタイマ0アンダーフロー割り込み 
Pタイマ0コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ1アンダーフロー割り込み 
Pタイマ1コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ2アンダーフロー割り込み 
Pタイマ2コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ3アンダーフロー割り込み 
Pタイマ3コンペアマッチ割り込み 
システム予約 (使用不可) 
シリアルI/Fエラー割り込み 
シリアルI/F受信完了割り込み 
シリアルI/F送信完了割り込み 
システム予約 (使用不可) 
システム予約 (使用不可) 
システム予約 (使用不可) 
計時タイマ32Hz割り込み 
計時タイマ 8Hz割り込み 
計時タイマ 2Hz割り込み 
計時タイマ 1Hz割り込み 
Pタイマ4アンダーフロー割り込み 
Pタイマ4コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ5アンダーフロー割り込み 
Pタイマ5コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ6アンダーフロー割り込み 
Pタイマ6コンペアマッチ割り込み 
Pタイマ7アンダーフロー割り込み 
Pタイマ7コンペアマッチ割り込み 
システム予約 (使用不可) 
 
ソフトウェア割り込み 
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5.14.6 割り込みの制御
表5.14.6.1に割り込みの制御ビットを示します。

表5.14.6.1(a)　割り込みの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF20 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

PK01

PK00

PSIF1

PSIF0

–

–

PTM1

PTM0

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

0

0

–

–

0

R/W

R/W

R/W

–

–

–

–

K00～K07割り込み 
プライオリティレジスタ 
シリアルインタフェース割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

– 
計時タイマ割り込み 
プライオリティレジスタ 

00FF21 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

PPT3

PPT2

PPT1

PPT0

–

–

読み出し時は 

常時"0" 

 

 

 

 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

PPT3
PPT1

1
1
0
0

PPT2
PPT0

1
0
1
0

–

– 
プログラマブルタイマ3-2割り込み 
プライオリティレジスタ 
プログラマブルタイマ1-0割り込み 
プライオリティレジスタ 
–

–

優先 
レベル 

PK01
PSIF1

1
1
0
0

優先 
レベル 

PK00
PSIF0

1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

0

0

R/W

R/W

PTM1
1
1
0
0

優先レベル PTM0
1
0
1
0

レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

00FF2A D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

PPT7

PPT6

PPT5

PPT4

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0

0

R/W

R/W

–

–

–

–

–

–

–

–
PPT7
PPT5

1
1
0
0

PPT6
PPT4

1
0
1
0

–

–

–

– 
プログラマブルタイマ7-6割り込み 
プライオリティレジスタ 
プログラマブルタイマ5-4割り込み 
プライオリティレジスタ

優先 
レベル 
レベル3 
レベル2 
レベル1 
レベル0

00FF22 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

ETM32

ETM8

ETM2

ETM1

–

–

–

– 
計時タイマ32Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ8Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ2Hz割り込みイネーブル 
計時タイマ1Hz割り込みイネーブル 

–

–

–

–

0 R/W

– 

– 

– 

–

 

割り込み 

許可 

– 

– 

– 

– 

 

割り込み 

禁止 

読み出し時は 

常時"0"

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

00FF23 –

–

–

–

–

ESERR

ESREC

ESTRA

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

– 
シリアルI/F(エラー)割り込みイネーブル 
シリアルI/F(受信)割り込みイネーブル 
シリアルI/F(送信)割り込みイネーブル 

–

–

–

–

– 

割り込み 

許可 

–

–

–

–

– 

割り込み 

禁止 
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表5.14.6.1(b)　割り込みの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF24 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

EK07

EK06

EK05

EK04

EK03

EK02

EK01

EK00

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

K07割り込みイネーブル 
K06割り込みイネーブル 
K05割り込みイネーブル 
K04割り込みイネーブル 
K03割り込みイネーブル 
K02割り込みイネーブル 
K01割り込みイネーブル 
K00割り込みイネーブル 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

ETC3

ETU3

ETC2

ETU2

ETC1

ETU1

ETC0

ETU0

PTM3コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM3アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM2コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM2アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM1コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM1アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM0コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM0アンダーフロー割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

00FF25

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

ETC7

ETU7

ETC6

ETU6

ETC5

ETU5

ETC4

ETU4

PTM7コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM7アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM6コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM6アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM5コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM5アンダーフロー割り込みイネーブル 
PTM4コンペアマッチ割り込みイネーブル 
PTM4アンダーフロー割り込みイネーブル 

 

0 R/W

 

 

 

割り込み 

許可 

 

 

 

割り込み 

禁止 

00FF2C

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

FTM32

FTM8

FTM2

FTM1

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

– 
計時タイマ32Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ8Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ2Hz割り込み要因フラグ 
計時タイマ1Hz割り込み要因フラグ 

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

–

–

–

–

–

FSERR

FSREC

FSTRA

–

–

–

–

–

0 R/W

–

–

–

–

– 
シリアルI/F(エラー)割り込み要因フラグ 
シリアルI/F(受信)割り込み要因フラグ 
シリアルI/F(送信)割り込み要因フラグ 

読み出し時は 

常時"0"

–

–

–

–

–

–

–

–

–

–

(R) 
割り込みあり 

(W) 
リセット 

(R) 
割り込みなし 

(W) 
無効 

00FF26

00FF27

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FK07

FK06

FK05

FK04

FK03

FK02

FK01

FK00

K07割り込み要因フラグ 
K06割り込み要因フラグ 
K05割り込み要因フラグ 
K04割り込み要因フラグ 
K03割り込み要因フラグ 
K02割り込み要因フラグ 
K01割り込み要因フラグ 
K00割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし  

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

00FF28

(R) 
割り込みあり 

(W) 
リセット 

(R) 
割り込みなし 

(W) 
無効 
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表5.14.6.1(c)　割り込みの制御ビット

SR R/Wアドレス ビット 名称 機　　能 注　釈 1 0
00FF29 D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FTC3

FTU3

FTC2

FTU2

FTC1

FTU1

FTC0

FTU0

PTM3コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM3アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM2コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM2アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM1コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM1アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM0コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM0アンダーフロー割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし 

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

00FF2E D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

FTC7

FTU7

FTC6

FTU6

FTC5

FTU5

FTC4

FTU4

PTM7コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM7アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM6コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM6アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM5コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM5アンダーフロー割り込み要因フラグ 
PTM4コンペアマッチ割り込み要因フラグ 
PTM4アンダーフロー割り込み要因フラグ 

 

0 R/W

(R) 

割り込み 

要因あり 

(R) 

割り込み 

要因なし 

(W) 

リセット 

(W) 

無効 

各ビットの設定内容および制御方法については、それぞれの周辺回路の説明を参照してください。

5.14.7 プログラミング上の注意事項
(3) 例外処理ベクタは2バイトに固定されたデータ

で、分岐先のバンクアドレスを指定することは
できません。したがって、複数のバンクから共
通の例外処理ルーチンに分岐させるためには、
例外処理ルーチンの先頭部分をコモンエリア内
(000000H～007FFFH)に記述しておく必要があ
ります。

(4)
_______
NMI割り込み発生から2msec以内はSLP命令を実
行しないでください。(fOSC1=32.768kHzの場合)

(1) 割り込み発生後、割り込み要因フラグをリセッ
トせずにRETE命令を実行すると、再度同一の
割り込みが発生してしまいます。したがって、
割り込み処理ルーチン内では、そのルーチンに
対応する割り込み要因のリセット("1"書き込み)
を必ず行ってください。

(2) 割り込み発生後、割り込み要因フラグをリセッ
トする前にインタラプトフラグ(I0、I1)を書き
換える(低い優先レベルに設定する)と、再度同
一の割り込みが発生してしまいますので注意し
てください。
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6 注意事項
消費電流については"8 電気的特性"を参照してくだ
さい。

その他、各周辺回路の注意事項については、それ
ぞれの項の"プログラミング上の注意事項"を参照し
てください。

表6.1.1　回路系と制御レジスタ

回路系 
CPU 
発振回路 
 
電源電圧昇圧回路 
LCDコントローラ 
SVD回路 
重負荷保護回路 

イニシャルリセット時の状態 
HALT、SLP命令 
CLKCHG、SOSC3 
 
DBON 
LCDC0、LCDC1 
SVDON 
HLMOD

制御レジスタ (命令)
動作状態 
OSC3クロック (CLKCHG="1") 
OSC3発振ON (SOSC3="1") 
OFF状態 (DBON="0") 
駆動OFF (LCDC0=LCDC1="0") 
OFF状態 (SVDON="0") 
OFF状態 (HLMOD="0")

6.1 低消費電力化のための注意事項
S1C88650は、電力を多く消費する回路系を制御レ
ジスタによってON/OFFすることができます。
必要最小限の回路を、この制御レジスタによって
動作させるプログラムとすることで、低消費電力
化が実現できます。
以下に、プログラムによって動作を制御することの
できる回路系とその制御レジスタ(命令)を示します
ので、プログラミング上の参考としてください。
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6.2 実装上の注意事項

〈発振回路〉

● 発振特性は諸条件(使用部品、基板パターン等)
により変化します。
特にセラミック発振子または水晶振動子を使用
する場合は、容量や抵抗などの定数は発振子
メーカーの推奨値を使用してください。

● ノイズによる発振クロックの乱れは誤動作の原
因となります。これを防止するため次の点に配
慮してください。

(1) OSC1、OSC2、OSC3、OSC4端子に接続す
る発振子、抵抗、コンデンサ等の部品は、
できるだけ最短で接続してください。

(2) OSC1、OSC2、OSC3、OSC4端子およびこ
れらの端子に接続された部品の周辺部は下
図のようにVSSパターンをできるだけ広く作
成してください。
また、このVSSパターンは発振用途以外に使
用しないでください。

OSC4

OSC3

VSS

VSSパターン作成例 (OSC3)

● OSC1(OSC3)－VDD間のリーク電流による発振
回路の不安定動作を防止するため、基板パター
ンにおいて、OSC1(OSC3)はVDD電源や信号線
とは十分な距離を確保してください。

〈リセット回路〉

●
___________

パワーオン時RESET端子に入力されるリセット
信号は、諸条件(電源の立ち上がり時間、使用
部品、基板パターン等)により変化します。容
量や抵抗などの定数は応用製品にて十分確認を
行い、決定してください。
また、プルアップ抵抗値のばらつきを十分考慮
した定数設定が必要です。

● ノイズによる動作中のリセットを防ぐため、___________
RESET端子に接続するコンデンサ、抵抗等の部
品は、できるだけ最短で接続してください。

〈電源回路〉

● ノイズによる急激な電源変動は誤動作の原因と
なります。これを防止するため次の点に配慮し
てください。

(1) 電源からVDD、VSS端子へはできるだけ短く
かつ太いパターンで接続してください。

(2) VDD－VSSのバイパスコンデンサを接続する
場合、 VDD端子とVSS端子をできるだけ最
短で接続してください。

VDD

VSS

バイパスコンデンサの接続例 

VDD

VSS

➡

(3) VD1、VC1、VC2、VC3、VC4、VC5端子に接続
するコンデンサ、抵抗等の部品はできるだけ
最短で接続してください。
特にVC1、VC2、VC3、VC4、VC5の各電圧は
LCD駆動として用いるため表示品質に影響
を与えます。

〈信号線の配置〉

● 相互インダクタンスによって生じる電磁誘導ノ
イズを防止するために、発振部等のノイズに弱
い回路近くには、大電流信号線を配置しないで
ください。

● 高速動作する信号線と、長くかつ平行にまたは
交差させて別の信号線を配置することは、信号
間の相互干渉によって発生するノイズにより誤
動作の原因となります。
特に、発振部等のノイズに弱い回路近くに
は、高速に動作する信号線を配置しないでく
ださい。

OSC4

OSC3

VSS

大電流信号線 
高速動作信号線 

禁止パターン 
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〈 光に対する取り扱い(ベアチップ実装の場合)〉

● 半導体素子は、光が照射されると特性が変化し
ます。このため、本ICに光が当たると誤動作を
おこすことがあります。
光に対するICの誤動作を防ぐため、本ICが実装
される基板および製品について、以下に示す内
容を考慮してください。

(1) 実使用時にICの遮光性が考慮された構造とな
るよう、設計および実装を行ってください。

(2) 検査工程では、ICの遮光性が考慮された環
境設計を行ってください。

(3) ICの遮光は、ICチップの表面、裏面および
側面について考慮してください。
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7 基本外部結線図

注! ここに記載されている値は一例です。

K00–K02

K03 (BREQ)

K04–K07

R00–R07 (A0–A7)

R10–R17 (A8–A15)

R20–R23 (A16–A19)

R24 (RD)

R25 (WR)

R30–R32 (CE0–CE2)

R33 (BACK)

P00–P07 (D0–D7)

P10 (SIN)

P11 (SOUT)

P12 (SCLK)

P13 (SRDY)

P14 (TOUT0/TOUT1)

P15 (TOUT2/TOUT3)

P16 (FOUT)

P17 (TOUT2/TOUT3)

シンボル 
X'tal1

CG1

RCR1

X'tal2

Ceramic

Rf

CG2

CD2

RCR3

名称 
水晶振動子 
トリマキャパシタ 
CR発振用抵抗 
水晶振動子 
セラミック振動子 
帰還抵抗 
ゲートキャパシタ 
 
ドレインキャパシタ 
 
CR発振用抵抗 

推奨値 
32.768kHz, CI(Max.)=35kΩ
0~25pF

1.5MΩ
4MHz

4MHz

1MΩ
15pF(水晶発振) 
30pF(セラミック発振)
15pF(水晶発振) 
30pF(セラミック発振) 
40kΩ

外付部品推奨値 

シンボル 
C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7~C9

C10

C11

CP

Cres 

名称 
VSS~VD1間キャパシタ 
VSS~VC1間キャパシタ 
VSS~VC2間キャパシタ 
VSS~VC3間キャパシタ 
VSS~VC4間キャパシタ 
VSS~VC5間キャパシタ 
昇圧キャパシタ 
VSS~VD2間キャパシタ 
昇圧キャパシタ 
電源間キャパシタ 
RESET端子キャパシタ 

推奨値 
0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

0.1µF

3.3µF

0.47µF

S1C88650

LCDパネル 126 x 32

[基板電位(チップ裏面)はVSSです。]

VSS

OSC1

OSC2

OSC3

OSC4

VD1

VC1

VC2

VC3

VC4

VC5

CA

CB

CC

CD

CE

VD2

CF

CG

RESET

VDD

TEST

∗1: OSC1 = 水晶発振
∗2: OSC1 = CR発振
∗3: OSC3 = 水晶またはセラミック発振
∗4: OSC3 = CR発振

CG2

CG1

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7

C8

C9

C10

C11

X'tal1

Rf

Cres

3 V CP+
-

S
E

G
0

S
E

G
12

5

C
O

M
0

C
O

M
31

X'tal2 or
CeramicR

C
R

3
R

C
R

1

CD2

∗2 ∗1

∗3∗4
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8 電気的特性
8.1 絶対最大定格

項　　目 記号 単位 定　　格　　値 
電源電圧 
液晶電源電圧 
入力電圧 
出力電圧 
高レベル出力電流 
 
低レベル出力電流 
 
許容損失 
動作温度 
保存温度 
半田付け温度・時間 
 

V

V

V

V

I

I

P

Topr

Tstg

Tsol

DD

C5

I

O

V

V

V

V

mA

mA

mA

mA

mW

°C

°C

–

-0.3～+4.7 
-0.3～+6.0 

-0.3～V     + 0.3 
-0.3～V     + 0.3 

-5 
-20 
5 
20 
200 

-20～+70 
-65～+150 

260°C, 10sec (リード部) 
 注)

DD 

DD

注 

1

条　　件 

OH

OL

 D

 
 
 
 
1端子 
全端子合計 
1端子 
全端子合計 

1 
 

プラスチックパッケージの場合 

(V    = 0V)SS

8.2 推奨動作条件

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
動作電源電圧 
動作周波数 
 
 
VSS～VD1間キャパシタ 
VSS～VC1間キャパシタ 
VSS～VC2間キャパシタ 
VSS～VC3間キャパシタ 
VSS～VC4間キャパシタ 
VSS～VC5間キャパシタ 
CA～CB間キャパシタ 
CA～CC間キャパシタ 
CD～CE間キャパシタ 
VSS～VD2間キャパシタ 
CF～CG間キャパシタ 

VDD

fOSC1

fOSC3

C1

C2

C3

C4

C5

C6

C7

C8

C9

C10

C11

1.8

30

0.03

0.03

32.768

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

3.6

200

2.2

8.2

V

kHz

MHz

MHz

µF

µF

µF

µF

µF

µF

µF

µF

µF

µF

µF

 
 
CR発振 
水晶/セラミック発振 
 
 
 

注 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

注) 1 
 

LCD駆動電源を使用しない場合は、キャパシタは必要ありません。また、VC1～VC5およびCA～CGは開放として 
ください。 
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8.3 DC特性

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
高レベル入力電圧 
低レベル入力電圧 
高レベルシュミット入力電圧(1) 
低レベルシュミット入力電圧(1) 
高レベルシュミット入力電圧(2) 
低レベルシュミット入力電圧(2) 
高レベル出力電流 
低レベル出力電流 
入力リーク電流 
出力リーク電流 
入力プルアップ抵抗 
入力端子容量 
 
セグメント、コモン出力電流 
 

VIH

VIL

VT1+

VT1-

VT2+

VT2-

IOH

IOL

ILI

ILO

RIN

CIN

ISEGH

ISEGL

0.8VDD

0

0.5VDD

0.1VDD

0.5VDD

0.1VDD

0.5

-1

-1

100

5

VDD

0.2VDD

0.9VDD

0.5VDD

0.9VDD

0.5VDD

-0.5

1

1

500

15

-5

V

V

V

V

V

V

mA

mA

µA

µA

kΩ
pF

µA

µA

Kxx, Pxx 
Kxx, Pxx 
RESET, MCU/MPU 
RESET, MCU/MPU 
Kxx 
Kxx 
Pxx, Rxx, VOH = 0.9VDD 
Pxx, Rxx, VOL = 0.1VDD 
Kxx, Pxx, RESET, MCU/MPU 
Pxx, Rxx 
Kxx, Pxx, RESET, MCU/MPU 
Kxx, Pxx 
VIN = 0V, f = 1MHz, Ta = 25℃ 
SEGxx, COMxx, VSEGH = VC5-0.1V 
SEGxx, COMxx, VSEGL = 0.1V 
 

注 

1

1

2

V     = 1.8～3.6V, V    = 0V, Ta = -20～70℃ SS特記なき場合の試験条件: DD

注) 1 
2 
 

マスクオプションによりCMOSシュミットレベルを選択した場合。 
マスクオプションによりプルアップ抵抗付加を選択した場合。 

VDD

  0
VT+VT-0

VIN (V)

V
O

U
T

 (
V

)

VDD
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8.4 アナログ回路特性

■ LCDドライバ
LCDドライバは、パネル負荷(パネルの大きさ、駆動デューティ、表示点灯数、表示パターン)の違いに
よってTyp.値がシフトしますので、実際に使用するパネルを接続して評価してください。負荷特性につい
ては、"8.8 特性グラフ"を参照してください。

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
LCD駆動電圧 VC1 

VC2 

VC3 

VC4 
VC5 

 

0.18•VC5 

0.39•VC5 

0.59•VC5 

0.79•VC5 

 
 
 
 
 
 
 

Typ×0.94

4.20

4.30

4.40

4.50

4.60

4.70

4.80

4.90

5.00

5.10

5.20

5.30

5.40

5.50

5.60

5.70

0.22•VC5 

0.43•VC5 

0.63•VC5 

0.83•VC5 

 
 
 
 
 
 
 

Typ×1.06

V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V 
V

∗1 
∗2 
∗3 
∗4 
∗5

注 

 ∗1  VSS～VC1間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合。 
∗2  VSS～VC2間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合。  
∗3  VSS～VC3間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合。 
∗4  VSS～VC4間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合。 
∗5  VSS～VC5間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合。 

特記なき場合の試験条件: VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, C1～C11 = 0.1µF, 市松模様出力時, パネル負荷なし 

LCX = 0H 
LCX = 1H 
LCX = 2H 
LCX = 3H 
LCX = 4H 
LCX = 5H 
LCX = 6H 
LCX = 7H 
LCX = 8H 
LCX = 9H 
LCX = AH 
LCX = BH 
LCX = CH 
LCX = DH 
LCX = EH 
LCX = FH

■ SVD回路

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
SVD電圧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
SVD回路応答時間 

VSVD

tSVD

Typ×0.91

–

–

–

1.8

1.85

1.9

1.95

2.0

2.05

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

Typ×1.09

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

µs

SVDS0–3 = "0"

SVDS0–3 = "1"

SVDS0–3 = "2"

SVDS0–3 = "3"

SVDS0–3 = "4"

SVDS0–3 = "5"

SVDS0–3 = "6"

SVDS0–3 = "7"

SVDS0–3 = "8"

SVDS0–3 = "9"

SVDS0–3 = "10"

SVDS0–3 = "11"

SVDS0–3 = "12"

SVDS0–3 = "13"

SVDS0–3 = "14"

SVDS0–3 = "15"

注 
 

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃ 特記なき場合の試験条件:

500
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8.5 消費電流

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
SLEEP時消費電流 
HALT時消費電流 
 
 
 
実行時消費電流 
 
 
 
重負荷保護モード 
実行時消費電流 
LCD回路電流 
 
重負荷保護モード 
LCD回路電流 
電源電圧昇圧時 
LCD回路電流 
重負荷保護モード,  
電源電圧昇圧時 
LCD回路電流 
SVD回路電流 

ISLP 
IHALT1 

IHALT2 

IHALT3 

IHALT4 

IEXE1 

IEXE2 

IEXE3 

IEXE4 

IHVL1 

IHVL2 

ILCD1 

 
ILCD1H 

 

ILCD2 

 
ILCD2H 

 
 
ISVD

1

2.5

10

250

220

9

15

1700

600

15

20

5

15

10

30

5

2.5

5

20

450

450

16

30

3000

1200

27

40

10

30

20

60

10

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

µA

OSC1 = OFF, OSC3 = OFF 
OSC1 = 32kHz水晶発振, OSC3 = OFF 
OSC1 = 32kHz CR発振, OSC3 = OFF 
OSC1 = 32kHz水晶発振, OSC3 = 8MHzセラミック発振 
OSC1 = 32kHz CR発振, OSC3 = 2MHz CR発振 
OSC1 = 32kHz水晶発振, OSC3 = OFF 
OSC1 = 32kHz CR発振, OSC3 = OFF 
OSC1 = 32kHz水晶発振, OSC3 = 8MHzセラミック発振 
OSC1 = 32kHz CR発振, OSC3 = 2MHz CR発振 
OSC1 = 32kHz水晶発振, OSC3 = OFF, HLMOD = H 
OSC1 = 32kHz CR発振, OSC3 = OFF, HLMOD = H 
LCDCx = 全点灯, LCx = FH, fOSC1 = 32.768kHz,  
VDD = 2.5～3.6V 
LCDCx = 全点灯, LCx = FH, fOSC1 = 32.768kHz, 
HLMOD = H 
LCDCx = 全点灯, LCx = FH, fOSC1 = 32.768kHz,  
DBON = H, VDD = 1.8～2.5V 
LCDCx = 全点灯, LCx = FH, fOSC1 = 32.768kHz,  
DBON = H, VDD = 1.8～2.5V, HLMOD = H 
 
SVDON = ON

注 

1

2

3

4

5

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, C1～C11 = 0.1µF, LCDパネル負荷なし 特記なき場合の試験条件:

注) 1 
2 
 
3 
 
4 
 
5 
 

LCD回路動作時に実行時消費電流に加算されます。消費電流は表示パターン、パネル負荷によって増加します。 
LCD回路動作時に重負荷保護モード実行時消費電流に加算されます。消費電流は表示パターン、パネル負荷に 
よって増加します。 
電源電圧昇圧回路+LCD回路動作時に実行時消費電流に加算されます。消費電流は表示パターン、パネル負荷に 
よって増加します。 
電源電圧昇圧回路+LCD回路動作時に重負荷保護モード実行時消費電流に加算されます。消費電流は表示パターン、 
パネル負荷によって増加します。 
SVD回路動作時に実行時消費電流/重負荷保護モード実行時消費電流に加算されます。 
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8.6 AC特性

■ 動作範囲

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
動作周波数 
 
インストラクション実行時間 
(OSC1クロック動作時) 
 
 
 
 
インストラクション実行時間 
(OSC3クロック動作時)

fOSC1

fOSC3

tcy

tcy

30

0.03

10

20

30

40

50

60

0.24

0.49

0.73

0.98

1.22

1.46

32.768

61

122

183

244

305

366

200

8.2

67

133

200

267

333

400

66.67

133.33

200.00

266.67

333.33

400.00

kHz

MHz

µs

µs

µs

µs

µs

µs

µs

µs

µs

µs

µs

µs

VDD = 1.8～3.6V 
 
1サイクル命令 
2サイクル命令 
3サイクル命令 
4サイクル命令 
5サイクル命令 
6サイクル命令 
1サイクル命令 
2サイクル命令 
3サイクル命令 
4サイクル命令 
5サイクル命令 
6サイクル命令 

注 

   

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = -20～70℃ 条件:
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■ 外部メモリアクセス

• リードサイクル

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
リード時アドレスセットアップ時間 
リード時アドレスホールド時間 
リード信号パルス幅 
リード時データ入力セットアップ時間 
リード時データ入力ホールド時間 

tras

trah

trp
trds

trdh

ns

ns

ns

ns

ns

注 
1

1

注)

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, VIH1 = 0.8VDD, VIL1 = 0.2VDD, VIH2 = 1.6V, VIL2 = 0.6V,  
VOH = 0.8VDD, VOL = 0.2VDD, CL = 100pF (負荷容量)

条件:

tc+tl-50+n•tc/2

th-40

tc-10+n•tc/2

150

0

1 nには、ウェイトの挿入ステート数を代入します。 

• ライトサイクル

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
ライト時アドレスセットアップ時間 
ライト時アドレスホールド時間 
ライト信号パルス幅 
ライト時データ出力セットアップ時間 
ライト時データ出力ホールド時間 

twas

twah

twp

twds

twdh

ns

ns

ns

ns

ns

注 

1

1

注) 1

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, VIH1 = 0.8VDD, VIL1 = 0.2VDD, VIH2 = 1.6V, VIL2 = 0.6V,  
VOH = 0.8VDD, VOL = 0.2VDD, CL = 100pF (負荷容量)

条件:

nには、ウェイトの挿入ステート数を代入します。 

tc-90

th-40

tl-20+n•tc/2

tc-90+n•tc/2

th-40 th+40

ICLK

A00~A19
CE

RD

DIN

VIH2

VIL2

tc

th tl

VOH
VOL

VOH
VOL

tras trah

trdhtrds
VIH1

VIL1

trp

*

* *

A00~A19
CE

WR

DOUT

VOH
VOL

VOH
VOL

twas twah

twdhtwds
VIH1

VIL1

twp

*  水晶・セラミック発振使用の場合は、th = 0.5tc ± 0.05tc、tl = tc - th と考えてください。(1/tcは発振周波数) 
*  CR発振使用の場合は、th = 0.5tc ± 0.10tc、tl = tc - th と考えてください。(1/tcは発振周波数)
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■ シリアルインタフェース

• クロック同期式マスタモード

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
送信データ出力遅延時間 
受信データ入力セットアップ時間 
受信データ入力ホールド時間 

tsmd

tsms

tsmh

ns

ns

ns

注 

  

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, VIH1 = 0.8VDD, VIL1 = 0.2VDD, VOH = 0.8VDD, VOL = 0.2VDD条件:

 

250

100

100

• クロック同期式スレーブモード

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
送信データ出力遅延時間 
受信データ入力セットアップ時間 
受信データ入力ホールド時間 

tssd

tsss

tssh

ns

ns

ns

注 

  

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, VIH1 = 0.8VDD, VIL1 = 0.2VDD, VOH = 0.8VDD, VOL = 0.2VDD条件:

 

100

100

250

• 調歩同期式

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
スタートビット検出誤差時間 
誤スタートビット検出範囲時間 

tsa1

tsa2

s

s

注 
1

2

注) 1 
 
2

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃ 条件:

スタートビット検出誤差時間とは、スタートビットが入力されてから内部のサンプリングクロックが動作する 
までの論理的遅れ時間。(AC的な時間は含まれません。)

0

9t/16

t/16

10t/16

誤スタートビット検出とは、スタートビットを検出し内部のサンプリングクロックが動作した後、再度LOWレ 
ベル(スタートビット)が入力されているか検出する論理的な範囲時間。HIGHレベルであった場合、スタートビ 
ット検出回路がリセットされ、再度スタートビット検出待ちになります。(AC的な時間は含まれません。)

SCLK OUT

SOUT

SIN

VOH

VOH
VOL

tsms tsmh

tsmd

VIH1
VIL1

VOL

SCLK IN

SOUT

SIN

VIH1

VOH
VOL

tsss tssh

tssd

VIH1
VIL1

VIL1

SIN

tsa1

スタート 
ビット 

サンプリング 
クロック 

誤スタートビット 
検出信号 

ストップ 
ビット 

t

tsa2
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■ 入力クロック
_________

• SCLK, EXCL入力クロック

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
SCLK入力クロック時間 
 
 
EXCL入力クロック時間 
(ノイズリジェクタあり) 
 
EXCL入力クロック時間 
(ノイズリジェクタなし) 
 
入力クロック立ち上がり時間 
入力クロック立ち下がり時間 

tsccy

tsch

tscl

tevcy

tevh

tevl

tevcy

tevh

tevl

tckr

tckf

µs

µs

µs

s

s

s

µs

µs

µs

ns

ns

注 

  

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, VIH1 = 0.8VDD, VIL1 = 0.2VDD条件:

 

2

1

1

64/fOSC1

32/fOSC1

32/fOSC1

2

1

1

25

25

サイクル時間 
"H"パルス幅 
"L"パルス幅 
サイクル時間 
"H"パルス幅 
"L"パルス幅 
サイクル時間 
"H"パルス幅 
"L"パルス幅 

SCLK

EXCL

VIH1

tsccy

tsch

VIL1

tckf tckr

tscl

VIH1

tevcy

tevh

VIL1

tckf tckr

tevl

___________
• RESET入力クロック

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
RESET入力時間 µs

注 

  

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, VIH = 0.5VDD, VIL = 0.1VDD条件:

 
100tsr

RESET

tsr

VIL
VIH
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■ 外付けキャパシタを用いたパワーオンリセット

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 
動作電源電圧 
RESET入力時間 

Vsr

tpsr

V

ms

注 

  

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃ 条件:

 

1.8

10

VDD

RESET

tpsr

Vsr

0.5VDD

0.1VDD
電源投入 

VDD

RESET

VSS

*1

*1  RESET端子の電位がVDDレベル以上にならないため。 
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8.7 発振特性
発振特性は諸条件(基板パターン、使用部品など)により変化します。以下の特性は参考値として使用して
ください。特にOSC3にセラミック発振子または水晶発振子を使用する場合、容量や抵抗などの定数は発
振子メーカーの推奨値を使用してください。また発振開始時間は、OSC3のクロックを使用する場合の待
ち時間となりますので重要な項目です。(発振が安定するまでにCPUクロックとして使用した場合、CPU
が誤動作します。)

■ OSC1水晶発振

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
発振開始時間 
外付けゲート容量 
内蔵ドレイン容量 
周波数IC偏差 
周波数電源電圧偏差 
周波数調整範囲 

tsta

CG1

CD1

∂f/∂IC

∂f/∂V

∂f/∂CG

5

-10

25

10

3

25

10

1

s

pF

pF

ppm

ppm/V

ppm

 
基板容量など含む 
チップの場合 
VDD = 一定 
 
VDD = 一定, CG = 5～25pF

注 

*

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, 水晶発振子 = Q12C2000 (Ri=30kΩ Typ.)*,  
CG1 = 25pF外付け, CD1 = 内蔵 

特記なき場合の試験条件:

Q12C2000　セイコーエプソン(株) 製  

■ OSC1 CR発振

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
発振開始時間 
周波数IC偏差 

tsta

∂f/∂IC -25

100

25

µs

%

 
RCR = 一定

注 
VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃特記なき場合の試験条件:

   

■ OSC3水晶発振

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
発振開始時間 tsta 10 ms 

注 

 
注)

*

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, 水晶発振子 = Q21CA301*, RF = 1MΩ, CG2 = CD2 = 15pF特記なき場合の試験条件:

Q21CA301　セイコーエプソン(株) 製 
1 水晶発振開始時間は、使用する水晶発振子およびCG2, CD2により変化します。 

1

■ OSC3セラミック発振

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
発振開始時間 tsta 1 ms 

注 
1

 *

VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃, セラミック発振子 = KBR-4.0MSB/KBR-8.0MSB*,  
RF = 1MΩ, CG2 = CD2 = 30pF

特記なき場合の試験条件:

KBR-4.0MSB/KBR-8.0MSB　Kyocera製  
注) 1 セラミック発振開始時間は、使用するセラミック発振子およびCG2, CD2により変化します。 

■ OSC3 CR発振

項　　目 記号 Min. Typ. Max. 単位 条　　　件 
発振開始時間 
周波数IC偏差 

tsta

∂f/∂IC -25

100

25

µs

%

   

 
RCR = 一定

注 
VDD = 1.8～3.6V, VSS = 0V, Ta = 25℃ 特記なき場合の試験条件:
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8.8 特性グラフ (参考値)

■ 高レベル出力電流特性
Ta = 70℃, Max.値

0.0
0

-3

-6

-9

-12

-15

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0
VDD–VOH [V]

VDD = 1.8 V

VDD = 2.4 VVDD = 3.6 V

IO
H
 [m

A
]

■ 低レベル出力電流特性
Ta = 70℃, Min.値

0.0

15

12

9

6

3

0
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

VOL [V]

VDD = 1.8 VVDD = 3.6 V

IO
L 

[m
A

]

VDD = 2.4 V
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■ LCD駆動電圧電源電圧特性(電源電圧昇圧回路未使用時)
VSS～VC5間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合(パネル負荷なし)

Ta = 25℃, Typ.値

1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

VDD [V]

LCx = FH

LCx = 0H

V
C

5 
[V

]

■ LCD駆動電圧電源電圧特性(電源電圧昇圧回路使用時)
VSS～VC5間に1MΩの負荷抵抗を接続した場合(パネル負荷なし)

Ta = 25℃, Typ.値

1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

VDD [V]

LCx = FH

LCx = 0H

V
C

5 
[V

]
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■ LCD駆動電圧温度特性
Typ.値

-50

1.05VC5

1.04VC5

1.03VC5

1.02VC5

1.01VC5

1.00VC5

0.99VC5

0.98VC5

0.97VC5

0.96VC5

0.95VC5
-25 0 25 50 75 100

Ta [°C]

V
C

5 
[V

]

■ LCD駆動電圧負荷特性
Ta = 25℃ Typ.値, LCx = 8H

0

5.30

5.25

5.20

5.15

5.10

5.05

5.00

4.95

4.90
4 8 12 16 20

-IVC5 [µA]

V
C

5 
[V

]
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■ SVD電圧温度特性
Typ.値, SVDSx = FH

-50

1.05VSVD

1.04VSVD

1.03VSVD

1.02VSVD

1.01VSVD

1.00VSVD

0.99VSVD

0.98VSVD

0.97VSVD

0.96VSVD

0.95VSVD
-25 0 25 50 75 100

Ta [°C]

V
S

V
D
 [V

]
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■ HALT時消費電流温度特性 (OSC1動作時)　<水晶発振, fOSC1 = 32.768kHz>
Typ.値

-50
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0
-25 0 25 50 75 100
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■ HALT時消費電流抵抗特性 (OSC1動作時)　<CR発振>
Ta = 25℃
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■ 実行時消費電流温度特性 (OSC1動作時)　<水晶発振, fOSC1 = 32.768kHz>
Typ.値
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■ 実行時消費電流抵抗特性 (OSC1動作時)　<CR発振>
Ta = 25℃
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■ 実行時消費電流周波数特性 (OSC3動作時)　<水晶発振/セラミック発振>
Ta = 25℃
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■ 実行時消費電流抵抗特性 (OSC3動作時)　<CR発振>
Ta = 25℃
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■ 発振周波数抵抗特性 (OSC1)　<CR発振>
Ta = 25℃, Typ.値
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■ 発振周波数温度特性 (OSC1)　<CR発振>
Typ.値, RCR1 = 1500kΩ
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■ 発振周波数抵抗特性 (OSC3)　<CR発振>
Ta = 25℃, Typ.値
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■ 発振周波数温度特性 (OSC3)　<CR発振>
Typ.値, RCR3 = 40kΩ
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9 パッケージ
9.1 プラスチックパッケージ

QFP22-256pin
(単位: mm)

129192
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INDEX
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256
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28±0.1
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28
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30
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0.160.4
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–0.03
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0.
11.
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0.125
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160 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

9.2 テストサンプル用セラミックパッケージ

PGA-256pin
(単位: mm)

端子名 
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52

端子No.端子No. 端子名 
R20/A16
R21/A17
R22/A18
R23/A19
R24/RD
R25/WR
R30/CE0
R31/CE1

VDD

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
VSS

R32/CE2
R33/BACK

COM0
COM1
COM2
COM3
COM4
COM5
COM6
COM7
COM8
COM9

COM10
COM11
COM12
COM13
COM14
COM15
SEG0
SEG1
SEG2
SEG3
SEG4
SEG5
SEG6
SEG7
SEG8
SEG9

SEG10
SEG11
SEG12
SEG13
SEG14
SEG15
SEG16
SEG17
SEG18

N.C.
N.C.
VDD

OSC3
OSC4
VSS

VD1

OSC1
OSC2
TEST

RESET
MPU/MPU
K07/EXCL3
K06/EXCL2
K05/EXCL1
K04/EXCL0
K03/BREQ

K02
K01
K00

P17/TOUT2/TOUT3
P16/FOUT

P15/TOUT2/TOUT3
P14/TOUT0/TOUT1

P13/SRDY
P12/SCLK
P11/SOUT
P10/SIN
P07/D7
P06/D6
P05/D5
P04/D4
P03/D3
P02/D2
P01/D1
P00/D0
R00/A0
R01/A1
R02/A2
R03/A3
R04/A4
R05/A5
R06/A6
R07/A7
R10/A8
R11/A9

R12/A10
R13/A11
R14/A12
R15/A13
R16/A14
R17/A15

端子No. 端子名 
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156

SEG19
SEG20
SEG21
SEG22
SEG23
SEG24
SEG25
SEG26
SEG27
SEG28
SEG29
SEG30
SEG31
SEG32
SEG33
SEG34
SEG35
SEG36
SEG37
SEG38

VSS

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
TEST
SEG39
SEG40
SEG41
SEG42
SEG43
SEG44
SEG45
SEG46
SEG47
SEG48
SEG49
SEG50
SEG51
SEG52
SEG53
SEG54
SEG55
SEG56
SEG57
SEG58
SEG59
SEG60
SEG61
SEG62
SEG63

端子No. 端子名 
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206
207
208

SEG64
SEG65
SEG66
SEG67
SEG68
SEG69
SEG70
SEG71
SEG72
SEG73
SEG74
SEG75
SEG76
SEG77
SEG78
SEG79
SEG80
SEG81
SEG82
SEG83
SEG84
SEG85
SEG86
SEG87
SEG88
SEG89
SEG90
SEG91
SEG92
SEG93
SEG94
SEG95
SEG96
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
VSS

SEG97
SEG98
SEG99
SEG100
SEG101
SEG102
SEG103
SEG104
SEG105
SEG106
SEG107
SEG108
SEG109

端子No. 端子名 
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
–
–
–
–

SEG110
SEG111
SEG112
SEG113
SEG114
SEG115
SEG116
SEG117
SEG118
SEG119
SEG120
SEG121
SEG122
SEG123
SEG124
SEG125
COM31
COM30
COM29
COM28
COM27
COM26
COM25
COM24
COM23
COM22
COM21
COM20
COM19
COM18
COM17
COM16

VD2

CG
CF
CE
CD
CC
CB
CA
VC5

VC4

VC3

VC2

VC1

N.C.
N.C.
N.C.

–
–
–
–

53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104

A1
D4
C2
D3
B1
E4
D2
E3
C1
F4
E2
F3
D1
G4
F2
G3
E1
H4
G2
H3
F1
J3
H2
J4
G1
J2
H1
K3
J1
K4
K1
K2
L1
L2
M1
L4
N1
L3
N2
M2
P1
M4
P2
M3
R1
N3
R2
N4
T1
P3
T2
R3

Y14
U12
W14
V12
Y15
V13
W15
U13
Y16
V14
W16
V15
Y17
U14
W17
V16
Y18
U15
W18
V17
Y19
U16
W19
V18
Y20
U17
V19
U18
W20
T17
U19
T18
V20
R17
T19
R18
U20
P17
R19
P18
T20
N17
P19
N18
R20
M18
N19
M17
P20
M19
N20
L18

M20
L17
L20
L19
K20
K19
J20
K17
H20
K18
H19
J19
G20
J17
G19
J18
F20
H18
F19
H17
E20
G18
E19
F18
D20
G17
D19
E18
C20
F17
C19
D18
B20
E17
B19
C18
A20
D17
B18
C17
A19
D16
B17
C16
A18
D15
B16
C15
A17
D14
B15
C14

A16
D13
B14
C13
A15
C12
B13
D12
A14
B12
A13
C11
A12
D11
A11
B11
A10
B10
A9
D10
A8
C10
B8
B9
A7
D9
B7
C9
A6
C8
B6
D8
A5
C7
B5
C6
A4
D7
B4
C5
A3
D6
B3
C4
A2
D5
B2
C3
–
–
–
–

U1
P4
U2
T3
V1
R4
V2
U3
W1
T4
W2
V3
Y1
U4
W3
V4
Y2
U5
W4
V5
Y3
U6
W5
V6
Y4
U7
W6
V7
Y5
U8
W7
V8
Y6
V9
W8
U9
Y7
W9
Y8

V10
Y9

U10
Y10
W10
Y11
W11
Y12
U11
Y13
V11
W13
W12

50.8

50
.8

INDEX

Extra pin

Bottom View

2.54

1.
52

±
0.

15

φ0.46±0.05

1234567891011121314151617181920
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L
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Y

1.
27
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10　パッド配置
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10パッド配置
10.1 パッド配置図

チップ厚: 400µm
パッド開口部: 90µm

■パッドは出荷検査時に使用するパッドですので、ボンディングしないでください。

6.
7 

m
m

Y

X
(0, 0)

6.7 mm
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10.2 パッド座標

(単位: mm)

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

名称
VDD

OSC3

OSC4

VSS

VD1

OSC1

OSC2

TEST

RESET

MCU/MPU

K07/EXCL3

K06/EXCL2

K05/EXCL1

K04/EXCL0

K03/BREQ

K02

K01

K00

P17/TOUT2/TOUT3

P16/FOUT

P15/TOUT2/TOUT3

P14/TOUT0/TOUT1

P13/SRDY

P12/SCLK

P11/SOUT

P10/SIN

P07/D7

P06/D6

P05/D5

P04/D4

P03/D3

P02/D2

P01/D1

P00/D0

R00/A0

R01/A1

R02/A2

R03/A3

R04/A4

R05/A5

R06/A6

R07/A7

R10/A8

R11/A9

R12/A10

R13/A11

R14/A12

R15/A13

R16/A14

R17/A15

R20/A16

R21/A17

R22/A18

R23/A19

R24/RD

R25/WR

R30/CE0

R31/CE1

VDD

X

-2.900

-2.800

-2.700

-2.600

-2.500

-2.400

-2.300

-2.200

-2.100

-2.000

-1.900

-1.800

-1.700

-1.600

-1.500

-1.400

-1.300

-1.200

-1.100

-1.000

-0.900

-0.800

-0.700

-0.600

-0.500

-0.400

-0.300

-0.200

-0.100

0.000

0.100

0.200

0.300

0.400

0.500

0.600

0.700

0.800

0.900

1.000

1.100

1.200

1.300

1.400

1.500

1.600

1.700

1.800

1.900

2.000

2.100

2.200

2.300

2.400

2.500

2.600

2.700

2.800

2.900

Y

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

パッド 座標 
No.

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

X

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

Y

-2.907

-2.807

-2.707

-2.607

-2.507

-2.407

-2.307

-2.207

-2.107

-2.007

-1.907

-1.807

-1.707

-1.607

-1.507

-1.407

-1.307

-1.207

-1.107

-1.007

-0.907

-0.807

-0.707

-0.607

-0.507

-0.407

-0.307

-0.207

-0.107

-0.007

0.107

0.207

0.307

0.407

0.507

0.607

0.707

0.807

0.907

1.007

1.107

1.207

1.307

1.407

1.507

1.607

1.707

1.807

1.907

2.007

2.107

2.207

2.307

2.407

2.507

2.607

2.707

2.807

2.907

パッド 座標 
No.

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

名称
VSS

SEG97

SEG98

SEG99

SEG100

SEG101

SEG102

SEG103

SEG104

SEG105

SEG106

SEG107

SEG108

SEG109

SEG110

SEG111

SEG112

SEG113

SEG114

SEG115

SEG116

SEG117

SEG118

SEG119

SEG120

SEG121

SEG122

SEG123

SEG124

SEG125

COM31

COM30

COM29

COM28

COM27

COM26

COM25

COM24

COM23

COM22

COM21

COM20

COM19

COM18

COM17

COM16

VD2

CG

CF

CE

CD

CC

CB

CA

VC5

VC4

VC3

VC2

VC1

X

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

-3.232

Y

2.907

2.807

2.707

2.607

2.507

2.407

2.307

2.207

2.107

2.007

1.907

1.807

1.707

1.607

1.507

1.407

1.307

1.207

1.107

0.994

0.894

0.794

0.694

0.594

0.494

0.394

0.294

0.194

0.094

-0.007

-0.107

-0.207

-0.307

-0.407

-0.507

-0.607

-0.707

-0.807

-0.907

-1.007

-1.107

-1.207

-1.307

-1.407

-1.507

-1.607

-1.707

-1.807

-1.907

-2.007

-2.107

-2.207

-2.307

-2.407

-2.507

-2.607

-2.707

-2.807

-2.907

パッド 座標 
No.

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

名称
TEST

SEG39

SEG40

SEG41

SEG42

SEG43

SEG44

SEG45

SEG46

SEG47

SEG48

SEG49

SEG50

SEG51

SEG52

SEG53

SEG54

SEG55

SEG56

SEG57

SEG58

SEG59

SEG60

SEG61

SEG62

SEG63

SEG64

SEG65

SEG66

SEG67

SEG68

SEG69

SEG70

SEG71

SEG72

SEG73

SEG74

SEG75

SEG76

SEG77

SEG78

SEG79

SEG80

SEG81

SEG82

SEG83

SEG84

SEG85

SEG86

SEG87

SEG88

SEG89

SEG90

SEG91

SEG92

SEG93

SEG94

SEG95

SEG96

X

2.900

2.800

2.700

2.600

2.500

2.400

2.300

2.200

2.100

2.000

1.900

1.800

1.700

1.600

1.500

1.400

1.300

1.200

1.100

1.000

0.900

0.800

0.700

0.600

0.500

0.400

0.300

0.200

0.100

0.000

-0.100

-0.200

-0.300

-0.400

-0.500

-0.600

-0.700

-0.800

-0.900

-1.000

-1.100

-1.200

-1.300

-1.400

-1.500

-1.600

-1.700

-1.800

-1.900

-2.000

-2.100

-2.200

-2.300

-2.400

-2.500

-2.600

-2.700

-2.800

-2.900

Y

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

3.232

パッド 座標 
名称

VSS

R32/CE2

R33/BACK

COM0

COM1

COM2

COM3

COM4

COM5

COM6

COM7

COM8

COM9

COM10

COM11

COM12

COM13

COM14

COM15

SEG0

SEG1

SEG2

SEG3

SEG4

SEG5

SEG6

SEG7

SEG8

SEG9

SEG10

SEG11

SEG12

SEG13

SEG14

SEG15

SEG16

SEG17

SEG18

SEG19

SEG20

SEG21

SEG22

SEG23

SEG24

SEG25

SEG26

SEG27

SEG28

SEG29

SEG30

SEG31

SEG32

SEG33

SEG34

SEG35

SEG36

SEG37

SEG38

VSS
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Appendix A S5U1C88000P1&S5U1C88649P2 Manual
(Peripheral Circuit Board for S1C88650)

ここでは、8-bi t  S ingle  Chip  Microcomputer  S1C88 FamilyのデバッキングツールであるICE
(S5U1C88000H5)に装着してエミュレーション機能を提供するPeripheral Circuit Board for S1C88650
(S5U1C88000P1&S5U1C88649P2)の使用方法を説明します。
なお、本文はS1C88 Family Peripheral Circuit Board (S5U1C88000P1)にS1C88650用回路データがダウンロー
ドされているものについて適用されます。S1C88 Family Peripheral Circuit Board (S5U1C88000P1)への回
路データのダウンロード方法とボードの共通仕様などについては、製品に添付された"S5U1C88000P
Manual"を、ICEの機能および操作などの詳細については、それぞれに用意されたマニュアルを参照して
ください。

A.1 各部の名称と機能
以下、S5U1C88000P1&S5U1C88649P2の各部の名称と機能について説明します。

I/O #2コネクタ  I/O #1コネクタ 

SW1

LCDVCC
 (裏面)

(1)

(2) (26) (26)

    

 I/O #3コネクタ 

(26)

 I/O #4コネクタ 

(26)

メインボード(S5U1C88000P1) アドオンボード(S5U1C88649P2)

図A.1.1　ボードレイアウト

RESET

MONITOR

L S5U1C88000P1
S1C88 Family Peripheral circuit board EPSON

I/O #2I/O #1

H
OSC3

LH
OSC1

VSVDVLCD

LED 87654321

161514131211109

(3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (26)

(26)(25)(10~24)

図A.1.2　パネルレイアウト(S5U1C88000P1)
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(1) SW1
回路データをダウンロードする場合は、"3"側
に設定してください。それ以外の場合は、"1"
側に設定してください。

(2) LCDVCC (S5U1C88000P1裏面)
表A.1.1に示すようにDIPスイッチ設定により、
LCDドライバ用の内蔵電源(VC5)の電圧を変更
することができます。なお、実ICのVC5電圧は
これと異なりますので、充分ご注意ください。

表A.1.1　LCDVCCの設定
LCDVCC

その他の組み合わせ 

設定
 

 
VC5 = 6V

VC5 = 5.75V
VC5 = 5.5V
VC5 = 5V
設定禁止 

1 2 3 4
ON
OFF
OFF
OFF

OFF
ON
OFF
OFF

OFF
OFF
ON
OFF

ON
OFF
OFF
ON

* LCDコントラスト調整レジスタLC0～LC3が
0FHの場合の電圧値です。また、本ボードに
おける使用部品の特性上、最大±6%の誤差が
見込まれます。

(3) VLCDボリューム
未使用

(4) VSVDボリューム
電源電圧検出(SVD)機能を確認するため、擬似
的に電源電圧を変化させるボリュームです。
("A.2.2 実際のICとの相違点"を参照してくださ
い。)

(5) OSC1 Hボリューム
OSC1にCR発振回路が選択されている場合に、
発振周波数を大まかに調整します。

(6) OSC1 Lボリューム
OSC1にCR発振回路が選択されている場合に、
発振周波数を微調整します。

(7) OSC3 Hボリューム
OSC3にCR発振回路が選択されている場合に、
発振周波数を大まかに調整します。

(8) OSC3 Lボリューム
OSC3にCR発振回路が選択されている場合に、
発振周波数を微調整します。

(9) RESET
本ボードの回路をリセットし、ICEにリセット
信号を与えます。

(10) LED 1 (MPU/MCU)
MPU/MCUモードの設定を示します。
点灯: MPUモード
消灯: MCUモード

(11) LED 2 (BUSMOD), LED 3 (CPUMOD)
バス/CPUモード(BUSMOD/CPUMODレジスタ
の設定)を示します。

表A.1.2　バス/CPUモード

点灯
点灯
消灯
消灯 

拡張 
 
シングルチップ 

バスモード BUSMOD
マキシマム 
ミニマム 
マキシマム 
ミニマム 

CPUモード 
点灯
消灯
点灯
消灯 

CPUMOD

(12) LED 4 (CLKCHG)
CPU動作クロックを示します。
点灯: OSC3 (CLKCHGレジスタ="1")
消灯: OSC1 (CLKCHGレジスタ="0")

(13) LED 5 (SOSC3)
OSC3発振回路の状態を示します。
点灯: OSC3発振ON (SOSC3レジスタ="1")
消灯: OSC3発振OFF (SOSC3レジスタ="0")

(14) LED 6 (SVDON)
SVD回路の状態を示します。
点灯: SVD回路ON (SVDONレジスタ="1")
消灯: SVD回路OFF (SVDONレジスタ="0")

(15) LED 7 (LCDC)
LCD回路の状態を示します。
点灯: LCD回路ON (LCDCレジスタ="00"以外)
消灯: LCD回路OFF (LCDCレジスタ="00")

(16) LED 8 (HLMOD)
重負荷保護モードの状態を示します。
点灯: 重負荷保護モード (HLMODレジスタ="1")
消灯: 通常モード (HLMODレジスタ="0")

(17) LED 9 (HALT/SLEEP)
CPUの動作状態を示します。
点灯: HALTまたはSLEEPモード
消灯: 通常動作モード

(18) LED10 (VDSEL)
LCD系定電圧回路用電源としてVDDとVD2のど
ちらが選択されているかを示します。
点灯: VD2 (VDSELレジスタ="1")
消灯: VDD (VDSELレジスタ="0")

(19) LED11 (DBON)
電源電圧昇圧回路の状態を示します。
点灯: 昇圧ON (DBONレジスタ="1")
消灯: 昇圧OFF (DBONレジスタ="0")

(20) LED12 (SEGREV)
SEG出力対応反転の状態を表示します。
点灯: 反転表示 (SEGREVレジスタ="1")
消灯: 通常表示 (SEGREVレジスタ="0")
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(21) LED 13 (Reserved)
未使用

(22) LED 14 (OSC1動作クロック)
OSC1の動作クロックが接続されています。対
応するモニタピン(14番ピン)をモニタすること
で、OSC1が現在どのような周波数で発振を
行っているかを確認することができます。

(23) LED 15 (OSC3動作クロック)
OSC3の動作クロックが接続されています。対
応するモニタピン(15番ピン)をモニタすること
で、OSC3が現在どのような周波数で発振を
行っているかを確認することができます。

(24) LED 16 (FPGA Configuration)
S5U1C88000P1上のFPGAに回路データが書き
込まれている状態で電源が投入されると点灯し
ます。消灯している場合は、デバッグ前に
FPGAデータの書き込みが必要です(データ書き
込み後、電源を入れ直すと点灯します)。

(25) LED信号モニタ用コネクタ
前記LEDの信号をモニタするためのコネクタで
す。コネクタ端子より以下の信号が出力されま
す。LED信号は点灯時がHIGH、消灯時がLOW
です。

2468101214161820

135791113151719

図A.1.3　LED信号モニタ用コネクタ

1番ピン: LED 1 (MPU/MCUモード) 　　　
2番ピン: LED 2 (バスモード1)
3番ピン: LED 3 (CPUモード0)　　　
4番ピン: LED 4 (CPU動作クロック)
5番ピン: LED 5 (OSC3発振ON/OFF)
6番ピン: LED 6 (SVD回路ON/OFF)
7番ピン: LED 7 (LCD回路ON/OFF)
8番ピン: LED 8 (重負荷保護モードON/OFF)
9番ピン: LED 9 (HALT/SLEEP、RUN)
10番ピン: LED10 (LCD系定電圧回路VD2/VDD)
11番ピン: LED11 (電源電圧昇圧回路ON/OFF)
12番ピン: LED12 (SEG出力反転/通常）
14番ピン: OSC1動作クロック
15番ピン: OSC3動作クロック
18番ピン: OSC1 CR発振周波数モニタ
19番ピン: OSC3 CR発振周波数モニタ

13、17および20番ピンは未使用です。
18、19番ピンはCR発振クロックが接続されて
います(水晶発振の選択やSOSC3レジスタの設
定にかかわらず、CR発振回路は常に動作して
います)。CR発振周波数を微調整する場合のモ
ニタ用端子として使用します。

(26) I/O #1, I/O #2, I/O #3, I/O #4コネクタ
I/OおよびLCD接続用コネクタです。I/O接続
ケーブル(80pin/40pin×2 flat type、100pin/50pin
×2 flat type、40pin/20pin×2 flat type)によって
ターゲットシステムと接続します。

A.2 使用上の注意
S5U1C88000P1&S5U1C88649P2を正しく使用してい
ただくために、以下の事項に注意してください。

A.2.1 操作上の注意事項
(1) ケーブルの接続、切り離しは接続する機器すべ

ての電源をOFFにした状態で行ってください。

(2) 入力ポート(K00～K03)をすべてLOWレベルに
した状態において、電源投入およびマスクオプ
ションデータのロードを行わないでください。
キー同時押しリセット機能が働く可能性があり
ます。

(3) デバッグは、必ずマスクオプションデータを
ロードしてから行ってください。

A.2.2 実際のICとの相違点
実際のICとは機能、特性上、以下の相違がありま
すので注意が必要です。これらについて考慮を
怠った場合、S5U1C88000P1&S5U1C88649P2を装
着したICEでは動作しても実ICで動作しない場合が
あります。

(1) I/Oについての相違

〈インタフェース電源〉
本ボードとターゲットシステムのインタフェー
ス電圧は+3.3Vに固定されています。このため、
実際のICと同一のインタフェース電圧が必要な
場合は、ターゲットシステム側においてレベル
シフタ回路などを付加して対応してください。

〈各出力ポートの駆動能力〉
本ボードにおける各出力ポートの駆動能力は、
実際のICに比べて高くなっていますので、"8 電
気的特性"を参照し、各出力端子の駆動能力を
確認した上で、システムおよびソフトウェアの
設計を行ってください。

〈各入力ポートの特性〉
入力割り込み等を使用する場合、入力端子の
AC特性が実ICと異なりますので、立ち上がり/
立ち下がり時間が遅い場合には、必ず実ICで動
作確認を行ってください。

〈各ポートの保護ダイオード〉
すべてのI/Oポートには保護用ダイオードが
VDDとVSSに対して入っており、ターゲットシ
ステムとのインタフェース信号は+3.3Vに固定
されます。このため、出力ポートをオープンド
レインに設定し、VDDを超える電圧レベルとの
インタフェースをとることはできません。
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(3)機能上の相違

〈LCD回路〉
• LCD端子(SEG、COM)の駆動能力および出力電

圧は実際のICと異なりますので、充分な注意が
必要です。LCDのコントラストについては、調
整可能となるようにシステムおよびソフトウェ
アを設計してください。また、S5U1C88000P1
ボード裏面スイッチによりLCD駆動電圧を切り
換えることが可能です。("A.1 各部の名称と機
能"参照)

• LCDC0およびLCDC1レジスタが共に"0"(LCD
電源制御回路がOFF)の場合、実ICではSEG、
COM端子の出力レベルはVSSレベルに固定され
ますが、本ボードにおいてはCOM端子はVC4と
なり、SEG端子はVC3になります。

• ドットフォント12×12には対応しておりませ
ん。16×16/5×8ドットフォント固定となりま
す。(DTFNTビットの書き込み、読み出しは可
能です。)

• SEG出力反転表示に対応していません。モニタ
LED12の点灯で表示状態を判断してください。
(SEGREVビットの書き込み、読み出しは可能
です。)

• 1/16(1/8)デューティで使用時に表示メモリ領域
を切り換えると(DSPAR="1")、実ICではCOM0
～15までしか出力されませんが、本ボードでは
COM16～31にもCOM0～15と同一の波形が出
力されてしまいます。そのため、COM16～31
をLCDパネルに接続している場合、LCDパネル
は同一内容を2段表示します。

〈SVD回路〉
• SVD機能は、S5U1C88000P1前面パネルの

VSVDボリュームにより、擬似的に電源電圧を
変化させることにより行います。

• SVD回路の電源をONしてから実際に電圧を検
出するまでに遅延時間が発生します。
本ボードの遅延時間は実際のICと異なりますの
で、"8 電気的特性"を参照して、ソフトウェア
により適切な待ち時間を設定してください。

• 本ボードで設定できる比較電圧は実際のICと異
なります。本ボードでSVD回路のデバックを行
うときはレベル的な比較としてください。

〈プルアップ抵抗値〉
本ボードにおいて、プルアップ抵抗値は300kΩ
に固定されていますが、実際のICと抵抗値が異
なります。実際のICにおける抵抗値は、"8 電気
的特性"を参照して確認してください。
なお、プルアップ抵抗を使用して入力端子を
Highレベルに引き上げる場合などにおいて、
Highレベル確定までの時間に相違が生じます。
たとえば、出力ポートと入力ポートを組み合わ
せてキーマトリックス回路を構成した場合は、
入力ポートの立ち上がりディレイに相違が発生
しますので充分な注意が必要です。

(2) 消費電流についての相違
本ボードの消費電流は実際のICと大きく異なり
ます。S5U1C88000P1前面パネルのLEDを確認
することで、おおよその消費電流を把握するこ
とができます。なお、消費電流に大きく影響を
およぼすものとして以下のようなものがあげら
れます。

〈LED、モニタピンなどで確認が可能なもの〉
a) RunとHaltの実行比率

(ICEのモニタピン、LEDによる)
b) CPU動作クロック切り換え

(LED4: モニタ4番ピン)
c) OSC3発振On/Off

(LED5: モニタ5番ピン)
d) SVD回路連続On/Off制御

(LED6: モニタ6番ピン)
e) LCD電源制御

(LED7: モニタ7番ピン)
f) 重負荷保護モード

(LED8: モニタ8番ピン)
g) SLEEPとHALTの実行比率

(LED9: モニタ9番ピン)
h) LCD系定電圧回路電源選択

(LED10: モニタ10番ピン)
i) 電源電圧昇圧回路

(LED11: モニタ11番ピン)
j) OSC1動作クロック

(LED14: モニタ14番ピン)
k) OSC3動作クロック

(LED15: モニタ15番ピン)

〈システム、ソフトウェア上注意するしかないもの〉
l) 内蔵プルアップ抵抗により消費される電流
m) 入力ポートがフローティング状態
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〈発振回路〉
• OSC1水晶発振回路の発振周波数は32.768kHzに

固定されています。

• OSC1 CR発振回路の発振周波数は、S5U1C
88000P1前面パネルのボリュームにより約
20kHz～500kHzの範囲で調整できます。ただ
し、実ICの動作範囲はこれとは異なりますの
で、"8 電気的特性"を参照して実ICが動作可能
な周波数に設定してください。

• OSC3水晶発振回路の発振周波数は4.9152MHz
に固定されています。

• OSC3 CR発振回路の発振周波数は、S5U1C
88000P1前面パネルのボリュームにより約
100kHz～8MHzの範囲で調整できます。ただ
し、実ICの動作範囲はこれとは異なりますの
で、"8 電気的特性"を参照して実ICが動作可能
な周波数に設定してください。

• OSC3セラミック発振回路は内蔵していませ
ん。セラミック発振回路オプションを選択した
場合は、代わりに水晶発振回路が選択されるよ
うになっています。

• 外部クロック入力を使用する場合は、振幅を
3.3V±5%、デューティを50%±10%以内に調整
し、VSSをGNDとしてOSC1、OSC3端子から入
力してください。

• 本ボードではOSC3発振制御回路をON(SOSC3
="1")した後、待ち時間を取らずにCPUクロッ
クをOSC3に切り換えても(CLKCHG="1")動作
してしまいます。実ICでは発振ON後、クロッ
クを切り換える前に発振安定待ち時間が必要で
すので、"8 電気的特性"を参照の上、適切な待
ち時間を設定してください。

• OSC3からOSC1へのクロック切り換えと、
OSC3回路の発振停止は別の命令で行ってくだ
さい。ひとつの命令で同時に処理すると、本
ボードで動作しても、実際のICで動作しない場
合があります。

• 本ボードにはOSC1とOSC3用の発振回路が内蔵
されています。実ICにおいてOSC3の発振子を
接続しない場合でも、OSC3クロックによる動
作が可能になりますので、注意してください。

• ロジックレベルが高いため発振開始や停止時間
などのタイミングが異なります。

〈未使用アドレスへのアクセス〉
S1C88650内蔵のROM/RAM、I/O空間の未定義
領域に対して読み出し/書き込みを行った場
合、その値は不定となります。
また、S5U1C88000P1&S5U1C88649P2と実際
のICでは、不定となる状態が異なりますので充
分注意してください。

〈リセット回路〉
本ボードを組み込んだICEに電源を投入してか
らプログラムが動作するまでのシーケンスは、
実際のICと異なりますので注意してください。
本ボードでは、オプションデータのロード、
ユーザプログラムのロードを行ってからデバッ
グシステムとしての動作が可能になります。

〈内部電源回路〉
LCDの駆動電圧は実際のICと異なります。

〈漢字フォント用ROMサイズについて〉
実ICでは漢字フォント用メモリが896Kバイト
(領域010000H～0EFFFFH)内蔵されています
が、ICE内の実装メモリサイズは448Kバイトに
制限されています。

〈ファンクションオプション〉
• 入力インタフェースレベル

実ICでは、ファンクションオプションでK00～
K07およびP10～P17ポートの入力インタフェー
スレベルをCMOSレベルにするか、CMOSシュ
ミットレベルにするか選択できますが、本ボー
ド上ではWinfogでどちらを選択してもCMOSレ
ベル固定となります。

(4)各機種対応における注意事項

〈パラメータファイル〉
本ボードを組み込んだICEは、パーソナルコン
ピュータ上のデバッガを起動した際に、機種ご
とに提供されるパラメータファイル(88650.par)
に従ってROM、RAM、I/O空間がその機種用に
設定されます。
お客さまは、実際に使用するROM、RAM空間
に合わせてこのパラメータファイルを変更する
ことができますが、シングルチップマキシマム
モードで使用する場合は、以下の領域以外は設
定しないでください。
ROM領域: 0000H～BFFFH

10000H～EFFFFH
RAM領域: D800H～F7FFH
スタック領域: D800H～F7FFH

〈アクセス禁止領域〉
S1C88650の開発で本ボードを使用する場合
は、I/OメモリのアドレスFF16H、FF90H～
FFADHに対しては絶対に読み出しや書き込み
をしないでください。
また、アドレスFF17HのD4ビット、FF21Hの
D6およびD7ビット、FF22HのD7ビット、
FF26HのD7ビットについては、書き込み時に初
期値を変更しないように注意してください。
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A.3 ターゲットシステムとの接続
ここではS5U1C88000P1&S5U1C88649P2とターゲットシステムとの接続について説明します。

注: ケーブルの接続、切り離しは接続する機器すべての電源をOFFにして行ってください。

ターゲットシステムは、前面パネルのI/O #1～I/O
#4コネクタに添付のI/Oケーブル(80pin/40pin×2
flat type、100pin/50pin×2 flat type、40pin/20pin×2
flat type)を使用して接続します。
80pin、100pin、40pinをI/O #1～I/O #4コネクタに
接続し、40pin×2、50pin×2、20pin×2をターゲッ
トシステムに接続します。I/O #1、I/O #2、I/O #3
には電源(VDD)が供給されていますので注意してく
ださい。

内蔵水晶発振回路の周波数は次のとおりです。
OSC1水晶発振選択時: 32.768kHz
OSC3水晶発振選択時: 4.9152MHz

CR発振を選択した場合は、前面パネルのボリュー
ム(OSC1用がOSC1HとOSC1L、OSC3用がOSC3H
とOSC3L)で発振周波数を調整することができま
す。この場合は、モニタ用コネクタのOSC1 CR発
振モニタピン(18番ピン)、またはOSC3 CR発振モニ
タピン(19番ピン)に周波数カウンタ等を接続し、値
を確認しながら必要な周波数に設定してくださ
い。CR発振の初期周波数は不定のため、必ず使用
前にOSC1 CR、OSC3 CR発振モニタピンで確認し
てください。

図A.3.1　ターゲットシステムとの接続
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I/Oコネクタピン配置

表A.3.2　I/O #2コネクタ

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

端子名
VDD (3.3V)
VDD (3.3V)

VSS

VSS

RESET
MCU/MPU
OSC1EX
OSC3EX

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
SEG0
SEG1
SEG2
SEG3
SEG4
SEG5
SEG6
SEG7
SEG8
SEG9
SEG10
SEG11
SEG12
SEG13
SEG14
SEG15
SEG16
SEG17
SEG18
SEG19
SEG20
SEG21
SEG22
SEG23
SEG24
SEG25
SEG26

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

端子名
SEG27
SEG28
SEG29
SEG30
SEG31
SEG32
SEG33
SEG34
SEG35
SEG36
SEG37
SEG38
SEG39
SEG40
SEG41
SEG42
SEG43
SEG44
SEG45
SEG46
SEG47
SEG48
SEG49
SEG50
SEG51
SEG52
SEG53
SEG54
SEG55
SEG56
SEG57
SEG58
SEG59
SEG60
SEG61
SEG62
SEG63
SEG64
SEG65
SEG66

40pin CN2-1 40pin CN2-2
表A.3.1　I/O #1コネクタ

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

端子名
VDD (3.3V)
VDD (3.3V)

VSS

VSS

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.

R00/A0
R01/A1
R02/A2
R03/A3
R04/A4
R05/A5
R06/A6
R07/A7
R10/A8
R11/A9

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

端子名
R12/A10
R13/A11
R14/A12
R15/A13
R16/A14
R17/A15
R20/A16
R21/A17
R22/A18
R23/A19
R24/RD
R25/WR

N.C.
N.C.

R30/CE0
R31/CE1
R32/CE2

R33/(BACK)
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.

COM0
COM1
COM2
COM3
COM4
COM5
COM6
COM7
COM8
COM9
COM10
COM11
COM12
COM13
COM14
COM15

40pin CN1-1 40pin CN1-2

3

1

2

39

40

4

図A.3.2  CN1-1/CN1-2、CN2-1/CN2-2のピン配置
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表A.3.3　I/O #3コネクタ

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

端子名
K00
K01
K02

K03(BREQ)
K04/EXCL0
K05/EXCL1
K06/EXCL2
K07/EXCL3

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

端子名
VSS

VSS

P00/D0
P01/D1
P02/D2
P03/D3
P04/D4
P05/D5
P06/D6
P07/D7

VDD (3.3V)
VDD (3.3V)

P10/SIN
P11/SOUT
P12/SCLK
P13/SRDY

P14/TOUT0/TOUT1
P15/TOUT2/TOUT3

P16/FOUT
P17/TOUT2/TOUT3

20pin CN3-1 20pin CN3-2
表A.3.4　I/O #4コネクタ

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

端子名
SEG67
SEG68
SEG69
SEG70
SEG71
SEG72
SEG73
SEG74
SEG75
SEG76
SEG77
SEG78
SEG79
SEG80
SEG81
SEG82
SEG83
SEG84
SEG85
SEG86
SEG87
SEG88
SEG89
SEG90
SEG91
SEG92
SEG93
SEG94
SEG95
SEG96
SEG97
SEG98
SEG99
SEG100
SEG101
SEG102
SEG103
SEG104
SEG105
SEG106
SEG107
SEG108
SEG109
SEG110
SEG111
SEG112
SEG113
SEG114
SEG115
SEG116

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

端子名
SEG117
SEG118
SEG119
SEG120
SEG121
SEG122
SEG123
SEG124
SEG125

N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
N.C.
VSS

COM16
COM17
COM18
COM19
COM20
COM21
COM22
COM23
COM24
COM25
COM26
COM27
COM28
COM29
COM30
COM31

50pin CN4-1 50pin CN4-2
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A.4 製品の仕様
以下にS5U1C88649P2の構成品の仕様を示します。

S5U1C88649P2
寸法(mm): 184(横)×152(奥行き)×17(高さ)

I/O接続ケーブル(100pin/50pin×2)
本機側コネクタ(100pin):

KEL 8830E-100-170L
ケーブル側コネクタ(100pin):

KEL 8822E-100-170L ×1
ケーブル側コネクタ(50pin):

コネクタ 3M 7950-B500SC ×2
ストレインリリーフ 3M 3448-7950 ×2

ケーブル:
50芯フラットケーブル ×1

インタフェース:
CMOSインタフェース(3.3V)

長さ: 約40cm

I/O接続ケーブル(40pin/20pin×2)
本機側コネクタ(40pin):

KEL 8830E-040-170L
ケーブル側コネクタ(40pin):

KEL 8822E-040-170L ×1
ケーブル側コネクタ(20pin):

コネクタ 3M 7920-B500SC ×2
ストレインリリーフ 3M 3448-7920 ×2

ケーブル:
20芯フラットケーブル ×1

インタフェース:
CMOSインタフェース(3.3V)

長さ: 約40cm

付属品
ターゲットシステム接続コネクタ(50pin):

3M 3433-6002LCSC ×2
ターゲットシステム接続コネクタ(20pin):

3M 3428-6002LCSC ×2



APPENDIX B　漢字フォントの使用について

172 EPSON S1C88650 TECHNICAL MANUAL

フォントデータ 
オブジェクト 

リンカ 

実行ファイル 

ロケータ 

使用ROMサイズ 
133,388バイト 

コンパイル 
アセンブル 

ユーザ開発プログラム 

抜粋した漢字フォントの書体です。 

Appendix B 漢字フォントの使用について
S1C88650で漢字フォントをLCDに表示させるため
には、S5U1C88000R1(12×12 dot RIS 506 kanji font
package)を使用します。
このパッケージは、日本レコード協会規格 RIS 506-
1996に記載されているミュージックシフトJIS漢字に
準拠した文字符号の12×12ドットサイズフォント
(セイコーエプソンオリジナルデザイン注1 )を、
S1C88 Familyのプログラムに組み込める形式のデー
タで提供するものです。また、これらのフォント
データをLCDに表示するS1C88 Familyマイコン上で
動作するサンプルプログラムおよびそのアプリケー
ションノート、お客さまがカスタムフォントデータ
を作成するときにご利用いただけるビットマップ
ユーティリティが含まれています。

漢字フォントデータはS1C88 Familyのプログラム
に組み込めるように、オブジェクトファイル形式
(拡張子 ∗ .obj、アセンブラの出力ファイル)で提供
され、お客さまが作成したアプリケーションプロ
グラムにこのオブジェクトファイルをリンクする
ことで漢字フォントデータを簡単に使用すること
ができます注2。
詳細は、"S5U1C88000R1 Manual"を参照してくだ
さい。

注 1 パッケージに含まれる漢字フォントデータお
よびマニュアルに記載の書体を利用するため
には、あらかじめ弊社と書体使用許諾に関す
る契約を締結する必要があります。

2 キャラクタコードからフォントデータの取
得、LCDへの表示等のプログラムはお客さま
が作成する必要があります。
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